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はじめにはじめにはじめにはじめに

このマニュアルでは、Microsoftクラスタ・システム上で稼働している Oracle Fail Safeを使
用して、次のものの可用性が高まるように構成する方法を説明します。

� Oracleデータベース・サーバー

� Oracle WebDBリスナー

� Oracle Forms Load Balancer Server

� Oracle Forms Server

� Oracle Reports Server

� Oracle Application Server

� Oracle HTTP Server

� Oracle Applications Concurrent Manager

� Oracle MTS Service

� Microsoft Windowsサービスとしてインストールされたアプリケーション

対象読者対象読者対象読者対象読者
このマニュアルは、Microsoftクラスタ・システム上で実行しているソフトウェア・コン
ポーネントのダウン時間を最小にするために、Oracle Fail Safeを考慮している方を対象とし
ています。

読者は、Microsoft Cluster Server（MSCS）、SQL*NetまたはNet8ネットワーキング、およ
び高い可用性を実現する他のアプリケーションに精通していることが必要です。
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構成構成構成構成
このマニュアルには、15の章、3つの付録、用語集および索引が含まれています。

第 1章 クラスタおよび Oracle Fail Safeの概要を示します。

第 2章 Microsoftクラスタおよび Oracle Fail Safeの概念と用語を紹介します。

第 3章 高い可用性で業務上の要求に合致した、Oracle Fail Safe構成のカスタ
マイズと最適化について説明します。

第 4章 複数の Oracleホームでの Oracle Fail Safe Managerの使用などについ
て、セキュリティ上の考慮点を説明します。

第 5章 FSCMDコマンドの参照情報を掲載しています。

第 6章 Oracle Fail Safe Managerファミリのトラブルシューティング・ツール
について説明します。

第 7章 Oracleデータベース・サーバーに高い可用性を与える構成方法、およ
び Oracle Call Interface（OCI）や ODBCクライアント、アプリケー
ションとの統合方法について説明します。

第 8章 Oracle WebDBリスナーに高い可用性を与える構成方法を説明します。

第 9章 Oracle Forms Load Balance Serverに高い可用性を与える構成方法を説
明します。

第 10章 Oracle Forms Serverに高い可用性を与える構成方法を説明します。

第 11章 Oracle Reports Serverに高い可用性を与える構成方法を説明します。

第 12章 Oracle Application Serverまたは Oracle HTTP Serverに高い可用性を
与える構成方法を説明します。

第 13章 Oracle Applications Concurrent Managerに高い可用性を与える構成方
法を説明します。

第 14章 Oracle Service for Microsoft Transaction Server（Oracle MTS Serviceと
も呼ばれる）に高い可用性を与える構成方法を説明します。

第 15章 Windows汎用サービスに高い可用性を与える構成方法を説明します。

付録 A Oracle Fail Safe CD-ROMに含まれているサンプルのデモ・ソフトウェ
アをダウンロードして使用する方法を示します。

付録 B クラスタの適切なネットワーク構成を検証するための情報を掲載してい
ます。

付録 C オラクル社カスタマ・サポート・センターへの連絡方法、およびサポー
ト担当者に提示する必要のある情報について説明します。
xviii



関連資料関連資料関連資料関連資料
Oracle Fail Safeの詳細は、次の資料を参照してください。

� ソフトウェアの更新、オンライン・マニュアルへのアクセス、その他のリリース固有の
情報は、『Oracle Fail Safeリリース・ノート』を参照してください。

� インストール、削除およびアップグレードの方法は、『Oracle Fail Safeインストレー
ション・ガイド』を参照してください。

� オンライン・ヘルプは、Oracle Fail Safe Managerに提供されているオンライン・ヘルプ
の項目を参照してください。オンライン・ヘルプの項目にアクセスするには、Oracle 
Fail Safe Managerのメニュー・バーにある「ヘルプ」をクリックしてください。

関連製品に関する詳細は、次の資料を参照してください。

� クラスタ・システムの詳細は、Microsoft Cluster Server（MSCS）のマニュアルを参照
してください。

� Oracleサーバーとその動作の仕組みの詳細は、『Oracle8i 概要』を参照してください。

� Net8の詳細は、『Net8管理者ガイド』を参照してください。

� ODBCの詳細は、『Microsoft ODBC Software Development Kit and Programmer's 
Reference』を参照してください。また、ODBCドライバの Oracle固有の実装の詳細
は、Oracle ODBCオンライン・ヘルプを参照してください。（たとえば、Microsoftによ
り定義されていないフェイルオーバーのセットアップ方法などを説明しています。）

� Oracle Call Interface（OCI）の詳細は、『Oracle8i コール・インタフェース・プログラ
マーズ・ガイド』を参照してください。

� Oracle Enterprise Managerの詳細は、Oracle Enterprise Manager製品のマニュアルを参
照してください。

� Oracle WebDBリスナーの詳細は、Oracle WebDBのドキュメント・セットを参照して
ください。

� Oracle Forms Load Balancer Server、Oracle Formsおよび Oracle Reportsの詳細は、
Oracle Developer 6i のドキュメント・セットを参照してください。

� Oracle Application Serverの詳細は、『Oracle Application Server概要』を参照してくだ
さい。

� Oracle HTTP Serverの詳細は、Oracle HTTP Serverのマニュアルを参照してください。

� Oracle MTS Serviceの詳細は、『Oracle8とMicrosoft Transaction Serverの連携』を参照
してください。

� Oracle Applications Concurrent Managerの詳細は、Oracle Applications 11i のドキュメ
ント・セットを参照してください。
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表記規則表記規則表記規則表記規則
このマニュアルでは、次の表記規則を使用しています。

表記規則表記規則表記規則表記規則 意味意味意味意味

.

.

.

例の中の縦向きの省略記号は、例に直接関係しない情報が省略されて
いることを示す。

. . . 文またはコマンドの中の横向きの省略記号は、例に直接関係しない文
またはコマンドの一部が省略されていることを示す。

イタリック体 イタリック体は、変数を示すために使用する。変数とは、システム・
メッセージ内（たとえば、内部エラー番号 nnn）、コマンドライン内
（たとえば、/Producer=name）、および本文中でのコマンド・パラ
メータ内（現在のホスト名として cluster-node-nameを指定しているよ
うな場合）で変化する情報を持ちます。

太字体太字体太字体太字体 本文中の太字体は、本文や用語集でその用語が定義されていることを
示す。

< > ユーザー指定の名前を囲む記号。

[ ] オプション修飾子を囲む記号。この中から 1つ選択するか、または選
択せずに省略します。

大文字 必須のキーワードまたはパラメータを示す。

小文字 ユーザーが選択するキーワードまたはパラメータを示す。ただし、選
択リストからのみ選択が可能です。

「メニュー」「メニュー」「メニュー」「メニュー」→→→→
「オプション」「オプション」「オプション」「オプション」→→→→
「サブメニュー・「サブメニュー・「サブメニュー・「サブメニュー・
オプション」オプション」オプション」オプション」

右矢印は、メニュー・オプションまたはサブメニュー・オプションを
選ぶことを示す記号。次の例は、「表示」メニューのプルダウンを表
示し、ポインタを移動して「イメージ」サブメニューのプルダウンを
表示した後、「リフレッシュ」オプションを選択することを示します。

「表示」「表示」「表示」「表示」→→→→「イメージ」「イメージ」「イメージ」「イメージ」→→→→「リフレッシュ」「リフレッシュ」「リフレッシュ」「リフレッシュ」を選択します。
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第第第第I部部部部

概要概要概要概要

第 I部では、汎用クラスタおよび Oracle Fail Safeの概念について説明します。

第 I部は、次の章から構成されています。

� 第 1章「Oracle Fail Safeの基礎知識」

� 第 2章「クラスタの概念」

� 第 3章「Oracle Fail Safeソリューションの設計」





Oracle Fail Safeの基礎
1

Oracle Fail Safeの基礎知識の基礎知識の基礎知識の基礎知識

ビジネスにおいて、24時間 365日利用できる製品やサービスがますます求められるように
なっています。100%の可用性を保証できるソリューションはありませんが、Oracle Fail 
Safeにより、Oracleデータベースのみならず、Microsoft Cluster Server（MSCS）によって
構成され、Microsoftクラスタ上で稼働する多くのアプリケーションのダウン時間を最小限
に抑えることが可能です。

この章では、次の項目について説明します。

1.1 Oracle Fail Safeとはとはとはとは
Oracle Fail Safeは使いやすいソフトウェア・オプションで、Microsoft Cluster Server
（MSCS）とともに、Microsoftクラスタ上で高い可用性を実現するビジネス・ソリューショ
ンです。クラスタクラスタクラスタクラスタは、ネットワーク・ユーザーからは可用性の高い単一システムのように見
える 2～ 4つのWindowsシステムで構成されます。クラスタ内の各システムをクラスタ・クラスタ・クラスタ・クラスタ・
ノードノードノードノードと呼びます。

Oracle Fail SafeはMSCSクラスタ・ソフトウェアとともに、クラスタ上で実行されるアプリ
ケーションおよびデータベースの高い可用性を実現します。あるクラスタ・ノードに障害が
発生した場合、Oracle Fail Safeを使用して構成したパラメータに基づき、クラスタ・ソフト
ウェアがその作業負荷を正常に機能しているノードに移します。この操作をフェイルオーフェイルオーフェイルオーフェイルオー
バーバーバーバーと呼びます。

項目項目項目項目 参照参照参照参照

Oracle Fail Safeとは 1.1項

Oracle Fail Safeの利点 1.2項

典型的な Oracle Fail Safeの構成 1.3項

Oracle Fail Safeソリューションの展開 1.4項
知識 1-1



Oracle Fail Safeの利点
Oracle Fail Safeによって、Oracleデータベース、Oracle WebDBリスナー、Oracle Forms 
Server、Oracle Reports Server、Oracle Applications、およびMicrosoft Windowsサービス
として構成可能なほとんどすべてのアプリケーションのダウン時間を短縮できます。

Oracle Fail Safeは Oracle Fail Safe Serverと Oracle Fail Safe Managerから構成されます。

� Oracle Fail Safe ServerはMSCSソフトウェアとともに、可用性を高めるように構成され
たリソースが計画的に、また予想外に停止したときの高速自動フェイルオーバーを構成
します。これらのリソースリソースリソースリソースには、Oracleデータベース・サーバー、Oracle Forms 
Server、Oracle Reports Server、Oracle MTS Service、Webサーバーまたはその他の
Windowsサービス（また、これらの項目が依存するソフトウェアおよびハードウェア）
があります。また、Oracle Fail Safe Serverは障害が発生したソフトウェア・リソースの
再起動を試行できるため、あるクラスタ・ノードから別のノードへのフェイルオーバー
が不要になることもあります。

� Oracle Fail Safe Managerには、クラスタ・リソースを構成し管理するための使いやすい
インタフェースとウィザード、さらに問題を診断するためのトラブルシューティング・
ツールが用意されています。

これらのコンポーネントをともに使用することで、高い可用性を備えたデータベース、アプ
リケーションおよびインターネット・ビジネス・ソリューションを速やかに展開できます。

1.2 Oracle Fail Safeの利点の利点の利点の利点
Oracle Fail Safeには、主に次のような利点があります。

� 高い可用性を備えたデータベースおよびアプリケーション

� 使いやすさ

� アプリケーションとの統合のしやすさ

1.2.1 高い可用性を備えたリソースおよびアプリケーション高い可用性を備えたリソースおよびアプリケーション高い可用性を備えたリソースおよびアプリケーション高い可用性を備えたリソースおよびアプリケーション
Oracle Fail SafeはMSCSとともに、ハードウェア・リソースとソフトウェア・リソースを両
方の可用性が高くなるように構成します。構成後、エンド・ユーザーおよびクライアントか
らは、クラスタ内の複数のノードが単一の仮想サーバーのように見えます。エンド・ユー
ザーとクライアント・アプリケーションは単一の固定ネットワーク・アドレス（仮想アドレ仮想アドレ仮想アドレ仮想アドレ
スススス）に接続し、その基礎となるクラスタに関する知識は必要ありません。その後、クラスタ
内のあるノードが使用不能になった場合、MSCSは障害が発生したノードの作業負荷（およ
びクライアントの要求）を他のノードに移します。

例として、図 1-1の左側に、2つのノードから成るクラスタ構成を示します。ここでは両方
のノードが使用可能であり、トランザクションが能動的に処理されています。表面的には、
この構成は 2つの独立したサーバーのセットアップと同じように見えますが、共有記憶装置共有記憶装置共有記憶装置共有記憶装置
インターコネクトインターコネクトインターコネクトインターコネクトによって 2つのノードに 1セットのディスクが物理的に接続されるよう、
記憶装置サブシステムが構成されている点が異なります。同じディスクに物理的に 2つの
1-2　Oracle Fail Safe概要および管理ガイド



Oracle Fail Safeの利点
ノードが接続されますが、MSCSにより、各ディスクをある時点で所有しアクセスできる
ノードは必ずどちらか 1つのノードとなります。

図 1-1の右側に、あるノードのハードウェアまたはソフトウェアが使用不能になった場合に、
管理者が介在することなく、正常に機能しているノードへ自動的に作業負荷を移して（フェ
イルオーバー）再起動する方法を示します。フェイルオーバー中、クラスタ・ディスクの所
有権は障害が発生したサーバー（ノード A）から解放され、正常に機能しているサーバー
（ノード B）がこの所有権を獲得します。Oracleデータベース・インスタンスがノード Aで
稼働していた場合、Oracle Fail Safeによってノード Bのデータベース・インスタンスが再起
動されます。クライアントは、ノード Aがホスト・サーバーであったときにデータベースへ
のアクセスに使用したのと同じ仮想アドレスを使用し、ノード Bを介してデータベースにア
クセスします。

図図図図 1-1 Microsoftクラスタでのクラスタでのクラスタでのクラスタでの Oracle Fail Safe によるフェイルオーバーによるフェイルオーバーによるフェイルオーバーによるフェイルオーバー

フェイルオーバー前� フェイルオーバー後�

ノードA ノードA ノードBノードB

RAIDアレイ�クラスタ・ディスク� クラスタ・ディスク� RAIDアレイ�
Oracle Fail Safeの基礎知識 1-3



Oracle Fail Safeの利点
1.2.2 使いやすさ使いやすさ使いやすさ使いやすさ
クラスタ内で動作するソフトウェアおよびその依存コンポーネント（たとえば、ディスク、
IPアドレス、ネットワーク）の構成作業には、数多くのハードウェア・コンポーネントおよ
びソフトウェア・コンポーネントが関係しているため、複雑なプロセスになることがありま
す。そのため、Oracle Fail Safeはインストール、管理および使用が簡単にできるように設計
されています。

インストールインストールインストールインストール : Oracle Fail Safeは、Oracle Universal Installerを使用して対話的にインス
トールすることも、サイレント・モードでインストールすることもできます。サイレント・サイレント・サイレント・サイレント・
モードモードモードモードは、レスポンス・ファイルを使用して Oracle Universal Installerに入力データを提供
することによりソフトウェアをインストールするインストール方法です。また、オペレー
ティング・システムとアプリケーション・ソフトウェアの両方をローリング・アップグレーローリング・アップグレーローリング・アップグレーローリング・アップグレー
ドドドドすることも可能です。1つのシステムがローリング・アップグレードによってアップグ
レードされている間、もう 1つのクラスタ・ノードが継続してクラスタの作業負荷のホスト
となることが可能になり、ダウン時間が最小になります。詳細は、『Oracle Fail Safeインス
トレーション・ガイド』を参照してください。

管理と使用管理と使用管理と使用管理と使用 : Oracle Fail Safe Managerには、クラスタ上のアプリケーションとデータベー
スをセットアップ、構成および管理するための使いやすいインタフェースが用意されていま
す。Oracle Fail Safe Managerには、構成手順を自動化し、その構成をクラスタ・ノード間で
矛盾なく複製するウィザードもあります。

Oracle Fail Safe Managerには、次のものが含まれます。

� 情報を効率的に検索できるように同じデータの複数のビューが表示された、オブジェク
トのツリー・ビュー

� リソース構成を自動化および簡易化するウィザードと、作業負荷のバランスをとるため
にノード間でリソースを移動するなど、定期的なシステム・メンテナンスを速やかに実
行するためのドラッグ・アンド・ドロップ機能

� 構成の前後に一般的な構成の問題を自動的に診断して修正する、統合検証ツール・ファ
ミリ

� HTMLや PDF形式で使用可能なクイック・ツアー、チュートリアル、ヘルプおよびマ
ニュアルなどのオンライン・マニュアル

� バッチ・プログラムやスクリプトからのクラスタ管理に便利なコマンドライン・インタ
フェース（FSCMD）
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Oracle Fail Safeの利点
図 1-2に、Oracle Fail Safe Managerのウィンドウを示します。左側のペインには、クラス
タ・リソースの複数のビュー（および現行の状態）が示されたツリーが表示されます。右側
のペインには、クラスタ上のすべてのグループとそれらの現行状態をリストするプロパ
ティ・ページが表示されます。ツリー・ビューから選択したフォルダによって、右側のペイ
ンの表示が異なります。特定のグループまたはリソースを選択すると、そのグループまたは
リソースのプロパティ・シートが表示されます。

図図図図 1-2 Oracle Fail Safe Manager
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Oracle Fail Safeの利点
図 1-3に、Oracle Fail Safeのメニューと各メニューの項目を示します。

図図図図 1-3 Oracle Fail Safe Managerのメニューと内容のメニューと内容のメニューと内容のメニューと内容

1.2.3 アプリケーションとの統合のしやすさアプリケーションとの統合のしやすさアプリケーションとの統合のしやすさアプリケーションとの統合のしやすさ
Oracle Fail Safeによって構成された、データベースまたはその他のアプリケーションにアク
セスするよう既存のアプリケーションを構成する場合、変更はほとんど必要ありません。ア
プリケーションは常に同じ仮想アドレスにあるクラスタ・リソースにアクセスするため、ア
プリケーションはフェイルオーバーを短時間のノード・リブートとして扱います。

フェイルオーバーの発生後、データベース・クライアントおよびユーザーは再接続して、ま
だ実行されていないトランザクション（インスタンスのリカバリ中にロールバックされた
データベース・トランザクションなど）があればそれを再実行する必要があります。
Oracle8または Oracle8i OCIによって開発されたアプリケーション（Oracle ODBCドライバ
を使用する ODBCクライアントを含む）では、フェイルオーバー後の自動再接続を利用で
きます。Oracle7 ODBCおよび OCIによって開発されたアプリケーションの場合は、接続と
状態を再確立するための追加コーディングが必要です。詳細は、7.10項を参照してくださ
い。
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典型的な Oracle Fail Safeの構成
1.3 典型的な典型的な典型的な典型的な Oracle Fail Safeの構成の構成の構成の構成
Microsoftハードウェア互換性リストの要件を満たすMicrosoftクラスタ・システムには、
MSCSを使用して Oracle Fail Safeソリューションを展開することができます。有効なクラス
タ構成のリストは、次の URLで、各クラスタ・タイプ別に確認できます。

http://www.microsoft.com/hcl/

多くのクラスタの構成はほとんど同じで、記憶装置インターコネクトの選択（SCSIまたは
ファイバ・チャネル）と、クラスタ・ノード間のアプリケーション配置方式のみが異なりま
す。

典型的なクラスタ構成には、次のハードウェアおよびソフトウェアが含まれます。

� ハードウェア

– 実行可能アプリケーション・ファイルがインストールされているローカル（プライ
ベート）。ディスクをそれぞれ 1つ以上持っているMicrosoftクラスタ・ノード。

– クラスタ内通信のためのノード間のプライベート（ハートビート）・インターコネ
クト。

– ローカル・エリア・ネットワーク（LAN）またはワイド・エリア・ネットワーク
（WAN）に接続するパブリック・インターコネクト（インターネットまたはイント
ラネット、あるいはその両方）。

– 共有記憶装置インターコネクト共有記憶装置インターコネクト共有記憶装置インターコネクト共有記憶装置インターコネクト（SCSIまたはファイバ・チャネル）上の NTFS形
式のディスク。あるノードから別のノードにフェイルオーバーする必要があるすべ
てのデータ・ファイル、ログ・ファイルおよびその他のファイルは、これらのクラ
スタ・ディスク上に置かれます。

– 追加の冗長コンポーネント（UPS、ネットワーク・カード、ディスク・コントロー
ラなど）。

� ソフトウェア（各ノードにインストール）

– Windows NT Enterprise Edition、Windows 2000 Advanced Serverまたは
Windows 2000 Datacenter Server

– Oracle Fail Safe Server

– Oracle Fail Safe Manager（1つ以上のクラスタ・ノードまたは 1台以上のクライア
ント・ワークステーション、あるいはその両方にインストール）

注意注意注意注意 : さらに高い可用性を与えるために冗長性の高いハードウェア（RAID
など）を使用する場合の情報は、クラスタ・ハードウェアのマニュアルを参
照してください。
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典型的な Oracle Fail Safeの構成
– 次のリソースのうち、可用性を高める 1つ以上のリソース

* Oracleデータベース・サーバー

* Oracle WebDBリスナー

* Oracle Forms Load Balancer Server

* Oracle Forms Server

* Oracle Reports Server

* Oracle HTTP Server

* Oracle Applications Concurrent Manager

* Oracle MTS Service

* Windowsサービスとして構成可能な Oracleまたはサード・パーティー製のア
プリケーション

これらのコンポーネントのリリース別のサポートに関する詳細は、リリース・ノートを参照
してください。

図 1-4に、2つのノードから成るクラスタを Oracle Fail Safeで構成した場合のハードウェア
およびソフトウェア・コンポーネントを示します。実行可能アプリケーション・ファイルは
各クラスタ・ノードのプライベート・ディスク上にインストールされ、アプリケーション・
データおよびログ・ファイルは共有クラスタ・ディスクに常駐することに注意してくださ
い。
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Oracle Fail Safeソリューションの展開
図図図図 1-4 Oracle Fail Safeによって構成されるハードウェアおよびソフトウェア・コンポーネントによって構成されるハードウェアおよびソフトウェア・コンポーネントによって構成されるハードウェアおよびソフトウェア・コンポーネントによって構成されるハードウェアおよびソフトウェア・コンポーネント

1.4 Oracle Fail Safeソリューションの展開ソリューションの展開ソリューションの展開ソリューションの展開
Oracle Fail SafeはMSCSとともに、クラスタ上で稼働するリソースを構成し、高速フェイル
オーバーを実現して、計画的な停止（システム・アップグレード）および計画外の停止
（ハードウェアまたはソフトウェアの障害）によるダウン時間を最小限に抑えます。

クラスタは次の事項を管理するよう設計されており、高い可用性を提供します。

� 計画外フェイルオーバー

クラスタにより、計画外フェイルオーバー計画外フェイルオーバー計画外フェイルオーバー計画外フェイルオーバー（ハードウェアまたはソフトウェア・コン
ポーネントの障害）がユーザーに対して透過的な方法で管理されます。クラスタ上の
1つのノードが使用不能になった場合、一時的に別のノードがそれ自体の作業負荷と、
障害のあったノードの作業負荷の両方を処理します。リソースに障害が発生し、現在の
ノード上で再起動できなくなった場合、別のノードがそのリソース（およびそれが依存
しているすべてのリソース）の所有権を受け取り、その再起動を試みます。

� 計画的フェイルオーバー

クラスタにより、計画的フェイルオーバー計画的フェイルオーバー計画的フェイルオーバー計画的フェイルオーバー（クラスタ上のソフトウェアをアップグレー
ドする場合などに意図的に発生させるフェイルオーバー）が管理されます。別のノード
にリソースをフェイルオーバーし、ソフトウェアまたはハードウェアのアップグレード
を実行した後、そのリソースを元のノードに戻すことができます。（これをリソースの

ノード1 ノード2

実行可能アプリケーション・ファイル:             

- Oracle Fail Safe�
- Windows NT Enterprise Editionまたは�
  Windows 2000 Advanced Serverまたは�
  Windows 2000 Datacenter�
- Microsoft Cluster Server�
- Oracle Application Server Webリスナー�
- Apache Webサーバー�
- ORANT¥BIN（Oracleホーム）

�
- その他�

プライベート・ディスク� プライベート・ディスク�

Oracle Fail Safe
Server

MSCS

パブリック・インターコネクト�

クラスタ・ディスク�

- データベース・データ・ファイル�
- データベース制御ファイル�
- データベース・ログ・ファイル�
- Formsファイル（.fmx）�
- Reportsファイル（.rdf）�
- Webページ（.html）�
- その他�
�

Oracleデータベース・�
サーバーまたはOracle

Application Server

Oracleデータベース・�
サーバーまたはOracle

Application Server

Oracle Fail Safe
Server

MSCS

ハートビート・�
インターコネクト�

 共有記憶装置インターコネクト� アプリケーション・データおよび�
ログ・ファイル:

�
- サード・パーティー製アプリケーション
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Oracle Fail Safeソリューションの展開
フェイルバックと呼びます。）その後、クラスタの他のノードでも同じアップグレード
手順を実行します。

Oracle Fail Safeでは次の事項が管理され、クラスタ環境のリソースを効率的に使用できま
す。

� 独立した作業負荷

クラスタ・ノードは個別の作業負荷を処理できます。たとえば、1つのノードが Oracle
データベースのホストとなり、残りのノードがアプリケーションのホストとなることが
可能です。

� ロード・バランス

クラスタ・ノード間でリソースのバランスをとることができます。たとえば、負荷の大
きいノードから容量に余裕があるノードにデータベースを移すことが可能です。

Oracle Fail Safeには多様な配置オプションがあり、幅広いフェイルオーバー要件を満たしま
す。第 3章では、アクティブ /パッシブ、アクティブ /アクティブ、作業負荷分散の各ソ
リューションなど、業務要件に合わせて Oracle Fail Safeソリューションを構成する方法を
説明します。
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クラスタの概
2

クラスタの概念クラスタの概念クラスタの概念クラスタの概念

Oracle Fail Safeの高可用性ソリューションでは、Microsoftクラスタ・ハードウェアと
Microsoft Cluster Server（MSCS）ソフトウェアを使用しています。

� Microsoftクラスタクラスタクラスタクラスタは、2～ 4つの独立したコンピューティング・システム（ノードと呼
ばれる）が同じディスク・サブシステムに接続された構成になっています。

� Microsoft Cluster Server（（（（MSCS））））は、Microsoft Windows NT Enterprise Edition、
Microsoft Windows 2000 Advanced ServerおよびMicrosoft Windows 2000 Datacenter 
Serverに組み込まれているソフトウェアです。Microsoft Cluster Serverによって、
Microsoftクラスタに配置されたアプリケーションおよびハードウェアのコンポーネン
ト（リソースと呼ばれる）を構成、監視および制御できます。Microsoft Windows NT
およびMicrosoft Windows 2000 Advanced Serverでは、1つのクラスタで最高 2つまで
のノードがサポートされます。Microsoft Windows 2000 Datacenter Serverでは、1つの
クラスタで最高 4つまでのノードがサポートされます。

Oracle Fail Safeが提供する高可用性機能を利用するためには、MSCSの概念を理解すること
が重要になります。

この章では、次の項目について説明します。

項目項目項目項目 項項項項

クラスタ・テクノロジ 2.1項

リソース、グループおよび高可用性 2.2項

グループ、仮想アドレスおよび仮想サーバー 2.3項

仮想アドレスへの IPアドレス割当て 2.4項

クラスタ・グループとクラスタ別名 2.5項

フェイルオーバー 2.6項

フェイルバック 2.7項
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クラスタ・テクノロジ
2.1 クラスタ・テクノロジクラスタ・テクノロジクラスタ・テクノロジクラスタ・テクノロジ
クラスタのメンバーであるWindowsシステムをクラスタ・ノードクラスタ・ノードクラスタ・ノードクラスタ・ノードと呼びます。クラスタ・
ノードは、ノード間のネットワーク接続と同様の共有記憶装置インターコネクトを介して結
合されます。

ノード間ネットワーク接続（ハートビート接続とも呼ばれる）では、あるノードが使用可能
か不可能かを別のノードから検出できます。この通信には、プライベート・インターコネク
ト（ユーザーおよびクライアント・アプリケーションのアクセスに使用されるパブリック・
ネットワーク接続と区別される）を使用することが一般的です。あるノードに障害が発生し
た場合、クラスタ・ソフトウェアは使用不能になったノードの作業負荷をただちに使用可能
なノードにフェイルオーバーフェイルオーバーフェイルオーバーフェイルオーバーし、障害発生ノードが所有していたあらゆるクラスタ・リソー
スを使用可能なノードに再マウントします。クライアントは、何も変更することなく、クラ
スタ・リソースに継続してアクセスします。

図 2-1に、2つのノードから成るMicrosoftクラスタ構成でのネットワーク接続を示します。

図図図図 2-1 Microsoftクラスタ・システムクラスタ・システムクラスタ・システムクラスタ・システム

ノードノードA ノードノードB

クラスタ・ディスククラスタ・ディスク�

プライベート・ネットワーク接続プライベート・ネットワーク接続�

共有記憶装置インターコネクト共有記憶装置インターコネクト�

プライベート・プライベート・�

インターコネクトインターコネクト�

クラスタ・ディスククラスタ・ディスク�
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クラスタ・テクノロジ
2.1.1 クラスタによる高い可用性の実現方法クラスタによる高い可用性の実現方法クラスタによる高い可用性の実現方法クラスタによる高い可用性の実現方法
クラスタ・テクノロジが使用可能になるまで、PCシステムの信頼性は RAIDやミラー化ド
ライブ、および電源の二重化といったハードウェアの冗長性によって達成されていました。
可用性の高いシステムを作成する上でディスク冗長性は重要ですが、この方法のみではシス
テムとアプリケーションの可用性を保証できません。

MSCSソフトウェアを使用してMicrosoftクラスタ内のサーバーに接続すると、通常の操作
中は各サーバー（ノード）がクラスタ・ディスクのサブセットに排他的アクセスすることに
なり、サーバーの冗長化を実現します。クラスタは、互いに依存しないスタンドアロン・シ
ステムよりはるかに効率的です。なぜなら、各ノードはそれぞれ有効な作業を実行できる上
に、障害が発生したクラスタ・ノードのディスク・リソースおよび作業負荷を引き継ぐこと
ができるためです。

クラスタは、その設計によって、コンポーネントの障害を管理し、コンポーネントの追加と
削減をユーザーに認識させず、高い可用性を実現します。障害の検出、リカバリ、およびク
ラスタ・ノードを単一のシステムとして管理する能力などのサービスの提供を含む、付加的
な利点があります。

2.1.2 システム・レベルの構成システム・レベルの構成システム・レベルの構成システム・レベルの構成
クラスタ構成の設定と使用には、様々な方法があります。Oracle Fail Safeは、アクティブ /
パッシブとアクティブ /アクティブの両方のシステム構成をサポートしています。

� アクティブ /パッシブ・クラスタ

アクティブ /パッシブ・クラスタ構成では、1つ以上のノードがクラスタのプライマプライマプライマプライマ
リ・ノードリ・ノードリ・ノードリ・ノードとして動作し、別のノードがバックアップ（つまり 2次ノード次ノード次ノード次ノード）として動作
します。プライマリ・ノードのみが有効な作業を実行し、2次ノードは使用不能になっ
たプライマリ・ノードの作業負荷を引き継ぐために待機します。

� アクティブ /アクティブ・クラスタ

アクティブ /アクティブ・クラスタ構成では、クラスタのすべてのノードが同時に有効
な作業を実行します。1つのノードが使用不能になった場合、別のノードがそれ自身の
作業負荷に加え、使用不能なノードの作業負荷を引き継ぎます。

第 3章で、これらの構成に関する詳細を説明します。

注意注意注意注意 : 可用性が高まるように冗長性の高いハードウェア（RAIDなど）を使
用する場合の情報は、ハードウェアのマニュアルを参照してください。
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2.1.3 ディスク・レベルの構成ディスク・レベルの構成ディスク・レベルの構成ディスク・レベルの構成
Microsoftクラスタが障害からリカバリする際には、正常に機能しているノードが、シェ
アード・ナッシング構成を介して障害ノードのディスク・データへのアクセスを獲得しま
す。

シェアード・ナッシングシェアード・ナッシングシェアード・ナッシングシェアード・ナッシング構成では、すべてのノードが物理的に同一ディスクにケーブル接続
されていますが、ある時点で特定のディスクにアクセスできるのは 1つのノードのみです。
すべてのノードが物理的にディスクに接続されていても、そのディスクを所有しているノー
ドしか、それらにアクセスできません。

図 2-2では、2つのノードから成るクラスタで 1つのノードが使用不能になった場合に、障
害ノードが所有していたディスクおよびアプリケーション作業負荷の所有権を、もう一方の
クラスタ・ノードが引き受け、両方のノードに対する操作の処理を続行することを示してい
ます。

図図図図 2-2 シェアード・ナッシング構成シェアード・ナッシング構成シェアード・ナッシング構成シェアード・ナッシング構成

フェイルオーバー前� フェイルオーバー後�

ノードA ノードA ノードBノードB

クラスタ・ディスク�

   プライベート・�

インターコネクト�

パブリック・ネットワーク接続� パブリック・ネットワーク接続�

共有記憶装置インターコネクト�

   プライベート・�

インターコネクト�

共有記憶装置インターコネクト�

クラスタ・ディスク� クラスタ・ディスク� クラスタ・ディスク�
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リソース、グループおよび高可用性
2.1.4 クオラム・リソースクオラム・リソースクオラム・リソースクオラム・リソース
クオラム・リソースクオラム・リソースクオラム・リソースクオラム・リソースでは、停電やメモリ内のデータ損傷が起こった場合にクラスタのリカバ
リに必要な構成データ（メタデータ）が保持されます。クオラム・リソースは他のクラスタ
のリソースにもアクセスできるため、すべてのクラスタ・ノードがクラスタ・メタデータに
アクセスすることになります。クオラム・リソースは、次のサービスを実行します。

� どのクラスタ・ノードがそのクラスタを制御するかを決定します。

� 障害からクラスタをリカバリするのに必要なログ情報を格納します。

� 最新のクラスタ・メタデータへのアクセスをメンテナンスします。

ある時点でクオラム・リソースを所有できるクラスタ・ノードは 1つのみです。クラスタ・
ノードが孤立した場合（たとえば、ネットワーク障害により他のクラスタ・ノードと通信で
きない場合）、現在クオラム・リソースを所有しているノードが、フェイルオーバー発生の
場合と同じように、孤立ノードの作業負荷を受け継ぎます。2つのノードから成るクラスタ
でこのような状態になると、クオラム・リソースを所有しているノードが単一ノード・クラ
スタになります。

クオラム・リソースを現在所有しているノードに障害が発生した場合、正常に機能している
ノードの中から、クオラム・リソースの制御を獲得するノードが選ばれます。クオラム・リ
ソースは、ここで選択されたノードにフェイルオーバーします。

MSCSをインストールするとき、クオラム・リソースの場所を指定します。クオラム・リ
ソースの場所を忘れた場合は、Oracle Fail Safe Managerで「クラスタのダンプ」コマンドを
使用するとその場所を表示できます。「クラスタのダンプ」コマンドを発行するには、次の
ようにします。

1. 「Oracle Fail Safe Manager」メニューで「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」をクリックします。

2. 「クラスタのダンプ」「クラスタのダンプ」「クラスタのダンプ」「クラスタのダンプ」をクリックします。

3. クオラム・リソースの場所に関する情報は、「クラスタのダンプ」コマンド出力の最初
の部分に表示されます。

2.2 リソース、グループおよび高可用性リソース、グループおよび高可用性リソース、グループおよび高可用性リソース、グループおよび高可用性
あるサーバー・ノードが使用不能になった場合、可用性が高まるように構成されたクラス
タ・リソース（ディスク、Oracleデータベースとアプリケーション、および IPアドレスな
ど）は、グループと呼ばれる単位で使用可能なノードに移されます。次の項ではリソース、
グループおよび可用性が高まるようにそれらを構成する方法を説明します。
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2.2.1 リソースリソースリソースリソース
クラスタ・リソースクラスタ・リソースクラスタ・リソースクラスタ・リソースとは、コンピューティング・システムで使用可能で、次のような特徴を
備えた物理的または論理的なコンポーネントです。

� オンライン化とオフライン化が可能です。

� クラスタ内で管理できます。

� ある時点でホストになるノードはクラスタ内で 1つのみですが、潜在的には他のクラス
タ・ノードによっても所有されます。（たとえば、あるリソースが特定のノードによっ
て所有されている場合です。フェイルオーバーの後、そのリソースは別のクラスタ・
ノードによって所有されます。ただし、特定の時点においてリソースにアクセスできる
クラスタ・ノードはいずれか 1つのみです。）

2.2.2 グループグループグループグループ
グループグループグループグループは、フェイルオーバーの最小単位を形成するクラスタ・リソースの論理的な集合で
す。フェイルオーバーの際には、グループ単位のリソースが別のノードに移されます。グ
ループは、ある時点では 1つのクラスタ・ノードにのみ所有されます。特定の作業負荷
（データベース、ディスクおよび他のアプリケーション）のために必要なリソースはすべて、
同じグループに常駐している必要があります。

たとえば、Oracle Fail Safeを使用して可用性の高い Oracleデータベースを構成するために
作成されたグループには、次のようなリソースが含まれる可能性があります。

� Oracleデータベースで使用する全ディスク

� Oracleデータベース・サーバーのインスタンス

� 次の項目で構成されている 1つ以上の仮想アドレス

– IPアドレス

– ネットワーク名

� グループ内のデータベースへの接続要求をリスニングする Net8（または SQL*Net）
ネットワーク・リスナー

� Oracle Enterprise Managerとグループ内のデータベースの間の通信を管理する Oracle 
Intelligent Agent

データベースをグループに追加する場合、そこで使用されるディスクは常に同じグループに
含まれることに注意してください。そのため、同一のディスクを使用する 2つのリソースを
異なるグループに含めることはできません。両方のリソースをフェイルセーフにするには、
同じグループに含めてください。

Oracle Fail Safeは、グループを作成し、アプリケーションを実行するために必要なリソース
を追加する際に役立ちます。
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2.2.3 リソースの依存性リソースの依存性リソースの依存性リソースの依存性
図 2-3は、注文入力アプリケーションの可用性が高まるように作成されたグループ、販売注
文アプリケーションおよび販売データベース・サービスを示します。販売アプリケーション
およびデータベースを作成し、そのデータベース・ファイルをクラスタ・ディスクに置いた
後で、Oracle Fail Safe Managerを使用して、そのアプリケーション用とデータベース用にグ
ループを 1つずつ作成します。

リソースをグループに追加すると、追加したリソースが依存しているリソースが Oracle Fail 
Safe Managerによって自動的に追加されます。これはリソースの依存性リソースの依存性リソースの依存性リソースの依存性と呼ばれます。たと
えばデータベースをグループに追加すると、Oracle Fail Safeにより、データベースに使用さ
れるディスクが追加され、Net8（または SQL*Net）ファイルがそれぞれのグループとともに
動作するように構成されます。また、Oracle Fail Safeでは、各グループがそれぞれのノード
にフェイルオーバーできるかどうかがテストされます。

図図図図 2-3 クラスタ・グループの設計クラスタ・グループの設計クラスタ・グループの設計クラスタ・グループの設計

クラスタ内のノードはそれぞれ 1つ以上のグループを所有できます。各グループは、依存す
るリソースまたは関連付けられたリソースで構成されます。リソースの依存関係によって、
クラスタ・ソフトウェアがリソースをオンライン化またはオフライン化する順序が定義され
ます。たとえば、障害が発生するとまず Oracleアプリケーションまたはデータベースがオ
フライン化され、続いて物理ディスク、ネットワーク名、IPアドレスがオフライン化されま
す。フェイルオーバー・ノードでは、順序が逆になり、MSCSは最初に IPアドレスをオン
ライン化し、次にネットワーク名、物理ディスク、最後に Oracleデータベースと Ne8リス
ナー、またはアプリケーションがオンライン化します。

販売注文アプリケーション�
（グループ1）�

アプリケーション・サーバー�

ディスク�
3 ネットワーク名�

IPアドレス�

販売データベース・サービス�
（グループ2）�

販売データベース�Net8リスナー�

ネットワーク名

IPアドレス�

ディスク�
1

ディスク�
2
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2.2.4 リソース・タイプリソース・タイプリソース・タイプリソース・タイプ
各リソース（汎用サービス、物理ディスク、Oracleデータベースなど）は、リソースの動的
リンク・ライブラリ（DLL）と関連付けられており、クラスタ環境ではそのリソース DLL
を使用して管理されます。カスタム Oracleリソース DLLに加えて、標準MSCSリソース
DLLがあります。同じリソース DLLで異なるリソース・タイプをサポートできます。

� MSCSには、IPアドレス、物理ディスク、汎用サービス、およびその他多数のサポート
しているリソース・タイプ用のリソース DLLがあります。（汎用サービス汎用サービス汎用サービス汎用サービス・リソース
は、MSCSが提供するリソース DLLによってサポートされるWindowsサービスです。）

� Oracle Fail Safeでは、カスタム・サポートが提供されているリソース・タイプ（Oracle 
Forms、Oracle Reports、Oracle Forms Load Balancer Server、Oracle Applications 
Concurrent Manager、Oracle WebDB、Oracle HTTP Server、Oracle MTS Service、汎
用サービスなど）を監視する際に、多数のMSCSリソース DLLを使用します。

� オラクル社では、Oracleデータベースおよび Oracle Application Serverのリソース・タ
イプに対するカスタム DLLを提供しています。MSCSは、Oracleリソース DLLを使用
して Oracleリソースを管理（オンライン化およびオフライン化）し、リソースの可用
性を監視します。

Oracle Fail Safe Serverには次のリソース DLLファイルが用意されています。この DLL
を通じてMSCSは Oracleデータベース・リソースおよび Oracle Application Serverリ
ソースと通信し、それらを監視できます。

– Oracleデータベース・サーバー

* FsResOdbs.DLLが提供する機能によって、MSCSは Oracleデータベースをオ
ンライン化またはオフライン化し、Is Aliveポーリングを介してデータベース
の状態をチェックできます。

* FsResOdbsEx.DLLによって、MSCSクラスタ アドミニストレータが Oracle
データベース・リソースのプロパティ表示に使用するリソース管理拡張 DLL
ファイルが提供されます。

– Oracle Application Server

* FsResOas.DLLが提供する機能によって、MSCSは Oracle Application Server
をオンライン化し、その状態（オフライン、オンラインなど）をチェックでき
ます。

* FsResOasEx.DLLによって、MSCSクラスタ アドミニストレータが Oracle 
Application Serverリソースのプロパティ表示に使用するリソース管理拡張
DLLファイルが提供されます。

たとえば、Oracle Fail Safe Managerを使用して Oracleデータベースをグループに追加する
と、Oracle Fail Safeによってデータベース・リソースと Oracleリスナー・リソースが作成
されます。
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Oracleデータベース・リソース DLL（FsResOdbs.DLLおよび FsResOdbsEx.DLL）が提供す
る機能によって、MSCSは Oracleデータベースの状態をチェックし、Oracleデータベース
をオンライン化またはオフライン化することができます。

MSCS汎用サービス DLL（clusres.dll）が提供する機能によって、MSCSはリスナーの状態
をチェックし、リスナーをオンライン化およびオフライン化することができます。MSCSで
は、Oracleリスナーが汎用サービスであるとみなされます。ただし、リスナーの追加情報は
Oracle Fail Safe Serverにより保持されるため、Oracle Fail Safe Managerでのこのリソース・
タイプは "Oracle TNS Listener"と表示されます。

図 2-4に、Oracle Fail Safe Managerでのリソース・タイプの表示方法を示します。Oracle 
Reports Serverのリソース・タイプは、Oracle Fail Safe Managerでは Oracle Reports Server
として表示され、MSCSクラスタ アドミニストレータでは汎用サービスとして表示されるた
め注意してください。これは Oracle Forms Server、Oracleリスナー、Oracle HTTP Server
および Oracle Forms Load Balancer Serverの場合も同様です。

図図図図 2-4 可用性の高い可用性の高い可用性の高い可用性の高い Oracle Reports Serverのリソース・タイプのリソース・タイプのリソース・タイプのリソース・タイプ
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グループ、仮想アドレスおよび仮想サーバー
関連項目 :

� Oracle Fail Safeによって提供されるカスタム・リソース DLLの完全な情報は、『Oracle 
Fail Safeインストレーション・ガイド』を参照してください。

� 標準リソース・タイプおよび標準リソース DLLの詳細は、MSCSのマニュアルを参照し
てください。

2.3 グループ、仮想アドレスおよび仮想サーバーグループ、仮想アドレスおよび仮想サーバーグループ、仮想アドレスおよび仮想サーバーグループ、仮想アドレスおよび仮想サーバー
仮想アドレス仮想アドレス仮想アドレス仮想アドレスは、グループ内のリソースのホストになっているクラスタ・ノードとは無関係
に、リソースにアクセスできるネットワーク・アドレスです。仮想アドレスによって、ノー
ドに依存しない一定のネットワーク位置が提供されます。これにより、リソースのホストに
なっている物理的クラスタ・ノードを知る必要なく、クライアントが容易にリソースにアク
セスできます。

障害が起きている間にグループが使用不能ノードから使用可能ノードに移されるため、クラ
イアントは、1つのノードによってしか識別されないアドレスを使用しているアプリケー
ションには接続できません。Oracle Fail Safe Manager内のグループの仮想アドレスを識別す
るには、グループに一意のネットワーク名と IPアドレスを付加します。

図 2-5に、1つ以上の仮想アドレスをグループに追加するための Oracle Fail Safe Managerの
ウィザード・ページを示します。
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図図図図 2-5「リソースをグループに追加「リソースをグループに追加「リソースをグループに追加「リソースをグループに追加 - 仮想アドレス」ウィザード・ページ仮想アドレス」ウィザード・ページ仮想アドレス」ウィザード・ページ仮想アドレス」ウィザード・ページ

あるグループに仮想アドレスを追加すると、そのグループは仮想サーバー仮想サーバー仮想サーバー仮想サーバーになります。クラ
イアント・アクセスのためにグループには少なくとも 1つの仮想アドレスが必要ですが、グ
ループに複数の仮想アドレスを割り当てることができます。帯域幅を増やしたり、グループ
内のリソースのセキュリティを区分化するために、複数の仮想アドレスを割り当てることも
できます。

ユーザーやクライアント・アプリケーションからは、各グループは特定のノードの物理的識
別情報に依存しない、可用性の高い仮想サーバーのように見えます。グループ内のリソース
にアクセスする場合、クライアントは常にグループの仮想アドレスに接続してグループにア
クセスします。クライアントにとって、仮想サーバーはクラスタ・リソースへのインタ
フェースであり、物理ノードのように見えます。
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図 2-6に、各ノードに 2つのグループを構成した 2ノード・クラスタを示します。クライア
ントは仮想サーバー A、B、Cおよび Dを通じてこれらのグループにアクセスします。各
ノードの物理アドレスではなく、グループの仮想アドレスを介してクラスタ・リソースにア
クセスすることで、どのクラスタ・ノードがグループのホストになっているかに関係なく、
確実にリモート接続ができます。

図図図図 2-6 仮想サーバーを介したクラスタ・リソースへのアクセス仮想サーバーを介したクラスタ・リソースへのアクセス仮想サーバーを介したクラスタ・リソースへのアクセス仮想サーバーを介したクラスタ・リソースへのアクセス

ノードA ノードB

販売データベース� マーケティング・データベース�

仮想サーバーA
（グループ1）

販売注文アプリケーション�

アプリケーション・�
サーバー�

ディスク�
3 ネットワーク名�

IPアドレス�

仮想サーバーC
（グループ3）

マーケティング・アプリケーション�

アプリケーション・�
サーバー�

ディスク�
4

販売�
データベース�

ネットワーク名�

IPアドレス�
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（グループ2）

Oracleデータベース・サービス�

ディスク�
1

ディスク�
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Net8
リスナー�

マーケティング・�
データベース�

仮想サーバーD
（グループ4）

Oracleデータベース・サービス�
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クラスタ・グループとクラスタ別名
2.4 仮想アドレスへの仮想アドレスへの仮想アドレスへの仮想アドレスへの IPアドレス割当てアドレス割当てアドレス割当てアドレス割当て
クラスタをセットアップする際に、少なくとも次の数の IPアドレスを割り当てます。

� 各クラスタ・ノードに対して 1つの IPアドレス

� 各クラスタ別名（2.5項を参照）に対して 1つの IPアドレス

� 各仮想サーバー（グループ）に対して 1つの IPアドレス

たとえば、図 2-6の構成では、2つのクラスタ・ノードのそれぞれに 1つずつ、クラスタ別
名に 1つ、そして各仮想サーバーに 4つで、合計 7つの IPアドレスが必要です。

Oracle Fail Safe環境での IPアドレス割当ての詳細は、『Oracle Fail Safeインストレーショ
ン・ガイド』を参照してください。

2.5 クラスタ・グループとクラスタ別名クラスタ・グループとクラスタ別名クラスタ・グループとクラスタ別名クラスタ・グループとクラスタ別名
クラスタ別名クラスタ別名クラスタ別名クラスタ別名はノードに依存しないネットワーク名で、クラスタを識別し、クラスタ関連の
システム管理に使用されます。MSCSは「クラスタ・グループ」と呼ばれるグループを作成
し、クラスタ別名はこのグループの仮想アドレスです。Oracle Fail Safe Serverは、クラス
タ・グループ内のリソースです。クラスタ・グループは、MSCSによって作成される特別な
仮想サーバーです。

Oracle Fail Safe環境では、クラスタ別名はシステム管理の目的でしか使用されません。
Oracle Fail Safe Managerは、クラスタ別名を使用してクラスタ・コンポーネントおよび
MSCSと対話します。

Oracle Fail Safe Managerを使用してクラスタに接続する際には、図 2-7に示すようにクラス
タ別名を指定します。クラスタへの接続時にクラスタ別名を指定することにより、Oracle 
Fail Safe Managerは確実に Oracle Fail Safe Serverの稼働している仮想サーバーに接続され
ます。クラスタ別名は、常に Oracle Fail Safe Serverと同じグループに属するためです。
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図図図図 2-7「クラスタに接続」ダイアログ・ボックスの「クラスタ別名」「クラスタに接続」ダイアログ・ボックスの「クラスタ別名」「クラスタに接続」ダイアログ・ボックスの「クラスタ別名」「クラスタに接続」ダイアログ・ボックスの「クラスタ別名」

クライアント・アプリケーションは、仮想サーバーとの通信の際にクラスタ別名を使用しま
せん。かわりに、クライアントのアプリケーションのために構成されたグループの仮想アド
レスを使用します。

2.6 フェイルオーバーフェイルオーバーフェイルオーバーフェイルオーバー
あるノード上のグループをオフライン化し、それを別のノード上でオンライン化するプロセ
スをフェイルオーバーフェイルオーバーフェイルオーバーフェイルオーバーと呼びます。フェイルオーバーの発生後、このグループ内のリソース
を実行するように構成されたクラスタ・ノードのいずれかが使用可能であれば、そのリソー
スにアクセスできます。MSCSは、クラスタ内のクラスタ・ノードおよびリソースの状態を
継続的に監視します。

フェイルオーバーには、計画的なものと計画外のものがあります。

� 計画外フェイルオーバーは、クラスタ・ソフトウェアがノードまたはリソースの障害を
検出した場合に、自動的に行われます。

� 計画的フェイルオーバーは、ロード・バランスやソフトウェアのアップグレードなどの
機能を実行する場合に行う手動の操作です。

次の各項で、これら 2タイプのフェイルオーバーについて詳細に説明します。
2-14　Oracle Fail Safe概要および管理ガイド



フェイルオーバー
2.6.1 計画外フェイルオーバー計画外フェイルオーバー計画外フェイルオーバー計画外フェイルオーバー
計画外フェイルオーバー計画外フェイルオーバー計画外フェイルオーバー計画外フェイルオーバーには、原因が次のいずれかによって、2つのタイプがあります。

� 可用性が高まるように構成されたリソースの障害

� クラスタ・ノードの障害または使用不能状態

2.6.1.1 リソース障害による計画外フェイルオーバーリソース障害による計画外フェイルオーバーリソース障害による計画外フェイルオーバーリソース障害による計画外フェイルオーバー
リソース障害による計画外フェイルオーバーは、次に説明する手順で検出および実行されま
す。

1. クラスタ・ソフトウェアが、リソースに障害が発生したことを検出します。

リソース障害を検出するために、クラスタ・ソフトウェアはリソースが稼働状態である
かどうかを（リソース DLL経由で）定期的に問い合せます。詳細は、2.6.3項を参照し
てください。

2. クラスタ・ソフトウェアが、リソース再起動ポリシーリソース再起動ポリシーリソース再起動ポリシーリソース再起動ポリシーを実装します。リソース再起動ポ
リシーでは、クラスタ・ソフトウェアが現在のノード上でリソース再起動を試行するか
どうか、そして再起動を試行する場合には一定時間内に何回それを試行するかを指定し
ます。たとえば Oracle Fail Safeがリソースの再起動を 900秒間に 3回試行するなどと
指定します。

リソースが再起動された場合、クラスタ・ソフトウェアがソフトウェアの監視を再開し
（手順 1）、フェイルオーバーは回避されます。

リソースが現在のノード上で再起動されない、またはできない場合、クラスタ・ソフト
ウェアはリソース・フェイルオーバー・ポリシーを適用します。

リソース・フェイルオーバー・ポリシーリソース・フェイルオーバー・ポリシーリソース・フェイルオーバー・ポリシーリソース・フェイルオーバー・ポリシーでは、リソース障害がグループ障害を引き起こ
すかどうかを指定します。グループがフェイルオーバーしないというリソース・フェイ
ルオーバー・ポリシーを指定した場合、リソースは障害発生の状態のままとなり、フェ
イルオーバーは発生しません。

図 2-11に示すタブ付きのページで、リソースの再起動ポリシーおよびフェイルオー
バー・ポリシーを表示または修正できます。

3. リソースが再起動しないまたはできない場合には、グループがフェイルオーバーすると
いうリソース・フェイルオーバー・ポリシーを指定すると、そのグループは別のノード
にフェイルオーバーされます。グループのフェイルオーバー先となるノードは、稼働し
ているノード、そのリソースの「可能所有者ノード」リスト、およびグループの「優先
ノード」リストによって決定されます。リソースの「可能所有者ノード」リストの詳細
は 2.6.6項、グループの「優先ノード」リストの詳細は 2.6.9項を、それぞれ参照してく
ださい。
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4. グループがフェイルオーバーすると、そのグループのフェイルオーバー・ポリシーが適
用されます。グループ・フェイルオーバー・ポリシーグループ・フェイルオーバー・ポリシーグループ・フェイルオーバー・ポリシーグループ・フェイルオーバー・ポリシーでは、そのグループがオフライン
化されるまでに、クラスタ・ソフトウェアが一定時間内に何回のフェイルオーバーを許
容するかを指定します。グループ・フェイルオーバー・ポリシーを使用すると、グルー
プが何度もフェイルオーバーすることを防ぐことができます。グループ・フェイルオー
バー・ポリシーの詳細は、2.6.7項を参照してください。

5. （障害または意図的な再起動のために）所定のノードがオフライン化され、その後再度
オンライン化される場合に、リソースとそれが属するグループがそのノードに戻される
かどうかは、グループ・フェイルバック・ポリシーグループ・フェイルバック・ポリシーグループ・フェイルバック・ポリシーグループ・フェイルバック・ポリシーによって決定されます。フェイル
バック・ポリシーの詳細は、2.7項を参照してください。

図 2-8では、グループ 2のリソースの 1つに障害が発生したために、仮想サーバー Bが
ノード Bにフェイルオーバーしています。

図図図図 2-8 リソースのフェイルオーバーリソースのフェイルオーバーリソースのフェイルオーバーリソースのフェイルオーバー

ノードA ノードB 

販売データベース� マーケティング・データベース�

仮想サーバー仮想サーバーA
（グループグループ1）

販売注文アプリケーション�

仮想サーバー仮想サーバーB
（グループグループ2）

Oracleデータベース・サービス�

仮想サーバー仮想サーバーC
（グループグループ3）

マーケティング・アプリケーション�

仮想サーバー仮想サーバーD
（グループグループ4）

Oracleデータベース・サービス�

仮想サーバー仮想サーバーB
（グループグループ2）

Oracleデータベース・サービス�
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2.6.1.2 ノードの障害または使用不能状態による計画外ノードの障害または使用不能状態による計画外ノードの障害または使用不能状態による計画外ノードの障害または使用不能状態による計画外
フェイルオーバーフェイルオーバーフェイルオーバーフェイルオーバー
クラスタ・ノードが使用不能になったことによる計画外フェイルオーバーは、次に説明する
手順で検出および実行されます。

1. クラスタ・ソフトウェアによって、クラスタ・ノードが使用不能になったことが検出さ
れます。

ノードの障害または使用不能状態を検出するために、クラスタ・ソフトウェアは（プラ
イベート・インターコネクトを使用して）定期的にクラスタ内のノードに問合せを行い
ます。

2. 障害の発生した、または使用不能になったノード上のグループが、1つ以上の他のノー
ドにフェイルオーバーされます。フェイルオーバー先のノードは、クラスタ内で使用可
能なノード、各グループの「優先ノード」リスト、および各グループ内のリソースの
「可能所有者ノード」リストによって決定されます。リソースの「可能所有者ノード」
リストの詳細は 2.6.6項、グループの「優先ノード」リストの詳細は 2.6.9項を、それぞ
れ参照してください。

3. グループがフェイルオーバーすると、そのグループのフェイルオーバー・ポリシーが適
用されます。グループ・フェイルオーバー・ポリシーグループ・フェイルオーバー・ポリシーグループ・フェイルオーバー・ポリシーグループ・フェイルオーバー・ポリシーでは、そのグループがオフライン
化されるまでに、クラスタ・ソフトウェアが一定時間内に何回のフェイルオーバーを許
容するかを指定します。グループ・フェイルオーバー・ポリシーの詳細は、2.6.7項を参
照してください。

4. リソースとそれが所属するグループが、再度使用可能になったノードに移されるかどう
かは、グループ・フェイルバック・ポリシーグループ・フェイルバック・ポリシーグループ・フェイルバック・ポリシーグループ・フェイルバック・ポリシーによって決定されます。フェイルバック・
ポリシーの詳細は、2.7項を参照してください。

図 2-9では、ノード Aでの障害発生時にグループ 1および 2がフェイルオーバーされる
ことを示しています。クライアント・アプリケーション（障害が発生したサーバーに接
続されていたもの）は、フェイルオーバー後、再びサーバーに接続する必要がありま
す。アプリケーションが Oracleデータベースに対する更新処理を実行中で、障害発生
時に未コミットのデータベース・トランザクションが進行している場合、そのトランザ
クションはロールバックされます。

ここで説明した手順 3および 4は、前述したリスト（2.6.1.1項）の手順 4および 5と同じで
あることに注意してください。フェイルオーバーの開始後は、フェイルオーバーの原因がリ
ソース障害かノード障害かにかかわらず、プロセスは同じになります。
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図図図図 2-9 ノードのフェイルオーバーノードのフェイルオーバーノードのフェイルオーバーノードのフェイルオーバー

2.6.1.3 計画的フェイルオーバー計画的フェイルオーバー計画的フェイルオーバー計画的フェイルオーバー
計画的フェイルオーバー計画的フェイルオーバー計画的フェイルオーバー計画的フェイルオーバーは、あるノードのクライアント・アプリケーションおよびクラス
タ・リソースをオフライン化し、別のノードでオンライン化する意図的なプロセスです。こ
れによって、あるクラスタ・ノードで管理者が定期的なメンテナンス作業（ハードウェアお
よびソフトウェアのアップグレードなど）を実行している間も、ユーザーは別のノードで作
業を継続できます。メンテナンス作業以外にも、クラスタ内のノード間でロード・バランス
を行うために、計画的フェイルオーバーの実行が必要な場合があります。つまり計画的フェ
イルオーバーは、ノード間でのグループの移動にも使用できるということです。実際、計画
的フェイルオーバーを実装する際には、Oracle Fail Safe Manager内でグループ移動操作を実
行します（説明は Oracle Fail Safe Managerのオンライン・ヘルプを参照してください）。

計画的フェイルオーバーの際、Oracle Fail Safe ServerはMSCSとともにグループをある
ノードから別のノードに効率よく移します。クライアント接続は失われるので、アプリケー
ションがクラスタ対応ではない場合、クライアントはアプリケーションの仮想サーバー・ア
ドレスに手動で再接続する必要があります（クラスタ対応アプリケーションの詳細は、7.10
項を参照してください）。また、Oracle Fail Safeによって、このダウン時間中も中断される
ことなくクライアントは別のクラスタ・ノードで作業できるため、アップグレードをゆっく
りと実行できます。（グループに Oracleデータベースが含まれている場合、どの計画的フェ

ノードA ノードB 

販売データベース� マーケティング・データベース�

仮想サーバー仮想サーバーA
（グループグループ1）

販売注文アプリケーション�

仮想サーバー仮想サーバーB
（グループグループ2）

Oracleデータベース・サービス�

仮想サーバー仮想サーバーC
（グループグループ3）

マーケティング・アプリケーション�

仮想サーバー仮想サーバーD
（グループグループ4）

Oracleデータベース・サービス�

仮想サーバー仮想サーバーB
（グループグループ2）

Oracleデータベース・サービス�

仮想サーバー仮想サーバーA
（グループグループ1）

販売注文アプリケーション�
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イルオーバーよりも先にデータベースのチェックポイント取得が実行され、新しいノードで
の高速データベース・リカバリが確実に行われます。）

2.6.2 フェイルオーバーに影響するグループおよびリソースのポリシーフェイルオーバーに影響するグループおよびリソースのポリシーフェイルオーバーに影響するグループおよびリソースのポリシーフェイルオーバーに影響するグループおよびリソースのポリシー
リソースおよびグループの各フェイルオーバー・ポリシーの値は、Oracle Fail Safe Manager
を使用してグループを作成またはグループにリソースを追加すると、デフォルトに戻されま
す。ただし、これらのポリシーの値は、グループの「フェイルオーバー」タブ・ページ、グ
ループの「フェイルバック」タブ・ページおよびリソースの「ポリシー」タブ・ページで再
設定が可能です。グループ・フェイルバック・ポリシーの値は、グループ作成時またはそれ
以降に、グループの「フェイルバック」タブ・ページを使用して設定できます。

図 2-10に、グループ・フェイルオーバー・ポリシーを設定するページを示します。このペー
ジにアクセスするには、Oracle Fail Safe Managerのツリー・ビューで該当のグループを選択
し、「フェイルオーバー」タブをクリックします。

図 2-11に、リソースのポリシーを設定するページを示します。このページにアクセスするに
は、Oracle Fail Safe Managerのツリー・ビューで該当のリソースを選択し、「ポリシー」タ
ブをクリックします。
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図図図図 2-10 グループの「フェイルオーバー」タブ・ページグループの「フェイルオーバー」タブ・ページグループの「フェイルオーバー」タブ・ページグループの「フェイルオーバー」タブ・ページ
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図図図図 2-11 リソースの「ポリシー」タブ・ページリソースの「ポリシー」タブ・ページリソースの「ポリシー」タブ・ページリソースの「ポリシー」タブ・ページ

2.6.3 リソース障害の検出方法リソース障害の検出方法リソース障害の検出方法リソース障害の検出方法
可用性が高まるように構成されたリソースは、すべてクラスタ・ソフトウェアによってその
状態が監視されます。リソース障害は次の 3つの値に基づいて検出されます。

� 保留タイムアウト値

保留タイムアウト値は、障害が発生したと判断する前に保留状態のリソースがオンライ
ン化（またはオフライン化）されるまで、クラスタ・ソフトウェアが待機する時間の長
さを指定します。デフォルト値は 180秒です。

� Is Aliveポーリング間隔

Is Aliveポーリング間隔は、クライアント・ソフトウェアがリソースの状態をチェック
する頻度を指定します。リソース・タイプに対するデフォルト値を使用することも、数
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値を指定することもできます（ミリ秒単位）。このチェックは、Looks Aliveポーリング
間隔で行われるチェックよりも完全ですが、消費する CPUリソースも多くなります。

� Looks Aliveポーリング間隔

Looks Aliveポーリング間隔は、クライアント・ソフトウェアがリソースの登録済の状
態をチェックし、リソースがアクティブかどうかを判断する頻度を指定します。リソー
ス・タイプに対するデフォルト値を使用することも、数値を指定することもできます
（ミリ秒単位）。このチェックは、Is Aliveポーリング間隔で行われるチェックよりも不
完全ですが、消費する CPUリソースは少なくなります。

2.6.4 リソース再起動ポリシーリソース再起動ポリシーリソース再起動ポリシーリソース再起動ポリシー
リソースで障害が発生したことが確定すると、クラスタ・ソフトウェアによってそのリソー
スの再起動ポリシーが適用されます。リソース再起動ポリシーには、図 2-11で示すように
2つのオプションがあります。

� クラスタ・ソフトウェアが、現在のノードでリソースの再起動を試みない。そのかわり
に、リソース・フェイルオーバー・ポリシーをただちに適用します。

� クラスタ・ソフトウェアが、現在のノードでリソースの再起動を、一定時間内に指定し
た回数試みる。リソースが再起動できない場合、クラスタ・ソフトウェアはリソース・
フェイルオーバー・ポリシーを適用します。

2.6.5 リソースのフェイルオーバー・ポリシーリソースのフェイルオーバー・ポリシーリソースのフェイルオーバー・ポリシーリソースのフェイルオーバー・ポリシー
リソース・フェイルオーバー・ポリシーは、現在のノードでリソースが再起動されない、ま
たは再起動できない場合に、そのリソースを含むグループがフェイルオーバーするかどうか
を決定します。障害リソースを含むグループがフェイルオーバーしないというポリシーが指
定されている場合、リソースは現在のノードで障害発生状態のままとなります。（このグ
ループが、最終的にはフェイルオーバーする可能性はあります。このグループ内の別のリ
ソースが、障害リソースを含むグループはフェイルオーバーするというポリシーを指定され
ていれば、そこでフェイルオーバーするためです。）障害リソースを含むグループがフェイ
ルオーバーするというポリシーが指定されている場合、障害リソースを含むグループは、
「優先ノード」リストによる指定に応じて別のクラスタ・ノードにフェイルオーバーします。
（「優先ノード」リストの説明は、2.6.9項および 2.7.1項を参照してください。）

2.6.6 リソースの「可能所有者ノード」リストリソースの「可能所有者ノード」リストリソースの「可能所有者ノード」リストリソースの「可能所有者ノード」リスト
「可能所有者ノード」リスト「可能所有者ノード」リスト「可能所有者ノード」リスト「可能所有者ノード」リストは、指定されたリソースの実行が許可されているすべてのノー
ドから成ります。リソースの実行が許可されるノードは、次のように定義されます。

� そのリソースの .dllがノード上にインストールされていること

� そのノードが「可能所有者ノード」リストから除外されるように指定していないこと
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さらに、定義上の要件とはされていませんが、指定のノード上で実行を許可されるリソース
はすべて、そのノード上で実行するために構成されている必要があります。そのように構成
されていない場合、そのリソースを含むグループはノードにフェイルオーバーしますが、リ
ソースの再起動はできなくなります。リソースは、次のいずれかを実行すると可能所有者
ノードで実行するように構成されます。

� そのノードをグループの可能所有者ノードとして現在含んでいるグループに、リソース
を追加します。

特定のリソース・タイプをグループに追加する方法の詳細は、第 III部を参照してくだ
さい。

� 「グループの検証」コマンドを実行します。

リソースをグループに追加した後でノードがそのグループの可能所有者ノードになった
場合、「グループの検証」コマンドが、そのノード上でグループを構成するよう要求し
ます。「グループの検証」コマンドによって、グループのすべての可能所有者ノードが
そのグループ用に構成されます。「グループの検証」コマンドの詳細は、6.1.2項を参照
してください。

前述したように、ノードを「可能所有者ノード」リストから除外する指定が可能です。たと
えば、4つのノードから成るクラスタがあり、各ノードには Oracle8i データベースと、
Oracle Fail Safeのデータベース・リソース .dllがインストールされているとします。4つの
ノードすべてを、リソース用の可能所有者ノードに指定する方法もあります。しかしここで
は、Node_3にはデータベースとそれ以外の作業負荷を両方とも実行する十分なメモリーが
ないと仮定します。Node_3は、データベース・リソース用の「可能所有者ノード」リスト
から除外することにします。

リソースをグループに追加する際に、そのリソース用の「可能所有者ノード」リストを指定
してください。可用性を高めたリソース用の「可能所有者ノード」リストは、次のいずれか
のタブ・ページを使用して調整できます。

� リソースの「一般」タブ・ページ

リソースの「一般」タブ・ページでは、リソースの「可能所有者ノード」リストへの変
更によって、そのリソースが属しているグループがどのような影響を受けるかは示され
ません。このタブ・ページを使用してリソースの「可能所有者ノード」リストを変更す
る場合には、グループ内のリソースのいずれも、それらの「可能所有者ノード」リスト
に共通のノードを持たないという状態にならないよう注意してください。

� リソースを含むグループの「ノード」タブ・ページ

「ノード」タブ・ページには、グループの「可能所有者ノード」リストが表示されます。
ただし、「可能所有者ノード」リストは、実際にはグループの属性ではありません。
Oracle Fail Safeでは、グループ内の各リソースの「可能所有者ノード」リストの共通点
を検出することによって、グループの「可能所有者ノード」リストに表示されるノード
が決定されます。このタブ・ページを使用して可能所有者ノードの 1つを削除すると、
グループの可能所有者ノードはまったくなくなることがわかります。図 2-12は、「ノー
ド」タブ・ページの例です。グループの「可能所有者ノード」リストに変更を加える
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と、同じグループ内のすべてのリソース（ディスク・リソースは除く）にその変更が適
用されることに注意してください。

2つのノードから成るクラスタでは、すべてのリソースの「可能所有者ノード」リストに両
方のノードが含まれるのが普通です。フェイルオーバー機能を使用するには、少なくとも
2つのクラスタ・ノードがリソースの可能所有者ノードである必要があります。
 

注意注意注意注意 : クラスタに新規のノードを追加し、そのノードには Oracle Fail Safe
またはMSCS DLL（あるいはその両方）がインストールされているとしま
す。このノードは、インストールされている DLLでサポートされるリソース
の可能所有者になります。リソースがまだ、そのノード上での可用性が高ま
るように構成されていない場合、グループはそのノードにフェイルオーバー
し、リソースを再起動することはできません。

ただし、「グループの検証」コマンドを実行すると、特定グループ内のリソー
スが、そのグループの可能所有者となっている各ノードで実行するように構
成されているかどうかが、Oracle Fail Safeによってチェックされます。グ
ループ内のリソースが実行するように構成されていない可能所有者ノードが
検出されると、Oracle Fail Safeがそれを構成します。

このような理由からオラクル社では、新規のノードが可能所有者としてリス
トされた各グループについては、「グループの検証」コマンドを実行すること
を強くお薦めします。「グループの検証」コマンドは、6.1.2項で説明します。
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図図図図 2-12「ノード」タブ・ページ「ノード」タブ・ページ「ノード」タブ・ページ「ノード」タブ・ページ

2.6.7 グループのフェイルオーバー・ポリシーグループのフェイルオーバー・ポリシーグループのフェイルオーバー・ポリシーグループのフェイルオーバー・ポリシー
リソースが現在のノード上で再起動できない場合には、そのリソースを含むグループがフェ
イルオーバーするというリソース・フェイルオーバー・ポリシーを指定すると、そのグルー
プはフェイルオーバーし、グループ・フェイルオーバー・ポリシーが適用されます。同様
に、ノードが使用不能になった場合にも、そのノード上のグループがフェイルオーバーし、
グループ・フェイルオーバー・ポリシーが適用されます。

グループ・フェイルオーバー・ポリシーでは、そのグループがオフライン化されるまでに、
クラスタ・ソフトウェアが一定時間内に何回のフェイルオーバーを許容するかを指定しま
す。グループ・フェイルオーバー・ポリシーを使用すると、グループが何度もフェイルオー
バーするのを防ぐことができます。
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グループ・フェイルオーバー・ポリシーは、フェイルオーバーしきい値とフェイルオーバー
期間とで構成されます。

� フェイルオーバーしきい値

フェイルオーバーしきい値フェイルオーバーしきい値フェイルオーバーしきい値フェイルオーバーしきい値では、クラスタ・ソフトウェアがグループ・フェイルオー
バーの試行を停止するまでに（フェイルオーバー期間内で）発生するフェイルオーバー
の最大回数を指定します。

� フェイルオーバー期間

フェイルオーバー期間フェイルオーバー期間フェイルオーバー期間フェイルオーバー期間は、クラスタ・ソフトウェアがフェイルオーバー発生回数をカウ
ントする時間です。フェイルオーバーの頻度が、フェイルオーバー期間に指定した時間
内に、フェイルオーバーしきい値に指定した回数を超えると、クラスタ・ソフトウェア
はグループ・フェイルオーバーの試行を停止します。

たとえば、フェイルオーバーしきい値が 3でフェイルオーバー期間が 5とした場合、クライ
アント・ソフトウェアがそのグループのフェイルオーバーを中止するまでに、5時間以内で
3回のフェイルオーバーが許容されます。

最初のフェイルオーバーが発生すると、フェイルオーバー期間を測定するタイマーは 0にリ
セットされ、フェイルオーバー回数を測定するカウンタは 1に設定されます。フェイルオー
バー期間を超過した時点では、タイマーは 0にリセットされません。そのかわりに、フェイ
ルオーバー期間を超過してから最初のフェイルオーバーが発生した時点で、タイマーは 0に
リセットされます。

たとえば、前述の例と同じくフェイルオーバー期間が 5で、フェイルオーバーしきい値が
3であるとします。図 2-13に示すように、Aの時点で最初のフェイルオーバーが発生する
と、タイマーが 0にリセットされます。2度目のフェイルオーバーが 4.5時間後の Bの時点
で発生し、3度目のフェイルオーバーは Cの時点で発生すると仮定します。フェイルオー
バー期間を超過するのは、3度目のフェイルオーバー発生時点ということになります。した
がって Cの時点ではフェイルオーバーの続行が許可され、タイマーが 0に、カウンタは 1に
それぞれリセットされます。

図図図図 2-13 フェイルオーバーしきい値とフェイルオーバー期間の関係を示す時間軸フェイルオーバーしきい値とフェイルオーバー期間の関係を示す時間軸フェイルオーバーしきい値とフェイルオーバー期間の関係を示す時間軸フェイルオーバーしきい値とフェイルオーバー期間の関係を示す時間軸

Dの時点でもう 1回フェイルオーバーが発生するとします。時間軸全体を見ると、フェイル
オーバーは停止することが予想されます。B、Cおよび Dの時点でのフェイルオーバーは、
5時間以内に発生しています。しかし、フェイルオーバー期間を測定するタイマーは Cの時
点で 0にリセットされており、フェイルオーバーしきい値は超えていないため、このグルー
プのフェイルオーバーはクラスタ・ソフトウェアによって許可されます。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
間隔（単位間隔（単位=時間）時間）�

フェイルオーバーフェイルオーバー�

A B C D E F
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次のフェイルオーバーが Eの時点で発生するとします。通常はフェイルオーバーになるよう
な問題が Fの時点で発生しても、クラスタ・ソフトウェアはこのグループをフェイルオー
バーしません。これは、Cの時点でタイマーが 0にリセットされて以降の 5時間以内に、
3回のフェイルオーバーが発生したためです。このグループは、クラスタ・ソフトウェアに
よって障害発生状態のまま現在のノード上に残されます。

2.6.8 リソース再起動ポリシーおよびグループ・フェイルオーバー・リソース再起動ポリシーおよびグループ・フェイルオーバー・リソース再起動ポリシーおよびグループ・フェイルオーバー・リソース再起動ポリシーおよびグループ・フェイルオーバー・
ポリシーによるフェイルオーバー機能への影響ポリシーによるフェイルオーバー機能への影響ポリシーによるフェイルオーバー機能への影響ポリシーによるフェイルオーバー機能への影響

リソース再起動ポリシーと、リソースを含むグループのフェイルオーバー・ポリシーは、ど
ちらもグループのフェイルオーバー機能に影響します。

たとえば、Customersというグループに Northeastデータベースがあり、次のように指定す
るとします。

� Northeastデータベースの「ポリシー」ページで次のように指定します。

– 現在のノードで、600秒（10分）以内に 3回データベースの再起動を試行

– リソースに障害が発生し再起動が不可能な場合には、グループをフェイルオーバー

� Customersグループの「フェイルオーバー」ページで次のように指定します。

– リソースを含むグループのフェイルオーバーしきい値は 20

– リソースを含むグループのフェイルオーバー期間は 1時間

データベース障害が発生したと仮定します。Oracle Fail Safeでは、現在のノードでデー
タベースの再起動が試みられます。データベース再起動の試みが、10分間で 3回失敗し
たとします。この場合、Customersグループは別のノードにフェイルオーバーします。

そのノードで、Oracle Fail Safeはデータベースの再起動を試みますが、10分間に 3回
失敗したため、Customersグループは再度フェイルオーバーします。Oracle Fail Safeに
よるデータベース再起動の試みと Customersグループのフェイルオーバーは、データ
ベースが再起動するか、あるいはグループのフェイルオーバーが 1時間以内に 20回を
超えるまで継続します。データベースが再起動できず、グループのフェイルオーバーが
1時間以内に 20回より少ない場合、Customersグループは何度もフェイルオーバーを続
けます。このような場合には、フェイルオーバーが何度も続かないようにフェイルオー
バーしきい値を低くすることを検討しください。
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2.6.9 グループ・フェイルオーバーと「優先ノード」リストグループ・フェイルオーバーと「優先ノード」リストグループ・フェイルオーバーと「優先ノード」リストグループ・フェイルオーバーと「優先ノード」リスト
グループを作成する際に、グループ・フェイルオーバーおよびフェイルバック両方の
「優先ノード」リストを作成します。（クラスタ内のノードが 2つのみの場合、このリス
トをフェイルバックのみに指定します。）リスト中の各ノードがグループを所有する優
先順位を示すために、順序付けられたノードのリストを作成します。

たとえば 4つのノードから成るクラスタで、あるデータベースを含むグループについて
次のような「優先ノード」リストを指定するとします。

– ノード 1

– ノード 4

– ノード 3

このように指定すると、4つのノードすべてが稼働している場合にはグループが優先的
にノード 1で実行されます。ノード 1が使用不能になると、グループは 2番目にリスト
されているノード 4で実行されます。ノード 1もノード 4も使用不能な場合、次にリス
トされているノード 3でグループが実行されます。「優先ノード」リストからは、ノー
ド 2が除外されています。ただし、クラスタ・ソフトウェアで使用可能なノードが他に
ない（ノード 1、ノード 4およびノード 3のすべてで障害が発生したために）場合、グ
ループはノード 2にフェイルオーバーします。（ノード 2が、グループ内のすべてのリ
ソースの可能所有者とは限らない場合でも同様です。このような場合、グループはフェ
イルオーバーしますが、障害発生状態のままになります。）

フェイルオーバーが発生すると、クラスタ・ソフトウェアは「優先ノード」リストを使
用して、グループのフェイルオーバー先となるノードを決定します。グループのフェイ
ルオーバー先となるのは、リスト中のノードのうち、稼働しており、かつそのグループ
の可能所有者ノードである最上位のノードです。クラスタ・ソフトウェアがグループの
フェイルオーバー先を決定する方法の詳細は、2.6.10項で説明します。

「優先ノード」リストによるフェイルバックへの影響の詳細は、2.7.1項を参照してくだ
さい。

2.6.10 グループのフェイルオーバー・ノードの決定グループのフェイルオーバー・ノードの決定グループのフェイルオーバー・ノードの決定グループのフェイルオーバー・ノードの決定
グループのフェイルオーバー先となるノードは、次の 3つのリストに基づいて決定されま
す。

� 使用可能なクラスタ・ノードのリスト

使用可能なクラスタ・ノードのリストは、グループ障害の発生時に稼働している全ノー
ドから成ります。たとえば、4つのノードから成るクラスタがあるとします。グループ
のフェイルオーバー時に 1つのノードが停止している場合、使用可能なクラスタ・ノー
ドのリスト内は 3つになります。

� グループ内の各リソースの「可能所有者ノード」リスト（2.6.6項を参照）

� リソースを含むグループの「優先ノード」リスト（2.6.9項を参照）
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クラスタ・ソフトウェアでは、使用可能なクラスタ・ノードと、グループ内の全リソースに
共通の可能所有者セットとの共通点を検出して、グループのフェイルオーバー先となる可能
性があるノードを決定します。たとえば、4つのノードから成るクラスタで、ノード 3に
Test_Groupというグループがあるとします。Test_Group内のリソースには、表 2-1に示す
ような可能所有者を指定してあります。

表 2-1を見ると、3つのリソースすべてに共通な可能所有者は次のノードであることがわか
ります。

– ノード 1

– ノード 3

– ノード 4

ノード 3（現在 Test_Groupが常駐している）で障害が発生したと仮定します。使用可能な
ノードは次のようになります。

– ノード 1

– ノード 4

Test_Groupのフェイルオーバー先となるノードを決定するために、クラスタ・ソフトウェ
アはグループ内の全リソースに共通する可能所有者ノードのリストと、使用可能なノードの
リストとの共通点を検出します。この例では、これら 2つのリストで共通するのはノード 1
およびノード 4です。

Test_Groupのフェイルオーバー先となるノードの決定には、そのグループの「優先ノード」
リストが使用されます。Test_Groupの「優先ノード」リストを次のように設定してあると
します。

– ノード 3

– ノード 4

– ノード 1

表表表表 2-1 Test_Groupグループ内のリソースの可能所有者の例グループ内のリソースの可能所有者の例グループ内のリソースの可能所有者の例グループ内のリソースの可能所有者の例

リソースリソースリソースリソース 1の可能所有者の可能所有者の可能所有者の可能所有者 リソースリソースリソースリソース 2の可能所有者の可能所有者の可能所有者の可能所有者 リソースリソースリソースリソース 3の可能所有者の可能所有者の可能所有者の可能所有者

ノード 1 ノード 1 ノード 1

ノード 2 ノード 3 ノード 2

ノード 3 ノード 4 ノード 3

ノード 4 ノード 4
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ノード 3は障害が発生しているため、クラスタ・ソフトウェアは Test_Groupをノード 4に
フェイルオーバーします。ノード 3およびノード 4がいずれも使用不能の場合、Test_Group
はノード 1にフェイルオーバーされます。もしノード 1、3および 4がすべて使用不能であ
れば、Test_Groupはノード 2にフェイルオーバーされます。ただし、ノード 2は
Test_Group内のすべてのリソースの可能所有者ではないので、Test_Groupはノード 2で障
害発生状態のままになります。

2.7 フェイルバックフェイルバックフェイルバックフェイルバック
フェイルバックフェイルバックフェイルバックフェイルバックは、優先ノードが動作可能状態に復帰した後で、クラスタ・リソースのグ
ループがフェイルオーバー・ノードから優先ノードに自動的に戻るプロセスです。優先ノー優先ノー優先ノー優先ノー
ドドドドとは、可能な場合（そのノードが使用可能である場合）にグループを常駐させるノードで
す。

フェイルバック・ポリシーフェイルバック・ポリシーフェイルバック・ポリシーフェイルバック・ポリシーを設定して、グループがフェイルオーバー・ノードから優先ノー
ドにフェイルバックする条件（およびフェイルバックするかどうか）を指定します。たとえ
ば、あるグループがただちにフェイルバックする、または選択した特定の時間内にフェイル
バックするように設定が可能です。あるいは、グループがフェイルバックせずに現在常駐し
ているノードで稼働し続けるようなフェイルバック・ポリシーも設定できます。図 2-14は、
グループのフェイルバック・ポリシーを設定するタブ・ページを示しています。
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図図図図 2-14 グループの「フェイルバック」タブ・ページグループの「フェイルバック」タブ・ページグループの「フェイルバック」タブ・ページグループの「フェイルバック」タブ・ページ

2.7.1 グループ・フェイルバックと「優先ノード」リストグループ・フェイルバックと「優先ノード」リストグループ・フェイルバックと「優先ノード」リストグループ・フェイルバックと「優先ノード」リスト
クラスタ上にグループを作成する際に、グループ・フェイルオーバーおよびフェイル
バックの「優先ノード」リストを作成します。（クラスタ内のノードが 2つのみの場合、
このリストをフェイルバックのみに指定します。）順序付けられたノードのリストを作
成して、グループを優先的に実行するノードを指定します。以前に使用不能だったノー
ドが再度オンライン化されると、クラスタ・ソフトウェアはクラスタ上の各グループの
「優先ノード」リストを読み込み、再オンライン化されたこのノードがいずれかのグ
ループの優先ノードであるかどうかを判断します。「優先ノード」リスト中で、再オン
ライン化されたノードの順位が、現在グループの常駐しているノードよりも上位である
場合、グループは再オンライン化されたこのノードにフェイルバックされます。
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たとえば 4つのノードから成るクラスタで、My_Groupというグループについて次のよ
うな「優先ノード」リストを指定するとします。

– ノード 1

– ノード 4

– ノード 3

ノード 1がオフライン化されたため、My_Groupはノード 4にフェイルオーバーし、現
在そこで稼働中であると仮定します。ここでノード 1が再オンライン化されます。クラ
スタ・ソフトウェアがMy_Group（およびクラスタ上の他の全グループ）の「優先ノー
ド」リストを読み込み、My_Groupの優先ノードがノード 1であることが検出されま
す。フェイルバックが有効であれば、My_Groupはノード 1にフェイルバックされま
す。

My_Groupが現在ノード 3で稼働中（ノード 1もノード 4も使用不能なため）であり、
ノード 4が再オンライン化された場合、フェイルバックが有効であればMy_Groupは
ノード 4にフェイルバックします。この後でノード 1が使用可能になった場合、
My_Groupは再び、今度はノード 1にフェイルバックします。「優先ノード」リストを
指定する際には、フェイルバックが不必要に何度も発生することのないように注意して
ください。大部分のアプリケーションでは、「優先ノード」リストのノードは 2つあれ
ば十分です。

グループが、あるノードに手動で移動された場合、予期しない結果になります。すべて
のノードが使用可能で、My_Groupは現在ノード 4で稼働しているとします（これは、
グループの移動操作でMy_Groupをノード 4に移動したためです）。ノード 2がリブー
トされると、たとえノード 1（My_Groupの「優先ノード」リストで最上位のノード）
が稼働中であっても、My_Groupはノード 2にフェイルバックします。

ノードが再オンライン化されると、再オンライン化されたそのノードが、「優先ノード」
リストの中で、現在各グループの常駐しているノードよりも上位であるかどうかがクラ
スタ・ソフトウェアによってチェックされます。上位である場合、そのようなグループ
はすべて、再オンライン化されたノードに移動されます。

「優先ノード」リストによるフェイルオーバーへの影響の詳細は、2.6.9項を参照してく
ださい。
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2.7.2 フェイルオーバー後のクライアントの再接続フェイルオーバー後のクライアントの再接続フェイルオーバー後のクライアントの再接続フェイルオーバー後のクライアントの再接続
ノードの障害は、次のユーザーおよびアプリケーションにのみ影響します。

� 障害発生ノードがホストになっているアプリケーションに、直接接続しているもの

� ノードの障害発生時にトランザクション処理中であったもの

多くの場合、障害発生ノードに接続していたユーザーおよびアプリケーションは接続を失う
ことになり、処理を継続するためにはフェイルオーバー・ノードに（ノードに依存しない仮
想アドレスを通じて）再接続する必要があります。Webアプリケーションの場合、コミット
されていないフォームまたはレポートのコンテキストは失われます。ユーザーがアプリケー
ションに再接続するには、Webブラウザで URLを再読込みします。データベースの場合、
障害発生時に処理中だった未コミット・トランザクションは、ロールバックされます。クラ
スタ対応のクライアント・アプリケーションではサービスが短時間中断され、クライアン
ト・アプリケーションからはノードが即時にリブートされたように見えます。サービスは
フェイルオーバー・ノードで自動的に再起動されます。オペレータの介入は必要ありませ
ん。

クラスタ対応アプリケーションの詳細は、7.10項を参照してください。
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Oracle Fail Safeソリューションの
3

Oracle Fail Safeソリューションの設計ソリューションの設計ソリューションの設計ソリューションの設計

Oracle Fail Safeには多数の構成オプションがあり、どのようなアーキテクチャ要件または
フェイルオーバー要件にも対応します。

この章では、次の項目について説明します。

3.1 構成のカスタマイズ構成のカスタマイズ構成のカスタマイズ構成のカスタマイズ
可用性の高いソリューションを配置するには、主に次の 4つの方法があります。

� アクティブ /パッシブ構成

� アクティブ /アクティブ構成

� 作業負荷のパーティション化構成

� 階層化構成

作業をクラスタ・ノード間で割り当てる方法はそれぞれの構成で異なりますが、次に示すこ
とはすべての構成に共通しています。

� 1つ以上の Oracleホームが、各ノードのプライベート・ディスク（通常はシステム・
ディスク）に作成されます。

� 必要な Oracle製品の実行可能プログラムがすべて、各ノードの Oracleホームにインス
トールされます。

� 可用性を高めようとするアプリケーションで必要なすべてのデータ・ファイル、構成
ファイル、ログ・ファイル、HTMLファイルなどは、クラスタ・ディスク上に置かれる
ため、各クラスタ・ノードからアクセスが可能です。

項目項目項目項目 参照参照参照参照

構成のカスタマイズ 3.1項

クライアントとアプリケーションの統合 3.2項
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構成のカスタマイズ
Oracle Fail Safe Serverソフトウェアは、適切な構成とフェイルオーバーを保証するために、
必要に応じて 1つ以上のクラスタ・ノードで自動的に実行されます。

図 1-4に、Oracle Fail Safeによって構成されたクラスタのソフトウェアおよびハードウェ
ア・コンポーネントを示します。

3.1.1 アクティブアクティブアクティブアクティブ /パッシブ構成パッシブ構成パッシブ構成パッシブ構成
最も単純な構成は、アクティブ /パッシブ構成です。この構成では、1つ以上のノードがク
ラスタ全体の作業負荷（Oracleデータベース・サーバー、Forms Server、Reports Serverま
たはWebサーバーなど）のホストになりますが、1つのノードは（スタンバイ・サーバーと
して）アイドル状態を維持し、アプリケーションを実行しているノードで障害が発生した場
合に処理を引き継ぐために待機します。このソリューションでは、フェイルセーフな作業負
荷のパフォーマンスがフェイルオーバーの前後で同じになります。

図 3-1は、ノード 1に Oracleデータベース、Oracle Reports ServerおよびWebサーバーを
置き、ノード 2をスタンバイ・ノードとした 2ノードの構成です。

図図図図 3-1 2ノードのアクティブノードのアクティブノードのアクティブノードのアクティブ /パッシブ（スタンバイ）構成パッシブ（スタンバイ）構成パッシブ（スタンバイ）構成パッシブ（スタンバイ）構成

ノードノード1 ノードノード2

Oracle
データベース・サーバー�

Web
サーバー�

Reports
Server

Webページ、Reportsファイルおよびデータベース・ファイル�

  Oracle Fail Safe
Server

スタンバイ・�
サーバー�

�
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図 3-2は、ノード 1に Oracleデータベース、ノード 2に Oracle Reports Server、ノード 3に
Webサーバーを置いた 4ノードの構成です。ノード 4がスタンバイ・ノードになります。

図図図図 3-2 4ノードのアクティブノードのアクティブノードのアクティブノードのアクティブ /パッシブ（スタンバイ）構成パッシブ（スタンバイ）構成パッシブ（スタンバイ）構成パッシブ（スタンバイ）構成

パッシブのスタンバイ・ノードにはそれ自体の作業負荷がないため、アクティブ /パッシブ
構成は最高速のフェイルオーバー構成です。

3.1.2 アクティブアクティブアクティブアクティブ /アクティブ構成アクティブ構成アクティブ構成アクティブ構成
アクティブ /アクティブ構成は、アクティブ /パッシブ構成よりもコスト効率に優れていま
す。障害発生時には他のノードのバックアップを行う一方で、各ノードがアプリケーション
処理作業も共有するためです。1つのノードに障害が発生した場合、別のノードが障害ノー
ドからフェイルオーバーされたアプリケーションやサービスだけでなく、それ自体のアプリ
ケーションおよびサービスも実行できる能力が必要です。この構成では、柔軟なアーキテク
チャによって業務上の要求に最も合うように作業負荷を分割できます。

図 3-3に、各クラスタ・ノードで 1つの Oracleデータベース・サーバーと、1つ以上の
Forms Server、Reports ServerおよびWebサーバーが稼働している 2ノードのアクティブ /
アクティブ構成を示します。図 3-3では、ノード 1でマーケティング用に Oracleデータベー
ス・サーバーが 1つ使用され、ノード 2で販売用にも 1つの Oracleデータベース・サー
バーが使用されます。ノード 1が所有するクラスタ・ディスクにはマーケティング・データ
ベース・ファイルが格納され、ノード 2が所有するクラスタ・ディスクには販売データベー
ス・ファイルが格納されています。

ノード1 ノード2

Webページ、Reportsファイルおよびデータベース・ファイル�

スタンバイ・�
サーバー�

Web
サーバー�Oracle

データベース・サーバー�

Oracle Fail Safe
       Server

Oracle Fail Safe
       Server

Oracle Reports
       Server

Oracle Fail Safe
       Server

ノード3 ノード4

Oracle
データベース・サーバー�

Oracle
データベース・サーバー�
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図図図図 3-3 アクティブアクティブアクティブアクティブ /アクティブ構成アクティブ構成アクティブ構成アクティブ構成

アクティブ /アクティブ構成では、通常操作中すべてのノードがアクティブにアプリケー
ションを処理します。この構成では、すべてのノードが動作している場合に優れたパフォー
マンス（より効果的なスループット）を実現しますが、フェイルオーバーは低速で、ノード
に障害が発生するとパフォーマンスが低下する可能性があります。また、クライアント接続
がすべてのノードに分配されます。

作業負荷のバランス調整とは、各システムの通常の作業負荷の大きさを調整することです。
すべてのシステムがほぼ上限の能力で稼働している場合、停止した他のシステムの作業負荷
を処理するためのリソースはほとんど使用できず、クライアント・システムではフェイル
オーバー中およびフェイルオーバー後の応答時間が大幅に遅くなります。速やかに修復でき
るリソースや、障害システムに置き換えられるリソースがある場合は、片方のクラスタ・
ノードが両方の作業負荷を担当する時間は短くなります。応答が遅くなる時間はより短い方
が効率的です。実際、ダウン時間があるよりもアプリケーションの実行速度が遅くなる方が
よいという業務もあります。

また、すべてのシステムが（クラスタ中のノード数に応じて）25%～ 50%より低い能力で
稼働する場合、フェイルオーバー後のクライアントへの応答時間は長くなりませんが、通常
の状態では 1システム全体に相当する分がアイドル状態であり、アクティブ /パッシブ構成
とほとんど同じになってしまいます。

ノード1 ノード2

Oracle Fail Safe
Manager

Oracle Fail Safe
       Server

Web
サーバー�

Forms
Server

Oracle Fail Safe
Server

Web
サーバー�

Reports
Server

マーケティング・ファイル�
（Web、Forms、データ）�

販売ファイル
（Web、Reports、データ）�

Oracle Fail Safe
Server

Oracle
データベース・サーバー�

Oracle
データベース・サーバー�
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Oracle Fail Safeでは、このタイプの構成に伴うパフォーマンス上の問題を回避するような構
成が可能です。たとえば、次のようなことが可能です。

� ミッション・クリティカルなアプリケーションに関してのみ、フェイルオーバーを可能
にします。

� 各ノードごとに異なるデータベース・パラメータ・ファイルを使用して、フェイルオー
バーの後はより少ないシステム・リソースを使用するように設定します。

� 各コンポーネント（Oracleデータベース・サーバー、Oracle Forms Server、Oracle 
Reports Serverなど）を、独自のフェイルオーバー・ポリシーおよびフェイルバック・
ポリシーを持つ個別のグループに構成します。

Oracle Fail Safeでは各クラスタ・ノードがいくつかの仮想サーバーのホストになるよう
に構成できるため、このことが可能になります。

� Oracle Fail Safeのスクリプト作成サポート（第 5章で説明している FSCMDコマンドを
使用）と、システム監視ツール（Oracle Enterprise Managerなど）を併用して、ロー
ド・バランスのためのグループ移行を自動化します。

すべてのノードが物理的に同等である必要はありませんが、十分な能力とメモリー、ディス
ク・ホスト・アダプタおよびディスク・ドライブを持つサーバーを選択し、忙しい時間帯に
フェイルオーバーが発生した場合でも十分なレベルのサービスをサポートできるようにして
おくことが賢明です。

3.1.3 作業負荷のパーティション化構成作業負荷のパーティション化構成作業負荷のパーティション化構成作業負荷のパーティション化構成
作業負荷のパーティション化構成は、3.1.2項で説明したアクティブ /アクティブ構成のバ
リエーションの 1つです。作業負荷のパーティション化では、1つのノードにデータベース
を置き、別のノードにアプリケーション・サーバー（Oracleまたはサード・パーティー製の
アプリケーションなど）を置くことがあります。1つのノードに障害が発生した場合、別の
ノードがそれ自身の作業負荷に加えて障害ノードの作業負荷も引き継ぎます。この利点と不
利な点は、アクティブ /アクティブ構成での説明と同じです。

図 3-4に、2ノードの作業負荷パーティション化構成を示します。この例では、アプリケー
ションとデータベースの作業負荷を分割し、1つのノードではデータベース作業を、もう一
方のノードではアプリケーション作業をそれぞれ処理します。この構成は、Oracleアプリ
ケーションなどのエンタープライズ・アプリケーションに高い可用性を保証するために使用
されます。また、互いに依存しない作業負荷を異なるノード上で実行することにより、ス
ループットを最大にできます。あるノードに障害が発生した場合は、クラスタ・サーバーの
もう一方のノードがデータベース・サーバーとアプリケーション・サーバーの両方を担当し
ます。
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構成のカスタマイズ
図図図図 3-4 アクティブアクティブアクティブアクティブ /アクティブの作業負荷のパーティション化構成アクティブの作業負荷のパーティション化構成アクティブの作業負荷のパーティション化構成アクティブの作業負荷のパーティション化構成

図 3-4では、ノード 1で Oracle Forms ServerおよびWebサーバーが稼働し、ノード 2で
Oracleデータベース・サーバーが稼働しています。ノード 1が所有するクラスタ・ディスク
にはWebページと Oracle Formsのファイルが格納され、ノード 2が所有するクラスタ・
ディスクにはデータベース・ファイルが格納されています。

プライベート・インターコネクト（ハートビート）が広い帯域幅を持っている場合、Forms 
Serverでは、データベースとの通信にパブリック・ネットワークよりもプライベート・ネッ
トワークを使用して、データベース・トランザクションの処理を最適化できる可能性があり
ます。ノード間通信に必要な帯域幅は小さいため、Webサーバーはプライベート・ネット
ワークをデータベースへの効率的な専用ネットワーク・リンクとして利用できます。

3.1.4 階層化構成階層化構成階層化構成階層化構成
階層化構成では、可用性の高いリソースは別々のクラスタに常駐します。たとえば、複数の
システム上で稼働する多数の Forms Serverおよび Reports Serverを駆動する 1つのバック
エンド・データベースを構成することができます。次に、Oracle Forms Load Balancer 
Serverおよびマスター Oracle Reports Serverを使用したこのような構成方法を示します。

� Oracle Forms Load Balancer Server

Oracle Forms Load Balancer Serverは、複数の Oracle Forms Server間での作業負荷の
分割を担当します。階層化構成では Oracle Forms Load Balancer ServerとWebサー
バーの両方が障害発生箇所となり、それらを正常化するためには通常ユーザーの介入が
必要になります。Oracle Forms Load Balancer ServerとWebサーバーを、Oracle Fail 

Oracle Fail Safe
Server

Web
サーバー�

Forms
Server

Oracle Fail Safe
Server

Oracle
データベース・サーバー�

ノード1 ノード2

Webページおよび�
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Safeにより可用性を高めるように構成することで、どちらも障害発生箇所でなくなりま
す。

Oracle Fail Safeを使用して、Oracle Forms Serverがアクセスするデータベースをグ
ループに追加すると、可用性をさらに高めることができます。

� マスター Oracle Reports Server

サーバーの 1つがマスターに指定され、それ以外のサーバー間の作業負荷分割を担当し
ます。階層化構成ではマスター Oracle Reports ServerとWebサーバーの両方が障害発
生箇所となり、それらを正常化するためには通常ユーザーの介入が必要になります。マ
スター Oracle Reports ServerおよびWebサーバーを、Oracle Fail Safeにより可用性を
高めるように構成することで、どちらも障害発生箇所でなくなります。

Oracle Fail Safeを使用して、Oracle Reports Serverがアクセスするデータベースをグ
ループに追加すると、可用性をさらに高めることができます。

図 3-5に、Oracle Fail Safeによってマスター Oracle Reports Serverの可用性を高める 3層の
構成を示します。データベース層では、各クラスタ・ノードに Oracleデータベース・サー
バーおよび Oracle Fail Safe Serverがインストールされています。アプリケーション層では、
各クラスタ・ノードに Oracle Fail Safe Server、Webサーバーおよびマスター Reports Server
がインストールされています。クライアント層は、クライアント・アプリケーションおよび
Webサーバーから構成されます。
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構成のカスタマイズ
図図図図 3-5 Oracle Reports Serverの階層化構成の階層化構成の階層化構成の階層化構成

階層化構成によって、次のようなことも可能になります。

� 複数のクラスタおよびプラットフォームがともに動作できるような、柔軟なアーキテク
チャ。たとえば、次のようになります。

– Windowsプラットフォーム上で Oracle Fail Safeによって可用性を高めた Oracle 
Forms Serverおよび Oracle Reports Serverが、UNIXシステムで稼働しているバッ
クエンドの Oracle Parallel Serverデータベースにアクセスできます。

– アプリケーション層のサーバーが、別のプラットフォーム上で実行できます。した
がって、UNIXマシンで稼働している既存の Oracle Reports Serverに、Oracle Fail 
Safeを実行するMicrosoftクラスタを 1つ追加するだけで、マスター Oracle 
Reports Serverの（それによって Reports層全体の）可用性を高めることができま
す。
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アプリケーション�

クライアント層クライアント層��
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クライアントとアプリケーションの統合
� ビジネス・ソリューションに対する高可用性の増分的な展開。旧来のバックエンド・
データベース・システムを変更せずに、信頼性が低い中間層のアプリケーション・サー
バーから高い可用性を追加していくことによって、これが可能になります。

3.2 クライアントとアプリケーションの統合クライアントとアプリケーションの統合クライアントとアプリケーションの統合クライアントとアプリケーションの統合
クライアント・アプリケーションを Oracle Fail Safe環境で動作させる場合、特別なプログ
ラミングや変更は必要ありません。シングル・ノードの Oracleリソースで動作するクライ
アント・アプリケーションであれば、再コーディングまたは再コンパイル、再リンクをする
ことなく Oracle Fail Safe環境で正常に機能し続けます。これは、クライアントが仮想サー
バーを利用してアプリケーションにアクセスできるためです。

第 III部の各章には、クライアントとアプリケーションの統合方法に特化した項があります。
リソースがクラスタ内の他のノードにフェイルオーバーするときに、クライアントおよびア
プリケーションを透過的にフェイルオーバーさせるためには、第 III部の該当する章を参照
してください。
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クライアントとアプリケーションの統合
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第第第第 II部部部部

管理と総合管理管理と総合管理管理と総合管理管理と総合管理

第 II部では、Oracle Fail Safeの管理と総合管理について説明します。

第 II部は、次の章から構成されています。

� 第 4章「高い可用性を実現するための管理」

� 第 5章「FSCMDコマンドライン・インタフェース」

� 第 6章「トラブルシューティング・ツール」





高い可用性を実現するための管
4

高い可用性を実現するための管理高い可用性を実現するための管理高い可用性を実現するための管理高い可用性を実現するための管理

Oracle Fail Safeには、クラスタ環境内でリソースを容易に構成できるという利点がありま
す。この章では、次の項目について説明します。

スタンドアロン・リソースをグループに構成するための段階的な手順は、このマニュアルの
第 III部と、Oracle Fail Safe Managerのチュートリアルおよびオンライン・ヘルプを参照し
てください。

4.1 フェイルオーバーを構成する意味フェイルオーバーを構成する意味フェイルオーバーを構成する意味フェイルオーバーを構成する意味
クラスタ内のフェイルオーバーの構成には多くのハードウェア・コンポーネントおよびソフ
トウェア・コンポーネントが関係しているため、複雑なプロセスになる場合があります。
Oracle Fail Safe Managerのウィザードを使用すると、ネットワーク管理者は、最小限の作業
で簡単かつ自動的にフェイルオーバーを構成できます。Oracle Fail Safe Managerを使用する
と、クラスタ内の 1つのノードに障害が起きた場合でも別のクラスタ・ノードが障害ノード

項目項目項目項目 参照参照参照参照

フェイルオーバーを構成する意味 4.1項

ウィザードの入力項目の Oracle Fail Safeでの処理 4.2項

クラスタ・セキュリティの管理 4.3項

スタンドアロン・リソースの検出 4.4項

リソース名の変更 4.5項

複数の Oracleホーム環境での Oracle Fail Safeの使用方法 4.6項

複数仮想アドレスを使用する構成 4.7項

既存クラスタへのノードの追加 4.8項
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ウィザードの入力項目の Oracle Fail Safeでの処理
のグループ内のリソースを即時に引き継ぐように、リソースをグループごとに構成できま
す。

ウィザードを使用すると、実装時における構成の問題を最小限に抑えることができます。ま
た、高度な専門知識がなくても、可用性が高まるようにリソースを構成できます。ウィザー
ドで設定したポリシーの大部分は、Oracle Fail Safe Managerを使用して後から変更できま
す。

次のリストに、リソースにフェイルオーバーを実装するための、基本的な作業を要約しま
す。最初の作業以外はすべて、Oracle Fail Safe Managerを使用して実行します。

1. Oracle Fail Safeとともに構成する製品が適切にインストールされているかどうかの確認
（これは『Oracle Fail Safeインストレーション・ガイド』で説明しています。）

2. Oracle Fail Safe Managerの起動

3. クラスタの検証

4. グループの作成

5. グループに 1つ以上の仮想アドレスを追加

6. スタンドアロンの Oracleデータベース・サーバーを追加する場合は、「スタンドアロ
ン・データベースの検証」ツールを使用してデータベースを検証

7. グループへのリソースの追加

8. グループの検証

9. クライアント・システムに Net8（または SQL*Net）ファイル（たとえば
TNSNAMES.ORAファイル）がある場合は、これらのファイルを更新

このリストには、基本作業のみが要約されています。構成するリソースのタイプによって
は、これ以外に手順や考慮事項を追加する場合もあります。

Oracle Fail Safe Managerのウィザードを使用するための段階的なガイダンスは、Oracle Fail 
Safe Managerのチュートリアルおよびオンライン・ヘルプを参照してください。

4.2 ウィザードの入力項目のウィザードの入力項目のウィザードの入力項目のウィザードの入力項目の Oracle Fail Safeでの処理での処理での処理での処理
ウィザードで必要な情報がすべて収集されると、Oracle Fail Safe Managerが Oracle Fail 
Safe Serverと対話し（次にそれがMSCSと対話して）、可用性の高い環境が実現されます。

Oracle Fail Safeでは、ユーザーがウィザードで入力した情報に基づいて、環境の構成に必要
な追加情報がすべて導出されます。

同様の手順により、多くのリソースが Oracle Fail Safeによって構成されます。次のリスト
で、可用性の高い Oracleデータベースを構成するために Oracle Fail Safeにより実行される
特定の手順を説明します。
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ウィザードの入力項目の Oracle Fail Safeでの処理
1. 仮想アドレスを使用したデータベースへのアクセスを構成します。

a. Net8（または SQL*Net）を、データベースの「可能所有者ノード」リストにあるす
べてのノードで仮想アドレスを使用できるように構成します。（2つのノードから成
るクラスタでは、両方のクラスタ・ノードが可能所有者ノードになります。3つ以
上のノードから成るクラスタでは、「リソースをグループに追加」ウィザードのス
テップとして、リソースの可能所有者ノードを指定するように求められます。）

b. ネットワーク構成情報を、「可能所有者ノード」リストのすべてのノードに複製し
ます。

2. 次のようにデータベースを構成します。

a. データベース・リソースが使用するすべてのデータ・ファイルがクラスタ・ディス
クに置かれ、他のグループのアプリケーションによって現在使用されていないこと
を確認します。クラスタ・ディスクが別のグループ内に存在していても、そのグ
ループ内のアプリケーションによって使用されていない場合、Oracle Fail Safeがそ
のディスクをデータベース・リソースと同じグループに移動します。

b. ウィザードで選択した内容に基づいて、データベース・リソースのフェイルバッ
ク・ポリシーを作成します。

c. 次のリソースをグループに移入します。

* クラスタ・グループに使用される各ディスク・リソース

* Oracleデータベース・サーバー

* Net8（または SQL*Net）リスナー

3. データベースを追加するグループの可能所有者ノードのそれぞれについて次の処理を、
一度に 1つずつ行います。

a. 同じ名前の Oracleインスタンスをノード上に作成します。

b. データベースをノードにフェイルオーバーして、ノードがデータベースをオンライ
ン化またはオフライン化できることを検証し、フェイルオーバー・ポリシーが機能
することを確認します。

4. 「可能所有者ノード」リストのすべてのノードについてフェイルオーバーをテストした
後、Oracleデータベースを停止し、優先ノードで再度オンライン化します。

これらの手順を実行することで、Oracle Fail Safeでは、リソースが正しく構成され、またリ
ソース追加先のグループのすべての可能所有者ノードにフェイルオーバーおよびフェイル
バックできるようになります。

図 4-1に、各ノードがアプリケーション・サーバーを伴うグループとデータベース・サー
バーを伴うグループのホストになる、2ノードのアクティブ /アクティブ・クラスタ構成を
示します。
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ウィザードの入力項目の Oracle Fail Safeでの処理
図図図図 4-1 Oracle Fail Safe環境内の仮想サーバーとアドレッシング環境内の仮想サーバーとアドレッシング環境内の仮想サーバーとアドレッシング環境内の仮想サーバーとアドレッシング

仮想サーバー（A、B、Cおよび D）とネットワーク・アドレスは、すべてのクライアントお
よびクラスタ・ノードには既知のものです。各クラスタ・ノードの LISTENER.ORAファイ
ルと各クライアント・ワークステーションの TNSNAMES.ORAファイルには、各仮想サー
バーの名前とアドレス情報があります。

フェイルオーバーが適切に動作するためには、各 TNSNAMES.ORAファイルおよび
LISTENER.ORAファイル内のホスト名（仮想アドレス）、データベース・インスタンス、
SID項目およびプロトコル情報が、グループ内のリソースの可能所有者となる各サーバー・
ノードと、クライアント・マシンとで一致する必要があります。

たとえば、通常の動作中には、ノード Aで仮想サーバー Bがアクティブになります。ノー
ド Bは仮想サーバー Bのフェイルオーバー・ノードです。クラスタ・ディスクは両方のノー
ドと接続しているため、リソースはクラスタのどちらのノードでも稼働しますが、各グルー
プのリソースに対するサービスは、一度に 1つのクラスタ・ノードによって提供されます。

ノード Aでシステム障害が発生すると、グループ 1および 2はノード A上にあったときと
同じ仮想アドレスおよびポート番号を使用してノード Bでアクティブになります。ノード B
はクライアントに対し透過的に、ノード Aから作業負荷を引き継ぎ、クライアントは仮想

ノードA ノードB

販売データベース� マーケティング・データベース�

仮想サーバーA
（グループ1）

販売注文アプリケーション�

アプリケーション・�
サーバー�

ディスク�
3 ネットワーク名�

IPアドレス�

仮想サーバーC
（グループ3）

マーケティング・アプリケーション�

アプリケーション・�
サーバー�

ディスク�
4

販売�
データベース�

ネットワーク名�

IPアドレス�

仮想サーバーB
（グループ2）

Oracleデータベース・サービス�

ディスク�
1

ディスク�
2

Net8
リスナー�

マーケティング・�
データベース�

仮想サーバーD
（グループ4）

Oracleデータベース・サービス�

ディスク�
5

ディスク�
6

ネットワーク名�

IPアドレス�

ネットワーク名�

IPアドレス�

Net8
リスナー�
4-4　Oracle Fail Safe概要および管理ガイド



クラスタ・セキュリティの管理
サーバー Aを使用してグループ 1に、仮想サーバー Bを使用してグループ 2にアクセスを
試み続けます。クライアントは、グループを処理している物理ノードとは無関係に、同じ仮
想サーバー名およびアドレスを使用してそのグループ内のリソースにアクセスを続けます。

4.3 クラスタ・セキュリティの管理クラスタ・セキュリティの管理クラスタ・セキュリティの管理クラスタ・セキュリティの管理
Oracle Fail Safeに関連した管理作業を実行するには、Oracleリソースおよびアプリケーショ
ンを管理し、Oracle Fail Safe Managerによる操作を実行する特別な権限が必要です。

表 4-1に、Oracle Fail Safe環境で使用するサービスに必要な権限の一覧を示します。詳細
は、右端の列に示した項を参照してください。

表表表表 4-1 許可と権限許可と権限許可と権限許可と権限

サービスサービスサービスサービス 必要な権限必要な権限必要な権限必要な権限 参照参照参照参照

Oracle Fail Safe Server すべてのクラスタ・ノードで管理者権限を持つドメ
イン・ユーザー・アカウント

4.3.1項

Oracle Fail Safe 
Manager

すべてのクラスタ・ノードで管理者権限を持つドメ
イン・ユーザー・アカウント

4.3.2項

Oracleデータベース SYSDBA権限を伴うデータベース管理者アカウント 7.5項

Oracle Forms Server、
Oracle Forms Load 
Balancer Serverおよび
Oracle Reports Server

権限は不要（Oracle Reports Serverには、プリンタ
にアクセスできるWindowsドメイン・ユーザー・
アカウントが必要）

9.4項、10.4項
および
11.3.3.6項

Oracle Application 
Server

Oracle Application Serverは、Oracle Fail Safe 
Serverと同じWindowsシステム・アカウントでの
実行が必要

12.6項

Oracle Applications 
Concurrent Manager

Oracle Applications Concurrent Managerは、管理
者アカウントでの実行が必要

13.4項

Oracle HTTP Server なし 適用なし

Oracle WebDB
リスナー

なし 適用なし
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クラスタ・セキュリティの管理
4.3.1 Oracle Fail Safe Server
Oracle Fail Safeでは、適切な権限を持ったユーザー以外がクラスタ内のリソースを管理でき
ないように、セキュリティ・コンポーネントが実装されます。

Oracle Fail Safe Serverは、（システム・アカウントではなく）すべてのクラスタ・ノードに
対する管理者権限を持ったドメイン・ユーザー・アカウントのもと以外では稼働しない
Windowsサービスとして稼働します。この Oracle Fail Safe Serverのユーザー・アカウント
は、Oracle Fail Safeをインストールするときに指定します。（インストール時の詳細は、
『Oracle Fail Safeインストレーション・ガイド』を参照してください。）

Oracle Fail Safeには、それ自身のセキュリティ・コンポーネントも備わっています。した
がって、Oracle Fail Safe Serverで使用しているWindowsユーザー・アカウント（ユーザー
名、パスワードまたはドメイン）を変更する場合は、Windowsサービスと Oracle Fail Safe
の両方のセキュリティ設定を更新する必要があります。Oracle Fail Safeには、このセキュリ
ティ情報を更新するための Security Setupツールがあります。

4.3.1.1 Oracle Fail Safe Security Setupツールを使用したアカウント更新ツールを使用したアカウント更新ツールを使用したアカウント更新ツールを使用したアカウント更新
Oracle Fail Safeには Security Setupツールがあり、これを使用して Oracle Fail Safeが稼働
するアカウントの情報を更新できます。Oracle Fail Safe Serverのインストール時に、Oracle 
Fail Safe Security Setupツールもインストールされます。

Windowsのタスクバーから Oracle Fail Safe Security Setupツールにアクセスするには、ク
ラスタ・ノードから次のように選択します。

「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→→→→「プログラム」「プログラム」「プログラム」「プログラム」→→→→「「「「<Oracle_Home>」」」」→→→→「「「「Oracle Fail Safe Security Setup」」」」

Oracle MTS Service Oracle MTS Serviceがシステムにログオンするため
に使用するアカウントは、システムまたはドメイ
ン・ユーザー・アカウントである必要があります。

Oracle MTS Serviceがデータベースに接続するため
に使用するアカウントには、次のデータベース・
ロール、権限および権利が必要です。

� CONNECT、RESOURCEおよび
SELECT_CATALOG_ROLEの各データベー
ス・ロール

� FORCE ANY TRANSACTION、CREATE 
PUBLIC SYNONYMおよび DROP PUBLIC 
SYNONYMの各データベース権限

� Oracleデータベース内の Oracle MTS Service表
に対する SELECT、INSERT、UPDATEおよび
DELETEの各権限

14.4項

表表表表 4-1 許可と権限（続き）許可と権限（続き）許可と権限（続き）許可と権限（続き）

サービスサービスサービスサービス 必要な権限必要な権限必要な権限必要な権限 参照参照参照参照
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クラスタ・セキュリティの管理
図 4-2に、ドメイン FCLUSTERにユーザー・アカウント fsuserを設定する例を示します。

図図図図 4-2 Oracle Fail Safe ServerののののWindows ユーザー・アカウント設定ユーザー・アカウント設定ユーザー・アカウント設定ユーザー・アカウント設定

4.3.2 Oracle Fail Safe Manager
Oracle Fail Safe Managerへのログインに使用するアカウントは、（ローカル・アカウントで
はなく）すべてのクラスタ・ノードで管理者権限を持ったドメイン・ユーザー・アカウント
である必要があります。

注意注意注意注意 : すべてのクラスタ・ノードのセキュリティ情報の更新に、必ず
Oracle Fail Safe Security Setupツールを使用し、すべてのクラスタ・ノード
で同じアカウントを使用してください。
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スタンドアロン・リソースの検出
4.4 スタンドアロン・リソースの検出スタンドアロン・リソースの検出スタンドアロン・リソースの検出スタンドアロン・リソースの検出
Oracle Fail Safe Serverでは、Oracle Fail Safe Managerツリー・ビュー内のスタンドアロン・
リソースが自動的に検出（特定）および表示されます。図 4-3に、Oracle Fail Safe Manager
内での検出例を示します。第 III部の各章には、Oracle Fail Safeで可用性が高まるように構
成することが可能な各タイプのコンポーネントの検出方法についての情報が記載されていま
す。

図図図図 4-3 スタンドアロン・リソースの検出スタンドアロン・リソースの検出スタンドアロン・リソースの検出スタンドアロン・リソースの検出

4.5 リソース名の変更リソース名の変更リソース名の変更リソース名の変更
リソースがグループに追加された後は、リソース名を変更しないでください。リソース名を
変更する必要がある場合は、Oracle Fail Safe Managerを使用してリソースをグループから削
除します。その後で、新しい名前を使用してグループに再度追加します。

4.6 複数の複数の複数の複数の Oracleホーム環境でのホーム環境でのホーム環境でのホーム環境での Oracle Fail Safeの使用方法の使用方法の使用方法の使用方法
Oracle Fail Safeでは、複数 Oracleホームの機能をサポートします（複数 Oracleホームは、
リリース 8.0.4の Oracle8から使用可能です）。次のリストに、複数 Oracleホーム環境で
Oracle Fail Safeを使用するための要件を示します。

� Oracle Fail Safe Serverは、すべてのクラスタ・ノード上のいずれか 1つの Oracleホーム
にインストールできます。ノードにインストールして実行できるのは、Oracle Fail Safe 
Serverの 1つのバージョンに限られます。

� Oracle Fail Safe Managerは、1つのシステムに複数のバージョンをインストールできま
す。複数バージョンの Oracle Fail Safe Managerを 1つのシステムにインストールする
方法を選択すると、1つのシステムから、（異なるバージョンの Oracle Fail Safe Server
が稼働している）複数のクラスタを管理できます。
4-8　Oracle Fail Safe概要および管理ガイド
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� 可用性が高まるように構成する各リソースは、可能所有者であるすべてのクラスタ・
ノード上の同じ Oracleホームにインストールします。「クラスタの検証」操作を行う
と、この対称性が検証されます。「クラスタの検証」操作の詳細は、6.1.1項を参照して
ください。

� グループのすべてのデータベースは、同じ Oracleホームに属している必要があります。

データベースをグループに追加する際に、Net8（または SQL*Net）のリスナー・リソー
スもグループに追加します。（オプションで、Oracle Intelligent Agentリソースをグ
ループに追加できます。詳細は、7.7.1項を参照してください。）

リスナーは、データベースが常駐しているのと同じ Oracleホームに作成されます。
Oracle Intelligent Agentは、データベースが常駐しているのと同じ Oracleホームにある
必要はありません。

4.7 複数仮想アドレスを使用する構成複数仮想アドレスを使用する構成複数仮想アドレスを使用する構成複数仮想アドレスを使用する構成
Oracle Fail Safe Managerを使用してグループにリソース（汎用サービス、Oracle Forms 
Server以外）を追加するには、あらかじめそのグループに 1つ以上の仮想アドレスを追加し
ておく必要があります。クライアント・アプリケーションは、グループの仮想アドレスの 1
つによって、そのグループ内のリソースに接続します。

「リソースをグループに追加」ウィザードを起動して、グループには（リソース追加の前に）
最大で 32個までの仮想サーバーを追加できます。（「リソース」「リソース」「リソース」「リソース」→→→→「グループに追加」「グループに追加」「グループに追加」「グループに追加」を選
択します。）

次の制限事項に注意してください。

� グループに少なくとも 1つの仮想アドレスを追加していないと、そのグループに別のリ
ソースは追加できません。仮想アドレスが含まれていないグループには、汎用サービス
と Oracle Forms Server以外は追加できません。

� グループに 1つ以上の Oracleデータベースが含まれることになる場合、次のように処理
します。

– グループにデータベースを追加する前に、そのグループの 1つ以上のデータベース
とともに構成するすべての仮想アドレスをグループに追加します。

– グループ内のすべてのデータベースで、グループに追加する最初のデータベースに
対して指定する一連の仮想アドレスを使用します。（一連の仮想アドレスには、最
低 1つのアドレスを含めることができます。）

注意注意注意注意 : 複数バージョンの Oracle Fail Safe Managerをインストールする場合、
各バージョンは別々の Oracleホームにインストールする必要があり、リリー
ス 3.1の Oracle Fail Safe Managerは最後にインストールしてください。
高い可用性を実現するための管理 4-9



既存クラスタへのノードの追加
（Oracleデータベースと複数仮想アドレスの構成に関する詳細は、7.2.3.2項を参照して
ください。）

グループに仮想アドレスを追加すると、どのクラスタ・ノードがそのクラスタのホストに
なっているかに関係なく、同じネットワーク・アドレスを持つクライアントはそのグループ
にアクセスできます。

グループ内の複数仮想アドレスによって、柔軟な構成オプションが得られます。たとえば、
プライベート・ネットワークを介してデータベースのバックアップ処理を実行している間
に、ユーザーがパブリック・ネットワークを介してデータベースにアクセスすることが可能
になります。あるいは、異なるネットワーク・セグメント上の異なる仮想アドレスをセキュ
リティ管理に割り当て、管理者があるセグメント上のデータベースにアクセスする一方で、
ユーザーが別のセグメント上のデータベースにアクセスすることも可能です。

グループに複数の仮想アドレスを追加する場合、Oracle Fail Safe Managerにより、クライア
ントがどのアドレスを使用してそのグループのリソースにアクセスできるかを指定するよう
に要求されます。グループに複数のリソース（たとえば、データベースと Oracle Reports 
Serverなど）を追加すると、ユーザーからデータベースに直接アクセスする場合はデータ
ベースへのアクセス専用の仮想アドレスを使用し、ユーザーから Oracle Reports Serverにア
クセスする場合は別の仮想アドレスを使用することができます。また、データベース・ユー
ザーが多数の場合、一部のユーザーにはある仮想アドレスを使用してデータベースにアクセ
スさせ、その他のユーザーにはもう 1つ別の仮想アドレスを使用させることで、ネットワー
クのトラフィックを均衡化することが可能になります。

グループへの仮想アドレスの追加の詳細は、Oracle Fail Safe Managerオンライン・ヘルプを
参照してください。

4.8 既存クラスタへのノードの追加既存クラスタへのノードの追加既存クラスタへのノードの追加既存クラスタへのノードの追加
既存のクラスタに新規のノードを追加するソフトウェアのインストールについては、
『Oracle Fail Safeインストレーション・ガイド』で説明しています。インストール作業の完
了後に、最終的な手順があります。新規のノードが可能所有者となるクラスタの各グループ
に対して、「グループの検証」コマンドを実行する必要があります。

クラスタに新規ノードを追加し、Oracle Fail Safeと、そのノードで実行を予定しているリ
ソースの DLLを、そのノードにインストールするとします。新規のノードは、これらのリ
ソースの可能所有者になります。これらのリソースが新規ノード上で実行するように構成さ
れていない場合、そのリソースを含むグループ（複数も可）が新規のノードにフェイルオー
バーしても、そのノードではこれらのリソースは再起動しません。

しかし「グループの検証」コマンドを実行すると、検証されたグループ内のリソースが、そ
のグループの可能所有者となっている各ノードで実行するよう構成されているかどうかが、
Oracle Fail Safeによってチェックされます。グループ内のリソースが実行するよう構成され
ていない可能所有者ノードが検出されると、Oracle Fail Safeがそれを構成します。
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このような理由からオラクル社では、新規のノードが可能所有者としてリストされた各グ
ループについては、「グループの検証」コマンドを実行することを強くお薦めします。「グ
ループの検証」コマンドは、6.1.2項で説明します。グループの検証には、第 5章で説明して
いるように、FSCMDコマンドも使用できます。
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FSCMDコマンドライン・インタフェースコマンドライン・インタフェースコマンドライン・インタフェースコマンドライン・インタフェース

Oracle Fail Safeでは、クラスタ内のリソースを管理する方法として、Oracle Fail Safe 
Managerのかわりにコマンドライン・インタフェースが提供されます。たとえば、「コマン
ド プロンプト」で FSCMDコマンドを使用して、Oracleリソースをオフライン化、または
オンライン化できます。FSCMDコマンドは、バッチ・プログラムやスクリプトからOracle
リソースを管理する場合に便利です。
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Oracle Fail Safe Managerを使用して実行する操作のうちの多くは、FSCMDコマンドによっ
て実行できます。FSCMDコマンドを実行するには、次のように、Oracle Fail Safe Manager
がインストールされている場所から始まるフルパスを指定してください。
<Oracle_Home>¥fs¥fsmgr¥bin¥fscmd.exe

このパスを使用しない場合、Windowsオペレーティング・システムでは FSCMDコマンド
を検出できません。

書式書式書式書式
FSCMDコマンドを使用するときは、「コマンド プロンプト」ウィンドウを開いて、次の構
文を使用した FSCMDコマンドラインを入力します。

FSCMD <action> <name> /CLUSTER=cluster_name [<qualifier>]

説明説明説明説明
Oracle Fail Safeには、Oracle Fail Safe Managerで実行可能な機能の多くをスクリプトで実
行できる FSCMDコマンドがあります。たとえば、FSCMDコマンドを使用して、夜間バッ
クアップを実行する前にクラスタ・リソースをオフライン化し、バックアップの完了後にリ
ソースを再びオンライン化できます。

FSCMDコマンドは、ローカル・ノード、リモート・ノードのどちらでも実行できます。た
とえば、次の場所で FSCMDコマンドを実行します。

� クラスタ・ノード

� クラスタ・ノード以外のシステム

� Windows 95、Windows 98、Windows NTまたはWindows 2000のクライアント

FSCMDコマンドを実行する際、Oracle Fail Safe Managerの「イベント状態の概要」ウィン
ドウで、長時間実行する操作の結果を表示することが可能です。また、長時間実行する操作
の結果を取得するログ・ファイルの名前を指定できます。

注意注意注意注意 : システムにインストールされている他の Oracle製品と競合する可能
性があるため、システム Path環境変数にディレクトリ
<Oracle_Home>¥fs¥fsmgr¥binを含めないでください。

注意注意注意注意 : わかりやすくするために、この章では構文および例から FSCMDへの
フルパス表記を省略します。
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コマンド・パラメータコマンド・パラメータコマンド・パラメータコマンド・パラメータ
action
グループ、リソースまたはクラスタに適用するアクションを指定します。次の表で説明する
アクションのいずれかを使用します。

actionパラメータは、FSCMDコマンドに対する第 1引数としてください。

name
FSCMDコマンドで処理するリソースまたはグループの名前です。たとえば、
PERSONNEL.worldは、データベース・リソースとして有効な名前です。

このパラメータは、actionパラメータの次に指定します。nameパラメータは、
DUMPCLUSTER、VERIFYALLGROUPSおよび VERIFYCLUSTERを除くすべての FSCMD
コマンド・アクションに必要です。

アクションアクションアクションアクション 説明説明説明説明

DUMPCLUSTER クラスタ構成情報の出力。この操作による出力は、/LOGFILE修
飾子によって指定したファイル名のファイルに書き込まれます。

MOVEGROUP リソースのグループを /NODEコマンド修飾子によって指定した
ノードに移動。この操作による出力は、/LOGFILE修飾子によっ
て指定したファイル名のファイルに書き込まれます。

ONLINEGROUP グループのオンライン化。

ONLINERESOURCE リソースのオンライン化。

OFFLINEGROUP グループのオフライン化。

OFFLINERESOURCE リソースのオフライン化。Oracleデータベース・リソースでは、
この操作には /OFFLINEコマンド修飾子が必要です。

VERIFYGROUP Oracle Fail Safeによって構成された単一グループの検証。この操
作による出力は、/LOGFILE修飾子によって指定したファイル名
のファイルに書き込まれます。

VERIFYALLGROUPS Oracle Fail Safeによって構成されたすべてのグループの検証。こ
の操作による出力は、/LOGFILE修飾子によって指定したファイ
ル名のファイルに書き込まれます。

VERIFYCLUSTER クラスタ構成の検証。この操作による出力は、/LOGFILE修飾子
によって指定したファイル名のファイルに書き込まれます。
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コマンド修飾子コマンド修飾子コマンド修飾子コマンド修飾子

/CLUSTER=cluster-name
FSCMDコマンドを実行するクラスタの名前を指定します。

この修飾子は必須です。

/LOGFILE=file-name
DUMPCLUSTER、MOVEGROUP、VERIFYCLUSTER、VERIFYGROUPまたは
VERIFYALLGROUPSアクションの実行時に、長時間実行する操作によって作成されるロ
グ・ファイルの場所を指定します。LOGFILE修飾子を指定しない場合、ログ・ファイルは
現行の出力デバイス（一般的にはシステム・コンソール）に書き込まれます。

この修飾子はオプションです。

/NODE=node-name
この修飾子は、MOVEGRUOPアクションでのグループの移動先ノード名を指定するときに
限り使用します。

修飾子は、MOVEGROUPアクションを指定する場合に必要となります。

/OFFLINE=offline-option
この修飾子は、OFFLINERESOURCEアクションを指定して、Oracleリソースをオフライン
にする場合に限り使用します。Oracleデータベースでは、次の表にあげたオフライン・オプ
ション・モードの 1つを指定しないと、そのリソースは immediateモード（デフォルト）で
オフライン化されます。

 

モードモードモードモード 説明説明説明説明

abort データベース・インスタンスを異常終了させることにより、データベースを即時
に停止します。abortモードによる停止は、次の場合を除いてできるだけ使用を
避けてください。

� データベースまたはアプリケーションの機能のうちの 1つが不正であり、か
つ immediate、normalのいずれの停止モードも作動しない場合

� データベースをただちに停止する必要がある（たとえば、電源遮断が 1分以
内に発生することがわかっている）場合

データベースの再起動時に、データベース・リカバリ・プロシージャが実行され
ます。
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/DOMAIN=domain-name
（/USER修飾子で指定した）ユーザー・アカウントが存在するドメインを指定します。

この修飾子はWindows 2000クライアントを除くすべてのクライアントでオプションですが、
ドメイン名を入力する場合は、ユーザー名およびパスワードも入力する必要があります。

/PWD=password
/USER修飾子で指定したアカウントのパスワードを指定します。

この修飾子はWindows 2000クライアントを除くすべてのクライアントでオプションですが、
パスワードを入力する場合は、ユーザー名およびドメイン名も入力する必要があります。

/USER=username
すべてのクラスタ・ノードで管理者権限を持つドメイン・アカウントのユーザー名を指定し
ます。

この修飾子はWindows 2000クライアントを除くすべてのクライアントでオプションですが、
ユーザー名を入力する場合は、パスワードおよびドメイン名も入力する必要があります。

immediate 処理中の SQL文を終了し、コミットされていないトランザクションをロール
バックし、ユーザーとのデータベース接続を切断して、データベースを即時に停
止します。immediateモードは、リソースをオフライン化するときのデフォルト
のモードです。immediateモードの選択は、次の場合を除いてできるだけ避けて
ください。

� 電源遮断がまもなく発生する場合

� データベースまたはアプリケーションの 1つが不正に機能している場合

� データベースのバックアップ処理を実行する場合

normal 次のようにしてデータベースを停止します。

� 「データベースの停止」コマンド発行後に新規に接続できないようにしま
す。

� データベースを実際に停止する前に、接続中のすべてのユーザーが切断す
るまで待機します。

transactional 現行のトランザクションがすべて完了した後で、データベースを停止します。

モードモードモードモード 説明説明説明説明
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使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意
� actionパラメータは、FSCMDコマンドに対する第 1引数としてください。

� ドメイン名、ユーザー名およびパスワードの修飾子は、Oracle Fail Safe Serverに接続す
るためのアカウント情報となります。これらの修飾子のうち 1つでも入力されない修飾
子があると、構文エラーが発生します。アカウント情報が提供されない場合、サーバー
では、FSCMDコマンドの起動時にログインしたユーザーを認証します。現在のアカウ
ントが Oracle Fail Safe環境で操作を実行するのに必要な権限を持たない場合、エラー・
メッセージが生成されます。

� パーサーでは、コマンド修飾子間のデリミタとしてスラッシュ（/）またはハイフン
（-）が認められます。

� コマンド・パラメータおよび修飾子では大文字と小文字が区別されないため、大文字か
小文字のいずれか、または両方を組み合せて使用できます。

� グループ名またはリソース名に 1つ以上の空白が含まれる場合は、引用符で囲み、たと
えば、"Sales Group"のようにします。

� コマンドラインでは、修飾子の間に空白を入力する必要があります。次に、コマンドラ
インにおける空白の正しい使用例と誤った使用例を示します。

正しい使用例正しい使用例正しい使用例正しい使用例 :

FSCMD onlineresource salesdb.world /CLUSTER=ntclu-160 /USER=smith /PWD=smithpwd  
/DOMAIN=newengland

誤用例誤用例誤用例誤用例 :

FSCMD onlineresource 
salesdb.world/CLUSTER=ntclu-160/USER=smith/PWD=smithpwd/DOMAIN=newengland
Invalid number of parameters.

� Windowsイベント ビューアを使用して、FSCMDコマンドの処理中に報告されていたイ
ベントを表示します。
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コマンドの例コマンドの例コマンドの例コマンドの例

例例例例 1
次のコマンドでは、salesdb.worldという Oracleデータベースをオンライン化します。

FSCMD onlineresource salesdb.world /CLUSTER=ntclu-160 /USER=smith /PWD=smithpwd 
/DOMAIN=newengland

例例例例 2
次のコマンドでは、クラスタ NTCLU-160上のすべてのグループが検証され、検証操作の出
力がログ・ファイル C:¥temp¥fsverify.logに書き込まれます。

FSCMD verifyallgroups /LOGFILE=c:¥temp¥fsverify.log /CLUSTER=ntclu-160 /USER=smith 
/PWD=smithpwd /DOMAIN=ORANT

例例例例 3
次のコマンドでは、Oracleデータベースを即時にオフライン化します。

FSCMD offlineresource salesdb.world /CLUSTER=NTCLU-160 /USER=smith /PWD=smithpwd 
/DOMAIN=ORANT /OFFLINE=immediate

例例例例 4
次のコマンドでは、Disk Group 1というグループをオフライン化します。

FSCMD offlinegroup "Disk Group 1" /CLUSTER=ntclu-160

スクリプトの例スクリプトの例スクリプトの例スクリプトの例
次のスクリプトでは、db.worldデータベースをバックアップします。この例では、その
データベースが FS Group1というグループに含まれ、ノード NTCLU-141上のNTCLU-140
というクラスタで稼働しているものとします。

REM   This script shows an example of performing a backup operation on an Oracle
REM   Fail Safe database.
REM    
REM   1. Move the group FS Group1 that contains the database to the node on
REM   which the backup operation will run. Alternatively, you can create file
REM   share resources for each cluster disk to allow the backup software to
REM   access the drives through a virtual server address regardless of which
REM   cluster node currently owns them.

fscmd movegroup "FS Group1" /node=NTCLU-141 /cluster=NTCLU-140

REM   2. Take the group offline.

fscmd offlineresource db.world /offline=abort /cluster=NTCLU-140
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REM   3. Begin the backup operation here. As an example, the following lines
REM    copy files using the copy function on the operating system.

copy e:¥ofsdb¥ofs1¥data¥*.ora e:¥backup¥data
copy e:¥ofsdb¥ofs1¥log¥*.ora e:¥backup¥log
copy e:¥ofsdb¥ofs1¥param¥*.ora e:¥backup¥param

REM   4. Place the resource back online.

fscmd onlineresource db.world /cluster=ntclu-140

REM   The backup operation is complete.

REM   The following section is necessary between steps 1 and 2 if an Oracle
REM   Intelligent Agent is being used and if the agent must be notified about
REM   the database shutdown. 

net start OracleServiceOFS1

echo connect internal/i@db.world > svrmgr.txt
echo startup pfile=e:¥ofsdb¥ofs1¥param¥initofs1.ora >> svrmgr.txt
echo shutdown immediate >> svrmgr.txt
echo exit >> svrmgr.txt

svrmgr30 < svrmgr.txt
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トラブルシューティング・ツールトラブルシューティング・ツールトラブルシューティング・ツールトラブルシューティング・ツール

この章では、Oracle Fail Safe Managerに搭載されたトラブルシューティング・ツールに関す
る一般情報を記載します。次の表に、この章で説明される情報を示します。
 

Oracle Fail Safeには一元化されたメッセージ機能が備わっています。ある操作を実行した結
果、エラーが発生すると、システムはエラーに対応するメッセージを検索し、そのメッセー
ジを表示します。これらのメッセージの詳細は、『Oracle Fail Safeエラー・メッセージ』に
記載されています。

6.1 検証操作検証操作検証操作検証操作
Oracle Fail Safeには、ノード、グループおよびリソース状況の有効性を検証して、クラスタ
のコンポーネントおよび環境の有効性を検査する便利なツール・ファミリがあります。不一
致や問題が検出されると、検証操作により適切な処置がとられ、実際に発生した問題や潜在
的な問題をすべて修正します。

図 6-1に、「トラブルシューティング」メニューの検証コマンドを示します。

項目項目項目項目 参照参照参照参照

検証操作 6.1項

クラスタのダンプ 6.2項

その他のトラブルシューティング情報の検索 6.3項
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検証操作
図図図図 6-1「トラブルシューティング」メニューの検証コマンド「トラブルシューティング」メニューの検証コマンド「トラブルシューティング」メニューの検証コマンド「トラブルシューティング」メニューの検証コマンド

表 6-1に、それぞれの検証コマンドとその詳細の参照先を示します。

検証コマンドを使用して、いつでも、クラスタ、グループまたはスタンドアロン・データ
ベースの有効性を検査できます。検証中に問題が検出された場合、Oracle Fail Safeによっ
て、問題を修正するようにプロンプトが出されるか、または問題を詳しく説明したエラー・
メッセージが返されます。Oracle Fail Safeで変更を行う場合、その前に必ずユーザーの応答
が求められます。

表表表表 6-1 トラブルシューティングのための検証コマンドトラブルシューティングのための検証コマンドトラブルシューティングのための検証コマンドトラブルシューティングのための検証コマンド

ツールツールツールツール 説明説明説明説明 参照参照参照参照

クラスタの検証 Oracle Fail Safeインストール、Oracle製品インストール
（Oracleホームおよび製品バージョン番号などを含む）、
クラスタ・ネットワーク構成およびクラスタ・リソース
DLL登録を検証する。

6.1.1項

グループの検証 グループ・リソースおよびその依存性が正しく構成され
ているかを検証する。

6.1.2項

スタンドアロン・
データベースの検証

スタンドアロン・データベース・インスタンスの有効性
を検査し、別のノードに残っている旧構成情報を削除す
る。

6.1.3項
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検証操作
6.1.1 クラスタの検証クラスタの検証クラスタの検証クラスタの検証
「クラスタの検証」操作により、クラスタのインストールおよびネットワーク構成の有効性
が検査されます。次のように選択することで、いつでもクラスタを検証できます。

「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」→→→→「クラスタの検証」「クラスタの検証」「クラスタの検証」「クラスタの検証」

Oracle Fail Safeソフトウェアのインストールまたはアップグレード後、初めてクラスタに接
続する際に、「クラスタの検証」操作を実行するように求められます。「クラスタの検証」は
いつでも実行できますが、クラスタ構成を変更したときは必ず実行する必要があります。
「クラスタの検証」操作により、次のことが検証されます。

� クラスタの少なくとも 2つのノードで Oracleホームが対称的であること

Oracleホームが対称的であるということは、クラスタの少なくとも 2つのノードでホー
ム名が同じであることを意味します。ただし、Oracleホームの実際の場所は同じである
必要はありません。

� Oracle Fail Safe Serverのリリースがすべてのノード上で同一であること

� リソース・プロバイダ（コンポーネント）が各リソースの少なくとも 2つの可能所有者
であるノードでまったく同じに構成されていること

� ホスト名と IPアドレスのマッピングがクラスタ内のすべてのノード間で矛盾なく解決し
ていること

マッピングの不一致が存在する場合、「クラスタの検証」コマンドはネットワーク・ア
ダプタの順序が正しくないことを示すエラーを返します。詳細は、付録 Bを参照してく
ださい。

また、「クラスタの検証」を行うと、Oracleリソース DLLがMicrosoft Cluster Server
（MSCS）に登録されます。

図 6-2に、標準的な「クラスタの検証」操作の出力を示します。
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検証操作
図図図図 6-2「クラスタの検証」のクラスタワイド操作ウィンドウ「クラスタの検証」のクラスタワイド操作ウィンドウ「クラスタの検証」のクラスタワイド操作ウィンドウ「クラスタの検証」のクラスタワイド操作ウィンドウ
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「クラスタの検証」操作を実行しても正常に終了しない場合、次に示すいずれか 1つまたは
複数の問題があると考えられます。

� ハードウェア、ネットワークまたはMSCSソフトウェアの構成の問題

� Oracleホームおよびバージョンの対称性の問題

� Oracle Fail Safeのインストール（たとえば、リソース・プロバイダの対称性）の問題

操作が正常に終了していながら Oracle Fail Safeで問題が発生している場合、Oracle Fail Safe
の構成に問題があります。

6.1.2 グループの検証グループの検証グループの検証グループの検証
「グループの検証」操作によって、グループが正常に動作することを確認するために次のこ
とが行われます。

� グループ内のすべてのリソースをチェックし、グループの可能所有者であるすべての
ノードで正しく構成されていることを確認します。

� グループ内のリソース間の依存性を更新します。

� プロンプトを表示した後で、構成の誤りのあるグループを修正します。

「グループの検証」操作は、いつでも実行できます。ただし、次のような場合には必ず実行
します。

� グループまたはグループ内のリソースがオンライン化されない場合

� フェイルオーバーまたはフェイルバックが予定どおりに実行されない場合

� クラスタにノードを追加する場合

グループを検証するには、Oracle Fail Safe Managerのツリー・ビューからグループを選び、
次のように選択します。

「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」→→→→「グループの検証」「グループの検証」「グループの検証」「グループの検証」

または、FSCMDコマンドの VERIFYGROUPを使用して、「グループの検証」操作を実行す
ることも可能です（第 5章を参照）。FSCMDコマンドには、特定のクラスタ上にあり、
Oracle Fail Safeによって構成されているグループをすべて検証する VERIFYALLGROUPSコ
マンドもあります。VERIFYGROUPコマンドと VERIFYALLGROUPSコマンドは、スクリ
プト内でバッチ・ジョブとして実行できます。

Oracle Fail Safeのグループ検証の際、「グループの検証」操作の進捗状況、グループ内の各
リソースの状態を表示できます。

図 6-3に、「グループの検証」操作の出力を示します。
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検証操作
図図図図 6-3「グループの検証」のクラスタワイド操作ウィンドウ「グループの検証」のクラスタワイド操作ウィンドウ「グループの検証」のクラスタワイド操作ウィンドウ「グループの検証」のクラスタワイド操作ウィンドウ
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6.1.3 スタンドアロン・データベースの検証スタンドアロン・データベースの検証スタンドアロン・データベースの検証スタンドアロン・データベースの検証
スタンドアロン・データベースは、「スタンドアロン・データベースの検証」操作を使用し
ていつでも検証できます。「スタンドアロン・データベースの検証」コマンドを発行するに
は、Oracle Fail Safe Managerのツリー・ビューからデータベースを選び、次のように選択し
ます。

「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」→→→→「スタンドアロン・データベースの検証」「スタンドアロン・データベースの検証」「スタンドアロン・データベースの検証」「スタンドアロン・データベースの検証」

「スタンドアロン・データベースの検証」操作では、有効性検査を実行し、スタンドアロン・
データベースが常駐するノード上に正しく構成されているかどうかを確認して、もう一方の
クラスタ・ノードに存在するデータベースへの参照を削除します。（データベースが、一度
グループに追加された後で削除されたものである場合、別のクラスタ・ノードにデータベー
スへの参照が残っている可能性があります。）これによって、Oracle Fail Safeを使用した可
用性の高いデータベースが実現されます。

グループにスタンドアロン・データベースを追加する前に、そのデータベースに対して「ス
タンドアロン・データベースの検証」コマンドを実行してください。また、スタンドアロ
ン・データベースへのアクセスに問題が生じた場合に、いつでもコマンドを使用できます。
ただし、検証操作中、データベースは Oracle Fail Safeにより停止および再起動されます。

たとえば、次のような場合に検証を実行します。

� グループにデータベースを追加しようとしたときに障害が発生し、その応答をする場
合。

� Oracle Fail Safe Manager以外の管理者ツールを使用してデータベースを処理し、その
データベースにアクセスできなくなってしまった場合。

� Oracle Fail Safe Serverソフトウェアを削除しないまま、（たとえば、ソフトウェアの
アップグレード中に）クラスタ・ノードからMSCSソフトウェアを削除した場合。詳細
は、『Oracle Fail Safeインストレーション・ガイド』で説明されています。

図 6-4に、「スタンドアロン・データベースの検証」ダイアログ・ボックスを示します。この
ダイアログ・ボックスで、ユーザーはスタンドアロン・データベースの有効なデータベース
情報およびアカウント情報を入力します。
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検証操作
図図図図 6-4「スタンドアロン・データベースの検証」ダイアログ・ボックス「スタンドアロン・データベースの検証」ダイアログ・ボックス「スタンドアロン・データベースの検証」ダイアログ・ボックス「スタンドアロン・データベースの検証」ダイアログ・ボックス

「スタンドアロン・データベースの検証」ダイアログ・ボックスを使用する際、次の項目を
指定します。

� 「サービス名」フィールドに、スタンドアロン・データベースのサービス名

� 「インスタンス名」フィールドに、スタンドアロン・データベースのインスタンス名

� 「データベース名」フィールドに、スタンドアロン・データベースのデータベース名

� 「パラメータ・ファイル」フィールドに、スタンドアロン・データベースの Internalアカ
ウントのパラメータ・ファイル・ディスクとパス名

� 「Internalアカウント」領域に、スタンドアロン・データベースの Internalアカウントの
セキュリティ情報

この情報を Oracle Fail Safeでは次の場合に使用します。

� Net8（または SQL*Net）によるクラスタワイドの問題の修正

� Oracle Fail Safeでデータベースにアクセス可能かどうかの確認

� スタンドアロン・データベースがクラスタ・ディスク上に存在するかどうかの確認
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スタンドアロン・データベースがオープンされていると、「スタンドアロン・データベース
の検証」操作を実行してもデータベースは再起動されません。

スタンドアロン・データベースがオープンされていないか、データベースが停止されている
場合、Oracle Fail Safeでは、データベース・インスタンスの停止および再起動を行ってよい
かどうかユーザーに応答が求められます。次に、アクセスするためにデータベースがオープ
ンされます。

図 6-5に、クラスタワイド操作ウィンドウに表示される一般的な「スタンドアロン・データ
ベースの検証」操作の出力を示します。

図図図図 6-5「スタンドアロン・データベースの検証」のクラスタワイド操作ウィンドウ「スタンドアロン・データベースの検証」のクラスタワイド操作ウィンドウ「スタンドアロン・データベースの検証」のクラスタワイド操作ウィンドウ「スタンドアロン・データベースの検証」のクラスタワイド操作ウィンドウ
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検証で問題が検出された場合、「スタンドアロン・データベースの検証」操作では問題を修
正する前に、ユーザーの応答を求めます。たとえば、Net8（または SQL*Net）の問題が原因
で、グループへのデータベースの追加に失敗した場合を考えてみましょう。「スタンドアロ
ン・データベースの検証」コマンドを実行してネットワーク問題を修正した後、データベー
スをグループに追加できます。

6.2 クラスタのダンプクラスタのダンプクラスタのダンプクラスタのダンプ
Oracle Fail Safeには、Oracle Fail Safe Managerクラスタ・データをウィンドウ内に表示す
る「クラスタのダンプ」コマンドがあります。このコマンドは、一定期間内にクラスタに施
された変更の記録を保持するために定期的に実行（同時に出力を保存）したり、オラクル社
カスタマ・サポート・センターの要請に従って、クラスタ環境のスナップショットを得るた
めに実行する場合があります。

「クラスタのダンプ」コマンドを実行した際に提示されるデータには、次のものがあります。

� オペレーティング・システムに関連する情報（クオラム・ディスクの場所など）

� パブリック・ネットワーク情報およびプライベート・ネットワーク情報

� クラスタとともに登録されたリソース

� グループのフェイルオーバー・ポリシーおよびフェイルバック・ポリシー

オプションで、「クラスタのダンプ」データをファイルに保存できます。「別名保存」「別名保存」「別名保存」「別名保存」をク
リックしてください。

「クラスタのダンプ」コマンドを発行するには、Oracle Fail Safe Managerで「トラブル「トラブル「トラブル「トラブル
シューティング」シューティング」シューティング」シューティング」→→→→「クラスタのダンプ」「クラスタのダンプ」「クラスタのダンプ」「クラスタのダンプ」を選択します。

図 6-6に、「クラスタのダンプ」出力のうち、Forms_Groupの情報とそのリソース情報の一
部を示します。
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図図図図 6-6 グループを検証するクラスタワイド操作ウィンドウグループを検証するクラスタワイド操作ウィンドウグループを検証するクラスタワイド操作ウィンドウグループを検証するクラスタワイド操作ウィンドウ
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その他のトラブルシューティング情報の検索
6.3 その他のトラブルシューティング情報の検索その他のトラブルシューティング情報の検索その他のトラブルシューティング情報の検索その他のトラブルシューティング情報の検索
この章では、Oracle Fail Safe Managerファミリのトラブルシューティング・ツールについて
説明しました。その他の情報は、次の方法で入手できます。

� 特定のコンポーネントのトラブルシューティングに関連する情報は、可用性の高いコン
ポーネントの構成について説明する、第 III部「Oracle Fail Safeソリューションの展開」
の各章に記載してあります。

� ネットワーク構成問題に関連するトラブルシューティングについては、付録 Bで説明し
てあります。

� Oracle Fail Safeの階層はMircosoftクラスタ・サーバ上に形成されているため、クラス
タ・サービス、インターコネクトおよびハードウェア構成に関する問題を解決するに
は、MSCSのマニュアルを参照する必要がある場合があります。

� Oracle Fail Safeを起動できないときは、Microsoft Windowsイベント ビューアを起動し
てアプリケーション・ログを表示します。通常、Oracle Fail Safe Serverにより、問題を
識別するイベントが記録されます。
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第第第第 III部部部部

Oracle Fail Safeソリューションの展開ソリューションの展開ソリューションの展開ソリューションの展開

第 III部では、Oracle Fail Safeソリューションの多様な展開方法について具体的に説明しま
す。

第 III部は、次の章から構成されています。

� 第 7章「可用性を高めるためのデータベースの構成」

� 第 8章「可用性を高めるための Oracle WebDBリスナーの構成」

� 第 9章「可用性を高めるための Oracle Forms Load Balancer Serverの構成」

� 第 10章「可用性を高めるための Oracle Forms Serverの構成」

� 第 11章「可用性を高めるための Oracle Reports Serverの構成」

� 第 12章「可用性を高めるためのWebサーバーの構成」

� 第 13章「可用性を高めるための Oracle Applications Concurrent Managerの構成」

� 第 14章「可用性を高めるための Oracle MTS Serviceの構成」

� 第 15章「可用性を高めるための汎用サービスの構成」





可用性を高めるためのデータベースの構
7

可用性を高めるためのデータベースの構成可用性を高めるためのデータベースの構成可用性を高めるためのデータベースの構成可用性を高めるためのデータベースの構成

Oracle Fail Safeにより、Microsoftクラスタで実行されている単一インスタンスの Oracle
データベース（Workgroup Serverおよび Enterprise Editionの両方）の可用性が向上しま
す。

Oracleデータベースの可用性を高めると、1つのクラスタ・ノードが停止または故障した場
合でも、別のクラスタ・ノードでデータベースが再起動され、そのデータベースにアクセス
するアプリケーションとデータベースとの接続が失われるのはほんの一瞬にすぎません。ク
ラスタ対応のアプリケーションでは、このようなフェイルオーバー・イベントの発生後、自
動的にデータベースに再接続できるため、結果的にフェイルオーバーがユーザーに認識され
ることはありません。

この章では、次の項目について説明します。

項目項目項目項目 参照参照参照参照

スタンドアロン・データベースの検出 7.1項

Oracleデータベースのグループへの追加 7.2項

Oracle Net8リスナー・リソースの作成および構成 7.3項

可用性の高いデータベースへのクライアント接続 7.4項

データベースのセキュリティ要件 7.5項

可用性を高めるための ctxsrvサーバーの構成 7.6項

Oracle Enterprise Managerとの統合 7.7項

データベース・リカバリの最適化 7.8項

フェイルセーフ・データベースに対する管理作業の実行 7.9項

クライアントおよびクラスタ対応のアプリケーション 7.10項
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スタンドアロン・データベースの検出
7.1 スタンドアロン・データベースの検出スタンドアロン・データベースの検出スタンドアロン・データベースの検出スタンドアロン・データベースの検出
Oracle Fail Safe Serverでは、スタンドアロン・データベース（グループの一部ではないデー
タベース）が検出されて Oracle Fail Safe Managerのツリー・ビュー内に表示されます。「サ
ンプル・データベースの作成」コマンドを使用して作成したスタンドアロン・データベース
（サンプル・データベース）と、他の方法で作成したスタンドアロン・データベースでは、
次のように検出の方法が異なります。

� サンプルのスタンドアロン・データベース

サンプルのスタンドアロン・データベースは、Windowsレジストリ内の次のキーを検
索することにより検出されます。

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥FailSafe¥SampleDB

� その他のスタンドアロン・データベース

その他のスタンドアロン・データベース（「サンプル・データベースの作成」コマンド
で作成されていないスタンドアロン・データベース）は、各クラスタ・ノードで
TNSNAMES.ORAファイルを解析し、有効なネット・サービス名エントリを検索する
ことにより検出されます。スタンドアロン・データベースは、次の条件が満たされると
検出されます。

– クラスタ・ノード上にスタンドアロン・データベースのインスタンスが存在

– TNSNAMES.ORAファイル内にスタンドアロン・データベースの次のような有効
エントリが存在

* ノード上のデータベース・インスタンスに一致する SID、またはデータベー
ス・パラメータ・ファイル中のサービス名に一致する SERVICE_NAME

* ホスト名または IPアドレス（Oracle Fail Safeでは、ネットワーク別名の使用
をサポートしていません。）

Oracle Fail Safe Managerのツリー・ビューにスタンドアロン・データベース（およびその他
のスタンドアロン・リソース）を表示するには、各ノード・フォルダを拡張してから「スタ
ンドアロン・リソース」フォルダを拡張します。

Oracleリリース 8.0.6データベースを Oracle Database Configuration Assistantで作成する場
合は、データベースが置かれるノードの tnsnames.oraファイルにNet8サービス名エントリ
を追加する必要があります。エントリを追加するまで、Oracle Fail Safeはデータベースを検
出できません。Oracle Net8 Assistantを使用してエントリを追加できます。

可用性の高い Oracleデータベースに関連するエラー処理と問題のトラブル
シューティング

7.11項

項目項目項目項目 参照参照参照参照
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7.2 Oracleデータベースのグループへの追加データベースのグループへの追加データベースのグループへの追加データベースのグループへの追加
可用性が高まるように Oracleデータベースを構成するには、データベースを少なくとも
1つの仮想アドレスが含まれているグループに追加します。Oracle Fail Safeにより、Oracle
データベースで必要なすべてのリソースが追加されます。通常、このグループには次のリ
ソースが含まれます。

� それぞれが 1つの IPアドレスおよびネットワーク名から構成される 1つ以上の仮想アド
レス

� Oracleデータベース・サーバー

� Oracleデータベースで使用する全ディスク

� グループの仮想アドレス（複数も可）上でグループ内のデータベースへの接続要求をリ
スニングする Net8（または SQL*Net）ネットワーク・リスナー

� グループの仮想アドレスの 1つを使用するように構成されている Oracle Intelligent 
Agent（データベースの管理に Oracle Enterprise Managerが使用される場合）

7.2.1 構成前に構成前に構成前に構成前に
データベースをグループに追加する前に、次のことに注意してください。

� データベース初期化パラメータ・ファイルを除き、データベースにより使用されるファ
イルはすべて共有クラスタ・ディスク上に置く必要があります。データベース初期化パ
ラメータ・ファイルは、プライベート・ディスクにも共有クラスタ・ディスクにも配置
できます。初期化パラメータ・ファイルの配置場所の詳細は、7.2.3.3項を参照してくだ
さい。

� リソースが属するグループは 1つのみです。このため、2つのデータベースが同じディ
スク・ドライブを共有する場合は、この 2つのデータベースを同一グループ内に指定す
る必要があります。

� フェイルオーバーの際、一時表内のデータはフェイルオーバーされません。（ソートや
ハッシュ結合など）一時表や一時表領域を使用する操作では、フェイルオーバー・ノー
ドで再起動されるときに必要な一時オブジェクトが再作成されます。ただし、一時表内
の特定のデータに依存するアプリケーションが正常に機能することを確認する必要があ
ります。

一時表の詳細は、『Oracle8i 概要』マニュアルの一時表に関する説明を参照してくださ
い。

� グループには、少なくとも 1つの仮想アドレスが含まれている必要があります。
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7.2.2 構成手順構成手順構成手順構成手順
表 7-1に、可用性が高まるように Oracleデータベースを構成する際に必要な作業の一覧を示
します。各作業の詳細は、オンライン・ヘルプとチュートリアルを参照してください。手順
ごとの指示を表示するには、Oracle Fail Safe Managerのメニュー・バーで、「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」→→→→
「キーワードで検索」「キーワードで検索」「キーワードで検索」「キーワードで検索」または「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」→→→→「チュートリアル」「チュートリアル」「チュートリアル」「チュートリアル」を選択します。

7.2.3 Oracleデータベースの構成データデータベースの構成データデータベースの構成データデータベースの構成データ
Oracle Fail Safe Managerには、可用性が向上するように Oracleデータベースを構成する際
に役立つ「リソースをグループに追加」ウィザードがあります。ウィザードで表示される
ページは、現在グループに含まれている仮想アドレスの数と、クラスタ内のノード数によっ
て異なります。

1つのグループに 1つの仮想アドレスが含まれる構成が典型的ですが、複雑な構成では複数
の仮想アドレスが含まれる場合もあります。「リソースをグループに追加」ウィザードを使
用して典型的な構成を実行するには、次のデータが必要です。

� Oracleデータベースの識別情報

� データベースの INTERNALアカウントとパスワード

表表表表 7-1 データベースを構成する手順データベースを構成する手順データベースを構成する手順データベースを構成する手順

手順手順手順手順 処置処置処置処置 Oracle Fail Safe Managerでの手順での手順での手順での手順

1 グループの作成および
1つ以上の仮想
アドレスの追加

「グループ」「グループ」「グループ」「グループ」→→→→「作成」「作成」「作成」「作成」を選択して「グループの作成」ウィザードを開きます。この
ウィザードを使用して、フェイルオーバーおよびフェイルバック・ポリシーを設定
します。「リソースをグループに追加」ウィザードが自動的に開くので、ここで仮想
アドレスをグループに追加します。（仮想アドレスをさらにグループに追加するに
は、「リソース」「リソース」「リソース」「リソース」→→→→「グループに追加」「グループに追加」「グループに追加」「グループに追加」を選択します。）

2 サンプル・データ
ベースの作成
（必要な場合）

「リソース」「リソース」「リソース」「リソース」→→→→「サンプルの作成」「サンプルの作成」「サンプルの作成」「サンプルの作成」→→→→「データベース」「データベース」「データベース」「データベース」を選択してサンプル・スタン
ドアロン・データベースを作成し、Oracle Fail Safeの機能を本番データベースで使
用する前にテストできるようにします。サンプルは、本番作業用には使用しないで
ください。

3 スタンドアロン・
データベースの検証

「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」→→→→「スタンドアロン・データベースの検証」「スタンドアロン・データベースの検証」「スタンドアロン・データベースの検証」「スタンドアロン・データベースの検証」を選択し
て、データベースとそのデータベース用の Net8（または SQL*Net）の構成を検証し
ます。このコマンドにより、Oracle Fail Safe Serverがデータベースに接続でき、ス
タンドアロン・データベースがクラスタ・ディスク上に配置されていることが確認
されます。

4 Oracleデータベースの
グループへの追加

「リソース」「リソース」「リソース」「リソース」→→→→「グループに追加」「グループに追加」「グループに追加」「グループに追加」を選択してから「「「「Oracle Database」」」」を選択して
「リソースをグループに追加」ウィザードを開きます。このウィザードは、可用性の
高い Oracleデータベース・サーバーを構成する際に役立ちます。

5 各クライアント・
システム上の
TNSNAMES.ORA
ファイルの変更

仮想サーバーを認識するようにクライアントを構成します（Net8 Easy Configなど
のネットワーク構成ツールを使用して各クライアント・システム上の
TNSNAMES.ORAファイルを変更します）。詳細は、7.4項を参照してください。
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複数の仮想アドレスが含まれているグループにデータベースを追加する場合は、クライアン
トがデータベースへのアクセスに使用する仮想アドレス（複数も可）を指定するように要求
されます。

次の項では、構成の要件を詳細に説明します。

7.2.3.1 ノードの選択ノードの選択ノードの選択ノードの選択
データベースをグループに追加する際に、クラスタが 3つ以上のノードから構成されている
場合は、図 7-1に示すように、選択済ノードのリストを指定して、データベースの可能所有
者となるノードを指定するように求められます。特定のノードをデータベースの可能所有者
として指定しない場合は、そのノードを「選択済ノード」リストから選択して、左矢印をク
リックします。

2.6.6項では、「可能所有者ノード」リストの概念について詳細に説明します。

図図図図 7-1 全ノードが使用可能な場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ全ノードが使用可能な場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ全ノードが使用可能な場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ全ノードが使用可能な場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ
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データベースをグループに追加する際に、クラスタが 2つ以上のノードで構成されており、
そのうちの 1つ以上のノードが使用できない場合、どのノードをデータベースの可能所有者
とするのかを指定するように求められます。このような場合、図 7-2に示すように、ウィ
ザード・ページには使用できないノードとその理由が表示されます。

図図図図 7-2 使用できないノードがある場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ使用できないノードがある場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ使用できないノードがある場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ使用できないノードがある場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ

7.2.3.2 仮想アドレス仮想アドレス仮想アドレス仮想アドレス
図 7-3に示すように、データベースを追加しようとするグループに複数の仮想アドレスが含
まれている場合、クライアントがグループ内のデータベースにアクセスするときに、グルー
プ内のどの仮想アドレスを使用するかを尋ねる「リソースをグループに追加」ウィザード・
ページが表示されます。仮想アドレスが 1つしか含まれていないデータベースを追加する場
合には、このページは表示されません。
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図図図図 7-3「データベース仮想アドレス」ウィザード・ページ「データベース仮想アドレス」ウィザード・ページ「データベース仮想アドレス」ウィザード・ページ「データベース仮想アドレス」ウィザード・ページ

Oracle Fail Safeでは、1つのグループに複数の仮想アドレスがサポートされます。グループ
内のすべてのデータベースは同じ仮想アドレスを使用する必要があり、グループにデータ
ベースを追加する前に仮想アドレスがグループに追加される必要があります。グループの作
成順序は、次のとおりです。

1. グループの作成

2. グループに 1つ以上の仮想アドレスを追加

3. グループに 1つ以上のデータベースを追加

たとえば、グループに 2つの仮想アドレスを持つデータベースが含まれ、2番目のデータ
ベースをそのグループに追加する場合、2番目のデータベースは、グループに構成されてい
た最初のデータベースと同じ仮想アドレスを使用する必要があります。Oracle Fail Safe 
Managerは、グループに追加したすべてのデータベースで同じ仮想アドレスが使用されてい
ることを確認します。

複数の仮想アドレスを持つグループ内にリソースを構成する方法の詳細は、4.7項を参照し
てください。
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7.2.3.3 データベース識別情報データベース識別情報データベース識別情報データベース識別情報
図 7-4に示すように、「リソースをグループに追加」ウィザードでは、可用性が高まるように
構成されるデータベースを一意に識別する、データベース識別情報を入力する必要がありま
す。Oracle Fail Safeでは、（たとえば、TNSNAMES.ORAを更新する場合）このデータを使
用してデータベースがクラスタ内に構成されます。また、ユーザーが入力したデータが
MSCSに渡されます。データはMSCSに登録されて、データベースがオンラインまたはオフ
ラインになるとき、あるいは Is Aliveポーリングが実行されるときに使用されます。Oracle 
Fail Safeでは、次の情報が要求されます。

� サービス名

これはネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名です。（Oracle8i より前には、サービス名サービス名サービス名サービス名と呼ばれていまし
た。）この名前は、Oracle Fail Safe Managerのツリー・ビューとMSCSのツリー・
ビューに表示されます。クライアント・アプリケーションでは、この名前を接続要求に
指定します。

Net8サービス名にドメイン名を指定しない場合、7.4.1.1項で説明するように Oracle 
Fail Safeによってドメイン名が選択され、ネット・サービス名に追加されます。

� インスタンス名

これはデータベース・インスタンスの名前であり、SIDとも呼ばれます。

� データベース名

これは、初期化パラメータ・ファイル内でデータベースの識別に使用される DB_NAME
パラメータです。データベース名は、データベースの作成時に（たとえば、CREATE 
DATABASE SQL文内で）使用された名前です。

� 初期化パラメータ・ファイルの名前と場所

Oracle Serverの起動時には、初期化パラメータ・ファイルを使用してデータベース名、
メモリーの割当量、制御ファイル名、各種の制限事項、およびその他のシステム・パラ
メータが指定されます。

通常は、どのクラスタ・ノードがデータベースのホストであるかにかかわらずパラメー
タ・ファイルにアクセスできるように、パラメータ・ファイルはクラスタ・ディスク上
に配置します。ただし、データベースが稼働するように構成されたすべてのクラスタ・
ノードの同じ場所に初期化パラメータ・ファイルを置くことが確実な場合は、各ノード
のプライベート・ディスクにファイルのコピーを配置することも可能です。また、ホス
トになっているノードに応じてデータベースに異なるパラメータを設定するために、各
ノードのプライベート・ディスクにパラメータ・ファイルを配置することもできます。
ノード間でメモリー量または処理能力に差がある場合は、このような方法が有効です。
7-8　Oracle Fail Safe概要および管理ガイド



Oracleデータベースのグループへの追加
図図図図 7-4「データベースの識別情報」ウィザード・ページ「データベースの識別情報」ウィザード・ページ「データベースの識別情報」ウィザード・ページ「データベースの識別情報」ウィザード・ページ

7.2.3.4 データベース認証データベース認証データベース認証データベース認証
図 7-5に示すように、「リソースをグループに追加」ウィザードでは、起動、停止および Is 
Aliveポーリングの実行時に使用できるアカウントのユーザー名とパスワードを入力するよ
うに要求されます。Oracle Fail Safeが実行されているWindowsオペレーティング・システ
ム（OS）・アカウントを使用することも、データベース・ユーザー・アカウントを指定する
こともできます。Windowsアカウントを使用するには、「OS認証を使用」を選択します。
アカウントを指定するには、「このアカウントを使用」を選択します。

データベース・ユーザー・アカウントを指定した場合、オラクル社では INTERNALアカウ
ントの使用をお薦めしますが、DBA権限を持つ任意のアカウントを使用できます。

OS認証を使用する場合、Oracleデータベースの起動や停止は、管理者権限を持ったアカウ
ントのみが実行できます。データベース・ユーザー・アカウントを使用し、可用性が高まる
ようにデータベースを構成した後でこのアカウントのパスワードを変更する場合は、Oracle 
Fail Safe Managerを使用してパスワードを更新する必要があるので注意してください。可用
性を高めるためのデータベース構成後にこのアカウントのパスワードを更新する方法の詳細
は、7.5.2項を参照してください。
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可用性が高まるようにデータベースが構成された後、認証のタイプを切り替えるには、グ
ループからリソースを削除し、ウィザードを再実行して目的の認証タイプを指定する必要が
あります。

図図図図 7-5「データベースの認証」ウィザード・ページ「データベースの認証」ウィザード・ページ「データベースの認証」ウィザード・ページ「データベースの認証」ウィザード・ページ

7.3 Oracle Net8リスナー・リソースの作成および構成リスナー・リソースの作成および構成リスナー・リソースの作成および構成リスナー・リソースの作成および構成
データベースをグループに追加すると、Oracle Fail Safeでは、Net8リスナー・リソースお
よびデータベース・リソースがグループに作成および構成されます。リリース 3.1より前の
Oracle Fail Safeでは、データベース・リソースがリスナー・リソースに依存していました。
（過負荷などによって）リスナーで障害が発生すると、クラスタによってデータベース・リ
ソースがオフライン化されました。しかし、データベース・リソースはオンライン状態のリ
スナーを必要としません。リスナーが必要なのは、クライアントがデータベースに接続する
ためです。

そのためリリース 3.1以降の Oracle Fail Safeでは、データベース・リソースとリスナー・リ
ソースの間に依存性を作成しません。リスナーに依存しているデータベースが検出された場
合、Oracle Fail Safeによってその依存性は削除されます。データベースがオンラインになる
7-10　Oracle Fail Safe概要および管理ガイド



Oracle Net8リスナー・リソースの作成および構成
と、Oracle Fail Safeは最初に、リスナー・リソースがオンラインであることを確認します。
データベース・リソースの Is Aliveポーリング中に、リスナーを介してデータベースに接続
できない場合には、Bequeathプロトコルプロトコルプロトコルプロトコル・アダプタを使用してデータベースに接続します。
この障害をユーザーに通知するログ・イベントも記録されます。このログ・イベントが表示
される場合、リスナー・リソースをチェックしてください。リスナー・リソースの障害が、
データベースへの既存の接続に影響することはありません。ただし、新規のユーザーがデー
タベースに接続できない原因にはなります。リスナー・リソースは独自の再起動ポリシーを
持つため、障害発生時にはクラスタによって自動的に再起動されます。

7.3.1 Net8リスナーの定義リスナーの定義リスナーの定義リスナーの定義
Oracle8i リリース 8.1.5から、Oracle Net8リスナーの動作が変更になっています。Oracle8i 
リリース 8.1.5（以降）のリスナーの定義でマシンのホスト名が使用されている場合、このリ
スナーはホスト名に関連付けられている IPアドレスのみでなく、ノード上のすべての IPア
ドレスでリスニングを行います。これは、Oracle Fail Safeとともに構成され仮想アドレスで
リスニングするよう定義されたリスナーとの競合の原因となります。

この変更を回避するために、リスナーはホスト・エントリにホスト名ではなくノード IPア
ドレスを使用する必要があります。データベースをグループに追加する際、Oracle8i リリー
ス 8.1.5（以降）のリスナーでホスト・エントリを使用していることが検出された場合、この
エントリを修正して IPアドレスを使用するかどうかが確認されます。修正しないと、「リ
ソースをグループに追加」操作は続行できません。

次に示すのは、Oracle Fail Safe環境で無効なエントリの例です。

    LISTENER =
        ....
        (ADDRESS=
            (PROTOCOL=TCP)
            (HOST=NTCLU-52)
            (PORT=1521)
       )

次に示すのは、Oracle Fail Safe環境で有効なエントリの例です。

      LISTENER =
        ....
        (ADDRESS=
            (PROTOCOL=TCP)
            (HOST=138.2.26.52)
            (PORT=1521)
       )
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7.4 可用性の高いデータベースへのクライアント接続可用性の高いデータベースへのクライアント接続可用性の高いデータベースへのクライアント接続可用性の高いデータベースへのクライアント接続
（データベースを含む）ネットワーク・オブジェクトは、ネットワーク・アドレスによって
識別されます。クライアントとデータベース間を接続するには、クライアントの
TNSNAMES.ORAファイル内のネットワーク・アドレスと、サーバーの LISTENER.ORA
ファイル内のネットワーク・アドレスが一致している必要があります。つまり、クライアン
トがネットワーク・アドレスを使用してネットワーク・オブジェクトの特定の場所に接続要
求を送ると、受け側は、このアドレス上で要求をリスニングし、クライアント情報と一致す
るアドレス情報に基づいて接続を認可します。

データベースをグループに追加すると、Oracle Fail Safeでは、データベースが常駐する
Oracleホーム内にグループのリスナーを作成します。仮想アドレス情報を構成する際、
Oracle Fail Safeではデータベースの可能所有者であるクラスタ上、および Oracle Fail Safe 
Managerを実行しているクライアント・システム上のすべての Oracleホーム内の
TNSNAMES.ORAファイルが更新されます。これによって、次に示す要因とは無関係に、
Oracle Fail Safeで常に最新の構成でデータベースにアクセスできるようになります。

� Oracle Fail Safeをインストールした Oracleホーム

� Oracle Fail Safe Serverによりロードされる Oracleデータベース DLLファイルが置かれ
ている Oracleホーム

� 現在のWindows PATH変数の設定

次の項では、LISTENER.ORAファイルにエントリを作成し、TNSNAMES.ORAファイルを
更新して、スタンドアロン・データベースが稼働しているノードのホスト名を、データベー
スが追加されたグループの仮想サーバー・アドレスに置き換える方法を説明します。これに
より、どのクラスタ・ノードがデータベースのホストであるかに関係なく、クライアントは
確実にデータベースに接続できます。

7.4.1 データベースをグループに追加すると更新されるデータベースをグループに追加すると更新されるデータベースをグループに追加すると更新されるデータベースをグループに追加すると更新される Net8構成構成構成構成
次の項で説明するように、データベースをグループに追加すると、Oracle Fail Safeにより
TNSNAMES.ORAファイルおよび LISTENER.ORAファイル内のデータベースの Net8構成
が変更されます。

7.4.1.1 Oracle Fail Safeにより行われるにより行われるにより行われるにより行われる TNSNAMES.ORAファイルのファイルのファイルのファイルの
更新内容更新内容更新内容更新内容
データベースをグループに追加すると、そのデータベースの TNSNAMES.ORAファイル内
のネット・サービス名は、グループの仮想アドレスを使用するように更新されます。ノード
上に Oracleホームが複数ある場合は、すべての TNSNAMES.ORAファイルが更新されま
す。さらに、次のことが行われます。

� サンプル・データベースを作成、またはグループにデータベースを追加する際に、Net8
サービス名にドメイン名を指定しない場合、次のように Oracle Fail Safeによってドメ
イン名が選択され、ネット・サービス名に追加されます。
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– Oracle Fail Safeが、ノード上で最高のデータベース・バージョンの Oracleホーム
でデフォルトのドメイン名を検索します。これが見つかった場合、デフォルトのド
メイン名がネット・サービス名に追加されます。たとえば、Oracle 8.1.6がノード
上で最高のデータベース・バージョンであると仮定します。Net8ネット・サービ
ス名に「MyDB」と指定し、Oracle 8.1.6ホームでのデフォルトのドメイン名が
「us.oracle.com」であれば、ネット・サービス名は「MyDB.us.oracle.com」となり
ます。

– ノード上の最高データベース・バージョンの Oracleホームにデフォルトのドメイ
ン名がない場合、ネット・サービス名に「ofsdomain」が追加されます。たとえば、
「MyDB」と指定した場合、ネット・サービス名は「MyDB.ofsdomain」となりま
す。

� 「リソースをグループに追加」ウィザードで入力したものと同じネット・サービス名を
Oracle Fail Safeで使用する場合は、CONNECT_DATAパラメータの値は変更されませ
ん。たとえば、ネット・サービス名が SERVICE_NAMEパラメータで構成されている
場合、CONNECT_DATAパラメータでは引き続き SERVICE_NAMEパラメータを使用
します。ただし、Oracle Fail Safeでデータベースに新しいネット・サービス名を作成す
る必要がある場合は、CONNECT_DATAパラメータは SIDパラメータを使用するよう
に変更されます。

� サーバー・ノードでは、内部クラスタ通信専用に構成された仮想ホスト名を使用するア
ドレスが、アドレス・リストの最上位に置かれます。そのため、サーバー・ノードで実
行されるアプリケーション（データベース・リソース・モニターを含む）は、データ
ベース・リソースへの接続にパブリック・インターコネクトを利用するアドレスを使用
する前に、クラスタ・ノード間のプライベート・ネットワーク・インターコネクトを利
用するアドレスの使用を試みます。

クライアント・ノードでは、内部クラスタ通信専用に構成された仮想ホスト名を使用す
るアドレスは、アドレス・リストに含まれません。

注意注意注意注意 : Oracle Fail Safeにより、（そのデータベースの可能所有者である）す
べてのクラスタ・ノード上、および Oracle Fail Safe Managerを実行している
クライアント・ノード上で TNSNAMES.ORAファイルが更新されます。
（Oracle Fail Safeを実行していない）リモート・クライアントがクラスタ・
ノード経由で Oracleデータベースに対して作業を処理できるようにする必要
がある場合は、TNSNAMES.ORAファイルを編集し、仮想アドレス情報でホ
スト名を更新する必要があります。ネットワーク構成ツールを使用して各ク
ライアントのローカル TNSNAMES.ORAファイルを編集してください。
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7.4.1.2 Oracle Fail Safeにより行われるにより行われるにより行われるにより行われる LISTENER.ORAファイルのファイルのファイルのファイルの
更新内容更新内容更新内容更新内容
データベースをグループに追加すると、Oracle Fail Safeでは LISTENER.ORAファイルを次
のように変更します。

1. スタンドアロン・データベース・リスナーから SID_DESCパラメータを削除します。

2. データベースに関連付けられた仮想アドレスで動作するように構成された Oracle Fail 
Safeリスナーを新規作成します。

3. SID_DESCパラメータを新規の Oracle Fail Safeリスナーに追加します。

4. スタンドアロン・データベース・リスナーを停止後、再起動して変更内容を有効にしま
す。

5. 新規の Oracle Fail Safeリスナーを起動します。

7.4.2 Database Configuration Assistantを使用して作成したを使用して作成したを使用して作成したを使用して作成した Net8構成の作成構成の作成構成の作成構成の作成
および更新および更新および更新および更新

Database Configuration Assistant（DBCA）を使用してスタンドアロン・データベースを作
成すると、新規データベースの情報が次のように Net8構成に追加されます。

1. DBCAにより、データベースの SID_DESCパラメータがデフォルトの LISTENER.ORA
ファイル内のデフォルト・リスナーに追加されます。この SID_DESCパラメータには
データベース SID名が含まれます。

2. DBCAにより、データベースのネット・サービス名エントリがデータベースの Oracle
ホームのみの TNSNAMES.ORAファイルに追加されます。このエントリには
SERVICE_NAMEパラメータが含まれます。

DBCAにより Net8情報が構成された後、Oracle Fail Safeでは、Oracle Fail Safe Managerの
ツリー・ビュー（データベースが作成されたクラスタ・ノードの「スタンドアロン・リソー
ス」の下）に新規データベースが表示されます。

データベースを作成したクラスタ・ノードに複数の Oracleホームがある場合は、新規デー
タベースに対して Oracle Fail Safe Managerの「スタンドアロン・データベースの検証」コ
マンドを実行してください。Oracle Fail Safeにより、すべての Oracleホーム内の
TNSNAMES.ORAファイルがチェックされます。TNSNAMES.ORAファイルにデータベー
スのネット・サービス名エントリが含まれていないことが検出されると、そのファイルを更
新してよいかどうかを尋ねられます。「はい」を選択すると、Oracle Fail Safeでは新規デー
タベースのネット・サービス名エントリを追加します。

デフォルトのドメイン名の値（たとえば、SQLNET.ORAファイルの
NAMES.DEFAULT_DOMAINパラメータの値）が Oracleホーム間で異なる場合は、ネッ
ト・サービス名エントリはいくつかの Oracleホームからアクセスできなくなります。この
問題を解決するには、各 Oracleホーム内の TNSNAMES.ORAファイルを編集し、それぞれ
の Oracleホームのデフォルト・ドメイン名をネット・サービス名エントリに追加します。
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7.4.3 Oracle8i Databaseサーバー・ソフトウェアへのアップグレードにサーバー・ソフトウェアへのアップグレードにサーバー・ソフトウェアへのアップグレードにサーバー・ソフトウェアへのアップグレードに
伴って必要な伴って必要な伴って必要な伴って必要な SIDリスト・エントリ（リスト・エントリ（リスト・エントリ（リスト・エントリ（SID_DESC））））

Oracleデータベース・サーバー・ソフトウェアを、Oracle7または Oracle8から Oracle8i に
アップグレードする場合、Oracle8i リスナー（7.3.1項を参照）を使用する必要があり、次の
ように Oracle7または Oracle8リスナーの SIDリストを Oracle8i リスナーに移す必要があり
ます。

1. Oracle8i リリースと、Oracle7または Oracle8リリースの両方の LISTENER.ORAファイ
ルを検索します。たとえば、次のようになります。

– Oracleリリース 7.3.4および Oracle8i の LISTENER.ORAファイルは
<Oracle_Home>¥NETWORK¥ADMINディレクトリにあります。

– Oracle8リリースの LISTENER.ORAファイルは
<Oracle_Home>¥NET80¥ADMINディレクトリにあります。

2. Oracle7または Oracle8リスナーの SIDリストを特定します。

たとえば Oracle8リスナーの場合、
<Oracle_Home>¥NET80¥ADMIN¥LISTENER.ORAに次のようなリストがあります。

SID_LIST_LISTENER =
    (SID_LIST=
        (SID_DESC=
            (SID_NAME=ORCL)
        )
        (SID_DESC=
            (SID_NAME=OFS2)
        )
    )

3. 手順 2の SIDリストにある SID_DESCエントリをコピーし、Oracle8i リスナーの SIDリ
ストにそれを追加します。たとえば、
<Oracle_Home>¥NETWORK¥ADMIN¥LISTENER.ORAでの更新後の SIDリストは次の
ようになります。

SID_LIST_LISTENER =
  (SID_LIST =
    (SID_DESC =
      (SID_NAME = PLSExtProc)
      (ORACLE_HOME= c:¥oracle)
      (PROGRAM = extproc)
    )
    (SID_DESC=
      (SID_NAME=ORCL)
    )
    (SID_DESC=
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      (SID_NAME=OFS2)
    )
  )

4. Oracle8i リスナーで、ホスト名を IPアドレスに変更します。

5. Oracle7または Oracle8データベースのリスナーが起動している場合は、それを停止し
ます。さらに、Oracle7または Oracle8リスナーの起動状態を手動に変更します。（これ
を変更するには、Windowsの「コントロール パネル」から「サービス」ウィンドウを
開いてください。）

6. Oracle8i リスナーを起動します。

Oracle8i リスナーを使用しない場合、Oracle Fail Safeで次の操作を実行するときに問題
が発生します。

– グループの検証

– データベース・リソースのグループへの追加

– データベース・リソースのグループからの削除

7.4.4 複数のリスナーを伴うノードでの複数のリスナーを伴うノードでの複数のリスナーを伴うノードでの複数のリスナーを伴うノードでの Net8（または（または（または（または SQL*Net）の構成）の構成）の構成）の構成
Oracle Fail Safeでは、スタンドアロン・データベースのリスナーの検索時に、すべての
Oracleホームで定義されたリスナーが検索されます。複数の Oracle Serverが（1つ以上の
Oracleホームに）インストールされている場合は、複数のリスナーが存在する可能性があり
ます。複数のリスナーがある場合でも、Oracle Fail Safeではスタンドアロン・データベース
のリスナーを検索することが可能です。

システムに追加の Oracleホームをインストールした後、使用するリスナーの数およびその
システムで使用するリスナーを決定する必要があります。その後で、次のことを行います。

1. 使用しないリスナーの定義を LISTENER.ORAファイルから削除します。これにより、
Oracle Fail Safeで不要なリスナーが検出されなくなります。

2. 同じアドレスまたは SIDで複数のリスナーを実行していないことを確認します。（同じ
アドレスまたは SIDで別のアクティブ・リスナーがすでに動作中の場合は、Oracleリス
ナーを起動できません。）

3. 使用するリスナーを起動します。Windowsの「コントロール パネル」にある「サービ
ス」の「スタートアップ」で、これらのリスナーが自動的に起動するように設定されて
いることを確認します。

スタンドアロン・データベースのリスナーを検索するとき、LISTENER.ORAファイルに定
義されたリスナーの状態によって、検索結果が左右されます。Oracle Fail Safeでリスナーを
検索する順序は、次のとおりです。

1. 起動しているリスナー

2. 停止しているリスナー
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3. Windowsサービス定義のないリスナー

たとえば、データベースの 2つのリスナーが、それぞれ別の Oracleホームにあるとします。
このとき、ホーム 1のリスナーは停止しており、ホーム 2のリスナーは起動しているとしま
す。Oracle Fail Safeでは、起動しているリスナーを最初に検索するため、システム上の 2つ
のホームを検索するとホーム 2のリスナーが検出されます。起動しているリスナーが見つか
ると、検索を中止します。起動しているリスナーが見つからない場合は、停止しているリス
ナーを検索し、それでも見つからない場合は、次のリスナー・グループを検索します。

Oracle Fail Safeでは、グループのデータベースが常駐するのと同じ Oracleホームに、その
グループのリスナーが作成されます。

7.4.5 高い可用性を提供するように構成されたデータベースでの高い可用性を提供するように構成されたデータベースでの高い可用性を提供するように構成されたデータベースでの高い可用性を提供するように構成されたデータベースでの
外部プロシージャの使用外部プロシージャの使用外部プロシージャの使用外部プロシージャの使用

Oracle Fail Safeでは、グループの Net8リスナー定義（LISTENER.ORAファイル）内に外部
プロシージャのアドレスが構成されます。最初のデータベースがグループに追加される時点
で、データベースにサービスを提供する元の Net8リスナーに外部プロシージャが構成され
ているかどうかが判断されます。構成されている場合、グループの LISTENER.ORAファイ
ル内に、IPCリスナー・アドレスおよび SID記述子（SID_DESC）の両方が作成されます。

Oracle Fail Safeでは、グループ内の最初の仮想アドレスのネットワーク名に接頭辞
EXTPROCを連結して、IPCアドレスのキーを作成します。グループ内の最初の仮想アドレ
スは、アルファベット順の仮想アドレス・ネットワーク名を使用して決定されます。した
がって、最初の仮想アドレスが ntclu45の場合は、キー値は EXTPROCntclu45で、IPCアド
レス・エントリは次のようになります。

(ADDRESS=
   (PROTOCOL=IPC)
   (KEY=EXTROPROCntclu45)
)

Oracle Fail Safeでは、データベースの元の Net8リスナーから SID記述子情報をグループの
Net8リスナーにコピーします。たとえば、データベースの元の Net8リスナーに次の SID記
述子がある場合、グループの Net8リスナーの記述子もこれと同じになります。

    (SID_DESC=
      (SID_NAME=extproc)
      (ORACLE_HOME = C:¥Oracle¥Ora8i)
      (PROGRAM=extproc)
    )

注意注意注意注意 : Oracle Fail Safeのどの操作においても、実行前にスタンドアロン・
データベースのリスナーが予定どおりの状態（停止または起動）であること
を確認してください。
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PL/SQLまたは SQLのアプリケーションで外部プロシージャをコールする場合、アプリ
ケーションでは TNSNAMES.ORAファイル内に EXTPROC_CONNECTION_DATAネッ
ト・サービス名エントリを指定します。このエントリには、リスナーが外部プロシージャの
プロセスを起動するために必要な情報が含まれています。クラスタ内のすべての
TNSNAMES.ORAファイルで、EXTPROC_CONNECTION_DATAネット・サービス名エン
トリに、グループ内の Net8リスナーの IPCアドレスが追加されます。

7.4.6 マルチスレッド・サーバーを使用するデータベースのサポートマルチスレッド・サーバーを使用するデータベースのサポートマルチスレッド・サーバーを使用するデータベースのサポートマルチスレッド・サーバーを使用するデータベースのサポート
次の項では、マルチスレッド・サーバー構成を使用する Oracle8および Oracle8i データベー
スを、Oracle Fail Safeでどのようにサポートするかを説明します。

7.4.6.1 Oracle8データベース用のマルチスレッド・サーバーデータベース用のマルチスレッド・サーバーデータベース用のマルチスレッド・サーバーデータベース用のマルチスレッド・サーバー
Oracle Fail Safeでは、マルチスレッド・サーバー構成を使用する Oracle8データベースをサ
ポートします。ただし、マルチスレッド・サーバー構成が定義されているデータベース初期
化ファイルは自動的には更新されません。

スタンドアロン・データベース、または現在グループ内のリソースであるデータベースを構
成して、マルチスレッド・サーバーを使用するようにできます。いずれの場合も、データ
ベース初期化ファイルは次の手順で更新する必要があります。

1. マルチスレッド・サーバー構成を使用するデータベースを含むグループのリスナー・パ
ラメータを、次のように特定します。

a. データベースが含まれている Oracleホーム内の Net8（または SQL*Net）構成ディ
レクトリで、LISTENER.ORAファイルを検索します。

たとえば、データベースが Oracleホーム（C:¥ORANT805）にインストールされて
いる場合、LISTENER.ORAファイルは C:¥ORANT805¥NET80¥ADMINディレク
トリにあります。

b. LISTENER.ORAファイル内でデータベースの SIDを検索し、TCPプロトコルを使
用するグループの最初のリスナー・アドレスを見つけます。

たとえば、次の LISTENER.ORAファイルでは、太字になっているテキストがグ
ループの最初のリスナー・アドレスを示します。

LISTENER =                      (Entries for default Listener)
    (ADDRESS_LIST = 
                    .
                    .
                    .
Fslvirtualnode =                (Entries for Fail Safe Listener) 
    (ADDRESS_LIST=              
        (ADDRESS= 
            (PROTOCOL=IPC) 
            (KEY=OFS1) 
        ) 
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        (ADDRESS= 
            (PROTOCOL=IPC) 
            (KEY=805mts.world) 
        ) 
        (ADDRESS= 
            (PROTOCOL=TCP) 
            (Host=virtualnode) 
            (Port=1521) 
        ) 
        (ADDRESS= 
            (PROTOCOL=TCP) 
            (Host=virtualnode) 
            (Port=1526) 
        ) 
    ) 

SID_LIST_Fslvirtualnode = 
    (SID_LIST= 
        (SID_DESC= 
            (SID_NAME=OFS1) 
        ) 
    ) 

c. 行（PROTOCOL=TCP）を含む最初のアドレスをファイル内で検索し、アドレス・
パラメータを 1行に書式化します。たとえば、次のようになります。

(ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)(Host=virtualnode)(Port=1521))

2. データベース初期化ファイル（たとえば、INITOFS1.ORA）を更新して、グループのリ
スナー・パラメータを使用します。これには次の手順を実行します。

a. データベース初期化ファイルを開きます。

データベースの初期化パラメータ・ファイル（たとえば、
H:¥OFSDB¥OFS1¥PARAM¥INITOFS1.ORAなど）は、共有インターコネクト上の
ディスクに存在する場合があるため注意してください。

クラスタの各ノードのプライベート・ディスク上にこのファイルのコピーがある場
合は、すべてのコピーを更新する必要があります。

b. データベース初期化パラメータ・ファイルで、次のパラメータを含む行を検索しま
す。

mts_listener_address
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c. MTS_LISTENER_ADDRESSパラメータの値を、手順 1cで書式化したリスナー・ア
ドレスに置き換えます。

たとえば、元のMTS_LISTENER_ADDRESSパラメータに次の値が含まれていると
します。

mts_listener_address = "(ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)(HOST=node1)(PORT=1521))"

この行を次のように置き換えます。

mts_listener_address = 
"(ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)(HOST=virtualnode)(PORT=1521))" 

d. データベース初期化ファイルを保存します。

3. mts_serviceパラメータの値がデータベース SIDであるかどうかをチェックします。

Database Configuration Assistantでは、mts_serviceパラメータの値にデータベース名
が使用される場合があります。その場合、値をデータベース SIDに変更してください。

4. グループ内のリソースを停止してから再起動します。

変更を有効にするには、Oracle Fail Safe Managerまたは FSCMDコマンドを使用して、
データベースを含むグループをオフラインにしてからオンラインに戻します。これによ
り、グループ内のすべてのリソースが一度停止されてから再起動されます。

7.4.6.2 Oracle8i データベース用のマルチスレッド・サーバーデータベース用のマルチスレッド・サーバーデータベース用のマルチスレッド・サーバーデータベース用のマルチスレッド・サーバー
Oracle8i および Oracle Fail Safeの両方が含まれた環境でマルチスレッド・サーバー構成を使
用する場合、次の項で説明するように、Oracle8i データベースのデータベース・パラメー
タ・ファイルに変更が必要になることがあります。

7.4.6.2.1 スタンドアロンのスタンドアロンのスタンドアロンのスタンドアロンの Oracle8i データベースデータベースデータベースデータベース  スタンドアロンの Oracle8i データベース
のマルチスレッド・サーバー構成がデフォルト・リスナーに依存している場合、データベー
ス・パラメータ・ファイル内にリスナー・パラメータが指定されていません。（デフォルト・
リスナーとは、ノードのホスト名、デフォルト・ポート番号および TCPプロトコルで動作
するリスナーです。）この場合、Oracle Fail Safeでホスト名ではなく IPアドレスを使用する
ようにデフォルトのリスナーが変更されると、その構成が機能しなくなります。

この問題を解決するには、次の手順を実行し、LOCAL_LISTENERパラメータをデータベー
ス・パラメータ・ファイルに追加します。

1. LOCAL_LISTENERパラメータの値を決定します。

Oracle8i ホームの LISTENER.ORAファイルで、デフォルト・リスナーの定義を検索し
ます。この定義内の TCPプロトコルの最初のアドレスを、LOCAL_LISTENERパラ
メータの値として使用します。
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たとえば、デフォルト・リスナーが次のように定義されているとします。

LISTENER =
  (DESCRIPTION_LIST=
    (DESCRIPTION=
      (ADDRESS_LIST=
        (ADDRESS=
          (PROTOCOL=TCP)
          (HOST=124.7.56.1)
          (PORT=1521)
        )
      )
    )
  )

LOCAL_LISTENERの値は二重引用符を付けて次のようになります。

"(ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)(HOST=124.7.56.1)(PORT=1521))"

2. この LOCAL_LISTENERパラメータをデータベース・パラメータ・ファイルに追加しま
す。

Oracle8i データベースのデータベース・パラメータ・ファイルを検索します。この
LOCAL_LISTENERパラメータをファイルの末尾に追加します。前述の例を使用した場
合、パラメータ行全体は次のようになります。

LOCAL_LISTENER = "(ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)(HOST=124.7.56.1)(PORT=1521))"

この変更は、データベースが再起動された時点で有効になります。

7.4.6.2.2 グループ内のグループ内のグループ内のグループ内の Oracle8i データベデータベデータベデータベースースースース  リスナー情報は、マルチスレッド・サーバー
構成の LOCAL_LISTENERパラメータまたはMTS_DISPATCHERパラメータのいずれかに
指定できます。

マルチスレッド・サーバー構成で、LOCAL_LISTENERパラメータを使用して完全なリス
ナー情報を指定する場合（完全なリスナー情報にはホストとポートの両方の値が含まれる）
は、Oracle Fail Safeにより、「リソースをグループに追加」操作中にマルチスレッド・サー
バー構成用のデータベース・パラメータ・ファイルが自動的に更新されます。

グループに追加された Oracle8i データベースは、マルチスレッド・サーバー・モードで稼働
します。データベース・パラメータ・ファイルをさらに変更する必要はありません。

次の例は、Oracle Fail Safeにより自動的に更新されるマルチスレッド・サーバー構成を示し
ます。

mts_dispatcher = "(PROTOCOL=TCP)(DISPATCHERS=1)"
local_listener = "(ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)(HOST=124.7.56.1)(PORT=1521))"

Oracle8i データベースをグループに追加すると、Oracle Fail Safeでは LOCAL_LISTENERパ
ラメータを更新し、そのグループのリスナー情報を使用します。
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ただし、マルチスレッド・サーバー構成でMTS_DISPATCHERパラメータを使用して完全
なリスナー情報を指定する場合は、MTS_DISPATCHERパラメータからホストとポートの値
を削除する必要があります。Oracle Fail Safeでは、常に LOCAL_LISTENERパラメータを
データベース・パラメータ・ファイルに書き込みます。

Oracle Fail Safe Managerを使用してデータベースをグループから削除すると、データベース
初期化ファイルから LOCAL_LISTENERパラメータが削除されます。7.4.6.2.1項の指示に
従って、このパラメータをデータベース初期化ファイルに戻す必要があります。

7.4.6.3 マルチスレッド・サーバー構成でのデータベースのマルチスレッド・サーバー構成でのデータベースのマルチスレッド・サーバー構成でのデータベースのマルチスレッド・サーバー構成でのデータベースの
オフライン化オフライン化オフライン化オフライン化
マルチスレッド・サーバー構成では、Oracle Fail Safeはマルチスレッド・サーバー・ディス
パッチャを介してデータベースに接続します。接続がマルチスレッド・サーバー・ディス
パッチャ経由のため、データベースの起動および停止操作はできません。この結果、データ
ベースをオフラインにするには abortモードを使用する必要があります。normalモード、
transactionalモードまたは immediateモードを使用してデータベースをオフラインにするこ
とはできません。

7.4.6.4 マルチスレッド・サーバー構成でのグループからのマルチスレッド・サーバー構成でのグループからのマルチスレッド・サーバー構成でのグループからのマルチスレッド・サーバー構成でのグループからの
データベースの削除データベースの削除データベースの削除データベースの削除
データベースをグループから削除する場合は、データベース初期化ファイルを手動で更新し
て、MTS_LISTENER_ADDRESSパラメータのアドレスがデフォルト・リスナーのアドレス
を参照するように変更します。

7.5 データベースのセキュリティ要件データベースのセキュリティ要件データベースのセキュリティ要件データベースのセキュリティ要件
Oracleデータベースを管理するには、SYSDBA権限を付与されたデータベース管理者アカウ
ントを使用します。これにより、リモート・クライアントから Oracleデータベースを管理
できます。

サンプル・データベースを作成する場合や、グループにデータベースを追加する場合は、
ユーザー名 INTERNALとパスワードを指定する必要があります。指定しない場合、MSCS
ではデータベースをオンラインまたはオフラインにできません。認証パスワード・ファイル
を使用して、初期化パラメータ REMOTE_LOGIN_PASSWORDFILEを SHAREDまたは
EXCLUSIVEに設定します。

データベース管理者の認証と REMOTE_LOGIN_PASSWORDFILEパラメータの詳細は、
『Oracle8i 管理者ガイド』を参照してください。

注意注意注意注意 : Oracle Fail Safeでは、Windowsレジストリの
DBA_AUTHORIZATIONパラメータを BYPASSの値に設定できません。
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7.5.1 クラスタ・ノード上のパスワード・ファイルの同期化クラスタ・ノード上のパスワード・ファイルの同期化クラスタ・ノード上のパスワード・ファイルの同期化クラスタ・ノード上のパスワード・ファイルの同期化
データベース・パスワード・ファイルはプライベート・ディスクに格納されます。一方のク
ラスタ・ノードでパスワード・ファイルに対して行った変更内容は、他方のクラスタ・ノー
ド上の対応するファイルに自動的には適用されません。

このため、1つのクラスタ・ノード上のパスワード・ファイルにアカウントを追加した場合
は、データベースを実行するよう構成されている他のクラスタ・ノード上のパスワード・
ファイルにもそのアカウントを追加する必要があります。パスワード・ファイルに SYSおよ
び INTERNAL以外のアカウントが格納されている場合は、フェイルセーフ・データベース
用に、他のクラスタで追加アカウントの SYSOPERおよび SYSDBA権限を付与する必要があ
ります。

「リソースをグループに追加」ウィザードを使用してデータベースを追加すると、Oracle Fail 
Safe Serverでは、データベースが稼働するように構成された他のノード上に、そのデータ
ベースのインスタンスが作成され、パスワード・ファイルの最大ユーザー数にはデフォルト
値が使用されます。インスタンスが作成されたノード上のパスワード・ファイルには、「リ
ソースをグループに追加」ウィザードで指定した INTERNALアカウントのパスワードのみ
が含まれます。

データベースが稼働するよう構成された他のノードで、次の手順を実行して、他のクラス
タ・ノード上のパスワード・ファイルを同期化します。

1. パスワード・ファイル内のアカウント数がデフォルトの最大値を超える場合は、新しい
パスワード・ファイルを作成します。それ以外の場合は、手順 2に進みます。

新しいパスワード・ファイルを作成するには、Oracle7、Oracle8または Oracle8i データ
ベースの管理者ガイドまたはWindows用マニュアルで、パスワード・ファイルの作成
方法の指示を参照してください。

2. データベースを含むグループを、そのデータベースが稼働するように構成された他の
ノードに移します。

3. データベースを移した先のノードで、SYSおよび INTERNAL以外の権限をアカウント
に付与します。

4. データベースが稼働するように構成された各クラスタ・ノードに対して、手順 2と 3を
繰り返します。

これで、データベースが稼働するように構成されたすべてのノードで、パスワード・
ファイルのローカル・コピーが同一のものになります。
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7.5.2 データベースのデータベースのデータベースのデータベースの INTERNALパスワードの変更パスワードの変更パスワードの変更パスワードの変更
この項は、「リソースをグループに追加」ウィザードで「このアカウントを使用」を選択し、
データベース認証にデータベース・ユーザー・アカウントを指定した場合にのみ適用されま
す。

INTERNALアカウントは、Oracleリソース DLLが、データベースにアクセスしてデータ
ベースがアクティブであることを確認するポーリング（Is Aliveポーリング）を実行するた
めに使用されます。また、データベースのオンライン化およびオフライン化にも使用されま
す。INTERNALアカウントは暗号化され、クラスタ・メタデータ内に格納されます。この
ため、データベースの INTERNALアカウントを変更するときは、クラスタにまたがる情報
も更新する必要があります。更新しない場合、Is Aliveポーリングとデータベースの起動お
よび停止に失敗します。

データベースがグループのリソースとして構成されている場合にデータベースの
INTERNALパスワードを変更するときは、Oracle Fail Safe Managerを使用して、対応する
データベース・リソースの認証情報を変更する必要があります。また、データベースが稼働
するよう構成された他のノード上の INTERNALパスワードも変更する必要があります。グ
ループが実行されるノード上で次の手順を実行します。

1. Oracle Fail Safe Managerを使用して、データベースをオフラインにします。

2. データベースのマニュアルに記述されている方法に従って、INTERNALパスワードを
変更します。

Oracle7、Oracle8または Oracle8i データベースに対応する管理者ガイドを参照してくだ
さい。INTERNALパスワードの変更に関する情報を探します。

3. データベースを含むグループを、そのデータベースが稼働するよう構成された他のノー
ドに移します。

4. データベースの可能所有者ノードであるクラスタの各ノードでデータベースを移し、
（最初のノードについて手順 2で説明したとおりに）INTERNALパスワードを更新する
まで、手順 2および 3を繰り返します。

5. Oracle Fail Safe Managerで、ツリー・ビューからデータベースを選択し「認証」タブを
クリックします。データベースに対する変更と一致するようにパスワード・フィールド
を更新します。

6. Oracle Fail Safe Managerを使用して、データベースをオンラインにします。

これで、どちらのノードがデータベースのホストであるかにかかわらず、Oracle Fail Safeで
両方のノード上のデータベースにアクセスできます。
7-24　Oracle Fail Safe概要および管理ガイド



データベースのセキュリティ要件
7.5.3 Oracle Data Migration Assistantを使用したフェイルセーフ・を使用したフェイルセーフ・を使用したフェイルセーフ・を使用したフェイルセーフ・
データベースの移行データベースの移行データベースの移行データベースの移行

この項では、Oracle8i の Data Migration Assistantを使用して異なるリリース間でフェイル
セーフ・データベースを移行する方法、あるいは異なる Oracleホーム間でデータベースを
移行する方法について説明します。

移行するすべてのデータベースで、次の手順を実行します。

1. データベースをグループから削除します。
Oracle Fail Safe Managerのツリー・ビューで、移行するデータベースを選択します。そ
の後、次のように選択します。

「リソース」「リソース」「リソース」「リソース」→→→→「グループから削除」「グループから削除」「グループから削除」「グループから削除」

2. フェイルセーフ・データベースの移行先となる Oracleホームから、Oracle Data 
Migration Assistantを実行します。

3. 移行するフェイルセーフ・データベースのデータベース・パラメータ・ファイルの場所
を把握しておきます。データベースを移行する際に、データベース・パラメータ・ファ
イルが変換されます。データベース・パラメータ・ファイルがクラスタ・ディスク上に
ある場合、パラメータ・ファイルの場所は Oracle Fail Safe用に適切です。データベー
ス・パラメータ・ファイルがプライベート・ディスク上にある場合、Oracle Data 
Migration Assistantはそのローカル・コピーのみを変換します。この場合、他のクラス
タ・ノード上のコピーも編集し、適切な変更を加える必要があります。

4. Oracle Data Migration Assistantでは、変換済データベース・ファイルの場所も指定す
るように求められます。データ・ファイルを現在の場所のままにしておくか、または
ローカル・ノードから現在アクセス可能なクラスタ・ディスクを指定します。後者を選
択する場合、そのクラスタ・ディスクが他のグループによって使用されていないことを
確認してください。

5. Oracle7データベースを Oracle8データベースに移行する場合、Oracle Data Migration 
Assistantはプライベート・ディスク上に Oracle_Home¥database¥mig<SID>.oraという
新規データ・ファイル（SIDはデータベースのインスタンス名）を作成します。この新
規データ・ファイルを、次のようにして他のデータ・ファイルがあるクラスタ・ディス
クに移します。

a. SVRMGR30ユーティリティを使用してデータベースを停止します。

SVRMGR30> CONNECT username/password@service 
SVRMGR30> SHUTDOWN 
SVRMGR30> EXIT

b. ORACLE_HOME¥database¥mig<SID>.oraを、クラスタ・ディスクにコピーします
（<SID>はデータベースのインスタンス名）。
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c. SVRMGR30ユーティリティを使用して、次のコマンドを実行します。

SVRMGR30> CONNECT username/password@service 
SVRGMR30> STARTUP PFILE=init<SID>.ora MOUNT 
SVRMGR30> ALTER DATABASE RENAME FILE  
'ORACLE_HOME¥database¥mig<SID>.ora' TO 
'cluster_disk¥mig<SID>.ora'; 
SVRMGR30> SHUTDOWN 
SVRMGR30> EXIT 

6. Oracle Data Migration Assistantによってグループ内のすべてのデータベースが移行さ
れてから、Oracle Fail Safe Managerを使用して次のようにデータベースをグループに戻
し、データベースをオンライン化します。

a. 「リソース」メニューで「グループに追加」をクリックします。

b. 「リソースをグループに追加」ウィザードの手順に従います。

移行するグループのすべてのデータベースは、同じ Oracleホームに属している必要があり
ます。Oracle Data Migration Assistantを使用して、あるグループ内の 1つのデータベース
を新規の Oracleホームに移行する場合、そのグループ内のすべてのデータベースをその新
規 Oracleホームに移行してください。

7.6 可用性を高めるための可用性を高めるための可用性を高めるための可用性を高めるための ctxsrvサーバーの構成サーバーの構成サーバーの構成サーバーの構成
Oracleデータベースとともに ctxsrvサーバーを使用している場合、次のようにして ctxsrv
サーバーの可用性が高まるように構成できます。

1. ctxsrvサーバーを起動し、パーソナリティ・マスクを指定するバッチ・ファイルを作成
します。たとえば、次のようなコマンドラインを含む context.batというファイルを作
成します。

ctxsrv -user CTXSYS/CTXSYS -personality QDM

2. MSCSクラスタ アドミニストレータを開き、次の手順で ctxsrvサーバーを可用性の高い
汎用アプリケーションとして構成します。

a. 「ファイル」「ファイル」「ファイル」「ファイル」メニューで「新規作成」「新規作成」「新規作成」「新規作成」をクリックし、次に「リソース」「リソース」「リソース」「リソース」をクリック
します。

b. 「新しいリソース」「新しいリソース」「新しいリソース」「新しいリソース」ページで次のようにします。

– 「名前」「名前」「名前」「名前」フィールドで、ctxsrvサーバーの名前を入力します。

– 必要があれば、「説明」「説明」「説明」「説明」フィールドで ctxsrvサーバーの説明を入力します。

– 「リソースの種類」「リソースの種類」「リソースの種類」「リソースの種類」フィールドで、「汎用アプリケーション」「汎用アプリケーション」「汎用アプリケーション」「汎用アプリケーション」を選択します。

– 「グループ」「グループ」「グループ」「グループ」フィールドで、ctxsrvサーバーが関連付けられているデータベー
スを含むグループを選択します。
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c. 「実行可能な所有者」「実行可能な所有者」「実行可能な所有者」「実行可能な所有者」ページで、ctxsrvサーバーをオンライン化できるクラスタ内
のノードを指定します。これらのノードは、ctxsrvサーバーが関連付けられている
データベースの可能所有者と同じである必要があります。

d. 「依存関係」「依存関係」「依存関係」「依存関係」ページで、ctxsrvサーバーが関連付けられているデータベースをリ
ソースの依存性として指定します。ctxsrvサーバーに（データベースで必要なディ
スク以外の）ディスク依存性がある場合、そのディスク（複数も可）もリソースの
依存性として指定します。

e. 「汎用アプリケーション「汎用アプリケーション「汎用アプリケーション「汎用アプリケーション パラメータ」パラメータ」パラメータ」パラメータ」ページで次のようにします。

– 「コマンド「コマンド「コマンド「コマンド ライン」ライン」ライン」ライン」フィールドに、手順 1で作成したバッチ・ファイルのファ
イル指定を入力します（context.batなど）。

– 「現行のディレクトリ」「現行のディレクトリ」「現行のディレクトリ」「現行のディレクトリ」フィールドに、ctxsrvサーバーのインストール先ディ
レクトリを入力します（D:¥Orant¥binなど）。

f. 「レジストリの複製」「レジストリの複製」「レジストリの複製」「レジストリの複製」ページで、レジストリ・キーの入力は不要です。「完了」「完了」「完了」「完了」をク
リックしてください。

構成を完了すると、クラスタ・サービスによって .batファイルが実行され、ctxsrvサーバー
のログイン情報を示すコマンド・ウィンドウが開かれます。コマンド・ウィンドウが閉じら
れた場合、ただちに別のウィンドウが開き、ctxsrvサーバーは通常どおり検索を続行しま
す。ctxsrvサーバーを含むグループがフェイルオーバーしても、操作および検索機能は続行
します。

7.7 Oracle Enterprise Managerとの統合との統合との統合との統合
Oracle Fail Safe環境でデータベースを管理および監視するには、Oracle Enterprise Manager
を使用します。たとえば、次の目的で Oracle Enterprise Managerを使用します。

� グループ（仮想サーバー）を検出します。

� スタンドアロン・データベースと同様にして、グループ内のデータベースにジョブとイ
ベントを作成および登録します。

� 物理ノードと同様にして、グループにジョブとイベントを作成および登録します。

各グループは、Oracle Enterprise Managerでは物理ノードとみなされます。このため、
グループが検出されると、Oracle Enterprise Managerコンソールのノード・リストに追
加されます。

注意注意注意注意 : Oracle Enterprise Managerで各グループに構成されたリソースを検
出するためには、各グループに対して検出を実行する必要があります。検出
された各グループはノードとして Oracle Enterprise Managerのノード・リス
トに表示されるため、ユーザーはスタンドアロン・リソースを管理するよう
にグループ内のリソースを管理できます。
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動的検出やジョブ・スケジューリングなど、Oracle Enterprise Managerで利用できるサービ
スの多くは Oracle Intelligent Agentに依存しています。次の各項では、Oracle Enterprise 
Managerを使用して Oracleデータベースを管理する場合における Oracle Intelligent Agent
のグループへの追加、ジョブおよびイベントのスケジューリング、適切な権限の設定方法の
詳細を示します。

関連項目 :

� Oracle Enterprise Managerとの統合およびデフォルトの Intelligent Agentの起動に関す
る詳細は、Oracle Fail Safeのオンライン・ヘルプを参照

� Oracle Enterprise Managerとの統合の問題に関するトラブルシューティングの詳細は
7.11.8項を参照

7.7.1 Oracle Intelligent Agentのグループへの追加のグループへの追加のグループへの追加のグループへの追加
グループにデータベースを追加した後で、「リソースをグループに追加」ウィザードを再実
行し、そのグループに Oracle Intelligent Agentを追加します。ウィザードには、図 7-6のよ
うなダイアログ・ボックスが表示されます。
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図図図図 7-6「リソースをグループに追加「リソースをグループに追加「リソースをグループに追加「リソースをグループに追加 - リソース」ウィザード・ページリソース」ウィザード・ページリソース」ウィザード・ページリソース」ウィザード・ページ

グループ内のデータベースの数にかかわらず、グループに追加する Oracle Intelligent Agent
は 1つです。ただし、Oracle Intelligent Agentを追加するには、グループに少なくとも 1つ
のデータベースが含まれている必要があります。同様に、グループから最後のデータベース
を削除するには、まず Oracle Intelligent Agentを削除する必要があります。

グループに Oracle Intelligent Agentを追加するように指定すると、次の操作が実行されま
す。

� Oracle Fail Safeにより、新規の Intelligent Agentが作成されます。

� 新規の Intelligent Agentでは、ジョブおよびイベント情報の格納に、（Oracle Intelligent 
Agentを追加するために「リソースをグループに追加」ウィザードを実行した際に指定
した）クラスタ・ディスクが使用されます。

� Oracle Fail Safe Serverにより、新規の Intelligent Agentがグループの一部として構成さ
れます。

– Oracle Intelligent Agentが、データベースに関連付けられた仮想アドレスをリスニ
ングするように構成されます。
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– Oracle Intelligent Agentはグループとともにフェイルオーバーします。

クラスタ内に構成されている Oracleデータベースに対してジョブをスケジュールする方法
と、Oracle Enterprise Managerを使用して（フェイルオーバーなどの）イベントを監視する
方法の詳細は、Oracle Fail Safeのヘルプを参照してください。

7.8 データベース・リカバリの最適化データベース・リカバリの最適化データベース・リカバリの最適化データベース・リカバリの最適化
可用性が高まるように Oracle Fail Safeで構成された Oracleデータベースでは、予定外に発
生したシステム・ダウンおよび（ソフトウェア・アップグレードや定期メンテナンスなど
の）計画的システム・ダウンの際に、高速フェイルオーバーと高速リカバリが実現できま
す。Oracle8i のファスト・スタートおよび障害リカバリ機能を利用して、データベース・リ
カバリに費やされる時間を制御し、Oracle Fail Safeにより可用性が高くなるように構成され
たデータベースを連続的に監視することができます。

Oracle Fail Safeと Oracle8および Oracle8i テクノロジにより、計画的 /計画外いずれのフェ
イルオーバーの場合も、一方のノードでデータベースを停止して別のノードでインスタンス
を完全にリカバリするまでの所要時間が最適化されます。Oracleデータベースのチェックポ
イント・アルゴリズムにより、計画的および計画外フェイルオーバーでのインスタンスのリ
カバリ時間が最適化されます。

計画的フェイルオーバーの実行に Oracle Fail Safe Manager（または FSCMD）を使用する
と、Oracle Fail Safe Serverでは、Oracleデータベース・サーバーを停止する前にその
チェックポイントを取得します。インスタンス・リカバリを即時に完了し、データベース・
クライアントでデータベースをすぐに利用できるように、別のノードのデータベースは制限
付きモードで起動されます。（計画的フェイルオーバーの実行にMSCSを使用した場合、
データベースが停止される前のチェックポイントの取得は行われません。）

計画外フェイルオーバーの場合、インスタンス・リカバリの時間はデータベース・リカバリ
処理によって制御されます。ファスト・スタート・リカバリ操作の詳細は、Oracle8および
Oracle8i のマニュアルを参照してください。

注意注意注意注意 : データベースをグループに追加した後、Oracleデータベースをオン
ラインおよびオフラインにするときは、Oracle Fail Safe Managerまたは
FSCMDコマンドのみを使用してください。それ以外を使用した場合、デー
タベースのチェックポイントの取得は事前に行われません。また、Oracle 
Fail Safe Manager、FSCMDまたはMSCS以外のツールを使用してデータ
ベースをオフライン化すると、Oracle Fail Safeではそれを障害の発生したリ
ソースとしてみなし、再びオンライン化を試行します。
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7.9 フェイルセーフ・データベースに対する管理作業の実行フェイルセーフ・データベースに対する管理作業の実行フェイルセーフ・データベースに対する管理作業の実行フェイルセーフ・データベースに対する管理作業の実行
可用性が向上するように構成されたデータベースに対する管理作業も、他のデータベースと
同様にして実行します。ただし、データベースへのアクセスを制限する操作、またはフェイ
ルオーバー機能を一時的に使用禁止にする操作の途中でデータベースをオフラインにする
（およびクラスタでのデータベースの監視を停止する）場合は例外で、Oracle Fail Safe 

Managerまたは FSCMSコマンドライン・インタフェース（第 5章を参照）を使用する必要
があります。これには、コールド・バックアップ操作だけでなく、ユーザーがデータベース
にアクセス中に実行する必要のある管理操作や、MSCSによるデータベースの定期的な Is 
Aliveポーリング中の応答時間に影響する操作が含まれます。

Oracle Fail Safe Managerを使用してグループ内に構成されているデータベースに対して管理
作業を実行するには、次の手順に従います。

1. Oracle Fail Safe Managerまたは FSCMDコマンドを使用して、データベースをオフライ
ン化して停止し、クラスタによるデータベースの監視を中止します。データベースに接
続されているユーザーはすべて切断されます。

2. Server Managerなどのツールを使用し、データベースを起動して管理作業を実行しま
す。

3. データベースが起動されている間、ユーザーはデータベースにアクセスできます。

4. 管理作業の終了後、Server Managerなどのツールを使用してデータベースを停止しま
す。

5. Oracle Fail Safe Managerまたは FSCMDコマンドを使用し、データベースを再度オンラ
インにします。クラスタによるデータベースの監視が再開されます。

第 5章には、FSCMDコマンドを使用してバックアップ操作を実行するスクリプトの例が示
されています。

管理作業の途中で、（新しい表領域や関連データ・ファイルの追加など）データベースの構
成を変更する操作を行った場合は、「グループの検証」操作を実行します。新規データ・
ファイルを追加すると、グループが新しいディスクに依存する可能性があります。「グルー
プの検証」操作を実行すると、ディスクがクラスタ・ディスクであり、別のグループには属
していないことが確認されます。そうである場合、ディスクはデータベースと同じグループ
に追加され、新規ディスクが正常にデータベースとともにフェイルオーバーするよう、クラ
スタ・レジストリ内の情報が更新されます。
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7.10 クライアントおよびクラスタ対応のアプリケーションクライアントおよびクラスタ対応のアプリケーションクライアントおよびクラスタ対応のアプリケーションクライアントおよびクラスタ対応のアプリケーション
フェイルオーバーが発生すると、クライアントおよびアプリケーションとデータベースとの
接続がすべて失われ、データベースへの再接続が必要になります。フェイルオーバーの発生
時に、正常に機能しているクラスタ・ノードと自動的に再接続するようにアプリケーション
を設計することにより、フェイルオーバーはアプリケーションから透過的になります。この
クラスタ対応のアプリケーションにより、仮想アドレスとの再接続や、損害発生時に損失し
た可能性のあるトランザクションの再実行に関する詳細事項がすべて処理されます。使用す
る Oracle Fail Safe環境で可用性の高い完全なソリューションを作成するには、アプリケー
ションの自動再接続を実装して、アプリケーションをクラスタ対応にする必要があります。

この項では、ODBCおよび OCIアプリケーションをクラスタ対応にして、ユーザーに対す
るデータベース・フェイルオーバーの影響を最小限にする方法を説明します。この項で説明
する項目は次の表のとおりです。

 

7.10.1 アプリケーションに対して透過的なフェイルオーバーの実現アプリケーションに対して透過的なフェイルオーバーの実現アプリケーションに対して透過的なフェイルオーバーの実現アプリケーションに対して透過的なフェイルオーバーの実現
Oracleデータベースは、フェイルオーバー後に別のクラスタ・ノード上で自動的に再起動さ
れます。最大限の可用性を実現するには、アプリケーションがデータベースに自動的に再接
続できる必要があります。フェイルオーバーしたデータベースに自動的に再接続するように
設計されたアプリケーションを、クラスタ対応クラスタ対応クラスタ対応クラスタ対応のアプリケーションと呼びます。

7.10.1.1 クラスタ対応のアプリケーションクラスタ対応のアプリケーションクラスタ対応のアプリケーションクラスタ対応のアプリケーション
Oracle8と Oracle8i の OCIおよび ODBCアプリケーションがクラスタ対応の場合、アプリ
ケーションでは自動的にエラーをトラップして障害からリカバリし、次のことを実行しま
す。

� サーバーの障害を検出すると、自動的に再接続します。

� コミットされていないトランザクションを再実行します。

� 割り込まれた SQL SELECT文を再実行して、障害の前にフェッチされた行と同数の行を
取り出します。

� クライアントでコミットされた後、サーバーから応答を受け取っていないトランザク
ションの状態をチェックします。

項目項目項目項目 記載されている項記載されている項記載されている項記載されている項

アプリケーションに対して透過的なフェイルオーバーの実現 7.10.1項

Oracle7クライアント・アプリケーション 7.10.2項

Oracle8および Oracle8i クライアント・アプリケーション 7.10.3項
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再接続されたアプリケーションは、フェイルオーバーが発生しなかったかのように動作を継
続します。ユーザーはほとんどの場合、サーバー・ノードでの障害発生やデータベースの
フェイルオーバーに気付きません。ただし、フェイルオーバーの発生時にアクティビティが
短時間休止して応答時間が遅れることがあります。

7.10.1.2 クラスタ対応ではないアプリケーションクラスタ対応ではないアプリケーションクラスタ対応ではないアプリケーションクラスタ対応ではないアプリケーション
クラスタ対応ではないアプリケーションでは、自動的にリカバリすることはできません。し
たがって、フェイルオーバーの発生時に、ユーザーは次のことを実行する必要があります。

� 仮想サーバー・アドレスで再接続

� ロールバックされたすべてのトランザクションを再発行

7.10.1.3 クラスタ対応のクラスタ対応のクラスタ対応のクラスタ対応の ODBCおよびおよびおよびおよび OCIアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション
アプリケーションの再接続は、デフォルトでは発生しません。アプリケーションを変更して
エラーを自動的かつ透過的に処理するようにし、クライアント・セッションを存続させたま
ま障害を回復できるようにします。

Oracle8と Oracle8i の ODBCおよび OCIアプリケーションはクライアント状態を保持する
ように設計されているので、これらのアプリケーションの場合は再接続が比較的簡単です。
つまり、ODBCおよび OCIアプリケーションでは、データベース・リカバリ時の再接続を
迅速に処理するために、事前に準備された一連のカーソルを保持し、処理中の SQL SELECT
文を記憶します。

次の項では、Oracle7および Oracle8および Oracle8i データベースに接続する ODBCおよび
OCIアプリケーションで透過的なフェイルオーバーを実現する方法について説明します。

7.10.2 Oracle7クライアント・アプリケーションクライアント・アプリケーションクライアント・アプリケーションクライアント・アプリケーション
Oracle7を実行するサーバーの場合は、アプリケーションをデータベースに再接続する必要
があります。ただし、エラー処理ルーチンをアプリケーションに追加して、フェイルオー
バー中に次のエラー・メッセージをトラップし、自動的かつ透過的にクライアントに再接続
することができます。

� ORA-01012:ログオンされていません。

� ORA-01033:Oracleの初期化または停止中です。

� ORA-01034:Oracleは使用不能です。

� ORA-01089:停止処理中（shutdown immediate）なので操作は許可されません。

� ORA-03113:通信チャネルでファイルの終わりが検出されました。

� ORA-03114:Oracleに接続されていません。

� ORA-12203:TNS:接続先に接続できません。

� ORA-12500:TNS:リスナーは専用サーバー・プロセスの起動に失敗しました。
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� ORA-12537:TNS: 接続がクローズされました。

� ORA-12571:TNS:パケット・ライター障害が発生しました。

前述のエラーはいずれも、フェイルオーバー処理中に、アプリケーションからのデータベー
ス操作の実行要求が失敗したことを示すために返される可能性があります。フェイルオー
バー中の場合、データベースがオンラインになってからアプリケーションをサーバーに再接
続し、Oracleデータベースに対するトランザクション処理を再開することによって、これら
のエラーは解決できます。クライアント・アプリケーションで前述のリストにあるエラーの
いずれかが検出された場合、次の処理を実行する必要があります。

1. 現在の状態を保存します。

2. データベースに再接続します。

3. 未完了のアプリケーション処理（ロールバックされ、コミットされていないトランザク
ションなど）を再実行するか、または割り込まれた SELECT文を再実行します。

7.10.3 Oracle8およびおよびおよびおよび Oracle8i クライアント・アプリケーションクライアント・アプリケーションクライアント・アプリケーションクライアント・アプリケーション
Oracle8または Oracle8i の OCIおよび ODBCを使用して記述されたアプリケーションの場
合、データベース接続が失われたことを特に意識することなく、自動的に再接続できます。
この機能は、Oracle8 OCIの透過的アプリケーション・フェイルオーバー機能により提供さ
れます。Oracle8および Oracle8i では、Oracle Fail Safeを使用して構成されたデータベース
に対する透過的アプリケーション・フェイルオーバー機能が拡張され、Oracle Objects for 
OLE、JDBC（OCI）および Oracle OCIライブラリ上に階層を形成するすべてのクライアン
トがフェイルオーバーの対象になります（いずれの場合もアプリケーション・コードを変更
する必要はありません）。

注意注意注意注意 : Oracleエラー・メッセージの詳細（各エラーの原因と推奨ユーザー・
アクションを含む）は、『Oracle8i エラー・メッセージ』を参照してくださ
い。
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Oracle8 ODBCドライバは、Oracle8 OCIインタフェースと Net8上に階層を形成します。し
たがって、ODBCクライアントは Oracle8の機能を自動的に利用できます。

Oracle Fail Safeを使用して構成されているデータベースに接続された状態で透過的アプリ
ケーション・フェイルオーバーを利用するには、Oracle8クライアント・アプリケーション
で次のことを実行します。

� Oracle8 OCIリリース 8.0.4（またはそれ以降）または Oracle8 ODBCリリース 8.0.5（ま
たはそれ以降）を使用します。

Oracle8リリース 8.0.5以降では、Oracle8 ODBCドライバで Oracle8 OCI透過的アプリ
ケーション・フェイルオーバー機能が使用可能になっています。

� Net8を介して Oracle8データベースに接続します。

Oracle7データベースに接続するアプリケーションでは、7.10.2項に記載されている方
法を使用する必要があります。

 

透過的アプリケーション・フェイルオーバーでは、クラスタ・ノードでの障害発生後、クラ
イアントで明示的に再接続する必要はありません。OCI接続がクライアント・アプリケー
ションの再接続と状態のリカバリを自動的に処理します。実際、障害の発生時にデータベー
スを頻繁に更新していた場合を除き、アプリケーション側ではフェイルオーバーの発生に気
付かない場合があります。

注意注意注意注意 : スタンドアロン・データベースの場合とフェイルセーフ・データベー
スの場合では、透過的アプリケーション・フェイルオーバー機能の実際の処
理は異なります。スタンドアロン・データベースの場合、透過的アプリケー
ション・フェイルオーバーが発生すると、Net8は別のリスナーに接続して障
害の発生した接続を再確立します。フェイルセーフ・データベースの場合、
フェイルオーバーが発生すると、Net8は他のクラスタ・ノードにフェイル
オーバーしたものと同じリスナーに再接続します。

スタンドアロン・データベースの場合、透過的アプリケーション・フェイル
オーバーのフェイルオーバーという語は、Net8によってあるリスナーから別
のリスナーに接続がフェイルオーバーされることを指します。フェイルセー
フ・データベースの場合、透過的アプリケーション・フェイルオーバーの
フェイルオーバーという語の使い方に多少誤りがあります。この場合、アプ
リケーションではなく、アプリケーションに接続されているリスナーのフェ
イルオーバーによって接続が再確立されます。

実装ではこのような違いがあっても、透過的アプリケーション・フェイル
オーバーを管理する方法は変わりません。フェイルオーバーという語が 2つ
の異なる文脈で使用されるため、混乱しないようにしてください。
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7.10.3.1 透過的アプリケーション・フェイルオーバーのための透過的アプリケーション・フェイルオーバーのための透過的アプリケーション・フェイルオーバーのための透過的アプリケーション・フェイルオーバーのための
アプリケーション再接続アプリケーション再接続アプリケーション再接続アプリケーション再接続
透過的アプリケーション・フェイルオーバーでは、アプリケーションにサービスを提供でき
るクラスタ・ノードが存在する限りは、ユーザーは接続が失われたことに気が付きません。

図 7-7に、OCIフェイルオーバー・プロセスに関連した処理を示します。

図図図図 7-7 フェイルオーバーのフロー・チャートフェイルオーバーのフロー・チャートフェイルオーバーのフロー・チャートフェイルオーバーのフロー・チャート

次に、図 7-7に示したコールアウトについて説明します。

1. 障害が発生してデータベース接続が失われるまでは、通常どおりに処理が進められま
す。（アプリケーションでは次回 Oracleデータベースによる処理を要求する時点で、接
続が失われたことが検出されます。）

2. Oracle8 OCIライブラリ・ルーチンでは、接続がリストアされるか、アプリケーション
の再接続タイムアウトを超えるまで、データベースへの再接続が試行され続けます。

3. 指定時間内にデータベースをリストアできなかった場合、アプリケーションでは状態
メッセージを返してユーザーに通知します。

4. Oracle8 OCIライブラリ・ルーチンにより、仮想アドレスにあるデータベースにアプリ
ケーションが再接続されます。

5. クライアントおよびユーザー・セッションを正常に機能しているクラスタ・ノードに再
接続した後、トランザクションを手動で再実行する必要があります。

障害が�
発生しているか?

仮想サーバー・�
アドレスで�

データベースが�
使用可能か?

アプリケーション再接続が�
タイムアウトしたか?

はい� いいえ�

エラー・メッセージを返す�

はい�

アプリケーションに再接続�

はい�

ロールバックされた�
トランザクションを再実行�

SELECT文を再実行�

ALTER SESSION文を再実行�

作業を続行�

いいえ�

6

5

2

3

1

4

7

いいえ�
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6. データベース接続を再確立する際、OCIライブラリ・ルーチンでは割り込まれた SQL 
SELECT文をフェイルオーバー後に再実行できます。OCIルーチンは、フェイルオー
バーの前にフェッチされていた数と同じ数の行をフェッチし、フェッチされていた行を
破棄します。これは、フェイルオーバー後のフェッチが、元の問合せが割り込まれた箇
所から続行されるようにするためです。問合せが再発行されるときは元の問合せスナッ
プショット時刻が使用され、一連の同じ行が確実に返されます。この機能をアクティブ
にするには、TNSNAMES.ORAファイルの CONNECT_DATA文字列で
FAILOVER_MODEパラメータに TYPE=SELECTサブパラメータを指定します。

アプリケーションでは同じ問合せスナップショット時刻を使用するため、次のことが発
生します。

� ほとんどの場合、SELECT文が再実行されるときに行が取り出される順序は決まっ
ていません。このため、再実行の可能性のある問合せには ORDER BY句を指定す
る必要があります。ただし、ORDER BY句が指定されていない場合でも、問合せの
再実行により返される行はほとんど常に元の順序で返されます。例外としては、
ハッシュ結合またはパラレル問合せ機能を使用して実行する問合せなどがありま
す。Oracle OCIソフトウェアでは、破棄される一連の行が以前に取り出された行に
一致することを透過的に検証し、アプリケーションで不適切な結果が生成されない
ようにします。

� TYPE=SELECTサブパラメータを使用した場合、フェイルオーバー後のリカバリ時
間が大幅に長くなることがあります。たとえば 100,000行を取り出す問合せで、
99,990行がフェッチされた後にフェイルオーバーにより割り込まれた場合、クライ
アント・アプリケーションでは、99,990行を再フェッチして以前の 99,990行を破棄
し、問合せの最後の 10行を取り出した後でなければ新規の処理に移ることはでき
ません。

7. フェイルオーバー発生時に複数のセッションが 1つの接続を使用している場合、OCIラ
イブラリではすべてのセッションを再接続できます。ただし、いずれかのセッションで
ALTER SESSION文が実行されていた場合は、OCIライブラリではその文をフェイル
オーバー・ノードで再実行することはできません。ALTER SESSION文はユーザーが再
実行する必要があります。

図 7-7で説明したフェイルオーバーは、アプリケーションが 7.10.3.2項、7.10.3.3項および
7.10.3.4項で説明されているツールや手法を使用してコーディングされている場合に限り有
効です。
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7.10.3.2 TNSNAMES.ORAファイルでの再接続の構成ファイルでの再接続の構成ファイルでの再接続の構成ファイルでの再接続の構成
クライアント・アプリケーションに対して自動再接続を使用可能にするには、Net8 
TNSNAMES.ORAファイルを更新する必要があります。Oracle8（およびそれ以降）の
ODBCクライアントと Oracle8（およびそれ以降）の OCIクライアントに対して自動再接続
を使用可能にする場合、次の項で説明する変更が必要になります。

新しい接続を可能な限り元どおりに作成するようにします。クライアント（およびユー
ザー）が変更にまったく気付かずに済むのが理想的です。

再接続の構成は、TNSNAMES.ORAファイルまたは Oracle Namesで使用されるネーム・
サーバーのいずれかの DESCRIPTION定義の CONNECT_DATA文字列で行います。次の項
を参照してください。

� 7.10.3.2.1項には、グループに構成されているデータベースに対してクライアント接続を
使用可能にする方法が説明されています。

� 7.10.3.2.2項には、Oracle8または Oracle8i の透過的アプリケーション・フェイルオー
バー機能を構成する方法が説明されています。

Oracle8 ODBC、Oracle8i ODBC、Oracle8 OCIまたは Oracle8i OCIのいずれのクライアン
ト・アプリケーションでも、必要な更新内容は同じです。

接続操作に関する詳細情報とその構文は、『Net8管理者ガイド』を参照してください。

7.10.3.2.1 クライアント接続を使用可能にするにはクライアント接続を使用可能にするにはクライアント接続を使用可能にするにはクライアント接続を使用可能にするには  グループ内のリソースであるデータベー
スにアクセスするには、まず、データベースに関連付けられている仮想サーバー・アドレス
を使用するようにクライアント・アプリケーションを構成する必要があります。クライアン
ト・システムで TNSNAMES.ORAファイルを更新し、物理クラスタ・ノードの名前ではな
く適切な仮想サーバーの名前を HOSTパラメータに指定します。

次に、HOSTパラメータで仮想サーバー Virtual-2を指定した TNSNAMES.ORAファイルの
例を示します。

(DESCRIPTION =
 (ADDRESS_LIST =
   (ADDRESS=(COMMUNITY=A.WORLD)
            (PROTOCOL=TCP)
            (HOST=Virtual-2) <-- Oracle Fail Safe virtual server name
            (PORT=1521))
   .
   .
   .
 )
)

アプリケーションで透過的アプリケーション・フェイルオーバーを使用するかどうかにかか
わらず、TNSNAMES.ORAファイルには正しい仮想サーバーを指定する必要があります。
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7.10.3.2.2 フェイルオーバーのフェイルオーバーのフェイルオーバーのフェイルオーバーの構構構構成成成成  透過的アプリケーション・フェイルオーバーのタイプと
方法を構成するには、TNSNAMES.ORAファイルの CONNECT_DATA文字列に
FAILOVER_MODEパラメータを使用します。たとえば、次のようになります。

(DESCRIPTION =
 (ADDRESS_LIST =
   .
   .
   .
 )
 (CONNECT_DATA=
   (SID=NH_SALES) 

   (FAILOVER_MODE=(TYPE=SELECT)
                  (METHOD=BASIC))
                  (RETRIES=20)
                  (DELAY=15)

SIDパラメータは、データベース・インスタンスの一意の名前を示します。

TYPEサブパラメータは、ユーザー・セッションを再確立するかどうか、およびセッション
の再確立時にどのアプリケーション操作を自動的にリカバリするかを示します。

表 7-2に、TYPEサブパラメータのオプションを説明します。

FAILOVER_MODEパラメータには、フェイルオーバー・パフォーマンスの最適化に使用で
きるMETHODサブパラメータがあります。METHODサブパラメータには、フェイルオー
バー・ノードとの接続の確立方法を定義する、BASICおよび PRECONNECTという 2つの
オプションがあります。BASICサブパラメータはフェイルオーバー時に接続を確立するもの
で、Oracle Fail Safeでは、この接続方法のみがサポートされています。METHOD=BASIC

表表表表 7-2 FAILOVER_MODEパラメータのパラメータのパラメータのパラメータの TYPEサブパラメータ・オプションサブパラメータ・オプションサブパラメータ・オプションサブパラメータ・オプション

オプションオプションオプションオプション 再接続再接続再接続再接続 ? アプリケーション問合せアプリケーション問合せアプリケーション問合せアプリケーション問合せ 説明説明説明説明

NONE ユーザー・セッショ
ンを再確立しない。

アプリケーション問合せを再実
行しない。

透過的アプリケーション・フェイルオーバーを
試行せずにユーザーにエラー・メッセージを返
す。デフォルトの値。

SELECT 新しいクライアント
接続にユーザー・
セッションを再確立
する。

障害発生前に実行を開始した
SELECT文は、新しい接続で自
動的に再実行される。アクティ
ブ・トランザクションはロール
バックされ、新しい接続では再
実行されない。

障害が発生しなくても、すべての SELECT文
についてクライアント側でオーバーヘッドが発
生する。フェイルオーバーが発生すると、フェ
イルオーバー・ノードで SELECT文が再実行
されます。ユーザーは SELECT文の再実行に
気付きません。

SESSION 新しいクライアント
接続にユーザー・
セッションを再確立
する。

障害発生前に実行を開始した
SELECT文は、新しい接続では
再実行されない。

TYPE=SELECTオプションを選択した場合に生
じるオーバーヘッドを回避する。
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はデフォルト値であるため、CONNECT_DATA文字列にMETHODサブパラメータを挿入
するかどうかは任意です。

RETRIESサブパラメータは、接続を試行する回数を示します。DELAYサブパラメータを指
定した場合、RETRIESサブパラメータのデフォルト値は 5になります。

DELAYサブパラメータは、接続を試行する間隔の秒数を示します。RETRIESサブパラメー
タを指定した場合、DELAYサブパラメータのデフォルト値は 1秒になります。

（RETRIESおよび DELAYSサブパラメータは、Oracleリリース 8.0.6および 8.1.6で採用さ
れました。）

7.10.3.3 Oracle8およびおよびおよびおよび Oracle8i のののの ODBCクライアント・クライアント・クライアント・クライアント・
アプリケーションの再接続アプリケーションの再接続アプリケーションの再接続アプリケーションの再接続
Oracle8リリース 8.0.5からは、ODBCドライバにより、すべての Oracle8 ODBCクライアン
トで、データベース自動再接続の即時利用とフェイルオーバー後の SQL SELECT文の再実
行ができるようになりました。追加のコーディングは必要ありません。Oracle8リリース
8.0.5 ODBCドライバでは、Oracle8データベースのリリース 8.0.3以降および Oracle8i デー
タベースに Net8を使用して接続する ODBCクライアント・アプリケーションに対し、透過
的なフェイルオーバーをサポートしています。

Oracle8 ODBCクライアントでデータベースに自動的に再接続するには、次のことを実行し
ます。

1. Net8 TNSNAMES.ORAファイルを更新し（7.10.3.2項で説明）、適切な透過的アプリ
ケーション・フェイルオーバー機能を構成します。

2. ODBC データソース アドミニストレータを使用して、データ・ソースの ODBCドライ
バ設定中に自動フェイルオーバーを使用可能にします。ODBC データソース アドミニ
ストレータにアクセスするには、次のようにします。

a. Windowsデスクトップで、「コントロール「コントロール「コントロール「コントロール パネル」パネル」パネル」パネル」を開きます。

b. 「コントロール「コントロール「コントロール「コントロール パネル」パネル」パネル」パネル」で「「「「ODBC」」」」をダブルクリックします。

c. 「ユーザー「ユーザー「ユーザー「ユーザー DSN」」」」タブで、「追加」「追加」「追加」「追加」をクリックします。

d. 「データ「データ「データ「データ ソースの新規作成」ウィザードソースの新規作成」ウィザードソースの新規作成」ウィザードソースの新規作成」ウィザードで、「「「「Oracle ODBC Driver」」」」（バージョン
8.00.05またはそれ以降）を選択します。

e. 「完了」「完了」「完了」「完了」をクリックして「Oracle8 ODBCドライバ セットアップ」を開きます。

f. 「Oracle8 ODBCドライバ セットアップ」ダイアログ・ボックスで、各フィールド
にデータベース情報を入力し、「フェイルオーバーを可能にする」「フェイルオーバーを可能にする」「フェイルオーバーを可能にする」「フェイルオーバーを可能にする」オプションを選
択して自動フェイルオーバーを使用可能にします。

図 7-8は、Oracle8 ODBCクライアントの自動フェイルオーバーを使用可能にする
ドライバ・セットアップのダイアログ・ボックスです。
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図図図図 7-8 ODBCクライアントの自動フェイルオーバーを使用可能にするクライアントの自動フェイルオーバーを使用可能にするクライアントの自動フェイルオーバーを使用可能にするクライアントの自動フェイルオーバーを使用可能にする

7.10.3.4 Oracle8 OCIクライアント・アプリケーションの再接続クライアント・アプリケーションの再接続クライアント・アプリケーションの再接続クライアント・アプリケーションの再接続
OCIクライアント・アプリケーションの可能なソリューションとしては、（7.10.2項に説明さ
れているように）OCIエラーをトラップして処理するという方法もありますが、OCI透過的
アプリケーション・フェイルオーバー機能を使用することによって、再接続とフェイルオー
バー作業のほとんどを自動的に処理することができるうえ、コーディング作業も削減できま
す。この新機能を使用できるのは、OCIで作成され、Net8で Oracle8データベースに接続
されているクライアント・アプリケーションに限られます。Oracle7データベースに接続す
るアプリケーションや、データベース・アクセスに Net8を使用していないアプリケーショ
ンでは、この方法は使用できません。

次の項では、透過的アプリケーション・フェイルオーバーを使用可能にするために使用でき
る OCIプログラミング手法およびコールバック関数について説明します。ある程度の OCI
プログラミング知識を有する読者を対象にして説明します。詳細は次の資料を参照してくだ
さい。

� 『Oracle8i コール・インタフェース・プログラマーズ・ガイド』および『Oracleコール・
インタフェース for Windowsスタート・ガイド』。

� ファイル <Oracle_Home>¥fs¥fsmgr¥sample¥Fsfailover.c内のオンライン・サンプル Cプ
ログラム。
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このファイルには、クラスタ対応の OCIクライアント・アプリケーションからの詳細な
コード・サンプルが含まれています。

7.10.3.4.1 OCIプログラムの構造プログラムの構造プログラムの構造プログラムの構造  次に、OCIアプリケーション操作の一般的なフローを示し
ます。

1. OCIプログラミング環境およびプロセスを初期化します。

2. 必要なハンドルを割り当てます。

3. サーバー接続およびユーザー・セッションを確立します。

4. サーバーに対して SQL文を発行し、アプリケーション・データを処理します。

5. 各文および各ハンドルを解放し、ユーザー・セッションおよびサーバー接続を終了しま
す。

バインド・ハンドルおよび定義ハンドルを除くすべてのハンドルは、特定の環境ハンドルと
関連させて割り当てます。図 7-9に、ハンドルの階層を示します。

図図図図 7-9 OCIハンドルの階層ハンドルの階層ハンドルの階層ハンドルの階層
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7.10.3.4.2 透過的アプリケーション・フェイルオーバーのコールバック関数透過的アプリケーション・フェイルオーバーのコールバック関数透過的アプリケーション・フェイルオーバーのコールバック関数透過的アプリケーション・フェイルオーバーのコールバック関数  透過的アプリ
ケーション・フェイルオーバーのコールバック関数を使用して、フェイルオーバーの発生を
ユーザーに通知し、現在のアプリケーションの状態を保存するか、あるいはその他のフェイ
ルオーバー関連タスクを実行します。たとえば、フェイルオーバーにより遅延が生じてシス
テムの応答が突然途絶えたりすると、ユーザーはシステム・ダウンと考え、アプリケーショ
ンを取り消す可能性があります。これを回避するために、コールバック関数を使用してフェ
イルオーバー中であることをユーザーに通知し、しばらく待機するように要求します。

次のコードは、フェイルオーバー・コールバック関数の基本構造を示しています。

sb4 callback_fn  (dvoid *Asvchp,    <—— server context handle
                  dvoid *envhp,     <—— environment handle
                  dvoid *fo_ctx     <—— pointer in memory stores state/context
                  ub4    fo_type,   <—— type of failover: SESSION or SELECT
                  ub4    fo_event); <—— indicates why the function was called

コールバック関数の使用例は、7.10.3.5項に記載されたプログラムを参照してください。

コールバック関数のプログラミングには、次の 2つの手順が必要です。

1. コールバック関数の作成（7.10.3.4.3項を参照）

2. コールバック関数のサービス・コンテキスト・ハンドルへの登録（7.10.3.4.4項を参照）

7.10.3.4.3 フェイルオーバー・コールバック関数の作成フェイルオーバー・コールバック関数の作成フェイルオーバー・コールバック関数の作成フェイルオーバー・コールバック関数の作成  フェイルオーバー中および新規接続
でユーザー・セッションを再確立している間、OCIライブラリではコールバック関数を何回
もコールします。

1. 元の接続が失われてフェイルオーバーが開始された時点で、コールバック関数への最初
のコールが実行されます。このコールにより、システム応答が遅れる可能性があること
をユーザーに知らせるメッセージを表示できます。

2. フェイルオーバーが完了すると、再び OCIライブラリからコールバック関数がコールさ
れます。コールバック関数への 2番目のコールは、次のように、フェイルオーバーが成
功した場合と失敗した場合とで異なります。

� フェイルオーバーが成功した場合、新規接続が再確立されて使用可能になると、
コールバック関数がコールされます。以前に発行された ALTER SESSIONコマンド
でフェイルオーバー時に割り込まれたものがあれば、コールバック関数によりこれ
らのコマンドが再実行されます。フェイルオーバーが完了し、作業を再開できるこ
とをユーザーに知らせるために、コールバック関数をさらにコールする場合があり
ます。

� フェイルオーバーが失敗した場合、フェイルオーバーが行われないことをアプリ
ケーションに通知するためにコールバック関数がコールされます。

フェイルオーバー・コールバック関数の作成と使用の詳細は、『Oracle8i コール・インタ
フェース・プログラマーズ・ガイド』を参照してください。

また、7.10.3.5項に記載されているプログラムの例も参照してください。
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7.10.3.4.4 フェイルオーバー・コールバック関数の登録フェイルオーバー・コールバック関数の登録フェイルオーバー・コールバック関数の登録フェイルオーバー・コールバック関数の登録  フェイルオーバー・コールバック関
数を作成した後、その関数を使用するには、サーバー・コンテキスト・ハンドルに登録する
必要があります。登録するには、コールバック定義構造を作成し、サーバー・ハンドルの
OCI_ATTR_FOBCK属性をこの構造に設定します。

例 7-1に、コールバック関数の登録に使用する OCIFocbkStruct構造タイプを示します。

例例例例 7-1 コールバックを登録するコールバックを登録するコールバックを登録するコールバックを登録する OCIの構造の構造の構造の構造

typedef struct
{
  OCICallbackFailover callback_function;
  dvoid *fo_ctx;
}
OCIFocbkStruct;

例 7-1で、callback_functionにはコールする関数のアドレスが含まれ、fo_ctxにはク
ライアント・コンテキストのアドレスが含まれます。
<Oracle_Home>¥fs¥fsmgr¥sample¥Fsfailover.c内にあるオンラインのサンプル・プログラム
に、コールバック関数とコールバック登録の例が示されています。

コールバック関数の登録の詳細は、『Oracle8i コール・インタフェース・プログラマーズ・
ガイド』を参照してください。

7.10.3.5 透過的アプリケーション・フェイルオーバーの透過的アプリケーション・フェイルオーバーの透過的アプリケーション・フェイルオーバーの透過的アプリケーション・フェイルオーバーの
デモ・アプリケーションデモ・アプリケーションデモ・アプリケーションデモ・アプリケーション
Oracle Fail Safeでは、Oracle Fail Safe構成で ODBCまたは OCIを使用するクライアント用
の透過的アプリケーション・フェイルオーバーを示す実行可能デモが提供されています。こ
のプログラムとそのドキュメント（readme.txt）は、<Oracle_Home>¥fs¥fsmgr¥sampleディ
レクトリにあり、オンラインで使用できます。

ODBCクライアント用の透過的アプリケーション・フェイルオーバーのデモには、最低限
Oracle8リリース 8.0.5の ODBCドライバが必要です。

7.11 可用性の高い可用性の高い可用性の高い可用性の高い Oracleデータベースに関連するエラー処理データベースに関連するエラー処理データベースに関連するエラー処理データベースに関連するエラー処理
と問題のトラブルシューティングと問題のトラブルシューティングと問題のトラブルシューティングと問題のトラブルシューティング

次の各項では、Oracle Fail Safeが可用性の高いデータベースのオンライン化を試行した際に
エラーが発生した場合に、そのエラーを処理するスクリプトの指定方法と、可用性が高まる
よう構成された Oracleデータベースで発生する特定の問題のトラブルシューティングの方
法を説明します。Oracleデータベースのトラブルシューティングに関する一般的な情報は、
Oracleデータベース・サーバーのマニュアルを参照してください。
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7.11.1 データベースをオンラインにする際に発生するエラーの処理データベースをオンラインにする際に発生するエラーの処理データベースをオンラインにする際に発生するエラーの処理データベースをオンラインにする際に発生するエラーの処理
Oracle Fail Safeがデータベースのオンライン化を試行した際に発生するエラーを処理するス
クリプトを指定できます。

エラー処理スクリプトを指定するには、次のようにします。

1. エラーを処理するスクリプトを作成します。

2. スクリプトに FsDbError.batという名前を付けます。

3. スクリプトが成功した場合は 0を返し、失敗した場合は 0以外の整数を返すことを確認
します。

4. データベース・リソースの可能所有者である各クラスタ・ノードの次のディレクトリに
スクリプトを置き、ファイル所有者がそのクラスタ・ノードに対するローカル管理者権
限を持っていることを確認します。

<Oracle_Fail_Safe_Home>¥fs¥fssvr¥scripts

Oracle Fail Safeは、データベースをオンラインにできない場合にスクリプトを実行します。
クラスタ上のすべての Fail Safeデータベースに同じスクリプトを使用します。データベース
をオンラインにできない場合、Oracle Fail Safeは次のように、エラー・コード、データベー
ス・サービス名、データベース SIDおよびデータベース・パラメータ・ファイル指定などを
スクリプトに渡します。

FsDbError.bat ORA-01113 O817DB.WORLD O817DB D:¥Ora¥admin¥O817DB¥pfile¥init.ora

Oracle Fail Safeは、データベースを再起動できない場合に、スクリプトを実行するプロセス
を生成します。このプロセスは、データベース・リソースの保留タイムアウト値で指定され
た期間、スクリプトの終了を待機します。スクリプトが保留タイムアウト期間内に終了しな
い場合、スクリプトは終了させられます。

Oracle Fail Safeは、イベントのログをWindowsイベント ログに記録し、スクリプトが成功
したか、失敗したか、Oracle Fail Safeによって終了させられたかを示します。スクリプトが
失敗した場合は、エラー・コードもイベント ログに書き込まれます。

スクリプトが失敗した場合、Oracle Fail Safeは、データベースの再起動ポリシーおよびフェ
イルオーバー・ポリシーの定義に従ってデータベースのオンライン化の試行を継続します。
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7.11.2 問題のトラブルシューティング問題のトラブルシューティング問題のトラブルシューティング問題のトラブルシューティング
多くの場合、問題のトラブルシューティングでは、まず「クラスタの検証」、「グループの検
証」、あるいは「スタンドアロン・データベースの検証」コマンドを発行します。第 6章に、
これらのツールの一般的な説明を記載しています。

データベースを含むグループに対して「グループの検証」コマンドを発行すると、Oracle 
Fail Safeでは次のことを行います。

� グループ内の各データベースに問い合せて、使用されているディスクを特定します。そ
の後、そのディスクがクラスタ・ディスクであるか、すでにグループに追加されている
かをチェックします。（たとえば、可用性が高まるように構成された後にデータベース
にディスクが追加されたために）ディスクの有効性検査が失敗した場合、「グループの
検証」操作では、問題を修正する前に確認を求められます。

� ディスク・ドライブの変更を検出し、必要に応じてリソースの依存性を更新します。

� ネットワーク名が正しい IPアドレスに pingするかどうかを検証します。

� Net8または SQL*Net構成が正しいかどうかを確認します。

� グループ内のリソースの構成に誤りがあれば修正します。

「グループの検証」操作は、いつでも実行できます。ただし、次のような場合には必ず実行
します。

� グループまたはグループ内のリソースがオンライン化されない場合

� フェイルオーバーまたはフェイルバックが予定どおりに実行されない場合

� グループに構成されているデータベースにディスクを追加する場合

� クラスタに新しいノードが追加された場合

たとえば、Oracle Fail Safe Managerを使用してクラスタ構成を更新せずに、データベースに
新しいディスクを追加した場合を考えてみましょう。その後サーバー・ノードが停止して
も、フェイルオーバーは適切に実行されません。これは、クラスタ・ソフトウェアに構成の
変更を通知していないことによるものです。この問題を回避するため、データベースの構造
を変更したときは、必ずそのデータベースを含むグループを検証してください。グループを
検証すると、Oracle Fail Safeでは自動的に変更を検出し、クラスタ構成を更新します。前述
の例では、Oracle Fail Safeは、ユーザーに代わって新しいディスクをグループに追加しま
す。

「グループの検証」で問題が検出された場合、Oracle Fail Safeは問題を修正するための応答
を求めるか、または問題を詳しく説明したエラー・メッセージを返します。
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7.11.3 データベースのグループへの追加の問題データベースのグループへの追加の問題データベースのグループへの追加の問題データベースのグループへの追加の問題
グループへのスタンドアロン・データベースの追加時に問題が発生した場合は、次の操作を
実行します。

� 「スタンドアロン・データベースの検証」操作を実行します（6.1.3項を参照）。

「スタンドアロン・データベースの検証」操作を実行することにより、データベースが
有効に機能するスタンドアロン・データベースであることが検証されます。

たとえば、スタンドアロン・データベースをグループに追加しようとしたが、ネット
ワーク（SQL*Netまたは Net8）を構成する際にエラーが発生したとします。この場合
は、Oracle Fail Safeによってクラスタワイド操作がロールバックされ、データベースは
スタンドアロン・データベースのままになります。この問題を解決するには、次の手順
を実行します。

1. 「クラスタの検証」操作を実行して、クラスタ・ネットワーク構成が適切かどうか
を確認します。

2. 「スタンドアロン・データベースの検証」操作を実行して、ネットワーク（Net8ま
たは SQL*Net）が機能していることを確認します。

3. スタンドアロン・データベースをグループに追加してみます。

4. データベースをグループに追加する操作に失敗した場合は、7.11.7.4項に記述され
ている方法に従って、SQL*Netまたは Net8のロールバック・ファイルを調べてく
ださい。

� 次のことを確認します。

– データベース・ファイルが共有クラスタ・ディスク上にあること

Oracle Fail Safeでは、構成内の各ディスクについて、ディスクが共有ディスク・イ
ンターコネクト上にあるかどうを判断します。データベース・ファイルがクラスタ
化されていないディスク上にある場合は、そのデータベースを移動して共有クラス
タ・ディスク上に置く必要があります。

– 「リソースをグループに追加」ウィザードで次の情報を正しく指定してあること

* データベースのアクセスに使用するユーザー名とパスワード

* データベースのパラメータ・ファイル

* （ネット）サービス名

* データベース名

* インスタンス名
可用性を高めるためのデータベースの構成 7-47



可用性の高い Oracleデータベースに関連するエラー処理と問題のトラブルシューティング
7.11.4 グループのオンライン化の問題グループのオンライン化の問題グループのオンライン化の問題グループのオンライン化の問題
データベースが含まれるグループのオンライン化の際に問題が発生した場合は、次のことを
行ってください。

� グループを検証します。

（Oracle Fail Safe Managerの「トラブルシューティング」メニューから）「グループの検
証」コマンドを使用すると、Oracle Fail Safeではグループの構成をチェックし、問題が
見つかると修正を行います。「グループの検証」コマンドで問題を修正できない場合は、
その問題を手動で解決するヒントとなるエラー・メッセージが返されます。

「グループの検証」コマンドで問題が見つかった場合には、その後の手順についてユー
ザーの応答が求められます。

� SQL*Netまたは Net8のリスナー・ログを確認します。

SQL*Netまたは Net8では、エラーの検出や、リスナーを介したデータベースへのアク
セスのたびに、リスナー・ログ・ファイルにエントリを作成します。このログ・ファイ
ルの中に、問題の識別に役立つエラーがないかどうかを調べます。

– Oracle7システムでは、ログ・ファイルは次の場所にあります。
<Oracle_Home>¥Network¥Log

– Oracle8または Oracle8i システムでは、ログ・ファイルは次の場所にあります。
<Oracle_Home>¥Net80¥Log

� データベースのネット・サービス名を調査します。

Oracle Fail Safeデータベース・リソース DLLでは、Is Aliveポーリング間隔でグループ
内の各データベースにアクセスします。（Is Aliveポーリング間隔は、Oracle Fail Safe 
Manager内のデータベースの「フェイルオーバー」プロパティのページに表示されま
す。）DLLでは、データベース接続情報を使用してデータベースにアクセスします。
データベース・アクセス情報が変更されている場合、データベースへのアクセスに失敗
します。したがって、MSCSではデータベース・リソースを aliveではないと見なしま
す。

� SQL*Netまたは Net8の構成データを確認します。

サーバー・システム上の LISTENER.ORAファイル、およびサーバーとクライアントの
両方のシステム上の TNSNAMES.ORAファイルには、クラスタ内のグループに対する
有効な仮想サーバー・アドレスが含まれていなければなりません。

� グループ内の各リソースを個別にオンライン化します。

グループ内に複数のデータベースが存在する場合、この方法で問題の原因となっている
データベースを識別できます。

� データベースの保留タイムアウト値が十分であることを確認します。

データベースを含むグループがオンライン化に失敗する、または頻繁にフェイルオー
バーする場合は、保留タイムアウト値が正しく設定されているかチェックしてくださ
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い。データベースの保留タイムアウト値の設定が低すぎると、オンライン化の失敗、頻
繁なフェイルオーバーが発生します。

保留タイムアウト値には、クラスタ・ソフトウェアでデータベースがオンライン（また
はオフライン）になってから操作が失敗したと判断されるまでの時間を指定します。応
答時間の長さをクラスタ・システムにより使用不能状態と判断される可能性を避け、か
つ障害発生時のフェイルオーバー応答時間を最小限に抑えられるよう、適切な値を設定
してください。

保留タイムアウト値を設定するには、次のようにデータベース・プロパティを変更しま
す。

1. Oracle Fail Safe Managerのツリー・ビューで、データベース名を選択します。

2. 「ポリシー」「ポリシー」「ポリシー」「ポリシー」タブをクリックします。

3. 「保留タイムアウト」「保留タイムアウト」「保留タイムアウト」「保留タイムアウト」ボックスで保留タイムアウト値を変更します。

� データベース認証アカウントが、パスワードを伴う INTERNALアカウントであること
を確認します。さらに、データベースのパスワード・ファイル内の初期化パラメータ
REMOTE_LOGIN_PASSWORDFILEが、SHAREDまたは EXCLUSIVEに設定されてい
ることを確認します。

� Oracle Fail Safeでデータベースへのアクセスに使用するアカウントのパスワードが変更
されている場合は、Oracle Fail Safe Managerでその変更を更新します。

Oracle Fail Safeでデータベースへのアクセスに使用するアカウントのパスワードを変更
後、Oracle Fail Safe Managerでその情報を更新しない場合、データベースに対するポー
リングは失敗します。Oracle Fail Safeのデータベース・パスワードの変更を更新する方
法の詳細は、7.5.2項を参照してください。

7.11.5 データベース管理者の認証（データベース管理者の認証（データベース管理者の認証（データベース管理者の認証（Internalとしての接続）としての接続）としての接続）としての接続）
Oracle Fail Safeでデータベースをオンラインまたはオフラインの状態にしようとして問題が
発生することがあります。この問題の原因として、データベース管理者の認証の設定方法に
問題があることが考えられます。この問題を解決するには、次の方法を実行してください。

� 「リソースをグループに追加」ウィザードで「このアカウントを使用」を選択し、デー
タベース・ユーザー・アカウントを指定した場合は、データベース初期化パラメータ・
ファイルで REMOTE_LOGIN_PASSWORDFILE初期化パラメータが SHAREDまたは
EXCLUSIVEに設定されていることを確認します。

「リソースをグループに追加」ウィザードで「OS認証を使用」を選択した場合は、デー
タベース初期化パラメータ・ファイルで REMOTE_LOGIN_PASSWORDFILE初期化パ
ラメータが NONEに設定されていることを確認します。

7.5項に、データベース管理者認証に対してこのパラメータを適切に設定する方法を説
明します。
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� Oracle Fail Safeでグループ内のデータベースにアクセスできることを確認します。

グループの検証や、データベースがオンライン状態であることを確認するためのポーリ
ングなど、Oracle Fail Safe Serverにより実行される一部の操作では、Oracle Fail Safeで
グループ内にあるデータベースにアクセスできる必要があります。データベースをグ
ループに追加したときにデータベース・アカウント・パスワードを正しく指定しなかっ
た場合、あるいはそのパスワードが変更された場合は、それを更新する必要がありま
す。この更新を行わないと、Oracle Fail Safeではそのデータベースをオフラインにしま
す。

7.5.2項には、データベース・パスワードの正しい更新方法が説明されています。

Windowsシステムでのデータベース管理者アカウントのパスワードを変更する場合は、
Oracle Fail Safe Managerで使用されるパスワード情報も更新する必要があります。変更
しないと、データベースのクラスタ・ポーリングが失敗し、そのデータベースはオフラ
インになります。

7.11.6 サンプル・データベースの問題サンプル・データベースの問題サンプル・データベースの問題サンプル・データベースの問題
サンプル・データベースの作成時または削除時にエラーが発生することがあります。この場
合には、次の点を確認してください。

� 「サンプル・データベースの作成」コマンドで「サンプル・データベースの作成」スク
リプト・ファイルを開くことができない場合は、Oracle Fail Safeソフトウェアを使用し
てそのサンプル・データベース・ファイルを再インストールするか、またはファイルを
CD-ROMから直接アクセスします。その後、再度「サンプル・データベースの作成」
操作を実行します。サンプル・データベース・ファイルのインストール方法の詳細は、
『Oracle Fail Safeインストレーション・ガイド』を参照してください。

� Oracle8または Oracle8i 用の Oracle Fail Safeサンプル・データベース・ファイルがクラ
スタにインストールされていないまま、Oracle8または Oracle8i のサンプル・データ
ベース作成を試みたり、Oracle Fail Safeのインストール後に Oracleデータベース・ソ
フトウェアをインストールすると、次のエラー・メッセージが表示されます。

FS-10270: Oracle Fail Safeサンプル・データベースのファイルがインストール・ディレクトリ
またはCD-ROMに存在しません。

Oracle Fail Safeのインストール・プログラムを実行して Oracleデータベースのサンプ
ル・ファイルをインストールするか、または Oracle Fail Safe CD-ROMをロードしてか
らでないと、サンプル・データベースは作成できません。Oracle Fail Safeのインストー
ル時には、サンプル・データベースの作成先のクラスタ・ノードに現在インストールさ
れているデータベース・リリースに対応するサンプル・データベース・ファイルのみが
インストールされます。

Oracle Fail Safeをインストールした後で Oracleデータベース・サーバーのバージョン
をインストールする場合は、インストールした Oracleデータベース・サーバーのバー
ジョンに対応するサンプル・データベース・ファイルのみをインストールします。
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� 「サンプル・データベースの削除」コマンドが失敗した場合は、サンプル・データベー
スではないデータベースを選択している可能性があります。選択したデータベースがサ
ンプル・データベースであることを確認してから、削除操作をもう一度実行してみてく
ださい。

Oracle Fail Safeでは、サンプル・データベースの情報は、Windowsレジストリ内に
HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥FailSafe¥SampleDBキーで格納さ
れます。

削除したサンプル・データベースが Oracle Fail Safe Managerのツリー・ビューに表示
される場合、Windowsレジストリからそのデータベースのエントリが消去されている
かどうか確認してください。

7.11.7 仮想サーバーの構成で検出される問題仮想サーバーの構成で検出される問題仮想サーバーの構成で検出される問題仮想サーバーの構成で検出される問題
スタンドアロン・データベースまたはグループに構成されているデータベースに接続しよう
として問題が検出された場合は、データベースの Net8（または SQL*Net）構成を調べる必
要があります。

Oracle Fail Safeでは、Net8（または SQL*Net）構成の検証と修復を支援する「グループの
検証」および「スタンドアロン・データベースの検証」操作が提供されています。詳細は、
6.1.2項および 6.1.3項を参照してください。

7.11.7.1 仮想アドレスの構成で発生する問題仮想アドレスの構成で発生する問題仮想アドレスの構成で発生する問題仮想アドレスの構成で発生する問題
Oracle Fail Safeは仮想アドレス情報を構成するとき、Net8または SQL*Netの
LISTENER.ORAファイルおよび TNSNAMES.ORAファイルを変更し、リスナーを停止して
から再起動します。発生する可能性のある問題と問題を解決するための処置を、次のリスト
に示します。

� FS-10070: Net8（または SQL*Net）: %s

このメッセージ・コードは、Net8の LISTENER.ORAおよび TNSNAMES.ORAファイ
ルの解析（読込みまたは更新）に問題があることを報告するものです。

– 不適切な更新やファイルの破損によりファイルが無効となった場合、Oracle Fail 
Safeではこれらのファイルを使用して仮想サーバー情報を構成できません。有効な
バージョンのファイルを取り出すか、Oracle Net8 Assistantを使用してファイルを
作成し直します。

– これらのファイルが有効な場合は、操作で使用されているグループのネット・サー
ビス名、データベース SIDおよびネットワーク名が正しいかどうかをチェックしま
す。情報が不適切であると、仮想サーバーの構成でエラーが生じることがありま
す。同じデータベース SIDが、2つ以上のリスナーに含まれていないことを確認し
てください。複数の Oracleホームを伴ったシステムでは、すべての
LISTENER.ORAファイルをチェックします。
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� FS-10066: Net8（または SQL*Net）リスナーの NTサービス <name>の起動に失敗しまし
た

リスナーの定義変更や新規リスナーの定義作成後、Oracle Fail Safeではリスナーが起動
されます。

多くの場合、このエラーは、別のリスナーがすでにデータベースをリスニングしている
ことが原因で発生します。システム上で 1つのリスナーに限り、特定のアドレスまたは
データベース SIDのリスニングが可能です。たとえば、LISTENER_Aが次のような定
義の場合、システム上のその他のリスナーでは、IPCプロトコルを使用したキー ORCL
のリスニング、TCPプロトコルを使用したホスト server_Aでのポート 1521のリスニン
グ、ORCL SID名のリスニングができません。

LISTENER = 
    (ADDRESS_LIST=  
        (ADDRESS= 
                  (PROTOCOL=IPC) 
                 (KEY=ORCL) 
        ) 
        (ADDRESS=  
            (PROTOCOL=TCP) 
            (Host=server_A) 
            (Port=1521) 
        ) 
    ) 

 SID_LIST_LISTENER = 
    (SID_LIST=  
        (SID_DESC=  
            (SID_NAME=ORCL) 
        ) 
    ) 

他のリスナーで LISTENER_Aと同じアドレスまたはデータベース SIDを使用しようと
すると、起動に失敗します。

この問題が発生すると、Oracle Fail Safeでは、更新されたリスナーおよびネット・サー
ビス名の定義が含まれた LISTENER.ORAファイルおよび TNSNAMES.ORAファイル
をロールバック・ファイルとして保存します。ロールバック・ファイルのファイル名
は、<filename>_RLB.ORAです。

ロールバック・ファイルを読み込んでリスナー定義を探し、システム上で稼働している
他のすべてのリスナー定義と照合する必要があります。リスナー間でアドレスまたは
データベース SID名が重複しないようにしてください。ここでも、複数の Oracleホー
ムを使用するシステムでは、すべての LISTENER.ORAファイルをチェックしてくださ
い。
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� リスナーを起動できない一般的な原因のもう 1つは、仮想アドレスです。リスナーが使
用する仮想アドレスは、Oracle Fail Safeがリスナーを起動しようとしているノード上で
アクティブでなければなりません。

ネットワーク構成問題のトラブルシューティングに関する詳細は、Net8のマニュアル（ロ
グ・ディレクトリの情報を含む）を参照してください。

7.11.7.2 リスナー作成時の問題リスナー作成時の問題リスナー作成時の問題リスナー作成時の問題
Oracle Fail Safe Managerでは、Listener制御ユーティリティ（LSNRCTL）を使用して新規
リスナーを作成し、Oracleホームにあるファイルに出力します。

たとえば、Oracleホームとネットワーク・ディレクトリのパスが
C:¥ORANT¥NET80¥ADMINの場合、リスナー出力ファイルは、次のディレクトリおよび
ファイルに書き込まれます。

C:¥ORANT¥NET80¥LOG¥fslnode.out

各リスナーには、リスナー名に .out拡張子が付いた名前の出力ファイルがあります。（この
例では、リスナー名は fslnodeです。）新規リスナーの作成が困難な場合は、出力ファイルを
使用して問題を診断できます。

7.11.7.3 アーカイブされたアーカイブされたアーカイブされたアーカイブされた LISTENER.ORAまたはまたはまたはまたは TNSNAMES.ORA
ファイルファイルファイルファイル
Oracle Fail Safeが LISTENER.ORAまたは TNSNAMES.ORAを変更すると、そのファイル
の元のバージョンが毎回アーカイブされます。Oracle Fail Safeによって変更される前の
SQL*Netまたは Net8のネット・サービス名定義やリスナー定義を参照する必要がある場合
は、構成ファイルのアーカイブ・バージョンを調べます。

Oracle Fail Safeは、アーカイブされたバージョンの構成ファイルを 2つ前の分まで保持しま
す。アーカイブされたバージョンのファイル名の形式は、<filename>_000.ORAおよび
<filename>_001.ORAとなります。<filename>_000.ORAが最新のファイルです。

7.11.7.4 ロールバック・ファイルロールバック・ファイルロールバック・ファイルロールバック・ファイル
SQL*Netまたは Net8構成ファイルの変更後、Oracle Fail Safeである操作の実行中にエラー
を検出すると、そのファイルの更新済バージョンが <filename>_RLB.ORAとして保存されま
す。その後、ファイルの元のバージョンがリストアされます。

このロールバック・バージョンのファイルは、問題の診断に役立つことがあります。
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7.11.8 セキュリティ・アクセスおよび認証の問題セキュリティ・アクセスおよび認証の問題セキュリティ・アクセスおよび認証の問題セキュリティ・アクセスおよび認証の問題
アクセスおよび認証の問題は、Oracle Enterprise Managerを介して操作を実行する場合に最
も多く発生します。

次に、典型的な認証の問題をいくつか示します。

� Oracle Fail Safeへの接続時に、Oracle Enterprise Managerから次のようなエラーが発生

FS-10101: クラスタ上のユーザー <ユーザー名 >の認証に失敗しました。

Oracle Enterprise Managerコンソールで、クラスタのユーザー設定項目がすべてのクラ
スタ・ノードに対するWindows管理者の設定になっており、ユーザ名とドメインが正
しく指定されていることを確認してください。（Oracle Enterprise Managerのリリース
2.0または 2.1では、クラスタの優先接続情報を指定できないため、適用されません。）

� Oracle Enterprise Managerから Oracle Fail Safeに送ったジョブが、「ユーザーの認証に
失敗しました」というエラーで失敗

– クラスタ内のそれぞれのノード上で、「バッチ ジョブでログオン」のアクセス権限
を使用して設定されたWindowsアカウントを持っていることを確認します。

– Oracle Enterprise Managerで、クラスタ内の各ノードに対するユーザー設定項目
が、クラスタ内の各ノードのローカル・アカウントのユーザー名とパスワードと一
致していることを確認します。

� グループ内に構成されているデータベースに対して操作やアクセスを実行すると、
「ORA-01031: 権限が不十分です」というエラーが発生

– サンプル・データベースの作成、グループへのデータベースの追加を実行する場合
は、データベースの認可情報にパスワードと INTERNALアカウントが使用されて
いることを確認します。

– Oracle Enterprise Managerからデータベースにアクセスする場合、各データベース
のユーザー設定項目がデータベースの INTERNALアカウントと一致していること
を確認します。

7.11.9 クライアントがデータベースにアクセスできないクライアントがデータベースにアクセスできないクライアントがデータベースにアクセスできないクライアントがデータベースにアクセスできない
ユーザーおよびクライアント・アプリケーションがグループ内に構成されているデータベー
スにアクセスできない場合は、次の手順を実行して問題を修正します。

1. グループに対して仮想サーバーを使用するように、TNSNAMES.ORAファイルを更新
します。

2. 「グループの検証」コマンドを実行して、ネットワーク（Net8または SQL*Net）構成の
有効性を検査します。
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可用性を高めるための可用性を高めるための可用性を高めるための可用性を高めるための Oracle WebDB

リスナーの構成リスナーの構成リスナーの構成リスナーの構成

Oracle WebDBは、Webデータベース・アプリケーションおよびコンテンツ・ドリブン
Webサイトの構築、配置、監視に有効です。Oracle WebDBを使用すると、迅速かつ容易に
Webから Oracleデータベースを使用できるようになります。

Oracle Fail Safeは、可用性の高い Oracle WebDBリスナーを構成する際に役立ちます。ある
クラスタ・ノードが停止または障害を起こした場合、WebDBリスナーを含むグループは別
のクラスタ・ノードに自動的にフェイルオーバーし、クライアントは、通常、数秒以内に
WebDBリスナーおよびWebサイトへのアクセスを再開できます。Webクライアントは、
ブラウザの「再読み込み」または「更新」ボタンをクリックするか、または Oracle WebDB
リスナーの（仮想アドレスを指す）URLを再入力して、Oracle WebDBリスナーに再接続し
ます。

この章では、次の項目について説明します。
 

項目項目項目項目 参照参照参照参照

概要 8.1項

スタンドアロン Oracle WebDBリスナーの検出 8.2項

Oracle WebDBリスナーのグループへの追加 8.3項

Oracle WebDBリスナーへのクライアント接続 8.4項

Oracle WebDBリスナーまたは PL/SQL設定の変更 8.5項

Oracle WebDBリスナーのセキュリティ要件 8.6項

Oracle WebDBのインストールに関するヒント 8.7項

可用性の高い Oracle WebDBリスナーに関連する問題のトラブ
ルシューティング

8.8項
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概要
この章では、Oracle Fail Safeを使用して Oracle WebDBリスナーの可用性を高める方法につ
いて説明していますが、インターネット・ソリューション全体の可用性を高めるには、
Oracle WebDBをインストールしたデータベースの可用性およびアプリケーション（Oracle 
Forms、Oracle Reports、Oracle Applicationsなど）の可用性も向上させる必要があります。
Oracle WebDBをインストールしたデータベースは、他の Oracleデータベース・サーバー同
様に構成します。可用性が向上するように Oracleデータベース・サーバーを構成する方法
の詳細は、第 7章を参照してください。

8.1 概要概要概要概要
図 8-1に、データベース層に可用性が高まるようにWebDBリスナーおよびWebDBデータ
ベースを構成した、2つのノードから成るクラスタを示します。これは、典型的な Oracle 
WebDB構成です。

図図図図 8-1 可用性の高い可用性の高い可用性の高い可用性の高い Oracle WebDB構成のための構成のための構成のための構成のための 2層アーキテクチャ層アーキテクチャ層アーキテクチャ層アーキテクチャ

図 8-2に、アプリケーション層に可用性が高まるように Oracle WebDBリスナーを構成し、
データベース層に Oracle WebDBデータベースを構成し、クライアント層にWebブラウザ
をインストールして 3層アーキテクチャを作成した、2つのノードから成るクラスタを示し
ます。この構成は、Oracle Applicationsのインストール時など、他のアプリケーションの可
用性も高める場合に使用できます。

クライアント層�

データベース層クラスタ�

Webブラウザ�

Oracle WebDBリスナー�
Oracle WebDBデータベース�
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概要
図図図図 8-2 可用性の高い可用性の高い可用性の高い可用性の高い Oracle WebDB構成のための構成のための構成のための構成のための 3層アーキテクチャ層アーキテクチャ層アーキテクチャ層アーキテクチャ

クライアント層�

アプリケーション層クラスタ�

データベース層クラスタ�

Webブラウザ�

Oracle WebDBがインストール�
されているOracleデータベース・�
サーバー�

Oracle WebDBリスナー�
可用性を高めるための Oracle WebDBリスナーの構成 8-3



スタンドアロン Oracle WebDBリスナーの検出
8.2 スタンドアロンスタンドアロンスタンドアロンスタンドアロン Oracle WebDBリスナーの検出リスナーの検出リスナーの検出リスナーの検出
Oracle Fail Safe Managerでは、スタンドアロン Oracle WebDBリスナーを検出できません。
可用性が高まるように Oracle WebDBリスナーを作成して構成するには、Oracle Fail Safe 
Managerの「リソースをグループに追加」ウィザードを使用します。

8.3 Oracle WebDBリスナーのグループへの追加リスナーのグループへの追加リスナーのグループへの追加リスナーのグループへの追加
可用性が高まるように Oracle WebDBリスナーを構成するには、Oracle WebDBリスナーを
少なくとも 1つの仮想アドレスが含まれているグループに追加します。Oracle Fail Safeによ
り、Oracle WebDBリスナーが依存する他のすべてのリソースが追加されます。通常、この
グループには次のリソースが含まれます。

� 仮想アドレス（IPアドレスとネットワーク名）。

� Oracle WebDBリスナー。

� Oracle WebDB構成ファイルが常駐する全クラスタ・ディスク。

� また、Oracle WebDBリスナーによりアクセスされる Oracle WebDBデータベース、お
よびデータベースの依存リソースが含まれる場合があります。

8.3.1 構成前に構成前に構成前に構成前に
Oracle WebDBリスナーをグループに追加する前に、次のことに注意してください。

� Oracle WebDBリスナーをグループに作成して追加する場合、仮想アドレスおよびポー
トの組合せは、別コンポーネント（別のWebサーバーなど）で使用されていないもの
にします。Oracle Application Serverをインストールした場合、作成したデフォルト
Webリスナーで使用されている組合せも使用できません。詳細は、12.7.1項を参照して
ください。

� Oracle WebDBリスナーは、Oracle WebDBリスナーの可能所有者となる全クラスタ・
ノードにインストールします。詳細は、8.7項を参照してください。

� グループには、少なくとも 1つの仮想アドレスが含まれている必要があります。

8.3.2 Oracle WebDBリスナーの構成手順リスナーの構成手順リスナーの構成手順リスナーの構成手順
Oracle Fail Safe Managerにより、Oracle WebDBリスナーの可用性が高まるように必要な手
順が自動化されます。Oracle Fail Safe Managerの「リソースをグループに追加」ウィザード
で、リソース・タイプに Oracle WebDBリスナーを指定してください。

表 8-1に、可用性が高まるように Oracle WebDBリスナーを構成する際に必要な作業の一覧
を示します。各作業の手順ごとの指示は、Oracle Fail Safeのオンライン・ヘルプとチュート
リアルを参照してください。Oracle Fail Safe Managerのメニュー・バーで、「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」→→→→
「キーワードで検索」「キーワードで検索」「キーワードで検索」「キーワードで検索」を選択するか、または「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」→→→→「チュートリアル」「チュートリアル」「チュートリアル」「チュートリアル」を選択します。
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表表表表 8-1 Oracle WebDBリスナーの構成手順リスナーの構成手順リスナーの構成手順リスナーの構成手順

手順手順手順手順 処置処置処置処置 説明説明説明説明

1 Oracle WebDBリスナーの
可能所有者となる各クラスタ・
ノードのプライベート・ディスク
上に、Oracle WebDBリスナーが
インストールされていることを
確認

インストールの詳細情報は、Oracle WebDBのマニュアルを参照してく
ださい。

2 Oracle Fail Safeのインストール時
に Oracle WebDBリスナー・
コンポーネントをインストール

Oracle Fail Safe Serverをインストールするときに、「使用可能な製品コ
ンポーネント」リストから Oracle WebDBリスナー・コンポーネントを
選択します。これで DLLファイルをインストールします。詳しい指示
は、『Oracle Fail Safeインストレーション・ガイド』を参照してくださ
い。

3 Oracle Fail Safe Managerの起動 Windowsの「スタート」メニューから、次の順に選択します。
「「「「Oracle - <Oracle_Home>」」」」→→→→「「「「Oracle Fail Safe Manager」」」」

4 クラスタの検証 「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」→→→→「クラスタの検証」「クラスタの検証」「クラスタの検証」「クラスタの検証」を選択して、クラス
タのハードウェアおよびソフトウェア構成を検証するプロシージャを実
行します。

5 グループの作成および 1つ以上の
仮想アドレスの追加

「グループ」「グループ」「グループ」「グループ」→→→→「作成」「作成」「作成」「作成」を選択して、「グループの作成」ウィザードを実
行します。このウィザードを使用して、フェイルオーバーおよびフェイ
ルバック・ポリシーを設定します。「リソースをグループに追加」ウィ
ザードが自動的に開くので、ここで仮想アドレスをグループに追加しま
す。（仮想アドレスをさらにグループに追加するには、「リソース」「リソース」「リソース」「リソース」→→→→
「グループに追加」「グループに追加」「グループに追加」「グループに追加」を選択します。）

6 グループへの Oracle WebDB
リスナーの追加

「リソース」「リソース」「リソース」「リソース」→→→→「グループに追加」「グループに追加」「グループに追加」「グループに追加」を選択して、「リソースをグループに
追加」ウィザードを実行します。このウィザードは、可用性の高い
Oracle WebDBリスナーを作成および構成する際に役立ちます。

7 グループの検証 「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」→→→→「グループの検証」「グループの検証」「グループの検証」「グループの検証」を選択して、グルー
プ、仮想アドレス、リソースまたはフェイルオーバー構成に問題がない
かどうかを確認し、問題があれば修正します。

8 その他のアプリケーション・
コンポーネントをフェイル
オーバー用に構成

その他のアプリケーション・サーバーおよびデータベース・サーバーを
Oracle Fail Safeを使用して構成し、Webベースのアプリケーション全体
の可用性が高くなるようにします。
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8.3.3 Oracle WebDBリスナーの構成データリスナーの構成データリスナーの構成データリスナーの構成データ
Oracle Fail Safe Managerには、可用性が向上するように Oracle WebDBリスナーを構成す
る際に役立つ「リソースをグループに追加」ウィザードがあります。「リソースをグループ
に追加」ウィザードを使用する場合、次のデータが必要です。

� Oracle WebDBリスナーを実行する仮想アドレス

� Oracle WebDBリスナーのクラスタ内で一意の名前

� 仮想アドレスと組み合せて、クラスタ内の一意のアドレスを指定するポート番号

� Oracle Fail Safeで Oracle WebDBリスナー構成ファイルを作成するクラスタ・ディスク

� Oracle WebDBリスナーでアクセスするデータベース・サーバー名、データベースにア
クセスするためのアカウント名およびパスワード（オプション）

Oracle WebDBリスナーをグループに追加するクラスタワイド操作は、次の場合に失敗しま
す。

� 同じ名前を持つ別のクラスタ・リソースがすでに存在する場合

� 別のリスナー（Oracle Application Server Webリスナー、Oracle HTTP Web Server、
Oracle TNSリスナーなど）で同一の IPアドレスとポートをリスニングしている場合

次の各項では、Oracle WebDBリスナーをグループに追加するためのデータ要件を詳細に説
明します。

8.3.3.1 ノードの選択ノードの選択ノードの選択ノードの選択
Oracle WebDBリスナーをグループに追加する際に、クラスタが 2つのノードで構成されて
おり、そのうち 1つのノードが使用できない場合、どのノードを Oracle WebDBリスナーの
可能所有者とするのかを指定するように求められます。このような場合、図 8-3に示すよう
に、ウィザード・ページには使用できないノードとその理由が表示されます。
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図図図図 8-3 使用できないノードがある場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ使用できないノードがある場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ使用できないノードがある場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ使用できないノードがある場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ

8.3.3.2 Oracle WebDBリスナーの仮想アドレスリスナーの仮想アドレスリスナーの仮想アドレスリスナーの仮想アドレス
Oracle WebDBリスナーをグループに追加するには、そのグループに少なくとも 1つの仮想
アドレスが含まれている必要があります。図 8-4に示すように、Oracle WebDBリスナーを
追加するグループ内に複数の仮想アドレスが含まれている場合、Oracle WebDBリスナーと
関連付ける仮想アドレスを選択するように要求されます。

この仮想アドレス（および次のウィザード・ページで指定するポート番号）は、8.4項で説
明するように、アプリケーションで Oracle WebDBサイトへの接続のために指定するホスト
となります。
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図図図図 8-4 Oracle WebDBリスナーの「仮想アドレスの選択」ウィザード・ページリスナーの「仮想アドレスの選択」ウィザード・ページリスナーの「仮想アドレスの選択」ウィザード・ページリスナーの「仮想アドレスの選択」ウィザード・ページ

8.3.3.3 Oracle WebDBリスナーの識別情報リスナーの識別情報リスナーの識別情報リスナーの識別情報
図 8-5に示すように、「リソースをグループに追加」ウィザードでは、Oracle WebDBリス
ナーの識別情報に関する次の情報が要求されます。

� Oracle WebDBリスナー名

クラスタ上の Oracle WebDBリスナーを一意に識別する名前です。

� Oracleホーム

Oracle Fail Safeで Oracle WebDBリスナーを作成する Oracleホームです。

� Oracle WebDBリスナーを実行するポート

このポート番号は、Oracle WebDBリスナーと関連付けられたグループ IPアドレスと組
み合せると、Oracle WebDBリスナーでリスニングするアドレスとなります。IPアドレ
スとポート番号の組合せは、クラスタ内で一意になるようにします。
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� Oracle Fail Safeで構成ファイルを作成する共有クラスタ・ディスク

Oracle WebDBリスナーをグループに追加すると、Oracle Fail Safeにより構成ファイル
が作成されます。これらのファイルが作成されるディスクは、フェイルオーバー後に
Oracle WebDBリスナーを実行しているどのノードからもアクセスできるように、共有
クラスタ・ディスクとする必要があります。

Oracle WebDBリスナー構成ファイルにディスクを指定すると、Oracle Fail Safeでは、
Oracle WebDBリスナーを追加するグループと同じグループにこのディスクを追加する
ので注意してください。他のグループのリソースによる依存がないディスクを選択して
ください。

Oracle Fail Safeでは、次のファイル指定で作成するディレクトリ内に、Oracle WebDB
リスナー構成ファイルを作成します。

<cluster-disk>:¥webdb_<virtual_address_name>¥<listener_name>

ここで、<cluster-disk>はこのウィザード・ページで指定するディスク、
<virtual_address_name>は Oracle WebDBリスナーと関連付けられた仮想アドレス、
<listener_name>はこのウィザード・ページで指定した Oracle WebDBリスナー名です。

Oracle WebDB構成ファイルは、次のとおりです。

– wdbsvr.app

Oracle Fail Safeにより、このファイルが作成されます。このファイルでは、このリ
スナーを介してアクセス可能な Oracle WebDBデータベースが定義されます。次の
ウィザード・ページでデータベースを指定する場合、Oracle Fail Safeではそのデー
タベースをファイルに指定します。リスナーの起動時に、wdbsvr.app構成ファイ
ルが読み込まれます。

このリスナーを介して複数のデータベースにアクセスするように構成できます。ま
た、リスナーで接続するデフォルト・データベースを指定できます。wdbsvr.app
ファイルを変更して、複数のデータベースあるいはデフォルト・データベースを指
定するには、Oracle WebDBマニュアルを参照してください。

– wdbsvr.cfg

Oracle Fail Safeにより、このファイルが作成されます。このファイルには、スレッ
ドの最大数および仮想ディレクトリのマップ表など、リスナーのパラメータに関連
する情報が含まれます。

– HTMLファイル

これらのファイルは、実行可能な Oracle WebDBリスナーのインストール時に作成
されます。Oracle Fail Safeでは、プライベート・ディスクのデフォルトの場所か
ら、指定する共有クラスタ・ディスクへファイルをコピーします。HTMLファイル
では、リスナーのプロパティを変更する使いやすいWebインタフェースが提供さ
れます。
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図図図図 8-5「「「「Oracle WebDBリスナーの識別情報」ウィザード・ページリスナーの識別情報」ウィザード・ページリスナーの識別情報」ウィザード・ページリスナーの識別情報」ウィザード・ページ

8.3.3.4 Oracle WebDBリスナーのデータベースリスナーのデータベースリスナーのデータベースリスナーのデータベース
図 8-6に示すように、「リソースをグループに追加」ウィザードでは、Oracle WebDBリス
ナーがアクセスするデータベースに関する情報が要求され、選択したデータベースの
TNSNAMES.ORAの更新に Oracle Fail Safeで使用する情報を表示します。このページでの
データ指定は、オプションです。

� Oracle WebDBリスナーが接続するデータベースはどれですか ?

Oracle WebDBがまだインストールされていないデータベースを選択します。ただし、
Oracle WebDBが当該データベースにインストールされる前に、ユーザーが Oracle 
WebDBリスナーを使用してデータベースへのアクセスを試行した場合は、Oracle 
WebDBリスナーによりエラーがレポートされます。

「なし」を選択した場合、WebDBリスナーの可用性を高めた後、データベース名を
wdbsvr.appファイル（[default_DAD]セクションの下）に追加する必要があります。
この追加作業には、Oracle WebDBリスナーの「パラメータ」タブ・ページを使用しま
す。
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� データベース詳細

「データベース詳細」ボックスには、選択したデータベースの TNSNAMES.ORAファイ
ルに示されるエントリが表示されます。このデータは、（Oracle Fail Safeでの Oracle 
WebDBリスナー作成時に）Oracle WebDBリスナーの可能所有者である他のクラスタ・
ノード上の TNSNAMES.ORAファイルにコピーされます。

Oracle Fail Safeでは、実行されているノードにかかわらず Oracle WebDBリスナーで接
続情報を使用できるように、TNSNAMES.ORAファイルを Oracle WebDBリスナーの
可能所有者であるすべてのクラスタ・ノードのデータベース情報で更新します。

この Oracle WebDBリスナーを使用して他のデータベースにアクセスする場合、「リ
ソースをグループに追加」ウィザードの完了後、wdbsvr.appファイルに他のデータ
ベース・エントリを追加できます。詳細は、Oracle WebDBのマニュアルを参照してく
ださい。

図図図図 8-6「「「「Oracle WebDBリスナーのデータベース」ウィザード・ページリスナーのデータベース」ウィザード・ページリスナーのデータベース」ウィザード・ページリスナーのデータベース」ウィザード・ページ
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8.3.3.5 Oracle WebDBリスナーのアカウントリスナーのアカウントリスナーのアカウントリスナーのアカウント
「Oracle WebDBリスナーのデータベース」ウィザード・ページでデータベースを選択した場
合、次のウィザード・ページで、図 8-7に示すようにデータベース・ユーザー名、および
Oracle WebDBリスナーがデータベースへのアクセスに使用するアカウントのパスワードを
指定するように求められます。ユーザー名とパスワードは、両方またはどちらか一方を指定
するか、あるいはいずれの値も指定しなくても構いません。

ユーザー名を指定しない場合、WebDBリスナーの可用性を高めた後、ユーザー名を
wdbsrv.appファイル（[default_DAD]セクションの下）に追加する必要があります。この
追加作業には、Oracle WebDBリスナーの「パラメータ」タブ・ページを使用します。

パスワードを指定しない場合、Oracle WebDBリスナーの使用時にパスワードの指定を求め
られます。ユーザー名またはパスワードを指定した場合、暗号化されないまま wdbsvr.app
ファイルに保存されます。

図図図図 8-7「「「「Oracle WebDBリスナーのアカウント」ウィザード・ページリスナーのアカウント」ウィザード・ページリスナーのアカウント」ウィザード・ページリスナーのアカウント」ウィザード・ページ
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8.4 Oracle WebDBリスナーへのクライアント接続リスナーへのクライアント接続リスナーへのクライアント接続リスナーへのクライアント接続
クライアントは、次のように、Webブラウザでリスナーの仮想アドレスおよびポート番号を
URLとして指定し、Oracle WebDBリスナー（およびリスナーでリスニングするデータベー
ス）に接続します。

http://<virtual-address>:<port>

<virtual-address>は Oracle WebDBリスナーの仮想アドレス、<port>は Oracle WebDBリ
スナーのポート番号です。

たとえば、可用性の高い Oracle WebDBリスナーの仮想アドレスが ntclu4-6、ポート番号が
4846の場合、Oracle WebDBリスナーに接続するにはWebブラウザで次のように指定しま
す。

http://ntclu4-6:4846

8.5 Oracle WebDBリスナーまたはリスナーまたはリスナーまたはリスナーまたは PL/SQL設定の変更設定の変更設定の変更設定の変更
可用性が高まるように構成されたリスナーの Oracle WebDBリスナーまたは PL/SQL設定を
変更するには、次の URLを使用します。

� Oracle WebDBリスナー設定の変更

http://<virtual-address>:<port>/admin_/listener.htm?schema=webdb

� PL/SQLゲートウェイ設定の変更

http://<virtual-address>:<port>/admin_/gateway.htm?schema=webdb

いずれの場合も、<virtual-address>は Oracle WebDBリスナーの仮想アドレス、<port>は
Oracle WebDBリスナーのポート番号です。

8.6 Oracle WebDBリスナーのセキュリティ要件リスナーのセキュリティ要件リスナーのセキュリティ要件リスナーのセキュリティ要件
Oracle WebDBリスナーをクラスタ環境で実行する場合、特別な権限は不要です。Oracleの
リソースおよびアプリケーションを管理し、Oracle Fail Safe Managerを介して操作を実行す
るための適切な権限については、4.3項を参照してください。

8.7 Oracle WebDBのインストールに関するヒントのインストールに関するヒントのインストールに関するヒントのインストールに関するヒント
可用性が高まるように Oracle WebDBリスナーを構成するには、リスナーの可能所有者とな
るクラスタ・ノードすべてにリスナーをインストールする必要があります。（可能所有者
ノードの説明は、2.6.6項を参照してください。）Oracle WebDBリスナーで要求を受け取る
データベースは、フェイルセーフ Oracle WebDBデータベース、あるいはスタンドアロン
Oracle WebDBデータベースのいずれでも構いません。次に、可能なインストール・タイプ
を説明します。
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� Oracle WebDBデータベースの常駐していないクラスタに Oracle WebDBリスナーをイ
ンストールするには、次のようにします。

Oracle WebDBリスナーの可能所有者となる各クラスタ・ノードのプライベート・ディ
スクで、それぞれ Oracle WebDBリスナーのカスタム・インストールを実行します。

� フェイルセーフ Oracle WebDBデータベースの常駐するクラスタに Oracle WebDBリス
ナーをインストールするには、次のようにします。

1. Oracle WebDBリスナーの可能所有者となる各クラスタ・ノードのプライベート・
ディスクで、それぞれ Oracle WebDBリスナーのカスタム・インストールを実行し
ます。

2. Oracle WebDBデータベースを含むグループに対して「グループの検証」コマンド
を実行します。ウィザードで TNSNAMES.ORAファイルを更新するかどうかを問
われたら、「はい」を選択します。

3. ノードの 1つで、Oracle WebDBのカスタム・インストールを実行し、インストー
ル手順においてデータベース情報を求められたら、フェイルセーフ・データベース
を指定します。これにより、Oracle WebDBパッケージがフェイルセーフ・データ
ベースへインストールされます。このタイプの構成は、図 8-1に示されています。

� スタンドアロン Oracle WebDBデータベースの常駐するクラスタに Oracle WebDBリス
ナーをインストールするには、次のようにします。

1. Oracle WebDBリスナーの可能所有者となる各クラスタ・ノードのプライベート・
ディスクで、それぞれ Oracle WebDBリスナーのカスタム・インストールを実行し
ます。

2. リスナーの Oracle WebDBホームにある TNSNAMES.ORAを、スタンドアロン・
データベース情報で手動により更新します。

3. Oracle WebDBデータベースの常駐するノードで、もう 1つの Oracle WebDBのカ
スタム・インストールを実行し、製品リストのページで「Oracle WebDB」を選択
して、Oracle WebDBパッケージをスタンドアロン・データベースにインストール
します。インストール手順においてデータベース情報を求められたら、
TNSNAMES.ORAの更新（手順 2）に使用した情報を指定します。

必要な場合、可用性が高まるようにスタンドアロン Oracle WebDBデータベースを構成
できます。詳細は、第 7章を参照してください。

Oracle WebDBはいずれの Oracleホームにもインストールでき、またシステムに複数のバー
ジョンをインストールできます。Oracle WebDBリスナーをグループに追加する際、Oracle 
Fail Safeで使用する Oracle WebDBのインストールを選択します。
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8.8 可用性の高い可用性の高い可用性の高い可用性の高い Oracle WebDBリスナーに関連する問題のリスナーに関連する問題のリスナーに関連する問題のリスナーに関連する問題の
トラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティング

トラブルシューティング・ツール（「クラスタの検証」および「グループの検証」）に関する
一般情報は、第 6章に記載しています。Oracle WebDBリスナーのトラブルシューティング
に関する一般的な情報は、Oracle WebDBのマニュアルを参照してください。

Oracle WebDBリスナーを含むグループに「グループの検証」コマンドを発行すると、
Oracle Fail Safeでは、クラスタ・レジストリにある情報を構成ファイル内に記述されている
情報と比較します。情報が一致しない場合、Oracle Fail Safeにより問題を修正するかどうか
を尋ねられます。

「グループの検証」操作は、いつでも実行できます。ただし、次のような場合には必ず実行
します。

� グループまたはグループ内のリソースがオンライン化されない場合

� フェイルオーバーまたはフェイルバックが予定どおりに実行されない場合

� クラスタに新しいノードが追加された場合
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9

可用性を高めるための可用性を高めるための可用性を高めるための可用性を高めるための Oracle Forms Load

Balancer Serverの構成の構成の構成の構成

Oracle Fail Safeには、Oracle Forms Load Balancer Serverをグループに追加するウィザード
があり、Oracle Forms Load Balancer Serverを活用したWebベースの Oracle Formsアプリ
ケーションの可用性を向上させます。

Oracle Fail Safeには、可用性が高まるように Oracle Forms Serverを構成するウィザードも
あります。Oracle Forms Load Balancer Serverを使用する場合、Oracle Forms Serverよりも
Oracle Forms Load Balancer Serverの可用性が高まるように構成することをお薦めします。
（第 10章では、Oracle Forms Serverを可用性が向上するように構成する方法を説明します。）

この章では、次の項目について説明します。

項目項目項目項目 参照参照参照参照

概要 9.1項

スタンドアロン Oracle Forms Load Balancer Serverの検出 9.2項

Oracle Forms Load Balancer Serverのグループへの追加 9.3項

Oracle Forms Load Balancer Serverのセキュリティ要件 9.4項

起動パラメータの変更 9.5項

可用性の高い Oracle Forms Load Balancer Serverに関連する問題のトラブル
シューティング

9.6項
成 9-1



概要
9.1 概要概要概要概要
Oracle Forms Load Balancer Serverを使用すると、一連の中間層のコンピュータ（サー
バー・ファームと呼ばれることもある）のメンテナンス、これらのシステム間のサーバー・
トラフィックのロード・バランスを実行できます。ロード・バランスは、CGIサポートのあ
るWebサーバーで実行できる CGI-bin実行可能ファイルを使用して実装されます。

Oracle Forms Load Balancer Serverでは、様々なロード・バランス・セット内のすべての
Oracle Forms Serverの記録をとります。指定セットのサーバーの状態を記録し、その負荷を
示す統計を収集します。各 Form実行要求を、指定セット内で最も負荷の小さいコンピュー
タに送る役割を果たします。

各 Oracle Forms Load Balancer Clientでは、現在システムで実行中の Formsプロセス数など
の負荷情報を Oracle Forms Load Balancer Serverへ送信します。Oracle Forms Load 
Balancer Clientは、各システム上で Oracle Forms Serverとともに実行されます。

次の手順では、CGI-bin実行可能ファイルでロード・バランスを使用する際に発生するイベ
ントについて説明します。

1. Oracle Forms Load Balancer Clientでは、Oracle Forms Load Balancer Serverへ定期的
に負荷情報を送信します。この負荷情報には、各 Oracle Forms Load Balancer Clientで
実行中の合計プロセス数が含まれます。

2. ユーザーは、Forms CGI-bin実行可能ファイルを指す URLにアクセスします。

3. Forms CGI-bin実行可能ファイルでは、使用可能であり、負荷が最小のシステム名を
Oracle Forms Load Balancer Serverに問い合せます。

4. Forms CGI-bin実行可能ファイルでは、HTMLファイルを動的に作成し、負荷の最も小
さいシステムを Forms Serverを実行するシステムに指定して、ユーザーのWebブラウ
ザにこの HTMLファイルを返します。

5. ユーザーのWebブラウザでは、HTMLファイルで指定されたホストから Javaアプレッ
トをダウンロードするように要求します。

6. Javaアプレットでは、特定の Form Builderアプリケーション（.FMXファイル）を求め
る要求を Forms Serverに送信します。

7. サーバーでは、Forms Serverランタイム・エンジンと交信します。（サーバーは、アプ
リケーションの起動遅延が最小になるように、使用可能な一連のランタイム・エンジン
をメンテナンスします。）アクティブなユーザーは、専用のランタイム・エンジンを受
け取ります。

8. サーバーでは、ランタイム・エンジンと、ダイレクト・ソケット、HTTPまたはHTTPS
との接続を確立し、ソケット、HTTPまたは HTTPS情報を Javaアプレットへ送信しま
す。Javaアプレットでは、ランタイム・エンジンと、ダイレクト・ソケット、HTTPま
たは HTTPSとの接続を確立します。これで、Javaアプレットとランタイム・エンジン
は直接通信するようになり、サーバーは他のユーザーからの起動要求を受け入れること
が可能になります。（この時点では、アプリケーション・サーバーおよび Forms Server
のいずれも、アプレットとランタイム・エンジン間の通信に携わっていません。）Java
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概要
アプレットでは、ユーザーのWebブラウザのメイン・ウィンドウに、アプリケーショ
ンのユーザー・インタフェースを表示します。

9. ランタイム・エンジンは、データ・ソースに応じて、Net8または ODBC（Open 
Database Connectivity）を介して直接データベースと通信します。

10. Oracle Forms Load Balancer Clientでは、Oracle Forms Load Balancer Serverへ負荷情
報の送信を続けます。新規サービス要求のルートは、この情報に基づいて決定されま
す。

このようにして、Oracle Formsおよび Oracle Forms Load Balancer Serverでは、Oracle Fail 
Safeを使用せずに可用性の高いフォームを提供します。ただし、Oracle Forms Load 
Balancer Serverで障害が発生する場合があります。Oracle Forms Load Balancer Serverが使
用できなくなった場合、（手順 3にある）Oracle Forms CGI-bin実行可能ファイルでは最小
負荷のシステムに関する情報を受け取ることができません。かわりに、Forms CGI-binで
は、ユーザーのブラウザを Oracle Forms Load Balancer ServerのMetricsServerErrorURLパ
ラメータで指定した URLにリダイレクトします。

Oracle Fail Safeを使用して可用性の高い Oracle Forms Load Balancer Serverを構成すること
により、構成内の障害箇所をなくすことができます。

図 9-1に、Oracle Forms Load Balancer Serverと Oracle Webサーバーがデータベースとは
別のクラスタに常駐する階層化実装を示します。Oracle Forms Serverおよび Oracle Forms 
Load Balancer Clientは、いくつかのクラスタ化されていないシステム上に常駐しています。

図 9-1の 3つの層は次のとおりです。

� クライアント層 :　Webブラウザ、ユーザー・インタフェース・アプリケーション。

� アプリケーション層 :　2つのノードで構成されるクラスタ上の Oracle Forms Load 
Balancer ServerおよびWebサーバー。クラスタ化されていない一連のシステム上の
Oracle Forms Serverおよび Oracle Forms Load Balancer Client。

� データベース層 :　2つのノードで構成されるクラスタ上の Oracleデータベース・サー
バー。

階層化実装では、インターネット・ビジネス・ソリューションに対して高可用性を増分的に
展開できます。たとえば、Oracle Fail Safeを使用して、Oracle Forms Load Balancer Server
またはデータベースのコンポーネントで障害の発生する可能性のある箇所を削除したり、こ
の 2つの可用性が高まるようにクラスタ上に構成することができます。
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概要
図図図図 9-1 Oracle Forms Load Balancerを使用したを使用したを使用したを使用した Oracle Forms のののの 3層アーキテクチャ層アーキテクチャ層アーキテクチャ層アーキテクチャ

クライアント層�

�
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�
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9.2 スタンドアロンスタンドアロンスタンドアロンスタンドアロン Oracle Forms Load Balancer Serverの検出の検出の検出の検出
Oracle Fail Safe Managerを使用して、可用性が向上するように Oracle Forms Load Balancer 
Serverを構成します。Oracle Fail Safe Managerインタフェースでスタンドアロン Oracle 
Forms Load Balancer Serverを表示するには、まずスタンドアロン Oracle Forms Load 
Balancer Serverを検出する必要があります。Oracle Fail Safe Serverでは、Oracle Forms 
Load Balancer Serverを検出する際、Windowsサービス マネージャ内のリストを調べて
Oracle Forms Load Balancer Serverエントリを見つけ、可用性が高まるように構成されてい
るかどうかを判断します。Oracle Fail Safeでは、新しく検出されたサービスが Oracle Fail 
Safe Managerのツリー・ビューの「スタンドアロン・リソース」フォルダの下に表示されま
す。

9.3 Oracle Forms Load Balancer Serverのグループへの追加のグループへの追加のグループへの追加のグループへの追加
可用性が向上するように Oracle Forms Load Balancer Serverを構成するには、Oracle Forms 
Load Balancer Serverをグループへ追加します。Oracle Fail Safeには、既存の Oracle Forms 
Load Balancer Serverのグループへの追加や、Oracle Forms Load Balancer Serverの新規作
成とグループへの追加が可能なウィザードがあります。Oracle Forms Load Balancer Server
をグループに追加すると、Oracle Fail Safeでは Oracle Forms Load Balancer Serverが依存す
る他のすべてのリソースを追加します。通常、このグループには次のリソースが含まれま
す。

� Oracle Forms Load Balancer Server

� 1つ以上の仮想アドレス

Webサーバー（Oracle Application Serverまたは Oracle HTTP Server）および Forms Server
でアクセスするデータベースをグループに追加することにより、Webアプリケーション全体
の可用性を向上させることができます。Oracle Forms Load Balancer Server、Webサーバー
およびデータベースを追加するグループは、異なるグループでも構いません。

注意注意注意注意 : Oracle Forms Load Balancer Server自体はフェイルオーバー後にリカ
バリされますが、フェイルオーバー前にデータベースにコミットされなかっ
たフォーム入力データはすべて失われます。フェイルオーバー中に失われた
コミットの完了していないフォーム入力データは、ユーザーまたはアプリ
ケーションによる再入力が必要です。
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9.3.1 構成前に構成前に構成前に構成前に
Oracle Forms Load Balancer Serverをグループに追加する前に、次のことに注意してくださ
い。

� Oracle Forms Load Balancer Server実行可能ファイルは、Oracle Forms Load Balancer 
Serverの可能所有者である各クラスタ・ノードのプライベート・ディスク上にある
Oracleホームにインストールします。

� その他の必要な Oracle製品実行可能ファイルは、Oracle Forms Load Balancer Serverの
可能所有者である各クラスタ・ノード上の Oracleホーム（複数でも可）にインストー
ルします。

� グループには、少なくとも 1つの仮想アドレスが含まれている必要があります。

9.3.2 構成手順構成手順構成手順構成手順
Oracle Fail Safeにより、Oracle Forms Load Balancer Serverの可用性が高まるように必要な
手順が自動化されます。Oracle Fail Safeでは、既存の Oracle Forms Load Balancer Serverの
グループへの追加、Oracle Forms Load Balancer Serverの新規作成とグループへの追加が可
能です。

表 9-1に、可用性が高まるように Oracle Forms Load Balancer Serverを構成する際に必要な
作業の一覧を示します。各作業の手順ごとの指示は、Oracle Fail Safeのオンライン・ヘルプ
を参照してください。Oracle Fail Safe Managerのメニュー・バーで、「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」→→→→「キー「キー「キー「キー
ワードで検索」ワードで検索」ワードで検索」ワードで検索」を選択します。

表表表表 9-1 Oracle Forms Load Balancer Serverの構成手順の構成手順の構成手順の構成手順

手順手順手順手順 処置処置処置処置 説明説明説明説明

1 Oracle Forms Load Balancer Serverの可能所有者とな
るクラスタの各ノードのプライベート・ディスク上に、
Oracle Forms Load Balancer Serverソフトウェアがイ
ンストールされていることを確認

インストールの詳細情報は、Oracle Formsのマニュ
アルを参照してください。

2 Oracle Fail Safeのインストール時に Oracle Forms 
Load Balancer Serverコンポーネントをインストール

Oracle Fail Safe Serverをインストールするときに、
「使用可能な製品コンポーネント」リストから Load 

Balancer Serverコンポーネントを選択します。これ
により、Oracle Forms Load Balancer Serverの DLL
ファイルとWindowsレジストリ変数がインストー
ルされます。詳しい指示は、『Oracle Fail Safeインス
トレーション・ガイド』を参照してください。

3 Oracle Fail Safe Managerの起動 Windowsの「スタート」メニューから、次の順に選
択します。
「「「「<Oracle_Home>」」」」→→→→「「「「Oracle Fail Safe Manager」」」」
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9.3.3 Oracle Forms Load Balancer Serverの構成データの構成データの構成データの構成データ
Oracle Fail Safe Managerには、可用性が向上するように Oracle Forms Load Balancer Server
を構成する際に役立つ「リソースをグループに追加」ウィザードがあります。「リソースを
グループに追加」ウィザードを使用する場合、次のデータが必要です。

� Oracle Forms Load Balancer Serverと関連付ける仮想アドレス

� Oracle Forms Load Balancer Serverのクラスタ内で一意の名前

� Oracle Forms Load Balancer Serverが Oracle Forms Load Balancer Clientからのロード・
データをリスニングするデータ・ポート

4 クラスタの検証 「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」→→→→「クラスタの検証」「クラスタの検証」「クラスタの検証」「クラスタの検証」を
選択して、クラスタのハードウェアおよびソフト
ウェア構成を検証するプロシージャを実行します。

5 グループの作成および 1つ以上の仮想アドレスの追加 「グループ」「グループ」「グループ」「グループ」→→→→「作成」「作成」「作成」「作成」を選択して、「グループの作
成」ウィザードを実行します。このウィザードを使
用して、フェイルオーバーおよびフェイルバック・
ポリシーを設定します。「リソースをグループに追
加」ウィザードが自動的に開くので、ここで仮想ア
ドレスをグループに追加します。（仮想アドレスをさ
らにグループに追加するには、「リソース」「リソース」「リソース」「リソース」→→→→「グ「グ「グ「グ
ループに追加」ループに追加」ループに追加」ループに追加」を選択します。）

6 Oracle Forms Load Balancer Serverのグループへの
追加

「リソース」「リソース」「リソース」「リソース」→→→→「グループに追加」「グループに追加」「グループに追加」「グループに追加」を選択して、「リ
ソースをグループに追加」ウィザードを実行します。
このウィザードを使用すると、Oracle Forms Load 
Balancer Serverの選択1、データ・ポートおよびリク
エスト・ポートの指定、Oracle Forms Load Balancer 
Clientの最大数の指定が可能です。

7 グループの検証 「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」→→→→「グループの検証」「グループの検証」「グループの検証」「グループの検証」を
選択して、グループ、リソースまたはフェイルオー
バー構成に問題がないかどうかを確認し、問題があ
れば修正します。

8 Webサーバーをフェイルオーバー用に構成 Webサーバーを新規に作成して追加し、Oracle 
FormsアプリケーションをWeb上で使用できるよう
にします。Webサーバーを作成してグループに追加
する方法の詳細は、第 12章を参照してください。

1 既存の Oracle Forms Load Balancer Serverをグループに追加する場合は、「リソースをグループに追加」ウィザードで
（「Load Balancer Server名」ボックスから）その名前を選択できます。Oracle Forms Load Balancer Serverを新規に作成し
て追加する場合は、クラスタ内で一意となるような名前を指定してください。

表表表表 9-1 Oracle Forms Load Balancer Serverの構成手順（続き）の構成手順（続き）の構成手順（続き）の構成手順（続き）

手順手順手順手順 処置処置処置処置 説明説明説明説明
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Oracle Forms Load Balancer Serverのグループへの追加
� Oracle Forms Load Balancer Serverが Forms Web CGIによる最小負荷のホストへの要求
をリスニングするリクエスト・ポート

� Oracle Forms Load Balancer ServerにアクセスするOracle Forms Load Balancer Client
の最大数

Oracle Forms Load Balancer Serverをグループに追加するクラスタワイド操作は、同じ名前
のクラスタ・リソースが他に存在する場合に失敗します。

次の各項では、Oracle Forms Load Balancer Serverをグループに追加するためのデータ要件
を詳細に説明します。

9.3.3.1 ノードの選択ノードの選択ノードの選択ノードの選択
Oracle Forms Load Balancer Serverをグループに追加する際に、クラスタが 3つ以上のノー
ドから構成されている場合は、図 9-2に示すように、選択済ノードのリストを指定して、
Oracle Forms Load Balancer Serverの可能所有者となるノードを指定するように求められま
す。特定のノードを Oracle Forms Load Balancer Serverの可能所有者として指定しない場合
は、そのノードを「選択済ノード」リストから選択して、左矢印をクリックします。

2.6.6項では、可能所有者の概念について詳細に説明します。
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図図図図 9-2 全ノードが使用可能な場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ全ノードが使用可能な場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ全ノードが使用可能な場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ全ノードが使用可能な場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ

Oracle Forms Load Balancer Serverをグループに追加する際に、クラスタが 2つ以上のノー
ドで構成されており、そのうちの 1つ以上のノードが使用できない場合、どのノードを
Oracle Forms Load Balancer Serverの可能所有者とするのかを指定するように求められま
す。このような場合、図 9-3に示すように、ウィザード・ページには使用できないノードと
その理由が表示されます。
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Oracle Forms Load Balancer Serverのグループへの追加
図図図図 9-3 使用できないノードがある場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ使用できないノードがある場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ使用できないノードがある場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ使用できないノードがある場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ

9.3.3.2 Oracle Forms Load Balancer Serverリスナーの仮想アドレスリスナーの仮想アドレスリスナーの仮想アドレスリスナーの仮想アドレス
Oracle Forms Load Balancer Serverを追加するグループには、少なくとも 1つの仮想アドレ
スが含まれている必要があります。図 9-4に示すように、Oracle Forms Load Balancer 
Serverを追加するグループ内に複数の仮想アドレスが含まれている場合、Oracle Forms 
Load Balancer Serverと関連付ける仮想アドレスを選択するように要求されます。
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図図図図 9-4「仮想アドレスの選択」ウィザード・ページ「仮想アドレスの選択」ウィザード・ページ「仮想アドレスの選択」ウィザード・ページ「仮想アドレスの選択」ウィザード・ページ

9.3.3.3 Oracle Forms Load Balancer Serverの識別情報の識別情報の識別情報の識別情報
図 9-5に示すように、「リソースをグループに追加」ウィザードでは、Oracle Forms Load 
Balancer Serverの識別情報に関する次の情報が要求されます。

� Oracle Forms Load Balancer Server名

既存の Load Balancer Serverをグループに追加するには、既存の Oracle Forms Load 
Balancer Serverを選択します。Oracle Fail Safeに新規 Oracle Forms Load Balancer 
Serverを作成するように指示するには、クラスタ内で一意の名前を入力します。

� データ・ポート

これは、Oracle Forms Load Balancer Serverが Oracle Forms Load Balancer Clientから
のロード・データをリスニングする TCP/IPポート番号です。Oracle Forms Load 
Balancer Serverのデータ・ポート値は、Oracle Forms Load Balancer Clientすべてに対
して指定したデータ・ポート値と同じである必要があります。
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Oracle Forms Load Balancer Serverを新規作成する場合、デフォルト値は 9010です。既
存の Oracle Forms Load Balancer Serverのデフォルト値は、Oracle Forms Load 
Balancer Serverソフトウェアのインストール時に指定された値です。デフォルト値以外
の値は、デフォルト値（9010）が他のプログラムですでに使用されている場合を除いて
指定しないことをお薦めします。

� リクエスト・ポート

これは、Oracle Forms Load Balancer Serverが Forms Web CGIによる最小負荷のホス
トへの要求をリスニングする TCP/IPポート番号です。この値は、formsweb.cfgファイ
ルにMetricServerPortパラメータとして記述されます。このファイルの詳細は、Oracle 
Formsのマニュアルを参照してください。

Oracle Forms Load Balancer Serverを新規作成する場合、デフォルト値は 9020です。既
存の Oracle Forms Load Balancer Serverのデフォルト値は、Oracle Forms Load 
Balancer Serverソフトウェアのインストール時に指定された値です。デフォルト値以外
の値は、デフォルト値（9020）が他のプログラムですでに使用されている場合を除いて
指定しないことをお薦めします。

� Oracle Forms Load Balancer ServerにアクセスするOracle Forms Load Balancer Client
の最大数

必須の起動パラメータ変更の詳細は、9.5項を参照してください。

ウィザードでは、Oracle Forms Load Balancer Serverのトレース・レベルに設定する値を要
求しません。デフォルトでは、Oracle Fail Safeは Concurrent Managerを新規作成する際、
Oracle Forms Load Balancer Serverのトレース・レベルをゼロ（トレースなし）に設定しま
す。既存の Oracle Forms Load Balancer Serverをグループに追加すると、Oracle Fail Safeで
はトレース・レベルに Oracle Forms Load Balancer Serverの現在の設定を使用します。ト
レース・レベルにより、Oracle Forms Load Balancer Serverトレース・ファイルに記述する
情報量が決定します。トレース・レベルを変更するには、Oracle Fail Safeのツリー・ビュー
から「Oracle Forms Load Balancer Server」を選択し、「パラメータ」タブをクリックして必
要な変更を行います。
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図図図図 9-5「「「「Load Balancer Serverの識別情報」ウィザード・ページの識別情報」ウィザード・ページの識別情報」ウィザード・ページの識別情報」ウィザード・ページ

9.4 Oracle Forms Load Balancer Serverのセキュリティ要件のセキュリティ要件のセキュリティ要件のセキュリティ要件
Oracle Forms Load Balancer Serverをクラスタ環境で実行する場合、特別な権限は不要で
す。Oracleのリソースおよびアプリケーションを管理し、Oracle Fail Safe Managerを介し
て操作を実行するための適切な権限については、4.3項を参照してください。

9.5 起動パラメータの変更起動パラメータの変更起動パラメータの変更起動パラメータの変更
次の各項では、次のようなことを可能にするために行う起動パラメータの変更について説明
します。

� Oracle Forms Server CGI-bin実行可能ファイルから、Oracle Forms Load Balancer 
Serverへのアクセスを可能にすること

� Oracle Forms Load Balancer Clientで、Oracle Forms Load Balancer Serverへ負荷に関す
る情報を送信できるようにすること
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起動パラメータの変更
� Oracle Forms Load Balancer Serverで、各Oracle Forms Serverに作業負荷を割り当てら
れるようにすること

さらに、9.5.4項では、可用性を向上させた Oracle Forms Load Balancer Serverの起動パラ
メータを変更する方法を説明します。

9.5.1 Forms CGI-bin実行可能ファイルの起動パラメータの変更実行可能ファイルの起動パラメータの変更実行可能ファイルの起動パラメータの変更実行可能ファイルの起動パラメータの変更
Oracle Forms Server CGI-bin実行可能ファイルから可用性の高い Oracle Forms Load 
Balancer Serverへアクセスできるようにするには、
<Oracle_Home>¥FORMS60¥Server¥formsweb.cfgファイルを次のように変更します。

� Oracle Forms Load Balancer Serverの「リクエスト・ポート」起動パラメータと一致す
るように、MetricsServerPortパラメータを調整します。

� ServerHostパラメータを「%LeastLoadedHost%」に設定します。名前解決にドメイン
名が必要な場合、ドメイン名を ServerHostパラメータに追加して
「%LeastLoadedHost%.oracle.com」などのようにします。

9.5.2 Oracle Forms Load Balancer Clientの起動パラメータの変更の起動パラメータの変更の起動パラメータの変更の起動パラメータの変更
Oracle Forms Load Balancer Clientから可用性の高いOracle Forms Load Balancer Serverへ
負荷に関する情報を送信できるようにするには、次に説明する起動パラメータを設定あるい
は変更する必要があります。（Oracle Forms Load Balancer Clientをインストールする際、イ
ンストール手順で、Oracle Forms Load Balancer Clientで使用する次の起動パラメータを指
定するように求められます。）

� データ・ホスト

デフォルト値は localhostです。クラスタ化されてない環境では、Oracle Forms Load 
Balancer Serverを実行しているシステムの完全なホスト名です。ただし、クラスタ内に
構成された Oracle Forms Load Balancer Serverの場合、物理ノードを指定しないでくだ
さい。かわりに、Oracle Forms Load Balancer Serverと関連付ける仮想サーバー・アド
レスを指定してください。

� データ・ポート

これは、Oracle Forms Load Balancer Serverに関連付けられた各Oracle Forms Load 
Balancer Clientの Oracle Forms Load Balancer Serverに指定した値と同じ値にする必要
があります。

9.5.3 Oracle Forms Serverの起動パラメータの変更の起動パラメータの変更の起動パラメータの変更の起動パラメータの変更
Oracle Forms Load Balancer Serverで、各 Oracle Forms Serverに作業負荷を割り当てられ
るようにするには、Oracle Forms Serverのポート起動パラメータと一致するように、
<Oracle_Home>¥FORMS60¥Server¥formsweb.cfgファイルの ServerPortパラメータを調整
します。
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9.5.4 Oracle Forms Load Balancer Serverの起動パラメータの変更の起動パラメータの変更の起動パラメータの変更の起動パラメータの変更
可用性が高まるように構成された Oracle Forms Load Balancer Serverのデータ・ポート、リ
クエスト・ポート、クライアントの最大数およびトレース・レベルを変更するには、次のよ
うにします。

1. Oracle Fail Safe Managerのツリー・ビューで、パラメータを変更する Oracle Forms 
Load Balancer Serverを選択します。

2. 「パラメータ」「パラメータ」「パラメータ」「パラメータ」タブをクリックします。

3. パラメータを調整します。

4. 「適用」「適用」「適用」「適用」をクリックします。

9.6 可用性の高い可用性の高い可用性の高い可用性の高い Oracle Forms Load Balancer Serverにににに
関連する問題のトラブルシューティング関連する問題のトラブルシューティング関連する問題のトラブルシューティング関連する問題のトラブルシューティング

Fail Safeリソースのトラブルシューティングに関する一般的な情報は、第 6章に記載してい
ます。Oracle Forms Load Balancer Serverのトラブルシューティングに関する一般的な情報
は、Oracle Formsのマニュアルを参照してください。

多くの場合、問題のトラブルシューティングでは、まず「クラスタの検証」あるいは「グ
ループの検証」コマンドを発行します。第 6章に、これらのツールの一般的な説明を記載し
ています。

Oracle Forms Load Balancer Serverを含むグループに「グループの検証」コマンドを発行す
ると、Oracle Fail Safeでは、クラスタ・レジストリにある情報を構成ファイル内に記述され
ている情報と比較します。情報が一致しない場合、Oracle Fail Safeにより問題を修正するか
どうかを尋ねられます。

「グループの検証」操作は、いつでも実行できます。ただし、次のような場合には必ず実行
します。

� グループまたはグループ内のリソースがオンライン化されない場合

� フェイルオーバーまたはフェイルバックが予定どおりに実行されない場合

� クラスタに新しいノードが追加された場合
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可用性を高めるための可用性を高めるための可用性を高めるための可用性を高めるための Oracle Forms Server

の構成の構成の構成の構成

Oracle Fail Safeにより、Webベースの Oracle Formsアプリケーションの可用性が向上しま
す。（Oracle FormsアプリケーションをWeb上で使用可能にするには、Webサーバーを作
成して、Oracle Forms Serverが含まれたグループに追加する必要があります。）

Oracle Fail Safeには、可用性が向上するように Oracle Forms Load Balancer Serverを構成す
るウィザードがあり、Oracle Formsアプリケーションの可用性が高めることもできます。一
般に、Oracle Forms Serverよりも Oracle Forms Load Balancer Serverの可用性が高まるよ
うに構成すると効果的です。可用性が向上するように Oracle Forms Load Balancer Serverを
構成する方法の詳細は、第 9章を参照してください。

この章では、次の項目について説明します。
 

項目項目項目項目 参照参照参照参照

概要 10.1項

スタンドアロン Oracle Forms Serverの検出 10.2項

Oracle Forms Serverのグループへの追加 10.3項

Oracle Forms Serverのセキュリティ要件 10.4項

Oracle Forms Serverへのクライアント接続 10.5項

可用性の高い Oracle Forms Serverに関連する問題のトラブル
シューティング

10.6項
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概要
10.1 概要概要概要概要
Oracle Fail Safeは、Webベースの実装で新規および既存の Oracle Forms Serverを構成する
際に役立ちます。Oracle Fail Safeにより、コンテンツを提供するWebサーバー、アプリ
ケーション・ロジックを提供する Oracle Forms Server、およびデータを格納して提供する
Oracleデータベースを含めた、インターネット・ソリューション全体の可用性を高めること
ができます。

Webベースの実装では、アプリケーション・コンポーネントとデータベース・コンポーネン
トの両方をクラスタ・ノードにインストールできるため、インターネット・アプリケーショ
ンのあらゆるレベルで可用性の高い構成にすることができます。階層化実装は、インター
ネット用に Oracle Formsアプリケーションを構成する一般的な方法で、単一のバックエン
ド・データベースにより、複数のシステムで多数の Oracle Forms Serverが実行されます。

図 10-1に、Oracle Forms Serverと Oracle Webサーバーがデータベースとは別のクラスタに
常駐する階層化実装を示します。

図 10-1の 3つの層は次のとおりです。

� クライアント層 :　Webブラウザ、ユーザー・インタフェース・アプリケーション

� アプリケーション層 :　Oracle Forms Server、Webサーバー

� データベース層 :　Oracleデータベース・サーバー、リスナー

階層化実装では、インターネット・ビジネス・ソリューションに対して高可用性を増分的に
展開できます。たとえば、Oracle Fail Safeを使用して、アプリケーションまたはデータベー
スのコンポーネントで障害の発生する可能性のある箇所を削除したり、この 2つの層の可用
性が高まるようにクラスタ上に構成することができます。
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スタンドアロン Oracle Forms Serverの検出
図図図図 10-1 Oracle Formsのののの 3 層アーキテクチャ層アーキテクチャ層アーキテクチャ層アーキテクチャ

10.2 スタンドアロンスタンドアロンスタンドアロンスタンドアロン Oracle Forms Serverの検出の検出の検出の検出
Oracle Fail Safe Managerを使用して、可用性が向上するように Oracle Forms Serverを構成
します。Oracle Fail Safe Managerインタフェースでスタンドアロン Oracle Forms Serverを
表示するには、まずスタンドアロン Oracle Forms Serverを検出する必要があります。
Oracle Fail Safe Serverでは、Oracle Forms Serverを検出する際、Windowsサービス マネー
ジャ内のリストを調べて Oracle Forms Serverエントリを見つけ、可用性が高まるように構
成されているかどうかを判断します。Oracle Fail Safeでは、新しく検出されたサービスが
Oracle Fail Safe Managerのツリー・ビューの「スタンドアロン・リソース」フォルダの下に
表示されます。

クライアント層�

アプリケーション層�
クラスタ�

データベース層クラスタ�

Webブラウザ�

Oracleデータベース・サーバー
およびリスナー�

Oracle Forms Server
およびWebサーバー�
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10.3 Oracle Forms Serverのグループへの追加のグループへの追加のグループへの追加のグループへの追加
可用性が高まるように Oracle Forms Serverを構成するには、少なくとも 1つの仮想アドレ
スが含まれたグループに Oracle Forms Serverを追加します。Oracle Fail Safeにより、
Oracle Forms Serverが依存する他のすべてのリソースが追加されます。通常、このグループ
には次のリソースが含まれます。

� Oracle Forms Server

� Oracle Forms Serverファイル（.html、.fmx、.mmxおよび .pll）が配置される 1つ以上
のクラスタ・ディスク

� 1つ以上の仮想アドレス

既存の Oracle Formsアプリケーションは、変更することなく、可用性が向上するように構
成した Oracle Forms Serverとともに使用できます。

ユーザーが Oracle Forms Serverにより提供されるフォームにアクセスする場合は、Oracle 
Forms Serverが含まれたグループにWebサーバーを追加する必要があります。Webサー
バーは仮想アドレスに依存します。Webサーバーの仮想アドレスは、ユーザーがWeb上の
Formsアプリケーションにアクセスする際に入力する URLの一部になります。

どのクラスタ・ノードが Oracle Forms Serverのホストであるかにかかわらず、フェイル
オーバーの前後ともに同じ URLでWebベースのフォームにアクセスできるように、ユー
ザーは仮想アドレスを使用して URLを指定します。障害が発生し、Oracle Forms Serverと
Webサーバーが別のノードにフェイルオーバーした後、ユーザーはWebブラウザに URL
を再ロードしてフォームに再接続できます。

10.3.1 構成前に構成前に構成前に構成前に
Oracle Forms Serverをグループに追加する前に、次のことに注意してください。

� Oracle Forms実行可能ファイルは、Oracle Forms Serverの可能所有者である各クラス
タ・ノードのプライベート・ディスク上にある Oracleホームにインストールします。

� その他の必要な Oracle製品実行可能ファイルは、Oracle Forms Serverの可能所有者であ
る各クラスタ・ノード上の Oracleホーム（複数でも可）にインストールします。

� Oracle Forms Serverデータ・ファイルは、Oracle Forms Serverの可能所有者であるクラ
スタ・ノードによるフェイルオーバー発生後にもアクセスできるように、すべてクラス
タ・ディスク上に配置します。

注意注意注意注意 : Oracle Forms Server自体はフェイルオーバー後にリカバリされます
が、フェイルオーバー前にデータベースにコミットされなかったフォーム入
力データはすべて失われます。フェイルオーバー中に失われたコミットの完
了していないフォーム入力データは、ユーザーまたはアプリケーションによ
る再入力が必要です。
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� グループには、少なくとも 1つの仮想アドレスが含まれている必要があります。

Oracle Forms Serverの可用性を高めると、ユーザーには、アプリケーション全体の可用性が
向上したような印象を与えます。さらに可用性を高めるには、フォームでアクセスする
Oracleデータベース・サーバーを、Oracle Forms Serverのホストになっているクラスタ、
それとは別のクラスタのどちらにおいても可用性が向上するように構成します。

10.3.2 構成手順構成手順構成手順構成手順
Oracle Fail Safeにより、Oracle Forms Serverの可用性が高まるように必要な手順が自動化
されます。Oracle Fail Safeでは、既存の Oracle Forms Serverのグループへの追加、Oracle 
Forms Serverの新規作成とグループへの追加が可能です。

表 10-1に、可用性が高まるように Oracle Forms Serverを構成する際に必要な作業の一覧を
示します。各作業の手順ごとの指示は、Oracle Fail Safeのチュートリアルとオンライン・ヘ
ルプを参照してください。Oracle Fail Safe Managerのメニュー・バーで、「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」→→→→
「キーワードで検索」「キーワードで検索」「キーワードで検索」「キーワードで検索」を選択するか、「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」→→→→「チュートリアル」「チュートリアル」「チュートリアル」「チュートリアル」を選択します。

表表表表 10-1 Oracle Forms Serverの構成手順の構成手順の構成手順の構成手順

手順手順手順手順 処置処置処置処置 説明説明説明説明

1 Oracle Forms Serverの可能
所有者となるクラスタの
各ノードのプライベート・
ディスク上に、Oracle Forms
ソフトウェアがインストール
されていることを確認

インストールの詳細情報は、Oracle Formsのマニュアルを参照してくだ
さい。

2 Oracle Fail Safeのインストール
時に Oracle Forms Server
コンポーネントをインストール

Oracle Fail Safe Serverをインストールするときに、「使用可能な製品コン
ポーネント」リストから Oracle Formsコンポーネントを選択します。こ
れにより、Oracle Forms Serverの DLLファイルとWindowsレジストリ
変数がインストールされます。詳しい指示は、『Oracle Fail Safeインスト
レーション・ガイド』を参照してください。

3 クラスタ・ディスクへの Oracle 
Formsアプリケーション・
ファイルのコピー

ファイルおよび実行可能ファイル（.html、.fmx、.pll、.mmxファイルな
ど）は、共有記憶装置インターコネクト上のクラスタ・ディスクに配置す
る必要があります。

4 スタンドアロン・ノード上での
Oracle Formsアプリケーション
のテスト

Oracle Forms Serverをグループに追加する前に、単一ノード上の Oracle 
Formsアプリケーションをスタンドアロン・モードでテストします。たと
えば、Formsランタイム・コンポーネントと統合ソース・レベル・デバッ
ガを使用して、このテストを実施します。

5 Oracle Fail Safe Managerの起動 Windowsの「スタート」メニューから、次の順に選択します。
「「「「<Oracle_Home>」」」」→→→→「「「「Oracle Fail Safe Manager」」」」

6 クラスタの検証 「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」→→→→「クラスタの検証」「クラスタの検証」「クラスタの検証」「クラスタの検証」を選択して、クラスタ
のハードウェアおよびソフトウェア構成を検証するプロシージャを実行し
ます。
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10.3.3 Oracle Forms Serverの構成データの構成データの構成データの構成データ
可用性が向上するように Oracle Forms Serverを構成するには、次の情報が必要です。

� Oracle Forms Serverの可能所有者ノード（クラスタが 3つ以上のノードから構成される
場合、あるいは 2つのノードから構成されるクラスタで 1つのノードが使用できない場
合）

� Oracle Forms Serverに関連付けられた仮想アドレス（グループに複数の仮想アドレスが
含まれる場合）

� Forms Serverの識別情報

� Oracle Formsアプリケーション・ファイルのパス

� Oracle Formsアプリケーションがアクセスする Oracleデータベース（複数の場合もあ
り）

次の項では、構成情報の要件を詳細に説明します。

7 グループの作成および
1つ以上の仮想アドレスの追加

「グループ」「グループ」「グループ」「グループ」→→→→「作成」「作成」「作成」「作成」を選択して、「グループの作成」ウィザードを実行
します。このウィザードを使用して、フェイルオーバーおよびフェイル
バック・ポリシーを設定します。「リソースをグループに追加」ウィザー
ドが自動的に開くので、ここで仮想アドレスをグループに追加します。
（仮想アドレスをさらにグループに追加するには、「リソース」「リソース」「リソース」「リソース」→→→→
「グループに追加」「グループに追加」「グループに追加」「グループに追加」を選択します。）

8 Oracle Forms Serverの
グループへの追加

Oracle Fail Safe Managerで、「リソース」「リソース」「リソース」「リソース」→→→→「グループに追加」「グループに追加」「グループに追加」「グループに追加」を選択
し、「リソースをグループに追加」ウィザードを実行します。このウィ
ザードを使用すると、Oracle Forms Serverの選択1、可能所有者ノードの
指定、Formsファイルの場所の指定、および Formsアプリケーションで
使用されるデータベースの選択が可能です。

9 グループの検証 「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」→→→→「グループの検証」「グループの検証」「グループの検証」「グループの検証」を選択して、グループ、
リソースまたはフェイルオーバー構成に問題がないかどうかを確認し、問
題があれば修正します。

10 Webサーバーをフェイル
オーバー用に構成

Webサーバーを新規に作成して追加し、Oracle Formsアプリケーション
をWeb上で使用できるようにします。Webサーバーを作成してグループ
に追加する方法の詳細は、第 12章を参照してください。

1 既存の Oracle Forms Serverをグループに追加する場合は、「リソースをグループに追加」ウィザードで（「Forms Server名」
ボックスから）その名前を選択できます。Oracle Forms Serverを新規に作成して追加する場合は、使用する名前がクラス
タ全体で一意になるようにしてください。

表表表表 10-1 Oracle Forms Serverの構成手順（続き）の構成手順（続き）の構成手順（続き）の構成手順（続き）

手順手順手順手順 処置処置処置処置 説明説明説明説明
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10.3.3.1 ノードの選択ノードの選択ノードの選択ノードの選択
Oracle Forms Serverをグループに追加する際に、クラスタが 3つ以上のノードから構成され
ている場合は、図 10-2に示すように、選択済ノードのリストを指定して、Oracle Forms 
Serverの可能所有者となるノードを指定するように求められます。特定のノードをデータ
ベースの可能所有者として指定しない場合は、そのノードを「選択済ノード」リストから選
択して、左矢印をクリックします。

2.6.6項では、可能所有者の概念について詳細に説明します。

図図図図 10-2 全ノードが使用可能な場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ全ノードが使用可能な場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ全ノードが使用可能な場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ全ノードが使用可能な場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ 

Oracle Forms Serverをグループに追加する際に、クラスタが 2つ以上のノードで構成されて
おり、そのうちの 1つ以上のノードが使用できない場合、どのノードを Oracle Forms Server
の可能所有者とするのかを指定するように求められます。このような場合、図 10-3に示すよ
うに、ウィザード・ページには使用できないノードとその理由が表示されます。
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図図図図 10-3 使用できないノードがある場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ使用できないノードがある場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ使用できないノードがある場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ使用できないノードがある場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ

10.3.3.2 Forms Serverの仮想アドレスの仮想アドレスの仮想アドレスの仮想アドレス
Oracle Forms Serverをグループに追加するには、そのグループに少なくとも 1つの仮想アド
レスが含まれている必要があります。図 10-4に示すように、Oracle Forms Serverを追加す
るグループ内に複数の仮想アドレスが含まれている場合、Oracle Forms Serverと関連付ける
仮想アドレスを選択するように要求されます。

仮想アドレスは、次のWindowsレジストリ・キーに格納されています。

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥CurrentControlSet¥Services¥
OracleFormsServer-<ServiceName>¥Host
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図図図図 10-4 Oracle Formsの「仮想アドレスの選択」ウィザード・ページの「仮想アドレスの選択」ウィザード・ページの「仮想アドレスの選択」ウィザード・ページの「仮想アドレスの選択」ウィザード・ページ

10.3.3.3 Forms Serverの識別情報の識別情報の識別情報の識別情報
図 10-5に示すように、Oracle Forms Serverの識別情報は、Oracle Forms Serverの名前と、
Oracle Forms Serverが実行されるポートで構成されます。Forms Server名とポート番号は、
クラスタ内で一意になるようにします。ここに指定するポート番号は、アプリケーションの
HTMLファイルまたは URLに指定したポート番号と同一にする必要があります。

Forms Serverは現在実行されているシステム上のすべての IPアドレスをリスニングするた
め、ポート番号は、他のアプリケーションで使用されていないものを指定してください。デ
フォルトでは、Oracle Application Serverは、それ自身が稼働しているシステムのすべての
IPアドレスをリスニングするので、注意してください。12.7.2項を参照してください。

ポート番号は、次のWindowsレジストリ・キーに格納されています。

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥CurrentControlSet¥Services¥
OracleFormsServer-<ServiceName>¥Port
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図図図図 10-5「「「「Formsの識別情報」ウィザード・ページの識別情報」ウィザード・ページの識別情報」ウィザード・ページの識別情報」ウィザード・ページ

10.3.3.4 Formsのパラメータのパラメータのパラメータのパラメータ
図 10-6に示すように、このウィザード・ページで、Oracle Formsリスナー・プロセスを実
行する接続モード、および Oracle Forms Serverで作成してプールに保持するワーカー・プ
ロセス数を指定します。

接続モードは、次の設定のいずれかになります。

� Socket

これは、TCP/IPの標準プログラミング・インタフェースです。この方法は効率的であ
り、容易に使用できます。Forms Serverは、ネットワーク化されたホスト・サーバー上
で稼働し、ユーザー・システムで稼働中のクライアントから接続する際の指定ソケット
またはポートをリスニングします。この方法を有効にするには、クライアントおよび
サーバーのシステムが、ネットワーク上で直接通信可能である必要があります。この
モードでは、サーバー側プロキシを使用できません。サーバーとクライアントのシステ
ムが、インターネットなど安全性の低いネットワークによって分断されている場合、
Socketモードは、場合によって厳重なセキュリティ上の意味を持ちます。ファイア
ウォールが存在する場合、Socketモードは機能しません。
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� HTTP

この接続モードを使用すると、HTTPソケット接続で通信が確立されます。Oracle 
Forms Serverでは、ソケットを使用した専用接続ではなく、クライアントからの HTTP
接続をリスニングします。Oracle Forms Serverとクライアント間の内部メッセージ機能
はすべて、HTTPパケット内にカプセル化されます。HTTPトラフィックのみを許可す
るサイトは、構成にほとんど変更を加えることなく、既存のファイアウォールを介して
Oracle Formsアプリケーションを配置できます。

� HTTPS

この接続モードを使用すると、SSL（Secure Sockets Layer）を使用した HTTPソケット
接続で通信が確立されます。Oracle Forms Serverでは、SSLをトランスポート・プロト
コルとして使用し、プライバシー、整合性およびサーバー認証を可能にします。SSL
は、アプリケーション・レベルの 1つ下のトランスポート・レベルで機能します。つま
り SSLでは、Telnet、FTPおよび HTTPなどのアプリケーション・レベルのプロトコル
で処理が行われる前に、メッセージを暗号化および復号化できます。

クライアントとサーバーの暗号化レベルに応じて、
FORMS60_HTTP_NEGOTIATE_DOWN環境変数を変更する必要があります。詳細は、
Oracle Formsのマニュアルを参照してください。

さらに、HTTPSモードを使用する場合は、Oracle Wallet Managerをインストールし、
認証要求の作成および認証管理を行う必要があります。詳細は、Oracle Formsのマニュ
アルを参照してください。

プール・パラメータでは、Oracle Forms Serverで作成し、保持する必要のあるワーカー・プ
ロセス（ifweb60.exe）の数を指定します。ワーカー・プロセスは、1ユーザーに対して 1つ
割り当てられます。プール値を 4に指定した場合、4人のユーザーが遅延なく作業を開始で
きますが、5人目のユーザーからは、ワーカー・プロセスを開始するたびに遅延が生じます。
予想ユーザー数に基づいてワーカー・プロセス・プールのメンテナンスを行うと、アプリ
ケーションの起動遅延を最小にすることができます。

接続モードおよびプール・パラメータは、それぞれ次のWindowsレジストリ・キーに格納
されています。

� HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥CurrentControlSet¥Services¥
OracleFormsServer-<ServiceName>¥Mode

� HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥CurrentControlSet¥Services¥
OracleFormsServer-<ServiceName>¥Pool
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Oracle Forms Serverのグループへの追加
図図図図 10-6「「「「Formsのパラメータ」ウィザード・ページのパラメータ」ウィザード・ページのパラメータ」ウィザード・ページのパラメータ」ウィザード・ページ

10.3.3.5 Oracle Formsアプリケーション・ファイルのパスアプリケーション・ファイルのパスアプリケーション・ファイルのパスアプリケーション・ファイルのパス
図 10-7に示すように、このウィザード・ページでは、Oracle Formsアプリケーション・
ファイル（.html、.fmx、.mmxおよび .pll）を配置するディスクおよびディレクトリを指定
します。指定した内容は、FORMS60_PATH Windowsレジストリ変数に追加されます。
ディスクは、共有クラスタ・ディスクを指定してください。

ウィザードが完了すると、指定したディスクが、Oracle Forms Serverを追加するグループに
追加されます。共有クラスタ・ディスクを指定することで、Oracle Forms Serverファイル
は、フェイルオーバー時に Oracle Forms Serverを引き継ぐクラスタ・ノードからも使用可
能になります。

このウィザード・ページでのディレクトリの表示順序は重要です。特定のファイルを検索す
る際、Oracle Forms Serverでは最初に見つかった該当ファイルを使用します。これにより、
望ましくない結果になることもあります。たとえば、指定したファイルが最初の 2つのディ
レクトリに存在しており、ユーザーが使用を考えているファイルが 2番目のディレクトリに
あるような場合です。
10-12　Oracle Fail Safe概要および管理ガイド



Oracle Forms Serverのグループへの追加
図図図図 10-7「「「「Formsパス」ウィザード・ページパス」ウィザード・ページパス」ウィザード・ページパス」ウィザード・ページ

10.3.3.6 Oracle Formsアプリケーションによりアクセスされるアプリケーションによりアクセスされるアプリケーションによりアクセスされるアプリケーションによりアクセスされる
Oracleデータベースデータベースデータベースデータベース
図 10-8に示すように、このページでは、Oracle Formsアプリケーションによりアクセスさ
れる Oracleデータベースを指定します。

Oracle Forms Serverでは、サービスを提供しているフォームを介したデータの表示および更
新時にどのデータベース（複数も可）を使用するのかを認識する必要があります。Oracle 
Fail Safeでは、TNSNAMES.ORAファイルを Oracle Forms Serverの可能所有者であるすべ
てのクラスタ・ノードのデータベース情報で更新します。これにより、実行されているノー
ドにかかわらず、Oracle Forms Serverで接続情報が使用できます。

Oracle Fail Safeでは、「選択済」ボックスにデータベースを追加しても、Oracle Forms 
Serverを追加するグループにそのデータベースは追加されません。確実に可用性を高めるに
は、フェイルセーフの Oracle Forms Serverによりアクセスされるデータベースをグループ
に追加する必要があります。このデータベースを Oracle Forms Serverと同じグループに追
加する必要はありません。
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Oracle Forms Serverのグループへの追加
図図図図 10-8「「「「Formsのデータベース」ウィザード・ページのデータベース」ウィザード・ページのデータベース」ウィザード・ページのデータベース」ウィザード・ページ

図 10-9は Oracle Fail Safe Managerのツリー・ビューで、可用性が高まるように構成された
Oracle Forms Serverを示しています。この Oracle Formsアプリケーションでは、
Tutorial_DBという Oracleデータベースを使用します。このツリー・ビューには、Oracle 
Application Server Webリスナーも表示されています。Webでフォームを表示できるよう
に、このリスナーは Forms_Groupに追加されます。
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Oracle Forms Serverのセキュリティ要件
図図図図 10-9 Webベースのベースのベースのベースの Formsを示すツリー・ビューを示すツリー・ビューを示すツリー・ビューを示すツリー・ビュー

10.4 Oracle Forms Serverのセキュリティ要件のセキュリティ要件のセキュリティ要件のセキュリティ要件
Oracle Forms Serverをクラスタ環境で実行する場合、特別な権限は不要です。Oracleのリ
ソースおよびアプリケーションを管理し、Oracle Fail Safe Managerを介して操作を実行する
ための適切な権限については、4.3項を参照してください。
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Oracle Forms Serverへのクライアント接続
10.5 Oracle Forms Serverへのクライアント接続へのクライアント接続へのクライアント接続へのクライアント接続
ユーザーは、可用性を高めるように構成された Oracle Forms Serverに直接接続しません。
可用性が向上するように構成された Oracle Formsアプリケーションには、Webブラウザを
使用してアクセスする必要があります。

このため、ユーザーに完全な高可用性ソリューションを提供するには、Webリスナーの可用
性も高める必要があります。Webリスナーは、仮想アドレスで動作するように構成します。
ユーザーは、WebブラウザでWebリスナーの仮想アドレスとHTMLファイルを指定して
フォームにアクセスします。たとえば、Webサーバーの設定によっては、ユーザーは次のよ
うな URLを入力します。

http://ntclu4-5/forms.html:801

この URLでは、ntclu4-5がWebリスナーの仮想アドレス、forms.htmlが Oracle Formsア
プリケーションの HTMLファイル、801がWebリスナーが動作するポート番号です。

詳細は次を参照してください。

� 可用性が向上するようにWebリスナーを構成する方法の詳細は、第 12章を参照してく
ださい。

� フォームの可用性を高める Oracle Forms ServerとWebサーバーの構成例は、Oracle 
Fail Safeのチュートリアルを参照してください。Oracle Fail Safeのチュートリアルにア
クセスするには、Oracle Fail Safe Managerのメニュー・バーで「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」→→→→「チュート「チュート「チュート「チュート
リアル」リアル」リアル」リアル」を選択してください。

10.6 可用性の高い可用性の高い可用性の高い可用性の高い Oracle Forms Serverに関連する問題のに関連する問題のに関連する問題のに関連する問題の
トラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティング

次の項では、可用性が向上するように構成した Oracle Forms Serverを使用する際に発生す
る具体的な問題のトラブルシューティングについて説明します。Fail Safeリソースのトラブ
ルシューティングに関する一般的な情報は、第 6章に記載しています。Oracle Forms Server
のトラブルシューティングに関する一般的な情報は、Oracle Formsのマニュアルを参照して
ください。

Oracle Forms Serverを含むグループに「グループの検証」コマンドを発行すると、Oracle 
Fail Safeでは、クラスタ・レジストリにある情報を構成ファイル内に記述されている情報と
比較します。情報が一致しない場合、Oracle Fail Safeにより問題を修正するかどうかを尋ね
られます。

「グループの検証」操作は、いつでも実行できます。ただし、次のような場合には必ず実行
します。

� グループまたはグループ内のリソースがオンライン化されない場合

� フェイルオーバーまたはフェイルバックが予定どおりに実行されない場合

� クラスタに新しいノードが追加された場合
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可用性の高い Oracle Forms Serverに関連する問題のトラブルシューティング
10.6.1 ユーザーがユーザーがユーザーがユーザーが Oracle Forms Serverにアクセスできないにアクセスできないにアクセスできないにアクセスできない
ユーザーが Oracle Forms Serverにアクセスできない場合は、次の処置を実行して問題を検
出します。

� 「グループの検証」操作を実行して、Oracle Forms Serverのリソース構成を検証します。
6.1.2項の「グループの検証」操作の説明を参照してください。

� Forms Serverリソースがオンラインになっていることを確認します。

Oracle Fail Safe Managerのツリー・ビューで、Oracle Forms Serverリソースをクリッ
クし、「一般」「一般」「一般」「一般」タブをクリックして、プロパティ・ボックスの「状態」フィールドの値
を検証します。状態がオフラインの場合は、メニュー・バーの「リソース」「リソース」「リソース」「リソース」→→→→「オンラ「オンラ「オンラ「オンラ
インに設定」インに設定」インに設定」インに設定」を選択します。

� Oracle Forms Serverリソースに指定されているポート番号が、Oracle Formsアプリケー
ションの HTMLファイルに指定されているポート番号と同じであることを確認します。

Oracle Fail Safe Managerのツリー・ビューで Oracle Forms Serverリソースをクリック
し、「パラメータ」「パラメータ」「パラメータ」「パラメータ」タブをクリックしてポート番号を検証します。

10.6.2 Webブラウザでブラウザでブラウザでブラウザで Javaアプレットをダウンロードできないアプレットをダウンロードできないアプレットをダウンロードできないアプレットをダウンロードできない
Webブラウザで Javaアプレットをダウンロードしようとしたときにエラーが発生した場合
は、Webサーバー内の仮想ディレクトリ設定を調べ、Oracle Formsアプリケーションの
HTMLファイルに指定されている仮想ディレクトリと比較します。たとえば、仮想ディレク
トリがWEB_CODE=<Oracle_Home>¥forms60¥javaと指定してある場合、Oracle Formsアプ
リケーションの静的 HTMLファイルには次の行が含まれている必要があります。

java_CODEBASE="/WEB_CODE/"
java_ARCHIVE="/WEB_CODE/F60all.jar"

10.6.3 Javaアプレットを実行できないアプレットを実行できないアプレットを実行できないアプレットを実行できない
Javaアプレットが実行されておらず、クラス例外エラーを受け取った場合は、次の処置を実
行します。

� 互換性のあるバージョンの JInitiatorソフトウェアを使用していることを確認します
（『Oracle Fail Safeリリース・ノート』のソフトウェア互換表を参照）。たとえば、

Netscape Navigatorで JInitiatorソフトウェアのバージョンを表示するには、「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」
→→→→「「「「Plug-insについて」について」について」について」を選択します。
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可用性の高い Oracle Forms Serverに関連する問題のトラブルシューティング
� Oracle Formsアプリケーションの HTMLファイルにある JInitiatorタグを確認します。
特に、参照されている JInitiatorのバージョンを調べます。たとえば、次のようになり
ます。

<PARAM NAME="type" VALUE="application/x-jinit-applet;version=1.1.7.15.1">
.
.
.
<EMBED type="application/s-jinit-applet;version=1.1.7.15.1">

10.6.4 Webブラウザでフェイルオーバー後にブラウザでフェイルオーバー後にブラウザでフェイルオーバー後にブラウザでフェイルオーバー後に Javaアプレットをアプレットをアプレットをアプレットを
再ロードできない再ロードできない再ロードできない再ロードできない

フェイルオーバーの発生後、サーバーから Javaアプレットを再ロードできない場合は、次
の処置を実行します。

� Webブラウザで、互換性のあるバージョンの JInitiatorソフトウェアを使用しているこ
とを確認します（『Oracle Fail Safeリリース・ノート』のソフトウェア互換表を参照）。
たとえば、Netscape Navigatorで JInitiatorソフトウェアのバージョンを表示するには、
「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」→→→→「「「「Plug-insについて」について」について」について」を選択します。

� Oracle Formsアプリケーションの HTMLファイルにある JInitiatorタグを確認します。
アプレット・キャッシュをオフにするタグは、次のように設定してください。

<PARAM NAME="jinit_appletcache" VALUE="off">
.
.
.
jinit_APPLETCACHE="off"

10.6.5 アプリケーションでアプリケーションでアプリケーションでアプリケーションで Formsアプリケーションが見つからないアプリケーションが見つからないアプリケーションが見つからないアプリケーションが見つからない
Oracle Formsアプリケーションが見つからないというエラー・メッセージを受け取った場合
は、次の処置を試みます。

� HTMLファイルで次のmodule構文を確認します。

PARAM NAME="serverArgs" VALUE="module=welcome.fmx userid=...">
.
.
.
serverArgs"="module=welcome.fmx userid=..."

� 参照されているファイルが指定場所にあること、または FORMS60_PATHレジストリ変
数に .fmxファイルの場所が含まれていることを確認します。
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可用性の高い Oracle Forms Serverに関連する問題のトラブルシューティング
10.6.6 Oracle Formsアプリケーションが正しく実行されないアプリケーションが正しく実行されないアプリケーションが正しく実行されないアプリケーションが正しく実行されない
Oracle FormsアプリケーションがWebブラウザで正しく実行されない場合は、次の処置を
試みます。

� フォームを Formsランタイムでローカルに実行します。Formsランタイムを起動するに
は、Windowsのタスクバーで、次の順に選択します。

「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→→→→「プログラム」「プログラム」「プログラム」「プログラム」→→→→「「「「Oracle Forms 6i 」」」」→→→→「「「「Forms Runtime」」」」

� フォームがアクセスしているデータベースの可用性を検証するために、データベースに
接続して問合せを実行します。

10.6.7 Webブラウザでマルチフォーム・アプリケーションの追加ページにブラウザでマルチフォーム・アプリケーションの追加ページにブラウザでマルチフォーム・アプリケーションの追加ページにブラウザでマルチフォーム・アプリケーションの追加ページに
アクセスできないアクセスできないアクセスできないアクセスできない

Formsの .fmxファイルの場所が、FORMS60_PATHレジストリ変数内に次のように指定さ
れていることを確認します。

//HKEY_LOCAL_MACHINE/SOFTWARE/ORACLE/FORMS60_PATH
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可用性を高めるための Oracle Reports Se
11

可用性を高めるための可用性を高めるための可用性を高めるための可用性を高めるための Oracle Reports Server

の構成の構成の構成の構成

Oracle Fail Safeでは、（クライアント /サーバー型およびWebベースの両方の）Oracle 
Reportsアプリケーションに高い可用性を提供します。（Oracle ReportsをWeb上で使用で
きるようにするには、Webサーバーを作成してグループに追加する必要があります。）

Oracle Fail Safeを使用して Oracle Reportsを構成すると、可用性が向上して次のような利点
が得られます。

� Oracle Reportsアプリケーションのダウン時間が最小になります。

� Oracle Reports Serverにスケジュールしたジョブが保護されます。

� マスター Oracle Reports Serverでの障害発生を防ぎます。

この章では、次の項目を説明します。
 

項目項目項目項目 参照参照参照参照

概要および実装のオプション 11.1項

スタンドアロン Oracle Reports Serverの検出 11.2項

Oracle Reports Serverのグループへの追加 11.3項

Oracle Reports Serverへのクライアント接続 11.4項

マスター /スレーブ実装のための構成後の手順 11.5項

可用性の高い Oracle Reports Serverへのユーザー・アクセスの
制御

11.6項

Oracle Reportsのスケジューリング 11.7項

可用性の高い Oracle Reports Serverに関連する問題のトラブル
シューティング

11.8項
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概要および実装のオプション
11.1 概要および実装のオプション概要および実装のオプション概要および実装のオプション概要および実装のオプション
Oracle Fail Safeを使用すると、次のいずれかの実装によって、新規および既存の Oracle 
Reports Serverを可用性が向上するように構成できます。

� Webベースの実装

� クライアント /サーバー実装

� マスター /スレーブ実装（前述の実装 2つのうちいずれかを使用して設定可能）

次の各項で、これらの実装について詳細に説明します。

層とは、Oracle Reports Serverアーキテクチャを構成するコンポーネントの論理的な場所の
ことです。ただし、各層は、互いに同じクラスタまたはクラスタ・ノードにも、異なるクラ
スタまたはクラスタ・ノードにも常駐させることができます。また、クラスタ化されていな
いシステム上にも常駐可能です。クラスタ・ノード上にインストールされたコンポーネント
とともに Oracle Fail Safeを使用すると、Webサーバー、Oracle Reports Serverおよび
Oracleデータベースの可用性が向上し、可用性の高いWebベースのビジネス・ソリュー
ションを展開できます。これが理想的なソリューションです。ただし、必ずしもすべてのコ
ンポーネントの可用性を高める必要はありません。業務上最も重要なコンポーネントのみ
を、可用性が高まるように構成できます。

11.1.1 Webベースの実装ベースの実装ベースの実装ベースの実装
Oracle Reports Serverを Reports Webカートリッジ、Reports Web CGIまたは Reportsサー
ブレットとともに使用して、Webブラウザからレポートを実行できます。（Reports Web
カートリッジ、Reports Web CGIおよび Reportsサーブレットの設定方法の詳細は、Oracle 
Reportsのマニュアルを参照してください。）

Webベースの実装では、Oracle Reports Serverアーキテクチャは次のような 3層または 4層
構成になります。

� クライアント層

Webブラウザが含まれます。

� アプリケーション層

Webサーバーと Oracle Reports Serverの両方が単層として含まれる場合と、Webサー
バー層と Oracle Reports Server層の 2層に分かれる場合があります。

� データベース層

Oracle Reports Serverによりアクセスされるデータベースが含まれます。

図 11-1に、Web環境における Oracle Reports Serverの可用性の高い 3層構成を示します。
この構成では、Oracle Reports Server層とWebサーバー層が 1つになってアプリケーショ
ン層を形成しています。その他の構成は、Oracle Reportsのマニュアルを参照してください。
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概要および実装のオプション
図図図図 11-1 Oracle ReportsののののWeb実装のための実装のための実装のための実装のための 3層アーキテクチャ層アーキテクチャ層アーキテクチャ層アーキテクチャ

11.1.2 クライアントクライアントクライアントクライアント /サーバー実装サーバー実装サーバー実装サーバー実装
クライアント /サーバー実装では、Oracle Reports Serverアーキテクチャは次のような 3層
構成になります。

� クライアント層

クライアント・アプリケーションが含まれます。

� アプリケーション層

Oracle Reports Serverが含まれます。

� データベース層

Oracle Reports Serverによりアクセスされるデータベースが含まれます。

クライアント層�

アプリケーション層�
クラスタ�

データベース層クラスタ�

Webブラウザ�

Oracleデータベース・サーバー�

Oracle Reports Servers
およびWebサーバー
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概要および実装のオプション
図 11-2に、クライアント /サーバー環境における可用性の高いOracle Reports Serverの一
般的な構成を示します。

図図図図 11-2 Oracle Reportsのクライアントのクライアントのクライアントのクライアント /サーバー実装のためのサーバー実装のためのサーバー実装のためのサーバー実装のための 3層アーキテクチャ層アーキテクチャ層アーキテクチャ層アーキテクチャ

クライアント・アプリケーション�

Oracle Reports Servers

クライアント層�

アプリケーション層�
クラスタ�

データベース層クラスタ� Oracleデータベース・サーバー�
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11.1.3 マスターマスターマスターマスター /スレーブ実装スレーブ実装スレーブ実装スレーブ実装
マスター /スレーブ実装では、パフォーマンスとロード・バランスが向上するように Oracle 
Reports Serverを構成できます。

この構成では、複数の Oracle Reports Serverを使用し、1つをマスターとして、その他をス
レーブとして指定します。ユーザーは、マスター Oracle Reports Serverにレポート要求を送
ります。Oracle Reports Serverでは、ラウンドロビン・アルゴリズムを使用してレポート要
求をスレーブ・サーバーに転送します。いずれかのスレーブが使用不能な場合、マスター
Oracle Reports Serverはそのスレーブには要求を送りません。

このように、Oracle Fail Safeを使用しなくても、Oracle Reportsにより可用性の高いレポー
トが提供されます。ただし、マスター Oracle Reports Serverで障害が発生する場合がありま
す。マスター Oracle Reports Serverを使用できなくなると、マスター /スレーブ構成全体が
使用不能になります。Oracle Fail Safeを使用して可用性の高いマスター Oracle Reports 
Serverを構成することによって、構成内の障害箇所をなくすことができます。

Oracle Fail Safe環境におけるマスター /スレーブ実装の構成後要件の詳細は、11.5項を参照
してください。

11.2 スタンドアロンスタンドアロンスタンドアロンスタンドアロン Oracle Reports Serverの検出の検出の検出の検出
Oracle Fail Safe Managerを使用して、可用性が高まるように Oracle Reports Serverを構成
します。Oracle Fail Safe Managerインタフェースでスタンドアロン Oracle Reports Server
を表示するには、まずスタンドアロン Oracle Reports Serverを検出する必要があります。
Oracle Fail Safe Serverは、Oracle Reports Serverを検出する際、Windowsサービス マネー
ジャ内のリストを調べて Oracle Reports Serverエントリを見つけ、それが可用性を高めるよ
うに構成されているかどうかを判断します。Oracle Fail Safeでは、新しく検出されたサービ
スが Oracle Fail Safe Managerのツリー・ビューの「スタンドアロン・リソース」フォルダ
の下に表示されます。

注意注意注意注意 : Oracle Fail Safeのマニュアルでは、マスターマスターマスターマスター /スレーブ実装スレーブ実装スレーブ実装スレーブ実装という用
語を、Oracle Reportsのマニュアルでのクラスタ構成と同じ意味で使用して
います。
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11.3 Oracle Reports Serverのグループへの追加のグループへの追加のグループへの追加のグループへの追加
可用性が高まるように Oracle Reports Serverを構成するには、少なくとも 1つの仮想アドレ
スが含まれたグループに Oracle Reports Serverを追加します。Oracle Fail Safeにより、
Oracle Reports Serverが依存する他のすべてのリソースが追加されます。通常、このグルー
プには次のリソースが含まれます。

� Oracle Reports Server

� キャッシュ・ディレクトリ、ソース・ディレクトリおよびスケジュールしたジョブが配
置される 1つ以上のクラスタ・ディスク

� 1つ以上の仮想アドレス

Oracle Reports ServerをWeb実装にする場合、アプリケーション全体の可用性の向上は、
Webサーバー（Oracle Application Server Webサーバーまたは Oracle HTTP Server）をグ
ループに追加することによっても可能です。Webサーバーを追加するグループは、Oracle 
Reports Serverを追加したグループと同じである必要はありません。

Oracle Reports Serverをマスター /スレーブ構成におけるマスター・サーバーにする場合
も、他の Oracle Reports Serverと同じようにグループに追加することによって、可用性の高
い Oracle Reports Serverを構成します。11.5項に、構成後に実行する手順について説明して
います。

11.3.1 構成前に構成前に構成前に構成前に
Oracle Reports Serverをグループに追加する前に、次のことに注意してください。

� Oracle Reports Server実行可能ファイルは、Oracle Reports Serverを実行するように構
成された各クラスタ・ノードのプライベート・ディスクにインストールします。

� その他の必要な Oracle製品の実行可能ファイルはすべて、Oracle Reports Serverを実行
するように構成された各クラスタ・ノードのプライベート・ディスクにインストールし
ます。

� Oracle Reports Serverのデータ・ファイルと出力ファイルは、どのクラスタ・ノードが
Oracle Reports Serverのホストであってもアクセスできるように、クラスタ・ディスク
上に配置します。

� グループには、少なくとも 1つの仮想アドレスが含まれている必要があります。

11.3.2 構成手順構成手順構成手順構成手順
Oracle Fail Safeには、可用性の高い Oracle Reports Serverの構成に必要な手順を自動化する
ウィザードがあります。既存の Oracle Reports Serverのグループへの追加や、Oracle 
Reports Serverの新規作成と追加が可能です。
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表 11-1に、可用性が高まるように Oracle Reports Serverを構成する際に必要な作業の一覧
を示します。各作業の手順ごとの指示は、オンライン・ヘルプとチュートリアルを参照して
ください。Oracle Fail Safe Managerのメニュー・バーで、「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」→→→→「キーワードで検索」「キーワードで検索」「キーワードで検索」「キーワードで検索」
を選択するか、または「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」→→→→「チュートリアル」「チュートリアル」「チュートリアル」「チュートリアル」を選択します。

表表表表 11-1 Oracle Reports Serverの構成手順の構成手順の構成手順の構成手順

手順手順手順手順 処置処置処置処置 説明説明説明説明

1 Oracle Reportsソフトウェアを
実行可能にするクラスタ内の
各ノードのプライベート・
ディスク上に、Oracle Reports
ソフトウェアがインストール
されていることを確認

インストールの詳細情報は、Oracle Reportsのマニュアルを参照してくだ
さい。

2 Oracle Fail Safeのインストール
時に、Oracle Reports Server
コンポーネントを実行可能
にする各クラスタ・ノードに
Oracle Reports Server
コンポーネントをインストール

Oracle Fail Safe Serverをインストールするときに、「使用可能な製品コン
ポーネント」リストから Oracle Reports Serverコンポーネントを選択しま
す。これで、Oracle Reportsの DLLファイルと NTレジストリ変数がイ
ンストールされます。詳しい指示は、『Oracle Fail Safeインストレーショ
ン・ガイド』を参照してください。

3 Oracle Reportsの定義ファイル
（.rdfまたは .rep）をソース・
ディレクトリにコピー

定義ファイルは共有記憶装置インターコネクト上のクラスタ・ディスクに
配置する必要があります。

4 スタンドアロン・ノード上での
Oracle Reportsアプリケー
ションのテスト

Oracle Reports Serverをグループに追加する前に、単一ノード上の Oracle 
Reportsアプリケーションをスタンドアロン・モードでテストします。た
とえば、任意の書式で任意の宛先にレポートを実行します。

5 Oracle Fail Safe Managerの起動 Windowsの「スタート」メニューから、次の順に選択します。
「「「「<Oracle_Home>」」」」→→→→「「「「Oracle Fail Safe Manager」」」」

6 クラスタの検証 「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」→→→→「クラスタの検証」「クラスタの検証」「クラスタの検証」「クラスタの検証」を選択して、クラスタ
のハードウェアおよびソフトウェア構成を検証するプロシージャを実行し
ます。

7 グループの作成および
1つ以上の仮想アドレスの追加

「グループ」「グループ」「グループ」「グループ」→→→→「作成」「作成」「作成」「作成」を選択して、「グループの作成」ウィザードを実行
します。このウィザードを使用して、フェイルオーバーおよびフェイル
バック・ポリシーを設定します。「リソースをグループに追加」ウィザー
ドが自動的に開くので、ここで仮想アドレスをグループに追加します。
（仮想アドレスをさらにグループに追加するには、「リソース」「リソース」「リソース」「リソース」→→→→「グルー「グルー「グルー「グルー
プに追加」プに追加」プに追加」プに追加」を選択します。）

8 Oracle Reports Serverの
グループへの追加

Oracle Fail Safe Managerで、「リソース」「リソース」「リソース」「リソース」→→→→「グループに追加」「グループに追加」「グループに追加」「グループに追加」を選択
し、「リソースをグループに追加」ウィザードを実行します。このウィ
ザードを使用すると、Oracle Reports Serverの選択、そのポート番号の指
定、ソース・ファイルの場所の指定、および Reportsアプリケーションで
使用されるデータベースの選択などが可能です。
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11.3.3 Oracle Reports Serverの構成データの構成データの構成データの構成データ
Oracle Fail Safe Managerには、可用性が向上するように Oracle Reports Serverを構成する
際に役立つ「リソースをグループに追加」ウィザードがあります。「リソースをグループに
追加」ウィザードを使用する場合、次のデータが必要です。

� Oracle Reports Serverの可能所有者ノード（クラスタが 3つ以上のノードから構成され
る場合、あるいは 2つのノードから構成されるクラスタで 1つのノードが使用できない
場合）

� Oracle Reports Serverに関連付ける仮想アドレス（グループに複数の仮想アドレスが含
まれる場合）

� Oracle Reports Serverの名前およびそれが実行されるポート

� Oracle Reports Serverのキャッシュ・ディレクトリ、ソース・ディレクトリおよびジョ
ブ・ディレクトリの場所

� Oracle Reports Serverによりアクセスされるデータベース

� Oracle Reports Serverの実行に使用されるアカウント

次の項で、これらの要件を詳細に説明します。

11.3.3.1 ノードの選択ノードの選択ノードの選択ノードの選択
Oracle Reports Serverをグループに追加する際に、クラスタが 3つ以上のノードから構成さ
れている場合は、図 11-3に示すように、選択済ノードのリストを指定して、Oracle Reports 
Serverの可能所有者となるノードを指定するように求められます。特定のノードを Oracle 
Reports Serverの可能所有者として指定しない場合は、そのノードを「選択済ノード」リス
トから選択して、左矢印をクリックします。

2.6.6項では、可能所有者の概念について詳細に説明します。

9 グループの検証 「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」→→→→「グループの検証」「グループの検証」「グループの検証」「グループの検証」を選択して、グループ、
仮想アドレス、リソースまたはフェイルオーバー構成に問題がないかどう
かを確認し、問題があれば修正します。

10 各クライアント・システム上の
TNSNAMES.ORAファイルの
変更

仮想サーバーを認識するようにクライアントを構成（各クライアント・シ
ステムで TNSNAMES.ORAファイルを変更）します（11.4.1項を参照）。
マスター /スレーブ実装を使用している場合は、マスター・システムとス
レーブ・システム上の TNSNAMES.ORAファイルを変更します（11.5項
を参照）。

11 Webサーバーをフェイル
オーバー用に構成

Webサーバーを新規に作成して追加し、Oracle Reportsアプリケーション
のWeb上での可用性を向上させます。Webサーバーを作成してグループ
に追加する方法の詳細は、第 12章を参照してください。

表表表表 11-1 Oracle Reports Serverの構成手順（続き）の構成手順（続き）の構成手順（続き）の構成手順（続き）

手順手順手順手順 処置処置処置処置 説明説明説明説明
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図図図図 11-3 全ノードが使用可能な場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ全ノードが使用可能な場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ全ノードが使用可能な場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ全ノードが使用可能な場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ

Oracle Reports Serverをグループに追加する際に、クラスタが 2つ以上のノードで構成され
ており、そのうちの 1つ以上のノードが使用できない場合、どのノードを Oracle Reports 
Serverの可能所有者とするのかを指定するように求められます。このような場合、図 11-4
に示すように、ウィザード・ページには使用できないノードとその理由が表示されます。
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図図図図 11-4 使用できないノードがある場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ使用できないノードがある場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ使用できないノードがある場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ使用できないノードがある場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ

11.3.3.2 仮想アドレス仮想アドレス仮想アドレス仮想アドレス
Oracle Reports Serverをグループに追加するには、そのグループに少なくとも 1つの仮想ア
ドレスが含まれている必要があります。図 11-5に示すように、Oracle Reports Serverを追加
するグループ内に複数の仮想アドレスが含まれている場合、Oracle Reports Serverと関連付
ける仮想アドレスを選択するように要求されます。Oracle Reportsアプリケーションにクラ
イアント・アプリケーションからアクセスする場合、アプリケーションから Oracle Reports 
Serverへの接続時に指定するホストはその仮想アドレスになります。Oracle Reportsアプリ
ケーションに可用性の高いWebサイトからアクセスする場合、ユーザーが接続時に指定す
る URLは、Reports Serverの名前とWebサーバーの仮想アドレスとなります。たとえば、
Oracle Reports ServerとWebサーバーの両方を可用性の高い構成にした場合、次のような
URLを指定してWeb上のレポートにアクセスします。

http://ntclu4-6:4000/web_cgi/rwcgi60.exe?server=Reports_Tutorial+report=
sample+userid=internal/internal@Tutorial_DB.world+destype=cache+desformat=HTML
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この URLの構成は次のとおりです。

� ntclu4-6:4000は、Webサーバーの仮想アドレスおよびポートです。

� web_cgiは、rwcgi60.exe実行可能ファイルが含まれた物理ディレクトリを指す仮想ディ
レクトリです。

� Reports_Tutorialは、（TNSNAMES.ORA内に指定されている）Oracle Reports Serverの
名前です。

� Tutorial_DB.worldは、Oracle Reports Serverによりアクセスされるデータベースです。

図図図図 11-5 Oracle Reportsの「仮想アドレスの選択」ウィザード・ページの「仮想アドレスの選択」ウィザード・ページの「仮想アドレスの選択」ウィザード・ページの「仮想アドレスの選択」ウィザード・ページ
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11.3.3.3 Oracle Reports Serverの識別情報の識別情報の識別情報の識別情報
図 11-6に示すように、Oracle Reports Serverの識別情報は、Oracle Reports Serverの名前
と、Oracle Reports Serverが実行されるポートで構成されます。同じクラスタ上で稼働する
複数の Oracle Reports Serverに対して、同一のポート番号と仮想アドレスの組合せは使用で
きません。2つの Oracle Reports Serverで同じ仮想アドレスを使用する場合は、異なるポー
ト番号を使用する必要があります。

図図図図 11-6「「「「Reportsの識別情報」ウィザード・ページの識別情報」ウィザード・ページの識別情報」ウィザード・ページの識別情報」ウィザード・ページ
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11.3.3.4 ソース・ディレクトリ、キャッシュ・ディレクトリおよびソース・ディレクトリ、キャッシュ・ディレクトリおよびソース・ディレクトリ、キャッシュ・ディレクトリおよびソース・ディレクトリ、キャッシュ・ディレクトリおよび
ジョブ・ディレクトリの場所ジョブ・ディレクトリの場所ジョブ・ディレクトリの場所ジョブ・ディレクトリの場所
これらのディレクトリは、Reportsアプリケーションの定義ファイルを配置する場所、出力
を書き込む場所、およびジョブのスケジュール情報を配置する場所を指定するものです。既
存の Reports Serverの場合、これらの値がウィザードのこのページに入力されます。新規の
Reports Serverの場合、Oracle Fail Safeでは、Oracle Reports Server構成ファイル
（<reports-server-name>.ora、ここで <reports-server-name>は Oracle Reports Serverの名
前）作成時に指定した値を使用します。Oracle Reports Server構成ファイルは、常に
<Oracle_Home>¥Reports60¥Server¥<reports-server-name>.ora内にあります。

図 11-7に示すように、新規の Reports Serverに対して次のディレクトリを指定する必要が
あります。

� キャッシュ・ディレクトリ

Oracle Reports Serverの出力ファイルが書き込まれるディレクトリを指定します。この
ディレクトリ指定は、クラスタ・ディスクおよびディレクトリ、またはファイル共有の
いずれかです。

� ソース・ディレクトリ

.rdfまたは .repファイルを配置するディレクトリを指定します。このディレクトリ指定
は、クラスタ・ディスクおよびディレクトリ、またはファイル共有のいずれかです。

� ジョブ・ディレクトリ

Oracle Reports Server作業の実行スケジュールを保持する .datファイルを配置するディ
レクトリを指定します。このディレクトリ指定は、クラスタ・ディスクおよびディレク
トリでなければなりません。ジョブをスケジュールしない場合でも、このディレクトリ
は必ず指定してください。

Oracle Reports Serverを新規に作成してグループに追加するときに設定する
<reports-server-name>.oraファイルのパラメータは、次のとおりです。

� キャッシュ・ディレクトリ = cachedirパラメータ

� ソース・ディレクトリ = sourcedirパラメータ

� スケジュールしたジョブ・ディレクトリ = persistfileパラメータ

persistfileパラメータは、<reports-server-name>.datファイルの配置場所を示します。
<reports-server-name>.datファイルには、Oracle Reports Serverジョブの実行スケジュール
が含まれます。実行されているノードに関係なく Oracle Reports Serverでスケジュールを検
索できるように、persistfileパラメータがクラスタ・ディスクを示すようにします。
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図図図図 11-7「「「「Reportsのディスク」ウィザード・ページのディスク」ウィザード・ページのディスク」ウィザード・ページのディスク」ウィザード・ページ

11.3.3.5 Oracle Reports Serverによりアクセスされるデータベースによりアクセスされるデータベースによりアクセスされるデータベースによりアクセスされるデータベース
図 11-8に示すように、Oracle Reports Serverでは、サービスを提供している Reportsアプリ
ケーションを介したデータの表示および更新にどのデータベース（複数も可）を使用するか
を認識する必要があります。Oracle Fail Safeでは、実行されているノードにかかわらず
Oracle Reports Serverで接続情報を使用できるように、TNSNAMES.ORAファイルを
Oracle Reports Serverの可能所有者であるすべてのクラスタ・ノードのデータベース情報で
更新します。

スタンドアロン・データベース、または可用性が高まるように構成したデータベースを指定
できます。ただし、ビジネス・ソリューション全体の可用性を高めるには、フェイルセーフ
の Oracle Reports Serverによりアクセスされるデータベースをグループに追加する必要があ
ります。このデータベースを Oracle Reports Serverと同じグループに追加する必要はありま
せん。
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図図図図 11-8「「「「Reportsのデータベース」ウィザード・ページのデータベース」ウィザード・ページのデータベース」ウィザード・ページのデータベース」ウィザード・ページ

11.3.3.6 Oracle Reports Serverの実行に使用されるアカウントの実行に使用されるアカウントの実行に使用されるアカウントの実行に使用されるアカウント
Oracle Reports Serverが適切に動作するには、1つ以上のプリンタにアクセスできる必要が
あります。1したがって、プリンタへのアクセス権を持つユーザー・アカウントを指定する必
要があります。レポートをプリンタに出力しない場合でも、Oracle Reports Serverは、プリ
ンタへのアクセス権を持ったアカウントから実行する必要があります。図 11-9は、この情報
を指定するウィザード・ページです。

Oracle Reports Serverがサービスとして稼働している場合、Windowsの「ユーザー マネー
ジャ」でユーザー・アカウントの「パスワードを無期限にする」オプションが選択されてお
り、そのユーザー・アカウントが Oracle Reports Serverの実行と Reportsファイルのアクセ
スに適切なグループのメンバーであることを確認します。また、デフォルト・プリンタが設
定され、ユーザーがそのプリンタに対する印刷権限を持っていることも確認してください。

1 プリンタは実際になくてもかまいませんが、プリンタ・ドライバはインストールする必要があ
ります。
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Oracle Reports Serverへのクライアント接続
図図図図 11-9「「「「Reportsのアカウント」ウィザード・ページのアカウント」ウィザード・ページのアカウント」ウィザード・ページのアカウント」ウィザード・ページ

11.4 Oracle Reports Serverへのクライアント接続へのクライアント接続へのクライアント接続へのクライアント接続
次の各項では、Oracle Fail Safeを使用して可用性が高まるように構成された Oracle Reports 
Serverにクライアントから接続する方法について説明します。既存の Oracle Reportsアプリ
ケーションは、変更することなく、Oracle Fail Safeを使用して構成されている Oracle 
Reports Serverとともに使用できます。

あるクラスタ・ノードが停止または障害を起こした場合、Oracle Reports Serverを含むグ
ループは別のクラスタ・ノードに自動的にフェイルオーバーし、ユーザーは数秒以内に
Oracle Reportsへのアクセスを再開できます。ユーザーが障害の発生した Oracle Reportsア
プリケーションをWeb上で再開するには、Webブラウザに URLを再ロードします。Oracle 
Reports Serverコンポーネントの可用性が高められたことで、ユーザーにはアプリケーショ
ン全体の可用性が向上したような印象を与えます。
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Oracle Reports Serverへのクライアント接続
Web上に可用性の高いレポートを表示するには、次のようにします。

1. 仮想アドレスをリスニングするようにWebリスナーを構成します。ユーザーは、Web
ブラウザでWebリスナーの仮想アドレスと静的HTMLファイルを指定してレポートに
アクセスします。たとえば、Webサーバーの設定によっては、ユーザーは次のような
URLを入力します。

http://ntclu4-5/reports.html:801

この URLでは、ntclu4-5がWebリスナーの仮想アドレス、reports.htmlが Oracle 
Reportsアプリケーションの静的 HTMLファイル、801がWebリスナーが動作する
ポート番号です。Webサイトのホーム・ページの .htmファイルを編集して、Oracle 
Reports ServerとWebサーバーを追加したグループの仮想アドレス、およびWebサー
バーのポート番号を参照します。HREF書式は、次のとおりです。

<A HREF="http://virtual_address:port_number/">

2. 次のように、（Webサーバーの可能所有者である）全クラスタ・ノード上のMicrosoft 
Windowsレジストリ・キーの値を調整して、Webサーバーで Oracle Reports Server出
力を検索する仮想ディレクトリを反映します。

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLEの下に、次のキーを定義します。

� REPORTS60_PHYSICAL_MAP:　Oracle Reports Serverキャッシュ（出力）ファイ
ルが書き込まれるディレクトリを指定します。

� REPORTS60_VIRTUAL_MAP:　Webサーバーで Oracle Reports Server出力を検索
する仮想ディレクトリを指定します。

� キー・マッピング・ファイルを使用する場合、REPORTS60_CGIMAP環境変数が
（Webサーバーの可能所有者である）全クラスタ・ノード上に定義され、キー・
マッピング・ファイルの検索場所が指定されていることを確認します。

注意注意注意注意 : Oracle Reports Server自体はフェイルオーバー後にリカバリされます
が、実行中のレポートの整合性やコンテキストは失われます。フェイルオー
バー前に生成されたレポート情報はすべて失われるため、ユーザーまたはア
プリケーションによるレポートの再実行が必要です。
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Oracle Reports Serverへのクライアント接続
11.4.1 Oracle Reports Serverへのクライアント・アクセスのためのへのクライアント・アクセスのためのへのクライアント・アクセスのためのへのクライアント・アクセスのための
TNSNAMES.ORAファイルの更新ファイルの更新ファイルの更新ファイルの更新

Oracle Fail Safeでは、Oracle Reports Serverの可能所有者であるクラスタ・ノード、および
「リソースをグループに追加」ウィザードを実行しているシステムの TNSNAMES.ORAファ
イルを自動的に更新し、Oracle Reports Serverをグループに追加します。

ただし、クライアントがノードの物理アドレスではなく仮想アドレスで Oracle Reports 
Serverにアクセスできるように、クライアント・システム上の TNSNAMES.ORAファイル
を編集する必要があります。

Oracle Fail Safe環境で Oracle Reports Serverにアクセスする必要のあるクライアント・シス
テムを更新するには、次の手順に従います。

1. 次のいずれかの方法で、Oracle Reports Serverで使用する仮想アドレスを判断します。

� ツリー・ビューで Oracle Reports Serverリソースを選択し、「依存性」「依存性」「依存性」「依存性」タブをク
リックします。リストされている仮想アドレスを書きとめます。

� クラスタ・ノードの 1つで TNSNAMES.ORAファイルの Oracle Reports Serverエン
トリを検索します。（Oracle Fail Safeでは、Oracle Reports Serverの可能所有者で
あるクラスタ・ノード上の TNSNAMES.ORAファイルを更新します。）

2. Oracle Reports Serverにアクセスが必要なクライアント・システム上の
TNSNAMES.ORAファイルを編集します。Oracle Reports Serverの TNSNAMES.ORA
ファイルのエントリは、次のようになります。

reportserver.world =
       (ADDRESS = 
       (PROTOCOL = TCP)
       (Host = NTCLU-162) <- 仮想アドレス仮想アドレス仮想アドレス仮想アドレス
       (Port=9100)        <-「リソースをグループに追加」ウィザードで「リソースをグループに追加」ウィザードで「リソースをグループに追加」ウィザードで「リソースをグループに追加」ウィザードで

 指定されているポート指定されているポート指定されているポート指定されているポート
       )

注意注意注意注意 : Webブラウザを使用して Oracle Reports Serverにアクセスするクラ
イアント・システムでは、TNSNAMES.ORAファイルを更新する必要はあり
ません。
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マスター /スレーブ実装のための構成後の手順
11.5 マスターマスターマスターマスター /スレーブ実装のための構成後の手順スレーブ実装のための構成後の手順スレーブ実装のための構成後の手順スレーブ実装のための構成後の手順
マスター /スレーブ構成を使用する場合、可用性が高まるように Oracle Reports Serverを構
成した後、さらにいくつかの手順が必要になります。

この項では、マスター /スレーブの Oracle Reports Serverの実装方法について手順ごとに説
明します。この項の例で説明する内容は、次のとおりです。

� マスター /スレーブの例に必要なバックグラウンド情報（11.5.1項）

� マスター /スレーブ間の通信を使用可能にする方法（11.5.2項）

� 既存の実装へのサーバーの追加（11.5.3項）

11.5.1 マスターマスターマスターマスター /スレーブ例の概要スレーブ例の概要スレーブ例の概要スレーブ例の概要
表 11-2に、マスター /スレーブ構成例に使用するサーバー・システムを示します。

各システムの状態は次のとおりです。

� Oracle Reports Serverコンポーネントがインストールされています。

� 中央ファイル・サーバーが実行され、（レポート定義ファイルが格納される）ソース・
ディレクトリ、（キャッシュに入れられたすべてのレポートの出力先の）キャッシュ・
ディレクトリ、（Oracle Reports Serverジョブのスケジューリング・データ・ファイル
が置かれる）ジョブ・ディレクトリの 3つのディレクトリとともに設定されています。
この中央ファイル・サーバーは、Oracle Reports Serverのグループへの追加、ソース・
ディレクトリ、キャッシュ・ディレクトリおよびジョブ・ディレクトリの指定時に指定
した共有クラスタ・ディスクです。

各 Oracle Reportsランタイム・エンジンではその出力を中央キャッシュに書き込み、各
Oracle Reportsランタイム・エンジンでは中央ソース・ディレクトリからレポート定義
ファイルを読み込みます。中央ソース・ディレクトリがあるため、すべてのランタイ
ム・エンジンで同じレポートを実行することになります。また、更新したレポート定義
ファイルを複数の場所にコピーする必要がなくなります。中央キャッシュにより、マス
ター・サーバーでは重複するジョブに対してサービスを提供でき、ジョブは各スレー
ブ・サーバーのローカル・ディスクを経由せずに指定許容範囲内で実行されます。

表表表表 11-2 マスターマスターマスターマスター /スレーブ実装の例スレーブ実装の例スレーブ実装の例スレーブ実装の例

Reports Server名名名名 システム名システム名システム名システム名
マスターまたはマスターまたはマスターまたはマスターまたは
スレーブスレーブスレーブスレーブ TNS名名名名

Reports_Master ntclu4-3 マスター ntclu4-5（仮想アドレス）

nt-2 nt-2 スレーブ nt-2

sun-1 sun-1 スレーブ sun-1
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マスター /スレーブ実装のための構成後の手順
� （出力が常にデフォルト・プリンタに送られる場合以外は）すべての Oracle Reportsラ
ンタイム・エンジンで、プリンタに同一の別名が使用されます。

11.5.2 マスターマスターマスターマスター /スレーブ間の通信を使用可能にする方法スレーブ間の通信を使用可能にする方法スレーブ間の通信を使用可能にする方法スレーブ間の通信を使用可能にする方法
マスター /スレーブ間の通信を使用可能にするには、マスター Oracle Reports Serverを実行
可能なすべてのクラスタ・ノード上と、スレーブ Oracle Reports Serverを実行可能なマシン
上で、TNSNAMES.ORAファイルと Oracle Reports Server構成ファイルを変更する必要が
あります。

これは、マスター・サーバーが可用性を高めるように構成されているかどうかには関係あり
ません。ただし、マスター・サーバーが可用性を高めるように構成されている場合は、マス
ター・サーバーが実行されているマシンのホスト名ではなく、TNSNAMES.ORAファイル
内のマスター・サーバーの仮想アドレスを指定してください。次の各項で、手順を詳細に説
明します。

（この例では、Reports_Master.world、nt-2.worldおよび sun-1.worldがサーバー・インスタ
ンス名、.worldが SQLNET.ORAファイルの NAMES.DEFAULT_DOMAIN設定に指定され
ているドメインです。NAMES.DEFAULT_DOMAIN設定が SQLNET.ORAファイル内に定
義されていない場合は、サーバー・インスタンス名から .worldを省いてください。）

11.5.2.1 マスター・サーバーのための調整マスター・サーバーのための調整マスター・サーバーのための調整マスター・サーバーのための調整
Reports_Masterサーバーが含まれたグループが常駐するクラスタ・ノードで、マスター・
サーバーに対するスレーブ・サーバーの特定、各スレーブ・サーバーの中央キャッシュ・
ディレクトリとランタイム・パラメータの指定を次の手順に従って実行します。

1. テキスト・エディタで、Reports_Masterサーバーが実行されているクラスタ・ノードの
<Oracle_Home>¥NET80¥ADMINディレクトリに入っている TNSNAMES.ORAファイ
ルを開き、次の行を追加してスレーブ・サーバーを指定します。

nt-2.world=(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp) (HOST=nt-2) (PORT=1949))
sun-1.world=(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp) (HOST=sun-1) (PORT=1949))

2. <Oracle_Home>¥REPORT60¥SERVERディレクトリに入っている Reports_Master.ORA
ファイル（マスター Oracle Reports Server構成ファイル）を編集し、次のように
CLUSTERCONFIGパラメータを設定してマスターに対するスレーブ・サーバーを指定
します。

sourcedir="x:¥Source"
cachedir="x:¥Cache"
persistfile="x:¥Jobs"
.
.
.
clusterconfig="(server=nt-2
minengine=0
maxengine=2
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マスター /スレーブ実装のための構成後の手順
initengine=2
cachedir="W:¥Cache")
(server=sun-1
minengine=0
maxengine=2
initengine=2
cachedir="/share/Cache")"

3. Reports_Masterサーバーを一度オフラインにした後、Oracle Fail Safe Managerまたは
FSCMDコマンドを使用して再度オンラインにします。これを実行するまで、新しい構
成は有効になりません。

4. 構成ファイル（TNSNAMES.ORAおよび Reports_Master.ORA）が、マスター Reports 
Serverの可能所有者である他のクラスタ・ノードで更新されるように、Reports_Master
サーバーが含まれたグループを検証します。

次の点に注意してください。

� 各クラスタ・ノードは、X:ドライブを使用して中央ファイル・サーバーにマップされま
す。

� サーバー・パラメータは、スレーブ・サーバーの TNSサービス・エントリ名です。

� minengine、maxengineおよび initengineの値は、例として指定されています。マス
ター /スレーブ実装では、これらの値を指定する必要はありません。スレーブ・サー
バーに対するこれらのパラメータ設定の詳細は、Oracle Reportsのマニュアルを参照し
てください。

� cachedirパラメータは、マスター・サーバーの中央キャッシュ・ディレクトリです。

� NTマシンと UNIXマシンとでは、キャッシュ・ディレクトリの設定が異なります。す
べてのサーバーを、同じ定義による共有ファイル・システムと対応させる必要はありま
せん。（この例では、マスターが X:ドライブに、NTスレーブはW:ドライブに、Sun
（UNIX）スレーブは /share/Cacheネットワーク共有ドライブにマップされます。ただ
し、すべての定義は、可用性が高まるように Oracle Reports Serverを構成した際に追加
した同一の共有クラスタ・ディスクを指しています。）

� スレーブ・サーバーの REPORT60_PATH環境変数は、sun-1システムの場合
/share/Sourceに、nt-2システムの場合W:¥Sourceに設定する必要があります。

11.5.2.2 スレーブ・サーバーのための調整スレーブ・サーバーのための調整スレーブ・サーバーのための調整スレーブ・サーバーのための調整
次の手順では、各スレーブ・サーバーに対する調整について説明します。各スレーブ・シス
テムが仮想サーバー・アドレスで Reports_Masterサーバーを検出できるように、各システ
ムの TNSNAMES.ORAファイルを更新することが主な目的です。

1. テキスト・エディタで <Oracle_Home>¥NET80¥ADMINディレクトリ内の
TNSNAMES.ORAファイルを開き、次の行を追加して、スレーブ Oracle Reports Server
によりアクセスされるマスター Oracle Reports Serverおよびデータベースを指定しま
す。
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マスター /スレーブ実装のための構成後の手順
Reports_Master.world=(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp) (HOST=ntclu4-5) (PORT=1949))
Reports_db.world=(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp) (HOST=ntclu4-7) (PORT=7687))

Reports_Master.worldのホストは、可用性の高いマスター Oracle Reports Serverの仮想
アドレスです。同様に、Oracle Reports Serverによりアクセスされるデータベースの可
用性を高めた場合、そのデータベースの HOSTエントリはデータベースの仮想アドレス
にする必要があります。

2. <Oracle_Home>¥REPORT60¥SERVERディレクトリ内の nt-2.oraファイル（Oracle 
Reports Server構成ファイル）を開き、INITENGINEパラメータを 0に設定します。こ
れによって、マスター・サーバーにより起動されるランタイム・エンジンは、起動時に
作成されたランタイム・エンジンに限られます。

3. sun-1システムで手順 1と 2を繰り返します。ただし、手順 2では、
<Oracle_Home>¥Reports60¥Serverディレクトリ内の sun-1.ora構成ファイルを編集して
ください。

11.5.3 既存のマスター既存のマスター既存のマスター既存のマスター /スレーブ実装へのスレーブ・サーバーの追加スレーブ実装へのスレーブ・サーバーの追加スレーブ実装へのスレーブ・サーバーの追加スレーブ実装へのスレーブ・サーバーの追加
既存のマスター /スレーブ実装に新規のスレーブ・サーバーを追加する場合、マスターとス
レーブ両方のサーバー・システムの TNSNAMES.ORAファイルと Oracle Reports Server構
成ファイルを調整する必要があります。

表 11-2に示したような実装において、Sun Solarisシステム（sun-2）で稼働している sun-2
という名前のスレーブ・サーバーを追加するとします。次の各項では、Reports_Masterサー
バーが常駐するクラスタ、およびスレーブが稼働しているシステムで行う必要のある変更に
ついて説明します。

この例では、nt-2.world、sun-1.worldおよび sun-2.worldがサーバー・インスタンスの名前
で、.worldが SQLNET.ORAファイルの NAMES.DEFAULT_DOMAIN設定に指定されてい
るドメインです。NAMES.DEFAULT_DOMAIN設定が SQLNET.ORAファイル内に定義さ
れていない場合は、サーバー・インスタンス名から .worldを省いてください。

11.5.3.1 マスターマスターマスターマスター Oracle Reports Serverのための調整のための調整のための調整のための調整
Reports_Masterサーバーが含まれたグループが常駐するクラスタ・ノードで、次のようにし
ます。

1. <Oracle_Home>¥NET80¥ADMINディレクトリにある TNSNAMES.ORAファイルを開
き、次のエントリを追加します。

sun-2.world=(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp) (HOST=sun-2) (PORT=1949))

2. Reports_Master.oraファイル（Oracle Reports Server構成ファイル）を開き、次の太字
部分を既存の CLUSTERCONFIGパラメータに追加します。

clusterconfig="(server=nt-2
minengine=0
maxengine=2
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マスター /スレーブ実装のための構成後の手順
initengine=2
cachedir="W:¥Cache")
(server=sun-1
minengine=0
maxengine=2
initengine=2
cachedir="/share/Cache")
(server=sun-2
minengine=0
maxengine=4
initengine=4
cachedir="/share/Cache")"

3. Reports_Masterサーバーを一度オフラインにした後、Oracle Fail Safe Managerまたは
FSCMDコマンドを使用して再度オンラインにします。これを実行するまで、新しい構
成は有効になりません。

4. 構成ファイル（TNSNAMES.ORAおよび Reports_Master.ORA）が、マスター Reports 
Serverの可能所有者である他のクラスタ・ノードで更新されるように、Reports_Master
サーバーが含まれたグループを検証します。

11.5.3.2 スレーブ・サーバーのための調整スレーブ・サーバーのための調整スレーブ・サーバーのための調整スレーブ・サーバーのための調整
次の手順では、スレーブ・サーバーに対する調整について説明します。スレーブ・システム
が仮想サーバー・アドレスで Reports_Masterサーバーを検出できるように、システムの
TNSNAMES.ORAファイルを更新することが主な目的です。

1. <Oracle_Home>/NET80/ADMINディレクトリ内の TNSNAMES.ORAファイルを開き、
次の行を追加して、スレーブ Oracle Reports Serverによりアクセスされるマスター
Oracle Reports Serverおよびデータベースを指定します。

Reports_Master.world=(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp) (HOST=ntclu4-5) (PORT=1949))
Reports_db.world=(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp) (HOST=ntclu4-7) (PORT=7687))

Reports_Master.worldのホストは、可用性の高いマスター Oracle Reports Serverの仮想
アドレスです。同様に、Oracle Reports Serverによりアクセスされるデータベースの可
用性を高めた場合、そのデータベースの HOSTエントリはデータベースの仮想アドレス
にする必要があります。

2. <Oracle_Home>/REPORT60/SERVERディレクトリ内の sun-2.oraファイル（Oracle 
Reports Server構成ファイル）を開き、INITENGINEパラメータを 0に設定します。
（これによって、マスター・サーバーにより起動されるランタイム・エンジンは、起動
時に作成されたランタイム・エンジンに限られます。）さらに、次のエントリを追加し
ます。

Reports_Master.world=(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp) (HOST=ntclu4-5) (PORT=1949))

この例では、ntclu4-5は、マスター Oracle Reports Serverが実行されている物理ホストでは
なく、マスター Oracle Reports Serverと関連付けられた仮想アドレスです。
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11.6 可用性の高い可用性の高い可用性の高い可用性の高い Oracle Reports Serverへのユーザー・へのユーザー・へのユーザー・へのユーザー・
アクセスの制御アクセスの制御アクセスの制御アクセスの制御

Oracle Reportsリリース 6i では Oracle Reportsへのユーザー・アクセス制御に Oracle 
WebDBを使用できます。可用性が向上するように構成したOracle Reports Serverに対して、
この方法で Oracle WebDBを使用できます。Oracle Reportsリリース 6i のマニュアルにある
指示に従ってください。ただし、次のネットワーク調整を行って、Oracle Reports Serverの
物理アドレスのかわりに仮想アドレスを使用するようにしてください。この例では、可用性
が高まるように Oracle WebDBインスタンスを構成することを示します。

1. Oracle Fail Safe Managerを使用し、レポートへのアクセス制御に使用する Oracle 
WebDBインスタンスの可用性を向上させます。（Oracle WebDBインスタンスをグルー
プに追加します。）

2. 次のように、Oracle WebDBサービス・エントリを TNSNAMES.ORAに追加します。

a. Oracle Reports Serverを含むグループが常駐するクラスタ・ノード上の
<Oracle_Home>¥NET80¥ADMINディレクトリにある TNSNAMES.ORAファイル
を開きます。

b. 次の Oracle WebDBサービス・エントリを追加します。

sec-rep.world =
  (DESCRIPTION =
     (ADDRESS =
         (PROTOCOL = TCP)
         (HOST = webdb-virtual-address.domain)
         (PORT= 1521)
   )
   (CONNECT_DATA = (SID = ORCL)

3. （Oracle Reports Serverを含むグループが常駐するクラスタ・ノード上の
<Oracle_Home>¥REPORT60¥SERVERディレクトリにある）report-server.ora構成ファ
イルを開き、次の構文を追加します。

SECURITYTNSNAME="sec-rep"

この例で sec-repは、TNSNAMES.ORAファイルで定義された Oracle WebDBサー
バー・インスタンスの仮想アドレスです。

4. Oracle Reports Serverを一度オフラインにした後、Oracle Fail Safe Managerまたは
FSCMDコマンドを使用して再度オンラインにします。これを実行するまで、新しい構
成は有効になりません。

5. Oracle Reports Serverの可能所有者である他のクラスタ・ノードで手順 2と 3を繰り返
します。
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11.7 Oracle Reportsのスケジューリングのスケジューリングのスケジューリングのスケジューリング
スタンドアロンの Oracle Reports Serverと同様に、可用性の高い Oracle Reports Serverに対
してもジョブをスケジュールできます。ジョブのスケジュール情報は、通常ファイル
（<reports-server-name>.dat）に格納されます。Oracle Reportsリリース 6i では、ジョブの
実行中に必ず Oracle Reports Serverキュー・アクティビティのスナップショットをとるよう
にデータベースを設定できます。

可用性が高まるように Oracle Reports Serverを構成する場合、「リソースをグループに追加」
ウィザードにより、ジョブ・スケジュール・ファイル（<reports-server-name>.dat）の場所
を指定するように要求されます。Oracle Fail Safeでは、Oracle Reports Serverが稼働してい
るクラスタ・ノードにかかわらず Oracle Reports Serverで .datファイルを検出できるよう
に、共有クラスタ・ディスク上に <reports-server-name>.datファイルを配置する必要があ
ります。フェイルオーバーにおいても、後で実行するようにスケジュールされている Oracle 
Reportsアプリケーションは、スケジュールどおりに実行されます。つまり、スケジュール
済のレポート実行はフェイルオーバーによる影響を受けません。

ただし、フェイルオーバーが発生すると、実行中の Oracle Reportsアプリケーションはすべ
て失われます。Oracle Reportsアプリケーションの再試行は、そのアプリケーションを再試
行するようにスケジュールしており、再試行の回数が上限に達していない場合に限られま
す。

11.7.1 ジョブ・リポジトリを可用性の高いジョブ・リポジトリを可用性の高いジョブ・リポジトリを可用性の高いジョブ・リポジトリを可用性の高い Oracle Reports Serverとともにとともにとともにとともに
使用使用使用使用

Oracle Reportsリリース 6i では、ジョブの実行中に必ず Oracle Reports Serverキュー・アク
ティビティのスナップショットをとるようにデータベースを設定する機能を提供します。可
用性が向上するように構成した Oracle Reports Serverに対して、この方法でデータベースを
使用できます。Oracle Reports 6i のマニュアルの指示に従ってください。ただし、次のこと
も必ず実行してください。

1. ジョブ・リポジトリとして使用するデータベースをグループに追加し、このデータベー
スの可用性を向上させます。

2. 次のように、データベース・サービス・エントリを TNSNAMES.ORAに追加します。

a. Oracle Reports Serverを含むグループが常駐するクラスタ・ノード上の
<Oracle_Home>¥NET80¥ADMINディレクトリにある TNSNAMES.ORAファイル
を開きます。

b. 次のデータベース・サービス・エントリを追加します。

sec_rep.world =
  (DESCRIPTION =
     (ADDRESS =
         (PROTOCOL = TCP)
         (HOST = database-virtual-address.domain)
         (PORT= 1521)
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   )
   (CONNECT_DATA = (SID = ORCL)

3. Oracle Reports Serverを含むグループが常駐するノード上の Oracle Reports Server構成
ファイルに、REPOSITORYCONNパラメータを追加します。このパラメータの追加に
ついては、Oracle Reportsリリース 6i のマニュアルに記述されている指示に従ってくだ
さい。

4. Oracle Reports Serverの可能所有者である他のクラスタ・ノードで手順 2と 3を繰り返
します。

5. Oracle Fail Safe Managerあるいは FSCMDコマンドを使用して、Oracle Reports Server
の停止と再起動を実行し、構成ファイルの変更が受け入れられるようにします。

11.8 可用性の高い可用性の高い可用性の高い可用性の高い Oracle Reports Serverに関連する問題のに関連する問題のに関連する問題のに関連する問題の
トラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティング

次の各項では、可用性が高まるように構成した Oracle Reports Serverの使用時に発生する具
体的な問題のトラブルシューティングについて説明します。Fail Safeリソースのトラブル
シューティングに関する一般的な情報は、第 6章に記載しています。Oracle Reports Server
のトラブルシューティングに関する一般的な情報は、Oracle Reportsリリース 6i のマニュア
ルを参照してください。

Oracle Reports Serverを含むグループに「グループの検証」コマンドを発行すると、Oracle 
Fail Safeでは、クラスタ・レジストリにある情報を構成ファイル内に記述されている情報と
比較します。情報が一致しない場合、Oracle Fail Safeにより問題を修正するかどうかを尋ね
られます。

「グループの検証」操作は、いつでも実行できます。ただし、次のような場合には必ず実行
します。

� グループまたはグループ内のリソースがオンライン化されない場合

� フェイルオーバーまたはフェイルバックが予定どおりに実行されない場合

� クラスタに新しいノードが追加された場合

11.8.1 Webサーバーでサーバーでサーバーでサーバーで CGIのののの RWCGI60.EXEファイルを見つけられないファイルを見つけられないファイルを見つけられないファイルを見つけられない
CGI実行可能ファイルが見つからないというエラー・メッセージを受け取った場合は、次の
ことを実行します。

� Webサーバー構成で仮想ディレクトリが正しく設定されていることを確認します。

� RWCGI60.EXE実行可能ファイルが関連物理ディレクトリにあるかどうかを確認します。
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11.8.2 Oracle Reports Serverでででで RWCGI60.EXEファイルをダウンロードファイルをダウンロードファイルをダウンロードファイルをダウンロード
Oracle Reports Serverで RWCGI60.EXEファイルを実行せずにダウンロードしようとする場
合、Webサーバー構成内の許可を確認してください。仮想ディレクトリ（たとえば、
web_cgiなど）は、「実行」に設定されている必要があります。

11.8.3 ユーザーがユーザーがユーザーがユーザーが Oracle Reports Serverと通信できないと通信できないと通信できないと通信できない
ユーザーが Oracle Reports Serverと通信できない場合は、次の処置を実行します。

� Oracle Reports Serverリソースがオンラインになっていることを確認します。

� Webブラウザに URLとして指定したサーバー名、または HTMLファイルに指定されて
いるサーバー名が、正しく設定されていることを確認します。次の例では、太字の部分
がサーバー名を示します。

<A HREF=".../rwcgi60.exe?server=demoreportserver+report=...">

サーバー名は TNSNAMES.ORAファイルに定義する必要があります。

11.8.4 Webブラウザでブラウザでブラウザでブラウザで Oracle Reports定義ファイルが見つからない定義ファイルが見つからない定義ファイルが見つからない定義ファイルが見つからない
Webブラウザで Oracle Reports定義（.rdfまたは .rep）ファイルを見つけられない場合は、
次の処置を実行します。

� Webブラウザに URLの一部として指定した Oracle Reports名、またはHTMLファイル
に指定されている Oracle Reports名が、正しく設定されていることを確認します。次の
例では、太字の部分が Oracle Reports名を示します。

<A HREF="...?server=...+report=employees+userid...">

ファイル名の .rdfまたは .repファイル拡張子を指定する必要はありません。

� Oracle Reports定義ファイルがソース・ディレクトリにあることを確認します。（ソー
ス・ディレクトリは、クラスタ・ディスク上の Oracle Reports定義（.rdfまたは .rep）
ファイルを含むディレクトリです。）

11.8.5 Oracle Reportsアプリケーションが正しく実行されないアプリケーションが正しく実行されないアプリケーションが正しく実行されないアプリケーションが正しく実行されない
Oracle ReportsアプリケーションがWebブラウザで正しく実行されない場合は、次のこと
を実行します。

� レポートを Reportsランタイムでローカルに実行します。Reportsランタイムを起動する
には、Windowsのタスクバーで、次の順に選択します。

「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→→→→「プログラム」「プログラム」「プログラム」「プログラム」→→→→「「「「Oracle Reports 6i 」」」」→→→→「「「「Reports Runtime」」」」

� データベースに接続して問合せを実行し、Oracle Reportsアプリケーションがアクセス
しているデータベースが使用できるかどうかを確認します。
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11.8.6 ユーザーがユーザーがユーザーがユーザーが Reportsを出力できないを出力できないを出力できないを出力できない
ユーザーが Reportsアプリケーションから出力できない場合は、次の処置を実行します。

� Webサーバー仮想ディレクトリ（出力）が Oracle Reportsキャッシュ・ディレクトリを
指していることを確認します。

� 次のWindowsレジストリ・エンジンが正しく設定されていることを確認します。

– //HKEY_LOCAL_MACHINE/SOFTWARE/ORACLE/REPORTS60_PHYSICAL_MAPは
キャッシュ・ディレクトリを指している必要があります。

– //HKEY_LOCAL_MACHINE/SOFTWARE/ORACLE/REPORTS60_VIRTUAL_MAPは、
Webサーバーの仮想ディレクトリを指している必要があります。
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可用性を高めるための可用性を高めるための可用性を高めるための可用性を高めるためのWebサーバーの構成サーバーの構成サーバーの構成サーバーの構成

Oracle Fail Safeを使用すると、可用性が高まるように Oracle Application Server（OAS）ま
たは Oracle HTTP Serverを構成できます。

あるクラスタ・ノードが停止または障害を起こした場合、Webサーバーを含むグループは別
のクラスタ・ノードに自動的にフェイルオーバーし、クライアントは、通常、数秒以内に
Webサイトへのアクセスを再開できます。Webクライアントは、ブラウザの「再読み込み」
ボタンまたは「更新」ボタンをクリックするか、またはWebサーバーの（仮想アドレスを
指す）URLを再入力して、Webサイトに再接続します。

この章では、次の項目について説明します。
 

項目項目項目項目 参照参照参照参照

概要 12.1項

スタンドアロン Oracle Applilcation Server Webリスナーの検出 12.2項

Oracle Application Server Webリスナーのグループへの追加 12.3項

Oracle Application Server Webリスナーへのクライアント接続 12.4項

Oracle Application Server Webリスナーのグループからの削除 12.5項

Oracle Application Serverのセキュリティ要件 12.6項

Oracle Application Serverのインストールに関するヒント 12.7項

可用性の高い Oracle Application Server Webリスナーに関連す
る問題のトラブルシューティング

12.8項

Oracle HTTP Serverの概要 12.9項

スタンドアロン Oracle HTTP Serverの検出 12.10項

Oracle HTTP Serverのグループへの追加 12.11項

Oracle HTTP Serverへのクライアント接続 12.12項
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概要
12.1 概要概要概要概要
図 12-1に、アプリケーション層に可用性が高まるように Oracle WebサーバーおよびWeb
アプリケーションを構成し、データベース層に Oracleデータベースを構成し、クライアン
ト層にWebブラウザをインストールして 3層アーキテクチャを作成した、2つのノードから
成るクラスタを示します。

Oracle HTTP Serverのグループからの削除 12.13項

Oracle HTTP Serverのセキュリティ要件 12.14項

可用性の高い Oracle HTTP Serverに関連する問題のトラブル
シューティング

12.15項

項目項目項目項目 参照参照参照参照
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概要
図図図図 12-1 可用性の高い可用性の高い可用性の高い可用性の高いWeb 構成のための構成のための構成のための構成のための 3層アーキテクチャ層アーキテクチャ層アーキテクチャ層アーキテクチャ

多数の冗長なコンポーネントがロード・バランスWebサーバーを介してアクセスされるよ
うなアーキテクチャにすることによって、構成全体の可用性を高めることができます。これ
には、Oracle Fail SafeでWebサーバーのみをフェイルオーバー用に構成し、障害の検出と
正常に機能しているコンポーネントへの要求の再配布をこのWebサーバーに依頼します。1
つ以上のアプリケーション・サーバーとデータベース・サーバーを追加すると、さらに可用
性が高まります。これにより、Webサーバーの受信クライアント要求の処理に必要なリソー
スを常に使用できます。

クライアント層�

アプリケーション層�

データベース層�

Webブラウザおよび�
クライアント・アプリケーション�

Oracleデータベース・サーバー�

Webサーバーおよび�
Webアプリケーション�
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Oracle Fail Safeにより、次のコンポーネントの可用性を高めることができます。

� Webサーバー :　

– Oracle Application Server

– Oracle HTTP Server

� Webアプリケーション :　

– Oracle Applications Concurrent Manager

– Oracle Forms

– Oracle Reports

– Oracle WebDB

– 汎用サービスとして構成可能なその他の Oracle Applicationsコンポーネントおよび
アプリケーション

– ご使用のWebサーバーによりサポートされる標準のWebアプリケーション

たとえば、共通ゲートウェイ・インタフェース（CGI）、Perl（Practical Extraction 
and Report Language）、Active Server Page（ASP）、Visual Basicまたは JavaScript
を使用するWebアプリケーションは、Oracle Fail Safeを使用して可用性が高まる
ように構成することができます。（Oracle Application Serverカートリッジは標準
Webアプリケーションと見なされないため、Oracle Fail Safeではサポートされま
せん。）

12.2 スタンドアロンスタンドアロンスタンドアロンスタンドアロン Oracle Applilcation Server Webリスナーのリスナーのリスナーのリスナーの
検出検出検出検出

Oracle Fail Safe Managerインタフェースでスタンドアロン Oracle Application Server Web
リスナーを表示するには、まずスタンドアロン Oracle Application Server Webリスナーを検
出する必要があります。Oracle Fail Safe Serverは、各クラスタ・ノード上のすべての
Windows汎用サービスの中で「OracleWWWListener40」で始まる名前を検索することによ
り、クラスタの各ノード上のスタンドアロン Oracle Application Server Webリスナーを検出
します。クラスタ・リソースではないサービスが検出されると、スタンドアロン・リソース
として一覧表示されます。他のリソースとは異なり、Oracle Application Server Webリス
ナーはサービス名ではなく、サービス表示名で表示されるので注意してください。これによ

注意注意注意注意 : 異なるバージョンの Java実装が実行される様々なブラウザでWebア
プリケーションを実行する際の問題を解決するため、JInitiatorの使用をお薦
めします。JInitiatorを使用することによって、異なるリリースのブラウザ間
でも Java仮想マシンの一貫性が保たれます。JInitiatorの詳細は、JInitiator
のマニュアルを参照してください。
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り、Oracle Fail Safeでは、別の Oracle Application Serverインストールで同じ名前を持つ
Webリスナーを区別できます。

図 12-2は、Oracle Application Serverインストールの一部としてインストールされているス
タンドアロンの Oracle Application Server Webリスナーが Oracle Fail Safeにより検出され
た後の、Oracle Fail Safe Managerのツリー・ビューを示しています。デフォルトの Oracle 
Application Server Webリスナーが、ツリー・ビューの「スタンドアロン・リソース」フォ
ルダの下に表示されます。

図図図図 12-2 スタンドアロンスタンドアロンスタンドアロンスタンドアロン Oracle Application Server Webリスナーリスナーリスナーリスナー

12.3 Oracle Application Server Webリスナーのグループへの追加リスナーのグループへの追加リスナーのグループへの追加リスナーのグループへの追加
可用性が高まるように Oracle Application Serverを構成するには、Oracle Fail Safe Manager
の「リソースをグループに追加」ウィザードを使用してWebリスナーをグループに追加し
ます。指定するグループには、少なくとも 1つの仮想アドレスが含まれている必要がありま
す。

「リソースをグループに追加」ウィザードの最初のページには、これから Oracle Application 
Serverをグループに追加することが示されますが、このウィザードでは実際には、関連する
Oracle Application Server Webリスナーの詳細を入力するように要求されます。Oracle 
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Application Server Webリスナーをグループに追加すると、Oracle Fail Safeにより、関連す
る Oracle Application Serverも同様に追加されます。Oracle Application Server Webリス
ナーをグループに追加すると、サーバーの可用性が高まります。

Oracle Fail Safeを使用すると、Oracle Application Server Webリスナーを新規に作成した
り、新規または既存の Oracle Application Server Webリスナーをグループに追加することが
できます。通常、このグループには次のリソースが含まれます。

� 仮想アドレス（IPアドレスとネットワーク名）

� Oracle Application Webリスナーおよび対応する Oracle Application Serverプロセス

� Oracle Application Webリスナーのルート・ディレクトリおよび物理ディレクトリに指
定したすべてのディスク

Oracle Application Server Webリスナーをグループに追加するクラスタワイド操作によって
も、Oracle Application Serverリソースが（可能所有者ノードである）すべてのクラスタ・
ノード上で起動されます（まだ起動されていない場合）。この操作は、最長 5分間かかりま
すが、その間、Oracle Application Serverまたは Oracle Fail Safe Server（あるいはその両
方）は、次のようにオンライン保留状態になることがあります。

� 「リソースをグループに追加」クラスタワイド操作中、Oracle Application Serverプロセ
スは、最長 5分間オンライン保留状態になることがあります。

� Oracle Application Serverが Oracle Fail Safeを使用して構成されている場合、クラス
タ・ノードをリブートした後、Oracle Fail Safe Serverリソースは最長 5分間（MSCSク
ラスタ アドミニストレータ内で）オンライン保留状態になることがあります。

アーキテクチャおよび概念に関する詳細は、Oracle Application Serverのマニュアルを参照
してください。

12.3.1 構成前に構成前に構成前に構成前に
Oracle Application Serverをグループに追加する前に、次のことに注意してください。

� Oracle Application Server実行可能ファイルは、各クラスタ・ノードのプライベート・
ディスク上の Oracleホームにインストールします。

� その他の必要な Oracle製品の実行可能ファイルはすべて、各クラスタ・ノードのプライ
ベート・ディスク上の Oracleホームにインストールします。

製品のマニュアルを参照して、同じ Oracleホームにインストールできる製品とできな
い製品を調べてください。

� Oracle Application Serverデータ・ファイルはすべて、どのクラスタ・ノードが Oracle 
Application Serverのホストになっているかに関係なくアクセスできるようにクラスタ・
ディスク上に配置するか、または、ローカル・ディスク上の同じ場所に複製します。

� Oracle Application Server Webリスナーをグループに追加（または作成して追加）する
場合は、そのプロパティ（ルート・ディレクトリ、イニシャル・ファイルおよび物理
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ディレクトリ）がすべて指定されている必要があります。詳細は、12.3.3項を参照して
ください。

� Oracle Application Server Webリスナーをグループに追加（または作成して追加）する
場合、仮想アドレスおよびポートの組合せは、別コンポーネント（別のWebサーバー
など）で使用されていないものにします。Oracle Application Serverをインストールし
たときに作成したWebリスナーで使用されている組合せも使用できません。詳細は、
12.7.2項を参照してください。

� Oracle Application Serverをインストールすると、www、adminおよび nodeの 3つの
Webリスナーがデフォルトで作成されます。詳細は、12.7.2項を参照してください。

� グループには、少なくとも 1つの仮想アドレスが含まれている必要があります。

12.3.2 Oracle Application Serverの構成手順の構成手順の構成手順の構成手順
Oracle Fail Safeを使用して Oracle Application Serverの可用性が高まるように必要な手順
は、Oracle Fail Safe Managerによって自動化されます。Oracle Fail Safe Managerの「リ
ソースをグループに追加」ウィザードで、リソース・タイプに Oracle Application Serverを
指定してください。

表 12-1に、可用性が高まるように Oracle Application Serverを構成する際に必要な作業の一
覧を示します。各作業の手順ごとの指示は、Oracle Fail Safeのオンライン・ヘルプとチュー
トリアルを参照してください。Oracle Fail Safe Managerのメニュー・バーで、「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」→→→→
「キーワードで検索」「キーワードで検索」「キーワードで検索」「キーワードで検索」を選択するか、または「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」→→→→「チュートリアル」「チュートリアル」「チュートリアル」「チュートリアル」を選択します。

表表表表 12-1 Oracle Application Serverの構成手順の構成手順の構成手順の構成手順

手順手順手順手順 処置処置処置処置 説明説明説明説明

1 Oracle Application Serverの
可能所有者ノードとなる
各クラスタ・ノードの
プライベート・ディスク上に、
Oracle Application Serverが
インストールされていることを確認

インストールの詳細情報は、Oracle Application Serverのマニュアルを
参照してください。

2 Oracle Fail Safeのインストール時に
Oracle Application Server
コンポーネントをインストール

Oracle Fail Safe Serverをインストールするときに、「使用可能な製品コ
ンポーネント」リストから Oracle Application Serverコンポーネント
を選択します。これで、DLLファイルと NTレジストリ変数がインス
トールされます。詳しい指示は、『Oracle Fail Safeインストレーショ
ン・ガイド』を参照してください。

3 Webページ・ファイル、
Webアプリケーション・ファイル
および Javaファイルの
クラスタ・ディスクへのコピー

Webアプリケーションのデータ・ファイルと実行可能ファイル（たと
えば、HTML、CGI、ASP、Visual Basic、Java、.jarなど）は、共有記
憶装置インターコネクトのクラスタ・ディスク上に配置する必要があ
ります。1
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12.3.3 Oracle Application Serverの構成データの構成データの構成データの構成データ
Oracle Fail Safe Managerには、可用性が向上するように Oracle Application Serverを構成す
る際に役立つ「リソースをグループに追加」ウィザードがあります。「リソースをグループ
に追加」ウィザードを使用する場合、次のデータが必要です。

� Oracle Application Server Webリスナーの可能所有者ノード（クラスタ内に 3つ以上の
ノードが存在する場合）

� Oracle Application Server Webリスナー名

� Oracle Application Server Webリスナーのイニシャル・ファイル、ルート・ディレクト
リおよび仮想ディレクトリ

4 各クラスタ・ノード上のWeb
アプリケーションをスタンド
アロン・モードでテスト

Oracle Application Serverは、グループに追加する前に、ノードの 1つ
でスタンドアロン・モードでテストし、正常に機能することを確認し
ます。

5 Oracle Fail Safe Managerの起動 Windowsの「スタート」メニューから、次の順に選択します。
「「「「Oracle - <Oracle_Home>」」」」→→→→「「「「Oracle Fail Safe Manager」」」」

6 クラスタの検証 「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」→→→→「クラスタの検証」「クラスタの検証」「クラスタの検証」「クラスタの検証」を選択して、クラス
タのハードウェアおよびソフトウェア構成を検証するプロシージャを
実行します。

7 グループの作成および 1つ以上の
仮想アドレスの追加

「グループ」「グループ」「グループ」「グループ」→→→→「作成」「作成」「作成」「作成」を選択して、「グループの作成」ウィザードを
実行します。このウィザードを使用して、フェイルオーバーおよび
フェイルバック・ポリシーを設定します。「リソースをグループに追
加」ウィザードが自動的に開くので、ここで仮想アドレスをグループ
に追加します。（仮想アドレスをさらにグループに追加するには、「リ「リ「リ「リ
ソース」ソース」ソース」ソース」→→→→「グループに追加」「グループに追加」「グループに追加」「グループに追加」を選択します。）

8 Webサーバーのグループへの追加 「リソース」「リソース」「リソース」「リソース」→→→→「グループに追加」「グループに追加」「グループに追加」「グループに追加」を選択して、「リソースをグループ
に追加」ウィザードを実行します。このウィザードは、可用性の高い
Oracle Application Serverを構成する際に役立ちます。Oracle 
Application Server Webリスナーを新規に作成することも、既存の
Oracle Application Server Webリスナーを使用することもできます。

9 グループの検証 「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」→→→→「グループの検証」「グループの検証」「グループの検証」「グループの検証」を選択して、グルー
プ、仮想アドレス、リソースまたはフェイルオーバー構成に問題がな
いかどうかを確認し、問題があれば修正します。

10 その他のアプリケーション・
コンポーネントをフェイル
オーバー用に構成

その他のアプリケーション・サーバーおよびデータベース・サーバー
を Oracle Fail Safeを使用して構成し、Webベースのアプリケーション
全体の可用性が高くなるようにします。

1 Oracle Application Serverの可能所有者ノードであるすべてのノード上でこれらのファイルのパスが同一であり、すべての
クラスタ・ノード上でファイルがまったく同一に維持される場合は、プライベート・ディスク上にこれらのファイルを配置
できます（ただし、これは推奨できません）。

表表表表 12-1 Oracle Application Serverの構成手順（続き）の構成手順（続き）の構成手順（続き）の構成手順（続き）

手順手順手順手順 処置処置処置処置 説明説明説明説明
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� WebブラウザでWebリスナーへのHTTPアクセスに使用される仮想アドレスおよび
ポート

Oracle Application Serverをグループに追加するクラスタワイド操作は、次の場合に失敗し
ます。

� Oracle Application Server Webリスナーのルート・ディレクトリが存在しない場合

� Oracle Application Server Webリスナーのイニシャル・ファイルがルート・ディレクト
リにない場合

� 同じ名前を持つ別の Oracle Application Server Webリスナーがすでに存在する場合

� 別のリスナー（Oracle Application Server Webリスナー、Oracle HTTP Server、Oracle 
TNSリスナーなど）が同一の IPアドレスとポートの組合せをリスニングしている場合

Oracle Application Serverのグループへの追加またはグループからの削除でエラーが発生し
た場合は、Windowsのイベント ビューア（アプリケーション ログ）を検査し、Oracle Fail 
Safeまたは Oracle Web Lsnrからのエラー・メッセージがないかどうかを調べます。

次の各項では、Oracle Application Serverをグループに追加するためのデータ要件を詳細に
説明します。

12.3.3.1 ノードの選択ノードの選択ノードの選択ノードの選択
Oracle Application Server Webリスナーをグループに追加する際に、クラスタが 3つ以上の
ノードから構成されている場合は、図 12-3に示すように、選択済ノードのリストを指定し
て、Oracle Application Server Webリスナーの可能所有者となるノードを指定するように求
められます。特定のノードを Oracle Application Server Webリスナーの可能所有者として指
定しない場合は、そのノードを「選択済ノード」リストから選択して、左矢印をクリックし
ます。

2.6.6項では、「可能所有者ノード」リストの概念について詳細に説明します。
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図図図図 12-3 全ノードが使用可能な場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ全ノードが使用可能な場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ全ノードが使用可能な場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ全ノードが使用可能な場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ

Oracle Application Server Webリスナーをグループに追加する際に、クラスタが 2つ以上の
ノードで構成されており、そのうちの 1つ以上のノードが使用できない場合、どのノードを
Oracle Application Server Webリスナーの可能所有者とするのかを指定するように求められ
ます。このような場合、図 12-4に示すように、ウィザード・ページには使用できないノード
とその理由が表示されます。
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図図図図 12-4 使用できないノードがある場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ使用できないノードがある場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ使用できないノードがある場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ使用できないノードがある場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ

12.3.3.2 Oracle Application Server Webリスナーの識別情報リスナーの識別情報リスナーの識別情報リスナーの識別情報
図 12-5に示すように、「リソースをグループに追加」ウィザードでは、Oracle Application 
Server Webリスナーの識別情報に関する次の情報が要求されます。

� ノード名

（既存の Oracle Application Serverをグループに追加しようとする場合）これは、Web
リスナーが現在実行されているノードの名前にします。Oracle Application Serverを新
規作成してグループに追加する場合は、Oracle Application Serverの可能所有者である
どのノードを指定しても構いません。

� Oracleホーム

これは、Oracle Application Server実行可能ファイルがインストールされているホーム
です。
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� Webリスナー名

これは、Oracle Application Server Webリスナーの名前です。既存の Oracle 
Application Server Webリスナーの場合は、ドロップダウン・リストから選択できま
す。Oracle Fail Safeにより Oracle Application Server Webリスナーを作成する場合は、
クラスタで Oracle Application Server Webリスナーを一意に識別する名前を指定しま
す。この名前は、英数字 6文字以下の文字列にしてください。

図図図図 12-5「「「「OAS Webリスナーの識別情報」ウィザード・ページリスナーの識別情報」ウィザード・ページリスナーの識別情報」ウィザード・ページリスナーの識別情報」ウィザード・ページ

12.3.3.3 Oracle Application Server Webリスナーのデフォルト・ファイルリスナーのデフォルト・ファイルリスナーのデフォルト・ファイルリスナーのデフォルト・ファイル
図 12-6に示すように、「リソースをグループに追加」ウィザードでは、ルート・ディレクト
リ、イニシャル・ファイルおよび仮想ディレクトリに関する次の情報を指定するように要求
されます。関連する Oracle Application Serverをグループに追加するには、イニシャル・
ファイルおよびディレクトリがすでに存在している必要があります。
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� ルート・ディレクトリ

これは、Webリスナーの仮想ファイル・システムのルートとして機能するクラスタまた
はローカル・ファイル・システム内にあり、
URL http://virtual-address:port-number/により参照されるディレクトリで
す。この値は、Oracle Application Server Managerでサーバー・フォームに指定する
ルート・ディレクトリ値に対応しています。仮想アドレスは、Webリスナーが接続要求
を受け入れるアドレスです。詳細は、12.3.3.4項で説明しています。

� イニシャル・ファイル

これは、URLがルート・ディレクトリのみを指定している場合に、Oracle Application 
Serverによりルート・ディレクトリから取り出されるデフォルト・ファイルです。たと
えば、index.htmというイニシャル・ファイルを指定した場合、ユーザーが要求
URL http://virtual-address:port-numberを入力すると、Oracle Application 
Serverにより http://virtual-address:port-number/index.htmが返されま
す。この値は、Oracle Application Server Managerでサーバー・フォームに指定するイ
ニシャル・ファイル値に対応しています。

� 仮想ディレクトリ

仮想ディレクトリを指定すると、Webサイトにアクセスするユーザーから、Webペー
ジのファイル構造と物理位置を隠すことができます。物理ディレクトリが変更された場
合でも、ユーザーが指定する URLを変更する必要はありません。「リソースをグループ
に追加」ウィザードのこの部分に指定する値は、Oracle Application Server Managerの
ディレクトリ・フォームに対応しています。

Oracle Application Server Webリスナーに対して仮想ディレクトリ・マッピングを指定
すると、Oracle Fail Safeにより、デフォルトで CGI実行許可がコード Nおよび Rに設
定されます。

– 最初のコード N（通常）を指定すると、CGIプログラムはこの仮想ディレクトリで
は実行できません。

– 2番目のコード R（再帰）を指定すると、CGIプログラムはこの仮想ディレクトリ
のサブディレクトリでは実行できません。

必要な場合は、Oracle Application Server Managerを使用して各仮想ディレクトリの
CGI実行コードを変更します。
可用性を高めるためのWebサーバーの構成 12-13



Oracle Application Server Webリスナーのグループへの追加
図図図図 12-6「「「「OAS Webリスナーのデフォルト・ファイル」ウィザード・ページリスナーのデフォルト・ファイル」ウィザード・ページリスナーのデフォルト・ファイル」ウィザード・ページリスナーのデフォルト・ファイル」ウィザード・ページ

12.3.3.4 Oracle Application Server Webリスナーの仮想アドレスリスナーの仮想アドレスリスナーの仮想アドレスリスナーの仮想アドレス
図 12-7に示すように、「リソースをグループに追加」ウィザードでは、Webリスナーが要求
を受け入れるための 1つ以上の IPアドレスおよびポートを指定するように要求されます。
表示される IPアドレスは、Oracle Application Server Webリスナーを追加するグループに
含まれている仮想アドレスです。このリスナーに対する IPアドレスとポート番号の組合せ
は、クラスタ内で固有になるようにしてください。

Oracle Application Serverの一部としてデフォルトのリスナーがインストールされているこ
とに注意してください。デフォルトでは、これらのリスナーは、インストールされているシ

注意注意注意注意 : Oracle Fail Safe Managerでは、Oracle Fail Safe Managerからの
Oracle Application Server Webリスナーのプロパティの変更はサポートして
いません。Oracle Application Server Managerを使用して、各ノード上の
Oracle Application Server Webリスナーのプロパティを設定することはでき
ます。新規設定を有効にするには、リスナーを再起動する必要があります。
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ステム上のすべての IPアドレスをリスニングします。Oracle Fail Safeを使用して作成した
Oracle Application Server Webリスナーの場合、ノードの IPアドレスのみをリスニングす
るようにデフォルト・リスナーを再構成しない限り、これらのWebリスナーに指定した
ポート番号は使用できません。詳細は、12.7.2項を参照してください。

図図図図 12-7「「「「OAS Webリスナーの仮想アドレス」ウィザード・ページリスナーの仮想アドレス」ウィザード・ページリスナーの仮想アドレス」ウィザード・ページリスナーの仮想アドレス」ウィザード・ページ

12.4 Oracle Application Server Webリスナーへのリスナーへのリスナーへのリスナーへの
クライアント接続クライアント接続クライアント接続クライアント接続

クライアントは、次のように、Webブラウザでリスナーの仮想アドレスおよびポート番号を
URLとして指定し、Oracle Application Server Webリスナー（およびリスナーでリスニング
するWebサイト）に接続します。

http://<virtual-address>:<port-number>

<virtual-address>は Oracle Application Server Webリスナーの仮想アドレス、
<port-number>は Oracle Application Server Webリスナーのポート番号です。
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たとえば、可用性の高い Oracle Application Server Webリスナーの仮想アドレスが
ntclu4-6、ポート番号が 1067の場合、Oracle Application Server Webリスナーに接続するに
はWebブラウザで次のように指定します。

http://ntclu4-6:1067

12.5 Oracle Application Server Webリスナーのグループからのリスナーのグループからのリスナーのグループからのリスナーのグループからの
削除削除削除削除

Oracle Application Server Webリスナーをグループから削除するには、削除するリスナーを
Oracle Fail Safe Managerのツリー・ビューから選択し、「リソース」メニューで「グループ
から削除」をクリックします。

Oracle Application Server Webリスナーをグループから削除するには、特別な注意が必要で
す。Oracle Application Server Webリスナーを削除すると、削除したリスナーはスタンドア
ロン・リソースになります。スタンドアロン Oracle Application Server Webリスナーは、削
除前に属していたグループと同じノード上に配置されます。対応する Oracle Application 
Serverプロセスは、クラスタから削除されます。

ただし、Oracle Application Server Webリスナーの仮想ディレクトリ指定では、まだクラス
タ・ディスクを指しています。そのため、（グループから削除した）スタンドアロン Oracle 
Application Server Webリスナーを起動する前に、次のことを実行してください。

1. 仮想ディレクトリが指すファイルおよびディレクトリを、クラスタ・ディスクからプラ
イベート・ディスクへコピーします。

2. Oracle Application Server Managerを使用し、最初の手順でファイルおよびディレクト
リを移動したプライベート・ディスクを指すように、仮想ディレクトリ指定を変更しま
す。

Oracle Web NodeManager4.0（OAS、website40）または Oracle Web Lsnr 4.0
（admin-OAS、website40）をグループから削除しようとし、サービスを削除するかどうかの
問いに「はい」を選択すると、Oracle Fail Safeでは、特別な Oracle Application Server Web
リスナーは削除できないという警告を返します。これらのリスナーは、Oracle Application 
Serverインストールの一部であり、Oracle Application Serverで必須です。

12.6 Oracle Application Serverのセキュリティ要件のセキュリティ要件のセキュリティ要件のセキュリティ要件
Oracle Application Serverを可用性が高まるように構成するには、Oracle Fail Safeの Oracle 
Fail Safe Serverと同じWindowsシステム・アカウントでインストールする必要がありま
す。

Oracleのリソースおよびアプリケーションを管理し、Oracle Fail Safe Managerを介して操
作を実行するための適切な権限については、4.3項を参照してください。
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12.7 Oracle Application Serverのインストールに関するヒントのインストールに関するヒントのインストールに関するヒントのインストールに関するヒント
次の各項では、Oracle Application Serverのインストールに関するヒントを記載します。

12.7.1 インストールの一般的なヒントインストールの一般的なヒントインストールの一般的なヒントインストールの一般的なヒント
Oracle Application Serverは、各クラスタ・ノード上のプライベート・ディスクにインス
トールし、インストール・オプション（インストール・タイプや、Oracleホームのディスク
およびディレクトリの場所、Webサイト名、Webリスナーのデフォルトの名前およびポー
トなどのオプション）はすべて同じものを指定する必要があります。

Oracle Fail Safeでは、Oracle Application Serverの次のインストール・タイプをクラスタ・
ノード上でサポートします。

� 標準

� カスタム

– 単一ノードとしてのインストール

– マルチノード・インストールのプライマリ・ノードとしてインストール

Oracle Application Serverのインストール後、インストールした Oracleホームが、Oracle 
Application Serverの可能所有者ノードであるすべてのクラスタ・ノード上の主 Oracleホー
ムに設定されていることを確認してください。これは、Oracle Fail Safeを使用して Oracle 
Application Serverの可用性が高まるように構成する前に実行してください。Oracle Home 
Selectorを使用して、Oracle Application Serverをインストールした Oracleホームを主
Oracleホームに設定します。これは、Oracle製品を追加インストールするたびに実行してく
ださい。

12.7.2 インストールされるインストールされるインストールされるインストールされる Oracle Application Server Webリスナーリスナーリスナーリスナー
Oracle Application Serverをインストールすると、次の 3つのWebリスナーが作成されま
す。

� www

これは、デフォルトの Oracle Application Server Webリスナーです。デフォルトでは、
このリスナーが、インストールされているシステムの全 IPアドレス上のポート 80をリ
スニングします。

このWebリスナーの名前は、Oracle Application Serverをインストールする際に変更で
きますが、デフォルトでは wwwに設定されます。

� admin

これは、Oracle Application Serverの管理Webリスナーです。デフォルトでは、このリ
スナーが、インストールされているシステムの全 IPアドレス上のポート 8889をリスニ
ングします。
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このWebリスナーの可用性を高めないようにしてください。可用性が高まるように
Webリスナーを構成すると、そのリスナーは仮想アドレスをリスニングすることになり
ます。ただし、Oracle Application Server管理Webリスナーは、ノードの IPアドレス
をリスニングするように設計されています。可用性が高まるようにWebリスナーを構
成した場合、そのリンクの一部が動作しなくなります。

� node

これは、Oracle Application Serverのノード・マネージャWebリスナーです。デフォル
トでは、このリスナーが、インストールされているシステムの全 IPアドレス上のポー
ト 8888をリスニングします。admin Webリスナーの可用性を高めない方がよいのと同
じ理由で、このWebリスナーの可用性も高めないでください。

Oracle Fail Safeを使用して作成した Oracle Application Server Webリスナーの場合、ノー
ドの IPアドレスのみをリスニングするようにデフォルト・リスナーを再構成しない限り、
これらのデフォルトWebリスナーで使用されるポート番号を指定しないでください。指定
した場合、「リソースをグループに追加」操作中に、ポートがすでに使用されていることを
示すエラーが返されます。

デフォルト・リスナーのうちの 1つですでに使用されているポート番号を使用する場合は、
次の 2つの項で説明しているように、デフォルト・リスナーを永久に停止するか、または
ノードの IPアドレスのみをリスニングするようにデフォルト・リスナーを再構成します。

Oracle Fail Safe Managerを使用して、Oracle Application Serverインストール中に作成され
た Oracle Application Server Webリスナーを削除することはできません。これらのリスナー
は、Oracle Application Serverおよび Oracle Fail Safe Serverで必須です。

12.7.2.1 ノードのノードのノードのノードの IPアドレスのみをリスニングするようにアドレスのみをリスニングするようにアドレスのみをリスニングするようにアドレスのみをリスニングするように
デフォルト・リスナーを再構成デフォルト・リスナーを再構成デフォルト・リスナーを再構成デフォルト・リスナーを再構成
ノードの IPアドレスのみをリスニングするようにデフォルト・リスナーを再構成するには、
次の手順に従います。

1. Oracle Application Server Managerを開きます。

2. ツリー・ビューからWebリスナーを選択します。

3. ツリー・ビューを拡張し、「ネットワーク」「ネットワーク」「ネットワーク」「ネットワーク」を選択します。

4. 「ネットワーク」フォームで、「アドレス」フィールドの「ANY」をノードの IPアドレ
スに変更します。

5. 「適用」「適用」「適用」「適用」をクリックします。

6. Oracle Application Server Managerを表示しているWebブラウザで、「再読み込み」「再読み込み」「再読み込み」「再読み込み」ま
たは「更新」「更新」「更新」「更新」をクリックします。

7. ツリー・ビューから再びWebリスナーを選択します。

8. 右側フレーム内の「ページの更新」アイコン（緑色の縦棒および矢印）をクリックし
て、リスナーを停止してから再起動し、変更を有効にします。
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12.7.2.2 デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト Webリスナーの停止リスナーの停止リスナーの停止リスナーの停止
デフォルトWebリスナーを停止するには、次の手順に従います。

1. Oracle Application Server Managerを開きます。

2. ツリー・ビューからWebリスナーを選択します。

3. 右側フレーム内の「停止」アイコン（赤い正方形）をクリックします。

12.8 可用性の高い可用性の高い可用性の高い可用性の高い Oracle Application Server Webリスナーにリスナーにリスナーにリスナーに
関連する問題のトラブルシューティング関連する問題のトラブルシューティング関連する問題のトラブルシューティング関連する問題のトラブルシューティング

Oracle Fail Safeのトラブルシューティング・ツール（「クラスタの検証」および「グループ
の検証」）の使用に関する一般情報は、第 6章に記載しています。Oracle Application Server
のトラブルシューティングに関する一般的な情報は、Oracle Application Serverのマニュア
ルを参照してください。

Oracle Application Server Webリスナーに問題が発生した場合は、「クラスタの検証」操作
を実行して検証し、問題があれば修正します。たとえば、「クラスタの検証」操作では、
Oracle Application Serverがインストールされている Oracleホームが、それぞれのノードで
主 Oracleホームかどうかを調べます。Oracle Application Serverのユーティリティを正しく
実行するには、主 Oracleホームである必要があります。Oracle Application Serverがインス
トールされている Oracleホームを、ノード上の主 Oracleホームにするには、Oracle Home 
Selectorを使用できます。

「グループの検証」操作は、いつでも実行できます。ただし、次のような場合には必ず実行
します。

� グループまたはグループ内のリソースがオンライン化されない場合

� フェイルオーバーまたはフェイルバックが予定どおりに実行されない場合

� クラスタに新しいノードが追加された場合

12.9 Oracle HTTP Serverの概要の概要の概要の概要
Oracle Fail Safeでは、Oracle HTTP Server（powered by Apache）をサポートします。
Oracle HTTP Serverは、Oracle Internet Application Server（Oracle iAS）のコンポーネント
です。

次の項では、Oracle Fail Safeを使用して Oracle HTTP Serverの可用性が高まるように構成
する方法を説明します。
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12.10 スタンドアロンスタンドアロンスタンドアロンスタンドアロン Oracle HTTP Serverの検出の検出の検出の検出
Oracle Fail Safe Managerを使用して、可用性が向上するように Oracle HTTP Serverを構成
します。Oracle Fail Safe Managerでスタンドアロン Oracle HTTP Serverを表示するには、
まずスタンドアロン Oracle HTTP Serverを検出する必要があります。

Oracle Fail Safe Serverでは、Oracle HTTP Serverを検出する際、Windowsサービス マネー
ジャ内のリストを調べて Oracle HTTP Serverエントリを見つけ、可用性が高まるように構
成されているかどうかを判断します。

Oracle Fail Safeでは、新しく検出された Oracle HTTP Serverが Oracle Fail Safe Managerの
ツリー・ビューの「スタンドアロン・リソース」フォルダの下に表示されます。

12.11 Oracle HTTP Serverのグループへの追加のグループへの追加のグループへの追加のグループへの追加
可用性が高まるように Oracle HTTP Serverを構成するには、少なくとも 1つの仮想アドレ
スが含まれたグループに Oracle HTTP Serverを追加します。Oracle Fail Safe Managerには、
既存の Oracle HTTP Serverのグループへの追加や、Oracle HTTP Serverの新規作成とグ
ループへの追加が可能なウィザードがあります。Oracle Fail Safeにより、Oracle HTTP 
Serverが依存する他のすべてのリソースが追加されます。通常、このグループには次のリ
ソースが含まれます。

� 仮想アドレス（IPアドレスとネットワーク名）

� Oracle HTTP Server名

� Oracle HTTP Serverで使用する全ディスク

12.11.1 構成前に構成前に構成前に構成前に
Oracle HTTP Serverをグループに追加する前に、次のことに注意してください。

� Oracle HTTP Server実行可能ファイルは、Oracle HTTP Serverの可能所有者ノードであ
る各クラスタ・ノードのプライベート・ディスク上にある同じ Oracleホーム（同じパ
ス）にインストールします。

� その他の必要な Oracle製品の実行可能ファイルはすべて、各クラスタ・ノードのプライ
ベート・ディスク上の Oracleホームにインストールします。

製品のマニュアルを参照して、同じ Oracleホームにインストールできる製品とできな
い製品を調べてください。
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12.11.2 Oracle HTTP Serverの構成手順の構成手順の構成手順の構成手順
Oracle HTTP Serverを作成して可用性の高い構成にする際に必要な手順は、Oracle Fail Safe 
Managerによって自動化されます。Oracle Fail Safe Managerの「リソースをグループに追
加」ウィザードで、リソース・タイプに Oracle HTTP Serverを指定してください。

表 12-2に、可用性が高まるように Oracle HTTP Serverを構成する際に必要な作業の一覧を
示します。各作業の手順ごとの指示は、Oracle Fail Safeのオンライン・ヘルプとチュートリ
アルを参照してください。Oracle Fail Safe Managerのメニュー・バーで、「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」→→→→
「キーワードで検索」「キーワードで検索」「キーワードで検索」「キーワードで検索」を選択するか、または「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」→→→→「チュートリアル」「チュートリアル」「チュートリアル」「チュートリアル」を選択します。

表表表表 12-2 Oracle HTTP Serverの構成手順の構成手順の構成手順の構成手順

手順手順手順手順 処置処置処置処置 説明説明説明説明

1 可能所有者ノードとなる
各クラスタ・ノードのプライ
ベート・システム・ディスク上に、
Oracle HTTP Serverソフトウェア
がインストールされていることを
確認

インストールの詳細情報は、Oracle HTTP Serverのマニュアルを参照し
てください。

2 Oracle Fail Safeのインストール
時に Oracle HTTP Server
コンポーネントをインストール

Oracle Fail Safe Serverをインストールするときに、「使用可能な製品コ
ンポーネント」リストから Oracle HTTP Serverコンポーネントを選択し
ます。これで、DLLファイルと NTレジストリ変数がインストールされ
ます。詳しい指示は、『Oracle Fail Safeインストレーション・ガイド』
を参照してください。

3 Webページ・ファイル、Web
アプリケーション・ファイル
および Javaファイルのクラスタ・
ディスクへのコピー

Webアプリケーションのデータ・ファイルと実行可能ファイル（たとえ
ば、HTML、CGI、ASP、Visual Basic、Java、.jarなど）は、共有記憶
装置インターコネクトのクラスタ・ディスク上に配置する必要がありま
す。1

4 Oracle Fail Safe Managerの起動 Windowsの「スタート」メニューから、次の順に選択します。
「「「「Oracle - <Oracle_Home>」」」」→→→→「「「「Oracle Fail Safe Manager」」」」

5 クラスタの検証 「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」→→→→「クラスタの検証」「クラスタの検証」「クラスタの検証」「クラスタの検証」を選択して、クラス
タのハードウェアおよびソフトウェア構成を検証するプロシージャを実
行します。

6 グループの作成および 1つ以上の
仮想アドレスの追加

「グループ」「グループ」「グループ」「グループ」→→→→「作成」「作成」「作成」「作成」を選択して、「グループの作成」ウィザードを実
行します。このウィザードを使用して、フェイルオーバーおよびフェイ
ルバック・ポリシーを設定します。「リソースをグループに追加」ウィ
ザードが自動的に開くので、ここで仮想アドレスをグループに追加しま
す。（仮想アドレスをさらにグループに追加するには、「リソース」「リソース」「リソース」「リソース」→→→→
「グループに追加」「グループに追加」「グループに追加」「グループに追加」を選択します。）
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12.11.3 Oracle HTTP Serverの構成データの構成データの構成データの構成データ
Oracle Fail Safe Managerには、可用性が向上するように Oracle HTTP Serverを構成する際
に役立つ「リソースをグループに追加」ウィザードがあります。「リソースをグループに追
加」ウィザードを使用する場合、次のデータが必要です。

� Oracle HTTP Serverの識別情報（名前、バージョン、Oracleホーム、Oracle Fail Safeで
構成ファイルをコピーするクラスタ・ディスク）。

� Oracle HTTP Serverのディレクトリ索引ファイルおよび仮想ディレクトリ。

� WebブラウザでOracle HTTP ServerへのHTTPアクセスに使用する 1つ以上の仮想アド
レスとポート。Webブラウザで Oracle HTTP Serverに SSL（セキュア）アクセスする
場合は、オプションで、SSLアクセスに使用する 1つ以上の仮想アドレスとポートが必
要です。

次の項で、これらの要件を詳細に説明します。

12.11.3.1 ノードの選択ノードの選択ノードの選択ノードの選択
Oracle HTTP Serverをグループに追加する際に、クラスタが 3つ以上のノードから構成され
ている場合は、図 12-8に示すように、選択済ノードのリストを指定して、Oracle HTTP 
Serverの可能所有者となるノードを指定するように求められます。特定のノードを Oracle 
HTTP Serverの可能所有者として指定しない場合は、そのノードを「選択済ノード」リスト
から選択して、左矢印をクリックします。

2.6.6項では、「可能所有者ノード」リストの概念について詳細に説明します。

7 Webサーバーのグループへの追加 Oracle Fail Safe Managerで、「リソース」「リソース」「リソース」「リソース」→→→→「グループに追加」「グループに追加」「グループに追加」「グループに追加」を選択
し、「リソースをグループに追加」ウィザードを実行します。このウィ
ザードは、可用性の高い Oracle HTTP Serverを構成する際に役立ちま
す。新規の Oracle HTTP Serverを作成することも、既存の Oracle HTTP 
Serverを使用することも可能です。

8 グループの検証 「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」→→→→「グループの検証」「グループの検証」「グループの検証」「グループの検証」を選択して、グルー
プ、仮想アドレス、リソースまたはフェイルオーバー構成に問題がない
かどうかを確認し、問題があれば修正します。

9 その他のアプリケーション・
コンポーネントをフェイル
オーバー用に構成

その他のアプリケーション・サーバーおよびデータベース・サーバーを
Oracle Fail Safeを使用して構成し、Webベースのアプリケーション全体
の可用性が高くなるようにします。

1 Oracle HTTP Serverの可能所有者ノードであるすべてのノード上でこれらのファイルのパスが同一であり、すべてのクラス
タ・ノード上でファイルがまったく同一に維持される場合は、プライベート・ディスク上にこれらのファイルを配置できま
す（ただし、これは推奨できません）。

表表表表 12-2 Oracle HTTP Serverの構成手順（続き）の構成手順（続き）の構成手順（続き）の構成手順（続き）

手順手順手順手順 処置処置処置処置 説明説明説明説明
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図図図図 12-8 全ノードが使用可能な場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ全ノードが使用可能な場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ全ノードが使用可能な場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ全ノードが使用可能な場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ

Oracle HTTP Serverをグループに追加する際に、クラスタが 2つ以上のノードで構成されて
おり、そのうちの 1つ以上のノードが使用できない場合、どのノードを Oracle HTTP Server
の可能所有者とするのかを指定するように求められます。このような場合、図 12-9に示すよ
うに、ウィザード・ページには使用できないノードとその理由が表示されます。
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図図図図 12-9 使用できないノードがある場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ使用できないノードがある場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ使用できないノードがある場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ使用できないノードがある場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ

12.11.3.2 Oracle HTTP Serverの識別情報の識別情報の識別情報の識別情報
図 12-10に示すように、「リソースをグループに追加」ウィザードでは、可用性が高まるよう
に構成する Oracle HTTP Serverを作成して一意に識別するための情報を入力するように要
求されます。Oracle Fail Safeは、このデータを使用して Oracle HTTP Serverをクラスタ内
に構成します。また、ユーザーが入力したデータがMSCSに渡されます。データはMSCS
に登録されて、Oracle HTTP Serverがオンラインまたはオフラインになるとき、あるいは Is 
Aliveポーリングが実行されるときに使用されます。Oracle Fail Safeでは、次の情報が要求
されます。

� Oracle HTTP Server名

Oracle HTTP Serverを一意に識別する名前。

� Oracle HTTP Serverの Oracleホーム

Oracle HTTP Serverがインストールされた Oracleホームの名前。Oracleホームの名前
およびパスは、Oracle HTTP Serverの可能所有者である各クラスタ・ノードで同一であ
る必要があります。
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� クラスタ・ディスク

Oracle Fail Safeで構成ファイルをコピーする先のクラスタ・ディスク。クラスタ・ディ
スクおよび Oracle HTTP Server名は、ドキュメント・ルート・ディレクトリの作成に
も使用されます。たとえば、Oracle HTTP Server名として Oracle_HTTP_Testを指定
し、クラスタ・ディスクとして U:¥を選択すると、Oracle Fail Safeでは構成ファイルを
U:¥Apache¥conf¥httpd_oracle_http_test.confにコピーし、ドキュメント・ルート・ディ
レクトリは U:¥Apache¥htdocsとなります。

図図図図 12-10「「「「Oracle HTTP Serverの識別情報」ウィザード・ページの識別情報」ウィザード・ページの識別情報」ウィザード・ページの識別情報」ウィザード・ページ
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12.11.3.3 Oracle HTTP Serverのディレクトリのディレクトリのディレクトリのディレクトリ
図 12-11に示すように、「リソースをグループに追加」ウィザードでは、Oracle HTTP Server
のディレクトリ索引ファイルおよび仮想ディレクトリに関する情報を入力するように要求さ
れます。

� ディレクトリ索引ファイル

ディレクトリ索引ファイルは、ユーザーが URLを指定したが特定のWebページ
（http://www.oracle.comなど）を入力していない場合に、表示されるWebページ
（.html、.aspなど）を特定します。ディレクトリ索引のリストを指定できます。ディレ
クトリ索引の最初のファイルが使用できない場合、ディレクトリ索引の 2番目のファイ
ルが表示されます。ディレクトリ索引の最初と 2番目のファイルも使用できない場合に
は、ディレクトリ索引の 3番目のファイルが表示されます。ウィザード・ページの上部
にある「追加」をクリックして、ディレクトリ索引ファイルを指定します。

� 仮想ディレクトリ

仮想ディレクトリを指定すると、Webサイトにアクセスするユーザーから、Webペー
ジの物理位置を隠すことができます。これは、仮想ディレクトリが、Webページ・ファ
イルを含む物理ディレクトリのシノニムであるためです。たとえば、/Web_Codeとい
う仮想ディレクトリは、Javaアプレットの実行に必要な Javaコードを含む物理ディレ
クトリ D:¥MyFolder¥Forms60¥Javaにマップされます。仮想ディレクトリ名には、必ず
先頭にスラッシュ（/）を付けてください。

ウィザード・ページの下部にある「追加」をクリックして、仮想ディレクトリを指定し
ます。「追加」をクリックすると、Oracle Fail Safeでは小さなダイアログ・ボックスが
開きます。このダイアログ・ボックスで、仮想ディレクトリと物理ディレクトリの組合
せを同時に指定できます。また、指定ディレクトリからの CGIプログラムの実行を指定
できます。

「CGI」オプションをチェックすると、Oracle Fail Safeでは仮想ディレクトリでの CGI
実行を可能にします。cgi、.plおよび .exeファイルは、Oracle HTTP Serverで CGIス
クリプトとして識別されます。
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図図図図 12-11「「「「Oracle HTTP Serverのディレクトリ」ウィザード・ページのディレクトリ」ウィザード・ページのディレクトリ」ウィザード・ページのディレクトリ」ウィザード・ページ

12.11.3.4 Oracle HTTP Serverの仮想アドレスの仮想アドレスの仮想アドレスの仮想アドレス
図 12-12に示すように、「リソースをグループに追加」ウィザードでは、Webサーバーで受
信要求のリスニングに使用される 1つ以上の IPアドレスを選択するように要求されます。

HTTP（一般）アクセスに使用する IPアドレス、および SSL（セキュア）アクセスに使用す
る IPアドレスを指定できます。HTTPアクセス用のアドレスを少なくとも 1つ指定する必
要があります。

ウィザードに表示される IPアドレスは、仮想アドレスです。アドレスを「使用可能な IPア
ドレス」リストから「選択済の HTTP IPアドレス」リストあるいは「選択済の SSL IPアド
レス」リストへ移動すると、Oracle Fail Safeではウィンドウが開き、Webサーバーで選択
済アドレスをリスニングするポートを指定するように要求されます。

（「リソースをグループに追加」ウィザードを使用して）Oracle HTTP Serverへの SSLアクセ
スに使用する IPアドレスを指定した場合、Oracle Fail Safeは SSLをリスニングするように
構成ファイルを変更します。ただし、Load_module.SSL_moduleが <IfDefineSSL>のインス
タンスの内部にある場合は、仮想ホスト情報も <IfDefineSSL>のインスタンスの内部に入り
ます。たとえば、次のようになります。
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<IfDefine SSL>
<VirtualHost 138.2.26.178:180>
SSLEngine on
SSLCertificateFile ¥conf¥ssl.crt¥server.crt
SSLCertificateKeyFile conf¥ssl.key¥server.key
</VirtualHost>
</IfDefine>

この場合に SSLサポートをアクティブにするには、<IFDefineSSL>のすべてのインスタンス
を構成ファイルから削除する必要があります。

図図図図 12-12「「「「Oracle HTTP Serverの仮想アドレス」ウィザード・ページの仮想アドレス」ウィザード・ページの仮想アドレス」ウィザード・ページの仮想アドレス」ウィザード・ページ
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12.12 Oracle HTTP Serverへのクライアント接続へのクライアント接続へのクライアント接続へのクライアント接続
クライアントは、次のように、Webブラウザでサーバーの仮想アドレスおよびポート番号を
URLとして指定し、Oracle HTTP Server（およびサーバーで処理するWebサイト）に接続
します。

http://<virtual-address>:<port-number>

<virtual-address>は Oracle HTTP Serverの仮想アドレス、<port-number>は Oracle HTTP 
Serverのポート番号です。

たとえば、可用性の高い Oracle HTTP Serverの仮想アドレスが ntclu4-6、ポート番号が
9768の場合、Oracle HTTP Serverに接続するにはWebブラウザで次のように指定します。

http://ntclu4-6:9768

12.13 Oracle HTTP Serverのグループからの削除のグループからの削除のグループからの削除のグループからの削除
Oracle HTTP Serverをグループから削除するには、削除するサーバーを Oracle Fail Safe 
Managerのツリー・ビューから選択し、「リソース」メニューで「グループから削除」をク
リックします。

Oracle HTTP Serverをグループから削除するには、特別な注意が必要です。Oracle HTTP 
Serverをグループから削除すると、次のようなことが発生します。

1. フェイルセーフ Oracle HTTP Serverは、スタンドアロン Oracle HTTP Serverになりま
す。

2. スタンドアロン Oracle HTTP Serverは、削除前に属していたグループと同じノード上
に配置されます。

3. Oracle Fail Safeでは、httpd_<resource_name>.confファイルを、クラスタ・ディスク
から、スタンドアロン Oracle HTTP Serverと同じノード上の Oracle HTTP Serverイン
ストール・ディレクトリ（<Oracle_Home>¥Apache¥Apache¥conf）にコピーします。

4. Oracle Fail Safeでは、スタンドアロン Oracle HTTP Serverがリスニングするポート番
号を指定するように要求します。

5. Oracle Fail Safeでは、Oracle HTTP Serverでその node:portのネットワーク・アドレス
のみをリスニングするように構成ファイルを変更します。

6. SSLの仮想ホスト設定は変更されませんが、対応する Listenディレクティブがないため
使用されません。

仮想ディレクトリ指定は変更されません。この結果、当該クラスタ・ディスクをまだ指して
いる仮想ディレクトリ指定が存在する場合があります。
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そのため、（グループから削除した）スタンドアロン Oracle HTTP Serverを起動する前に、
次のことを実行してください。

1. 仮想ディレクトリが指すファイルを、クラスタ・ディスクからプライベート・ディスク
へコピーします。

2. 仮想ディレクトリ・ポインタが、手順 1でファイルを移動した先のプライベート・ディ
スクを指すように、httpd_<resource_name>.confファイルを変更します。

12.14 Oracle HTTP Serverのセキュリティ要件のセキュリティ要件のセキュリティ要件のセキュリティ要件
Oracle HTTP Serverをクラスタ環境で実行する場合、特別な権限は不要です。

12.15 可用性の高い可用性の高い可用性の高い可用性の高い Oracle HTTP Serverに関連する問題のに関連する問題のに関連する問題のに関連する問題の
トラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティング

Oracle Fail Safeのトラブルシューティング・ツール（「クラスタの検証」および「グループ
の検証」）の使用に関する一般情報は、第 6章に記載しています。Oracle HTTP Serverのト
ラブルシューティングに関する一般的な情報は、Oracle HTTP Serverのマニュアルを参照し
てください。

Oracle HTTP Serverに問題が発生した場合は、「クラスタの検証」操作を実行してネット
ワークとノードの対称性の問題を検証し、問題があれば修正します。「グループの検証」操
作を実行して、グループ構成を確認します。たとえば、「グループの検証」操作を実行する
と、Oracle Fail Safeでは、クラスタ・レジストリにある情報を Oracle HTTP Server構成
ファイル内に記述されている情報と比較します。情報が一致しない場合、Oracle Fail Safeに
より問題を修正するように求められます。

「グループの検証」操作は、いつでも実行できます。ただし、次のような場合には必ず実行
します。

� グループまたはグループ内のリソースがオンライン化されない場合

� フェイルオーバーまたはフェイルバックが予定どおりに実行されない場合

� クラスタに新しいノードが追加された場合

� グループのオンライン化に問題がある場合

次の各項では、可用性が高まるように構成した Oracle HTTP Serverの使用時に発生する具
体的な問題のトラブルシューティングについて説明します。
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12.15.1 Oracle HTTP Serverのグループへの追加の問題のグループへの追加の問題のグループへの追加の問題のグループへの追加の問題
「リソースをグループに追加」操作で、Oracle Fail Safeは、httpd.confファイルを現在の場
所からクラスタ・ディスクへコピーします。「リソースをグループに追加」操作の実行中、
ファイルの元の場所および Oracle Fail Safeでそのファイルをコピーする場所がウィンドウ
に表示されます。Oracle HTTP Serverのグループへの追加に問題がある場合、次の処置を実
行して問題を修正します。

1. 次のコマンドを発行して、元の httpd.confファイルの構文が正しいかどうかを確認しま
す。

apache -t -f <config-file-spec>

この例では、config-file-specは元の httpd.confファイルのファイル指定です。

2. コピーした httpd.confファイルが、クラスタ・ディスク上の次のディレクトリにあるこ
とを確認します。

<server-root>¥conf¥httpd_<resource-name>.conf

この例では、<server-root>は、「リソースをグループに追加」ウィザードでサーバー・
ルートに指定したディスクおよびディレクトリです。

3. 次のコマンドラインを使用して、Oracle HTTP Serverの起動を試行します。

apache.exe -f <server-root>¥conf¥httpd_<resource-name>.conf

4. Oracle Fail Safeでコピーを作成する元の httpd.confファイルの名前を変更します。これ
により、Oracle Fail Safeでは Oracle HTTP Serverの新規 httpd.confファイルを作成し
ます。元の httpdファイルにエラーが存在した場合でも、新規作成されたファイルには
エラーは存在しません。

12.15.2 ユーザーがユーザーがユーザーがユーザーが Oracle HTTP Serverにアクセスできないにアクセスできないにアクセスできないにアクセスできない
ユーザーが Oracle HTTP Serverにアクセスできない場合は、次の処置を実行して問題を検
出します。

� 「グループの検証」操作を実行して、Oracle HTTP Serverのクラスタ・リソース構成を
検証します。6.1.2項の「グループの検証」操作の説明を参照してください。

� 全システム上の仮想サーバーを pingして、IPアドレスとホスト名が正しく登録されて
いることを確認します。
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12.15.3 ユーザーがユーザーがユーザーがユーザーが Oracle HTTP Server Webサイトに接続できないサイトに接続できないサイトに接続できないサイトに接続できない
Webサイトに接続できない場合は、次の処置を実行して問題を検出します。

� 現在グループを所有しているノード上でWebサイトが起動されていることを確認しま
す。

� Webブラウザのプロキシ設定を確認します。Webブラウザによりプロキシが使用され
ている場合は、プロキシ・サーバーが使用されないように、追加アドレス情報（たとえ
ば oracle.com）を URLに追加する必要がある場合もあります。

12.15.4 ユーザーがユーザーがユーザーがユーザーが Webサイト上のドキュメントにアクセスできないサイト上のドキュメントにアクセスできないサイト上のドキュメントにアクセスできないサイト上のドキュメントにアクセスできない
Webサイト上のドキュメントにアクセスできない場合は、次の処置を実行します。

� 仮想ディレクトリが物理ディレクトリ指定にマッピングされていることを確認します。

� すべてのファイルとディレクトリがアクセス許可を提供していることを確認します。
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可用性を高めるための可用性を高めるための可用性を高めるための可用性を高めるための Oracle Applications

Concurrent Managerの構成の構成の構成の構成

Oracle Fail Safeは、可用性の高い内部 Oracle Applications Concurrent Managerを構成する
のに役立ちます。クラスタ・ノードがシャットダウンまたは障害状態に陥ると、内部 Oracle 
Applications Concurrent Managerを含むグループは自動的に別のクラスタ・ノードへと
フェイルオーバーされます。

Oracle Applicationsデータの対話のほとんどは、Applicationsのフォームを通して行われま
す。ただし、中には定期的に実行する必要のある報告プログラムもあります。これらのプロ
グラムには計算が大量に含まれることがあるため、対話操作を妨げないよう、同時処理サー
バーで実行されるように設定できます。

同時処理サーバーで実行されるプロセスは、コンカレント・プログラムと呼ばれます。これ
は、ユーザーおよび他のユーザーが他のタスクで作業している間にバックグラウンドで実行
されます。通常、これらのプログラムは、Cで書かれている実行可能プログラムか、Oracle 
Reportsを使用して書かれたレポートです。データベース表に要求を挿入する Applications
のフォームを通して、コンカレント・プログラムを実行するための要求を発行します。監視
プロセスにより表が読み取られると、同時処理サーバーで実行中のいくつかある Concurrent 
Manager（ワーカーとも呼ばれる）の 1つに要求が割り当てられます。Concurrent Manager
により、要求が処理され、ログおよび出力ファイルが生成されます。これらのファイルは、
同時処理サーバーに格納されます。

内部内部内部内部 Concurrent Managerプロセスにより、データベース表への新規要求の監視、他の
Concurrent Managerの管理と、要求処理のタイミングおよび担当する Concurrent Manager
の割当てが行われます。Oracle Fail Safeを使用して可用性が高まるように構成するのは、こ
の内部 Concurrent Managerです。
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概要
この章では、次の項目について説明します。
 

この章では、Oracle Fail Safeを使用して内部 Oracle Applications Concurrent Mangerの可
用性を高める方法について説明していますが、インターネット・ソリューション全体の可用
性を高めるには、内部 Oracle Applications Concurrent Mangerにより使用されるデータベー
スの可用性を高めるとともに、任意のアプリケーション（Oracle Forms、Oracle Reports、
Webサーバーなど）の可用性も向上させる必要があります。

13.1 概要概要概要概要
図 13-1には、アプリケーション層で高い可用性のために構成されている Oracle 
Applications Concurrent Manager、Oracle Webサーバーおよび Oracle Forms Load 
Balancer Server、データベース層で構成されている Oracleデータベースと、クライアント層
にインストールされているWebブラウザから成る 3層アーキテクチャを持つ 2ノード・ク
ラスタが図示されています。クラスタ化されていないシステムでは、Oracle Forms Load 
Balancer Serverに関連付けられた Oracle Forms Load Balancer Clientおよび Oracle Forms 
Serverがインストールされています。

項目項目項目項目 参照参照参照参照

概要 13.1項

スタンドアロン Oracle Applications Concurrent Managerの検出 13.2項

Oracle Applications Concurrent Managerのグループへの追加 13.3項

Oracle Applications Concurrent Managerのセキュリティ要件 13.4項

可用性の高い Oracle Applications Concurrent Managerに関連す
る問題のトラブルシューティング

13.5項
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概要
図図図図 13-1 可用性の高い可用性の高い可用性の高い可用性の高い Oracle Applications Concurrent Manager構成のための構成のための構成のための構成のための
3層アーキテクチャ層アーキテクチャ層アーキテクチャ層アーキテクチャ

クライアント層�

データベース層� Oracleデータベース・サーバー�

Webブラウザおよび�
ユーザー・インタフェース・�
アプリケーション�

Oracle Forms Server
およびOracle Forms Load
Balancer Client

アプリケーション層�

クラスタ�

クラスタ�

Oracle Applications Concurrent
Manager、Oracle Forms Load
Balancer Serverおよび�
Webサーバー�
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13.2 スタンドアロンスタンドアロンスタンドアロンスタンドアロン Oracle Applications Concurrent Managerのののの
検出検出検出検出

Oracle Fail Safe Managerを使用して、可用性が高まるように内部 Oracle Applications 
Concurrent Managerを構成します。Oracle Fail Safe Managerインタフェースでスタンドア
ロン内部 Oracle Applications Concurrent Managerを表示するには、まずそれらを検出する
必要があります。

Oracle Fail Safe Serverは、内部 Oracle Applications Concurrent Managerを検出する際、
Windowsサービス マネージャ内のリストを調べて、対応する ccmsvc.exeのイメージ名エン
トリを見つけ、可用性が高まるように構成されていないものを判別します。Oracle Fail Safe
では、新たに検出された内部 Oracle Applications Concurrent Managerが Oracle Fail Safe 
Managerのツリー・ビューの「スタンドアロン・リソース」フォルダの下に表示されます。

13.3 Oracle Applications Concurrent Managerのグループへの追加のグループへの追加のグループへの追加のグループへの追加
可用性が高まるように内部 Oracle Applications Concurrent Managerを構成するには、
Oracle Fail Safe Managerの「リソースをグループに追加」ウィザードを使用してそれをグ
ループに追加します。指定するグループには、少なくとも 1つの仮想アドレスが含まれてい
る必要があります。通常、このグループには次のリソースが含まれます。

� 仮想アドレス（IPアドレスとネットワーク名）。

� 内部 Oracle Applications Concurrent Manager。

� Oracle Applications Concurrent Managerにより使用されるすべてのディスク。

� コンカレント・プログラムの実行のために内部 Oracle Applications Concurrent 
Managerが要求を読み取るデータベース（オプション）。

このデータベースがグループ内にある場合、それが使用するディスクと、データベース
への接続要求のためにグループの仮想アドレス（または複数）をリスニングする Net8
（または SQL*Net）ネットワーク・リスナーも、グループに含まれます。

� Oracle Forms Server、Oracle Forms Load Balancer Server、Oracle Reports Serverまた
はWebサーバー（オプション）。

13.3.1 構成前に構成前に構成前に構成前に
内部 Oracle Applications Concurrent Managerをグループに追加する前に、次のことに注意
してください。

� Oracle Applications 11i が Concurrent Managerの可能所有者ノードとなるクラスタの各
ノードにインストールされていること。

� 内部 Oracle Applications Concurrent Managerが要求をフェッチするために接続する
データベースが存在すること。（このデータベースは、高いレベルの可用性を実現でき
るようにグループに追加する必要がありますが、これは必須事項ではありません。） 
13-4　Oracle Fail Safe概要および管理ガイド



Oracle Applications Concurrent Managerのグループへの追加
Oracle Applications Concurrent Managerが関連付けられているデータベースが、
Concurrent Managerと同じグループに属する場合は、グループに Concurrent Manager
を追加する前に、データベースをグループに追加します。これは、Concurrent Manager
およびそれが関連するデータベースの間に適切な依存性を設定するために必要です。

� Concurrent Managerにより使用される有効なアプリケーション構成 IDが、Concurrent 
Managerの可能所有者ノードとなるクラスタの各ノード上のWindowsレジストリに存
在する必要があります。アプリケーション構成 IDにより、Concurrent Managerのラン
タイム環境が識別されます。アプリケーション構成 IDは次のWindowsレジストリの
場所にあります。ここで、<appl_config>はアプリケーション構成 IDを示します。

HKEY_LOCAL_MACHINE¥Software¥Oracle¥Applications¥11.50¥<appl_config>

通常、アプリケーション構成時の情報は、Oracle Applications 11i のインストール中に
レジストリに追加されます。

13.3.2 構成手順構成手順構成手順構成手順
Oracle Fail Safeを使用して内部 Oracle Applications Concurrent Managerの可用性が高まる
ように必要な手順は、Oracle Fail Safe Managerによって自動化されます。Oracle Fail Safe 
Managerの「リソースをグループに追加」ウィザードで、リソース・タイプに Oracle 
Applications Concurrent Managerを指定してください。

表 13-1に、可用性が高まるように内部 Oracle Applications Concurrent Managerを構成する
際に必要な作業の一覧を示します。特定の作業の手順ごとの指示は、Oracle Fail Safeのオン
ライン・ヘルプを参照してください。Oracle Fail Safe Managerのメニュー・バーで、「ヘル「ヘル「ヘル「ヘル
プ」プ」プ」プ」→→→→「キーワードで検索」「キーワードで検索」「キーワードで検索」「キーワードで検索」を選択します。

表表表表 13-1 Oracle Application Concurrent Managerの構成手順の構成手順の構成手順の構成手順

手順手順手順手順 処置処置処置処置 説明説明説明説明

1 各クラスタ・ノードの
プライベート・ディスク上に
Oracle Applications 11i が
インストールされていることを
確認

インストールの詳細情報は、Oracle Applications 11i のマニュアルを参
照してください。

2 Oracle Fail Safeのインストール時
に Oracle Concurrent Manager
コンポーネントをインストール

Oracle Fail Safe Serverをインストールするときに、「使用可能な製品コ
ンポーネント」リストから Oracle Concurrent Managerコンポーネント
を選択します。これで DLLファイルをインストールします。詳しい指
示は、『Oracle Fail Safeインストレーション・ガイド』を参照してくだ
さい。

3 Oracle Fail Safe Managerの起動 Windowsの「スタート」メニューから、次の順に選択します。
「「「「Oracle - <Oracle_Home>」」」」→→→→「「「「Oracle Fail Safe Manager」」」」
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13.3.3 Oracle Applications Concurrent Managerの構成データの構成データの構成データの構成データ
Oracle Fail Safe Managerには、可用性が向上するように内部 Oracle Applications 
Concurrent Managerを構成する際に役立つ「リソースをグループに追加」ウィザードがあ
ります。「リソースをグループに追加」ウィザードを使用する場合、次のデータが必要です。

� Oracle Applications Concurrent Managerと関連付ける仮想アドレス

� 内部 Oracle Applications Concurrent Managerの名前およびアプリケーション構成 ID

� Oracle Applications Concurrent Managerを実行する管理者アカウント

� 内部 Oracle Applications Concurrent Managerにより要求がフェッチされるデータベー
スの接続情報

4 クラスタの検証 「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」→→→→「クラスタの検証」「クラスタの検証」「クラスタの検証」「クラスタの検証」を選択して、クラス
タのハードウェアおよびソフトウェア構成を検証するプロシージャを実
行します。

5 グループの作成および
1つ以上の仮想アドレスの追加

「グループ」「グループ」「グループ」「グループ」→→→→「作成」「作成」「作成」「作成」を選択して、「グループの作成」ウィザードを実
行します。このウィザードを使用して、フェイルオーバーおよびフェイ
ルバック・ポリシーを設定します。「リソースをグループに追加」ウィ
ザードが自動的に開くので、ここで仮想アドレスをグループに追加しま
す。（仮想アドレスをさらにグループに追加するには、「リソース」「リソース」「リソース」「リソース」→→→→
「グループに追加」「グループに追加」「グループに追加」「グループに追加」を選択します。）

6 Oracle Applications Concurrent 
Managerが関連付けられている
データベースが、Concurrent 
Managerと同じグループに属する
場合、グループに Concurrent 
Managerを追加する前に、
データベースをグループに追加

これは、Concurrent Managerおよびそれが関連するデータベースの間
に適切な依存性を設定するために必要です。

「リソース」「リソース」「リソース」「リソース」→→→→「グループに追加」「グループに追加」「グループに追加」「グループに追加」を選択して、「リソースをグループに
追加」ウィザードを実行します。このウィザードは、可用性の高い
Oracleデータベースを作成および構成する際に役立ちます。

7 内部 Oracle Applications 
Concurrent Managerを
グループに追加

「リソース」「リソース」「リソース」「リソース」→→→→「グループに追加」「グループに追加」「グループに追加」「グループに追加」を選択して、「リソースをグループに
追加」ウィザードを実行します。このウィザードは、可用性の高い内部
Oracle Applications Concurrent Managerを作成および構成する際に役
立ちます。

8 グループの検証 「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」→→→→「グループの検証」「グループの検証」「グループの検証」「グループの検証」を選択して、グルー
プ、仮想アドレス、リソースまたはフェイルオーバー構成に問題がない
かどうかを確認し、問題があれば修正します。

9 その他のアプリケーション・
コンポーネントをフェイル
オーバー用に構成

その他のアプリケーション・サーバーおよびデータベース・サーバーを
Oracle Fail Safeを使用して構成し、アプリケーション全体の可用性を向
上させます。

表表表表 13-1 Oracle Application Concurrent Managerの構成手順（続き）の構成手順（続き）の構成手順（続き）の構成手順（続き）

手順手順手順手順 処置処置処置処置 説明説明説明説明
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� 内部 Oracle Applications Concurrent Managerが関連付けられているデータベースのリ
ソース名（データベースも Concurrent Managerと同じグループ内で高い可用性のため
に構成されている場合）

次の場合、内部 Oracle Applications Concurrent Managerをグループに追加するクラスタワ
イド操作は失敗します。

� クラスタに同じ名前の Concurrent Managerがすでに存在する場合

� Windowsレジストリにアプリケーション構成 IDが存在しない場合

� Concurrent Managerの可能所有者ノードである各ノードの Concurrent Managerの実行
アカウントが管理者アカウントではない場合

� Oracle Applications 11i が Concurrent Managerの可能所有者ノードである全クラスタ・
ノードにインストールされていない場合

� 内部 Oracle Applications Concurrent Managerの接続先データベースが存在しないか、
「リソースをグループに追加」ウィザードにデータベースへの不正な接続情報が入力さ
れたか、このデータベースの TNSNAMES.ORAファイル内の情報が正しくない場合

Oracle Applications Concurrent Managerをグループへ追加またはグループから削除する際
にエラーが発生した場合は、Windowsイベント ビューア（アプリケーション・ログ）を調
査し、Oracle Fail Safeからのエラー・メッセージの有無を確認します。

次の各項では、内部 Oracle Applications Concurrent Managerをグループに追加するための
データ要件を詳細に説明します。

13.3.3.1 ノードの選択ノードの選択ノードの選択ノードの選択
Oracle Applications Concurrent Managerをグループに追加する際に、クラスタが 3つ以上
のノードから構成されている場合は、図 13-2に示すように、選択済ノードのリストを指定し
て、Oracle Applications Concurrent Managerの可能所有者となるノードを指定するように
求められます。特定のノードを Oracle Applications Concurrent Managerの可能所有者とし
て指定しない場合は、そのノードを「選択済ノード」リストから選択して、左矢印をクリッ
クします。

2.6.6項では、可能所有者ノードの概念について詳細に説明します。
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図図図図 13-2 全ノードが使用可能な場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ全ノードが使用可能な場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ全ノードが使用可能な場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ全ノードが使用可能な場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ

Oracle Applications Concurrent Managerをグループに追加する際に、クラスタが 2つ以上
のノードで構成されており、そのうちの 1つ以上のノードが使用できない場合、どのノード
を Oracle Applications Concurrent Managerの可能所有者とするのかを指定するように求め
られます。このような場合、図 13-3に示すように、ウィザード・ページには使用できない
ノードとその理由が表示されます。
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図図図図 13-3 使用できないノードがある場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ使用できないノードがある場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ使用できないノードがある場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ使用できないノードがある場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ

13.3.3.2 Oracle Applications Concurrent Manager仮想アドレス仮想アドレス仮想アドレス仮想アドレス
グループには、内部 Oracle Applications Concurrent Managerを追加する前に、少なくとも
1つの仮想アドレスを持っている必要があります。図 13-4に示すように、内部 Oracle 
Applications Concurrent Managerを追加するグループ内に複数の仮想アドレスが含まれて
いる場合、内部 Oracle Applications Concurrent Managerと関連付ける仮想アドレスを選択
するように要求されます。

仮想アドレスは、ホスト（マシン）名として Concurrent Managerによって使用されるアド
レスとなります。
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図図図図 13-4 Oracle Applications Concurrent Managerの「仮想アドレスの選択」ウィザード・ページの「仮想アドレスの選択」ウィザード・ページの「仮想アドレスの選択」ウィザード・ページの「仮想アドレスの選択」ウィザード・ページ

13.3.3.3 Concurrent Managerの識別情報の識別情報の識別情報の識別情報
図 13-5に示すように、「リソースをグループに追加」ウィザードでは、内部 Oracle 
Applications Concurrent Managerの識別情報に関する次の情報が要求されます。

� Concurrent Manager名

クラスタ上の内部 Oracle Applications Concurrent Managerを一意に識別する名前です。

� 構成 ID

これは、アプリケーション構成 IDです。これにより、Windowsレジストリ内のエント
リが識別されます。

¥¥HKEY_LOCAL_MACHINE¥Software¥Oracle¥APPLICATIONS¥11.5.0¥<config-id>

このキーにより、内部 Oracle Applications Concurrent Managerを実行する環境が定義
されます。これは、Oracle Applications 11i のインストール時に定義されます。
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� ディレクトリ

これにより、Oracle Applications Concurrent Managerログ・ファイルおよび出力ファ
イルのクラスタ・ディスクおよび親ディレクトリが指定されます。ログ・ファイルは親
ディレクトリのサブディレクトリ ¥logに置かれ、出力ファイルは、親ディレクトリのサ
ブディレクトリ ¥outputに置かれます。

たとえば、ディレクトリ X:¥Confと指定した場合、ログ・ファイルは、X:¥Conf¥logに
置かれ、出力ファイルは X:¥Conf¥outputに置かれます。

親ディレクトリは、次のWindowsレジストリ・キーのAPPLCSF変数に格納されます。

¥¥HKEY_LOCAL_MACHINE¥Software¥Oracle¥APPLICATIONS¥11.5.0¥<config-id>

図図図図 13-5「「「「Concurrent Managerの識別情報」ウィザード・ページの識別情報」ウィザード・ページの識別情報」ウィザード・ページの識別情報」ウィザード・ページ
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13.3.3.4 Concurrent Managerの認証の認証の認証の認証
図 13-6に示すように、「リソースをグループに追加」ウィザードでは、内部 Oracle 
Applications Concurrent Managerを実行するアカウントに関する次の情報が要求されます。

� ユーザー名

これは、管理者権限を持つユーザー・アカウントです。これがドメイン・アカウントで
はない場合は、内部 Oracle Applications Concurrent Managerの可能所有者である各
ノードに、このアカウントが存在することを確認する必要があります。

� パスワード

これは、ユーザー・アカウント用のパスワードです。

� ドメイン

これは、ユーザー・アカウント用のドメインです。ユーザー・アカウントがドメイン・
アカウントではない場合、このボックスは空白のまま残します。ドメイン・アカウント
を指定することは必須ではありませんが、このようなアカウントは管理を容易にするた
め推奨されます。

図図図図 13-6「「「「Concurrent Managerの認証」ウィザード・ページの認証」ウィザード・ページの認証」ウィザード・ページの認証」ウィザード・ページ
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13.3.3.5 Concurrent Managerのデータベースのデータベースのデータベースのデータベース
図 13-7に示すように、「リソースをグループに追加」ウィザードでは、内部 Oracle 
Applications Concurrent Managerの要求取得先であるデータベースに関する次の情報が要
求されます。

� ユーザー名

これは、内部 Oracle Applications Concurrent Managerが読み取る要求が含まれるデー
タベースにアクセスできるアカウントのユーザー名です。

� パスワード

これは、アカウントのパスワードです。

� サービス名

これは、データベースのサービス名です。

� データベース

これは、指定されたサービス名のデータベース名です。次の両方のケースに該当する場
合は、このボックスからデータベースを選択します。

– 内部 Oracle Applications Concurrent Managerの追加先であるグループに
Concurrent Managerの接続先のデータベースが含まれている場合

– データベース・リソース名がデータベース・サービス名とは異なる場合

データベース・リソース名とデータベース・サービス名が同じである場合、データ
ベース・ボックスはグレー表示されます。

データベース・リソース名とデータベース・サービス名が異なる場合、データベー
ス・ボックスはグレー表示されず、データベース・リソースを指定するように求め
られます。Oracle Fail Safeでは、接続情報を提供しているデータベースとグループ
内のデータベースが同じであるかを自動的に判別できません。

内部 Oracle Applications Concurrent Managerの追加対象であるグループと同じグ
ループのデータベースではあるが、Concurrent Managerの接続先データベースで
はない場合は、データベース・ボックスで選択しないでください。
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図図図図 13-7「「「「Concurrent Managerのデータベース」ウィザード・ページのデータベース」ウィザード・ページのデータベース」ウィザード・ページのデータベース」ウィザード・ページ

13.4 Oracle Applications Concurrent Managerのセキュリティ要件のセキュリティ要件のセキュリティ要件のセキュリティ要件
内部 Oracle Applications Concurrent Managerを管理するには、管理者権限を持つユー
ザー・アカウントを使用します。このアカウントは、Concurrent Managerの可能所有者
ノードである各クラスタ・ノードに対する管理者権限を持っている必要があります。アカウ
ントには、ドメイン・アカウント（推奨）または各ノードについてローカルのアカウントの
いずれかが選択できます。

内部 Oracle Applications Concurrent Managerによるデータベースへの接続に使用される
（Concurrent Managerの要求のフェッチ先である）アカウントには、特別な権限は必要あり
ません。
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13.5 可用性の高い可用性の高い可用性の高い可用性の高い Oracle Applications Concurrent Managerにににに
関連する問題のトラブルシューティング関連する問題のトラブルシューティング関連する問題のトラブルシューティング関連する問題のトラブルシューティング

Fail Safeリソースのトラブルシューティングに関する一般的な情報は、第 6章に記載してい
ます。内部 Oracle Applications Concurrent Managerのトラブルシューティングに関する一
般情報は、Oracle Applications 11i のマニュアルを参照してください。

高い可用性を持つように構成されている内部 Oracle Applications Concurrent Managerに関
連する問題が発生した場合は、「クラスタの検証」操作を実行して有効性を検査し、問題が
あれば修正します。

内部 Oracle Applications Concurrent Managerが含まれるグループに対して「グループの検
証」コマンドを実行すると、Oracle Fail Safeでは、Concurrent Managerの可能所有者ノー
ドであるすべてのノードに対し、次のことを行います。

� Concurrent Managerに対するWindowsサービスの存在の確認

� データのフェッチ先であるデータベースと Concurrent Managerの接続チェック

� Concurrent Managerの実行アカウントの認証および管理者アカウントであることの確
認

� 依存性の有効性検査

� データのフェッチ元であるデータベース（Windowsレジストリで指定）が全可能所有
者ノードにおいて同一であるかの確認

「グループの検証」操作は、いつでも実行できます。ただし、次のような場合には必ず実行
します。

� グループまたはグループ内のリソースがオンライン化されない場合。

� フェイルオーバーまたはフェイルバックが予定どおりに実行されない場合。

� Concurrent Managerの可能所有者であるノードから誤って Concurrent Manager用の
Windowsサービスを削除してしまった場合。「グループの検証」操作により、
Concurrent Manager用のWindowsサービスが再作成されます。

� クラスタに新しいノードが追加された場合。

「グループの検証」で問題が検出された場合、Oracle Fail Safeは問題を修正するための応答
を求めるか、または問題を詳しく説明したエラー・メッセージを返します。
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13.5.1 Oracle Applications Concurrent Managerのグループへの追加の問題のグループへの追加の問題のグループへの追加の問題のグループへの追加の問題
スタンドアロン内部 Oracle Applications Concurrent Managerをグループに追加する場合の
問題を解決するには、次のことを確認します。

� Concurrent Managerにより使用されるデータベースが設定済でありアクセス可能であ
ること

� Concurrent Managerの可能所有者ノードとなる各ノードの Concurrent Managerの実行
アカウントが管理者権限を持つこと

� 「リソースをグループに追加」で指定されたアプリケーション構成 IDが Concurrent 
Managerの可能所有者ノードであるすべてのクラスタ・ノードに存在すること

13.5.2 グループのオンライン化の問題グループのオンライン化の問題グループのオンライン化の問題グループのオンライン化の問題
内部 Oracle Applications Concurrent Managerが含まれるグループのオンライン化の際に問
題が生じた場合は、次のことを試してください。

� グループを検証します。

（Oracle Fail Safe Managerの「トラブルシューティング」メニューから）「グループの検
証」コマンドを使用すると、Oracle Fail Safeではグループの構成をチェックし、問題が
見つかると修正を行います。「グループの検証」コマンドで問題を修正できない場合は、
その問題を手動で解決するヒントとなるエラー・メッセージが返されます。

「グループの検証」コマンドで問題が見つかった場合には、その後の手順についてユー
ザーの応答が求められます。

� 保留タイムアウト値が十分であることを確認します。

内部 Oracle Applications Concurrent Managerを含むグループがオンライン化に失敗す
る、または頻繁にフェイルオーバーする場合は、保留タイムアウト値が正しく設定され
ているかチェックしてください。保留タイムアウト値の設定が低すぎると、オンライン
化の失敗、頻繁なフェイルオーバーが発生します。

保留タイムアウト値には、内部 Oracle Applications Concurrent Managerの不安定な状
態（使用不能、オフライン、保留状態など）が解消されないままどれだけの時間が経過
すると、クラスタ・ソフトウェアでリソースに障害が発生したと判断するかを指定しま
す。たとえば、クラスタ・システムに多大な負荷がかかり、内部 Oracle Applications 
Concurrent Managerがあたかも使用不能になったかのように動作したとします。この
場合、保留タイムアウト値にデフォルトの 180秒よりも大きな値を設定してください。

保留タイムアウト値を設定するには、次のようリソース・プロパティを変更します。

1. Oracle Fail Safe Managerのツリー・ビューで、内部 Oracle Applications 
Concurrent Manager名を選択します。

2. 「ポリシー」「ポリシー」「ポリシー」「ポリシー」タブをクリックします。
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3. 「保留タイムアウト」「保留タイムアウト」「保留タイムアウト」「保留タイムアウト」ボックスで保留タイムアウト値を変更します。

保留タイムアウト値には、クラスタ・ソフトウェアでリソースがオンライン（またはオ
フライン）になってから操作が失敗したと判断されるまでの時間を指定します。設定し
た値が小さすぎる場合、応答時間が長くなるとクラスタ・システムで誤って使用不能状
態と判断する可能性があり、値が大きすぎる場合、障害発生時のフェイルオーバー応答
時間が長くなります。このどちらも回避できるように適切な値を設定してください。

13.5.3 Concurrent Manager用の用の用の用の Windowsサービスが誤って削除されたサービスが誤って削除されたサービスが誤って削除されたサービスが誤って削除された
Concurrent Managerの可能所有者ノードであるクラスタから、Concurrent Manager用の
Windowsサービスを誤って削除してしまった場合は、「グループの検証」操作を実行して
Windowsサービスを再作成します。

13.5.4 Concurrent Managerがオンライン化できないがオンライン化できないがオンライン化できないがオンライン化できない
Concurrent Managerがオンライン化できない場合は、「グループの検証」操作を実行しま
す。「グループの検証」操作により、次のどれによって問題が発生しているのかが特定され
ます。

� データベース接続文字列に問題があるため、Concurrent Managerは要求のフェッチ先
のデータベースに接続できません。

� Concurrent Managerの実行アカウントに管理者権限がありません。

「グループの検証」操作によってこれらのいずれかが問題として挙げられた場合は、Oracle 
Fail Safe Managerのツリー・ビューでその Concurrent Managerを選択し、「データベース」
タブを選択してデータベース接続文字列を変更するか、「パラメータ」タブを選択してその
Concurrent Manager用のユーザー・アカウントを変更します。

これらのどちらも問題の原因に該当しない場合は、Windowsイベント ビューアを調べて、
Concurrent Managerがオンライン化されない問題の原因を突き止めます。
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可用性を高めるための可用性を高めるための可用性を高めるための可用性を高めるための Oracle MTS Service

の構成の構成の構成の構成

Oracle Fail Safeは、可用性が高まるよう Oracle Service for Microsoft Transaction Server
（MTS）を構成する際に役立ちます。（このマニュアルでは、Oracle Service for MTSを

Oracle MTS Serviceと呼んでいます。）クラスタ・ノードが停止または障害状態に陥ると、
Oracle MTS Serviceを含むグループは自動的に別のクラスタ・ノードへとフェイルオーバー
します。

この章では、次の項目について説明します。
 

Microsoft Transaction Serverは、Microsoft独自の COMベースのトランザクション処理シ
ステムであり、インターネットまたはネットワーク・サーバー上で稼働します。Microsoft 
Transaction Serverは、クライアント・コンピュータにかわってアプリケーション要求およ
びデータベース・トランザクション要求を配布および管理するために使用されます。
Microsoft Transaction Serverには、次のものが用意されています。

� 分散アプリケーションを開発するための ActiveX/Distributed Component Object Model
（DCOM）ベースのプログラミング・モデルと、これらのアプリケーションを配布する
ランタイム環境

項目項目項目項目 参照参照参照参照

概要 14.1項

スタンドアロン Oracle MTS Serviceの検出 14.2項

Oracle MTS Serviceのグループへの追加 14.3項

Oracle MTS Serviceのセキュリティ要件 14.4項

可用性の高い Oracle MTS Serviceに関連する問題のトラブル
シューティング

14.5項
viceの構成 14-1



概要
� トランザクションのコンポーネントに対する Atomicity Consistency Isolation Durability
（ACID）プロパティ

� コンポーネント・キャッシングやデータベース接続プーリングなどのパフォーマンス拡
張機能へのアクセス

Microsoft Transaction Serverは、3層のサーバー中心アーキテクチャ・モデルのコンポーネ
ントです。Microsoft Transaction Serverにより、プレゼンテーション、ビジネス・ロジック
およびアプリケーションの要素を、ネットワークに接続されている様々なコンピュータ上で
明確に分離できます。

特別なデータベース統合がなくても、Oracleデータベースに接続するMicrosoft Transaction 
Serverに COMコンポーネントを配布できます（サポートされるバージョンのリストは、
『Oracle Fail Safeリリース・ノート』を参照してください）。ただし、次の機能には、Oracle 

MTS Serviceソフトウェアのインストールが必要です。

� （Microsoft 管理コンソール エクスプローラの「プロパティ」ダイアログ・ボックスを使
用して）COMコンポーネントをトランザクションとしてマークし、Microsoft 
Transaction Serverでトランザクションを制御する機能

� Microsoft Transaction Serverで使用されるクライアント側接続プーリング

Oracle MTS Serviceソフトウェアがインストールされた後で、COMコンポーネントが接続
する各 Oracleデータベースに対して特別なWindows NTサービス（Oracle MTS Serviceと
呼ぶ）を作成します。これらのサービスを作成するには、Microsoft管理コンソール エクス
プローラにある Oracle Manager for MTS Serviceスナップインを使用します。Oracle MTS 
Serviceには、次の機能が用意されています。

� Microsoft独自のすべての OLE（Object, Linking, and Embedding）トランザクションか
ら Oracleトランザクションへのマップ

� リカバリ・シナリオの処理

COMコンポーネントは、Oracle Call Interface（OCI）、Oracle Objects for OLE（OO4O）、
Open Database Connectivity（ODBC）または Oracle Provider for OLE DBを使用して作成
できます。将来的には、その他のアプリケーション・プログラム・インタフェース（API）
も統合される可能性があります。ある特定の Oracleデータベースでは、ネットワーク上に
1つの Oracle MTS Serviceのみが必要です。

14.1 概要概要概要概要
Oracle MTS Serviceに障害が発生した場合は、Oracle MTS Serviceを使用するアプリケー
ション・トランザクションが失敗します。可用性が高まるように Oracle MTS Serviceを構成
することにより、構成内の障害箇所をなくすことができます。

階層化実装は、Microsoft Transaction Serverおよび Oracle MTS Serviceを使用してソリュー
ションを構成する一般的な方法です。
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概要
図 14-1に、Microsoft Transaction Server、Oracle MTS Service、Webサーバーおよび COM
コンポーネントがデータベースとは別のクラスタに常駐する階層化実装を示します。

図 14-1の 3つの層は次のとおりです。

� クライアント層 :　Webブラウザ、ユーザー・インタフェース・アプリケーション

� アプリケーション層 :　Microsoft Transaction Server、Oracle MTS Service、Webサー
バーおよび COMコンポーネント

� データベース層 :　Oracleデータベース・サーバーおよびリスナー

階層化実装では、ソリューションに対して高可用性を増分的に展開できます。たとえば、
Oracle Fail Safeを使用し、アプリケーション層またはデータベース層のコンポーネントで障
害の発生する可能性のある箇所を排除することや、この 2つの層を可用性が高まるようにク
ラスタ上に構成することができます。

図図図図 14-1 可用性の高い可用性の高い可用性の高い可用性の高い Oracle MTS Serverのためののためののためののための 3層アーキテクチャ層アーキテクチャ層アーキテクチャ層アーキテクチャ

クライアント層�

アプリケーション層�
クラスタ�

データベース層クラスタ�

Webブラウザ�

Oracleデータベース・サーバー�

Oracle MTS Service
Microsoft Transaction Server
Webサーバー�
COMコンポーネント�
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スタンドアロン Oracle MTS Serviceの検出
14.2 スタンドアロンスタンドアロンスタンドアロンスタンドアロン Oracle MTS Serviceの検出の検出の検出の検出
Oracle Fail Safe Managerを使用し、可用性が高まるようにスタンドアロン Oracle MTS 
Serviceを構成します。Oracle Fail Safe Managerインタフェースでスタンドアロン Oracle 
MTS Serviceを表示するには、まずスタンドアロン Oracle MTS Serviceを検出する必要があ
ります。

Oracle Fail Safe Serverでは、Oracle MTS Serviceを検出する際、Windowsサービス マネー
ジャ内のリストを調べて Oracle MTS Serviceエントリを見つけ、可用性が高まるように構成
されているかどうかを判断します。Oracle Fail Safeでは、新しく検出されたサービスが
Oracle Fail Safe Managerのツリー・ビューの「スタンドアロン・リソース」フォルダの下に
表示されます。

14.3 Oracle MTS Serviceのグループへの追加のグループへの追加のグループへの追加のグループへの追加
可用性が高まるように Oracle MTS Serviceを構成するには、Oracle Fail Safe Managerの
「リソースをグループに追加」ウィザードを使用して Oracle MTS Serviceをグループに追加
します。指定するグループには、Microsoftおよび 1つ以上の仮想アドレスがすでに含まれ
ている必要があります。通常、このグループには次のリソースが含まれます。

� オペレーティング・システム・ソフトウェアのインストール時に可用性が高まるように
構成されたMicrosoft

� 仮想アドレス（IPアドレスとネットワーク名）

� 1つ以上の Oracle MTS Service

� Oracle MTS ServiceおよびMicrosoftで使用されるすべてのディスク

クラスタでは、任意の時点に 1つのMicrosoftのみが実行でき、分散トランザクションに関
連する各データベースに対して 1つの Oracle MTS Serviceが必要であることに注意してくだ
さい。したがって、クラスタ上のすべての Oracle MTS Serviceは、Microsoftを含むグルー
プに追加される必要があります。

14.3.1 構成前に構成前に構成前に構成前に
Oracle MTS Serviceをグループに追加する前に、次のことに注意してください。

� Microsoft分散トランザクション・コーディネータ（MS DTC）は、すべてのクラスタ・
ノードで可用性が高まるように構成されている必要があります。（Windows 2000を使用
している場合、MS DTCは、クラスタにWindows 2000をインストールする際にインス
トールされ、可用性が高まるように構成されます。Windows NTを使用している場合、
MS DTCは、クラスタにWindows NTオプション・パックをインストールする際にイ
ンストールされ、可用性が高まるように構成されます。）

Windows 2000を使用している場合、MS DTCリソースはクラスタ・グループに自動的
に追加されます。ただし、MS DTCリソースおよび Oracle MTS Serviceリソースは、同
じグループにある必要があります。したがって、Oracle MTS Serviceリソースを追加す
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るグループにMS DTCリソースを手動で移動するか、Oracle Fail Safe ServerでMS 
DTCリソースを移動する必要があります。

MS DTCリソースが新規グループに移動された後、すべてのアプリケーションが新規グ
ループの仮想アドレスを使用してMS DTCにアクセスすることを確認します。

ツリー・ビューの「クラスタ・リソース」フォルダの下にあるMS DTCリソースを探す
ことにより、MS DTCがすべてのクラスタ・ノードで可用性が高まるように構成されて
いることを確認できます。MS DTCリソースを含むグループを各クラスタ・ノードに移
動することにより、MS DTCがすべてのクラスタ・ノードで稼働するように構成されて
いるかどうかを確認できます。

（サポートされるオペレーティング・システム・ソフトウェア・バージョンの詳細は、
『Oracle Fail Safeリリース・ノート』を参照してください。）

� Oracle MTS Serviceソフトウェアは、すべてのクラスタ・ノード上のプライベート・
ディスクにインストールされている必要があります。

� Oracle MTS Serviceは、分散トランザクションに関係するクラスタ上の各データベース
に対して作成される必要があります。

� Microsoft管理コンソールとOracle Manager for Microsoft Transaction Serverがどのクラ
スタ・ノードでも実行されていないことを確認します。追加操作は Oracle MTS Service
を変更するため、排他的アクセス権が必要です。追加操作を完了した後で、Oracle 
Manager for Microsoft Transaction Serverを再起動できます。

14.3.2 構成手順構成手順構成手順構成手順
Oracle Fail Safeを使用して Oracle MTS Serviceの可用性を高めるために必要な手順は、
Oracle Fail Safe Managerにより自動化されます。Oracle Fail Safe Managerの「リソースを
グループに追加」ウィザードで、リソース・タイプに Oracle MTS Serviceを指定してくださ
い。

表 14-1に、可用性が高まるように Oracle MTS Serviceを構成する際に必要な作業の一覧を
示します。特定の作業の手順ごとの指示は、Oracle Fail Safeのオンライン・ヘルプを参照し
てください。Oracle Fail Safe Managerのメニュー・バーで、「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」→→→→「キーワードで検「キーワードで検「キーワードで検「キーワードで検
索」索」索」索」を選択します。
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表表表表 14-1 Oracle MTS Service を構成する手順を構成する手順を構成する手順を構成する手順

手順手順手順手順 処置処置処置処置 説明説明説明説明

1 オペレーティング・システム・
ソフトウェアがクラスタに
インストールされた際に、
可用性が高まるようMicrosoft 
分散トランザクション・
コーディネータ（MS DTC）が
構成されたことの確認

MS DTCの詳細は、Microsoftオペレーティング・システムのマニュア
ルを参照してください。

2 各クラスタ・ノードのプライ
ベート・ディスク上に Oracle MTS 
Serviceソフトウェアがインストー
ルされていることの確認

Oracle MTS Serviceソフトウェアのインストールの詳細は、Oracleデー
タベース・サーバーのマニュアルを参照してください。

3 Oracle Fail Safeをインストール
する際に Oracle MTS Service
コンポーネントをインストール

Oracle Fail Safe Serverをインストールするときに、「使用可能な製品コ
ンポーネント」リストから Oracle MTS Serviceコンポーネントを選択し
ます。これで DLLファイルをインストールします。詳しい指示は、
『Oracle Fail Safeインストレーション・ガイド』を参照してください。

4 Microsoft管理コンソールと
Oracle Manager for Microsoft 
Transaction Serverがどの
クラスタ・ノードでも実行されて
いないことの確認

追加操作は Oracle MTS Serviceを変更するため、排他的アクセス権が必
要です。追加操作を完了した後で、Oracle Manager for Microsoft 
Transaction Serverを再起動できます。

5 Oracle Fail Safe Managerの起動 Windowsの「スタート」メニューから、次の順に選択します。
「「「「Oracle - <Oracle_Home>」」」」→→→→「「「「Oracle Fail Safe Manager」」」」

6 クラスタの検証 「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」→→→→「クラスタの検証」「クラスタの検証」「クラスタの検証」「クラスタの検証」を選択して、クラス
タのハードウェアおよびソフトウェア構成を検証するプロシージャを実
行します。

7 MS DTCリソースが適切な
グループにあることの確認

Windows 2000を実行している場合、MS DTCリソースはクラスタ・グ
ループに自動的に追加されます。Oracle MTS Serviceを追加するグルー
プにMS DTCリソースを移動するか、Oracle Fail Safe Serverでこの処
理を行う必要があります。

8 必要に応じて、MS DTCを含む
グループに仮想アドレスを追加

グループに仮想アドレスを追加するには、「リソース」「リソース」「リソース」「リソース」→→→→「グループに「グループに「グループに「グループに
追加」追加」追加」追加」を選択します。（仮想アドレスは、可用性が高まるようにMS 
DTCが構成された際に追加されています。）
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14.3.3 Oracle MTS Serviceの構成データの構成データの構成データの構成データ
Oracle Fail Safe Managerには、可用性が向上するよう Oracle MTS Serviceを構成する際に
役立つ「リソースをグループに追加」ウィザードがあります。「リソースをグループに追加」
ウィザードを使用する場合、次のデータが必要です。

� MS DTCを含むグループの名前

� Oracle MTS Serviceに関連付ける仮想アドレス（グループに複数の仮想アドレスがある
場合）

� Oracle MTS Service名

� Oracle MTS Serviceリソース名（Oracle Fail Safe Managerで Oracle MTS Serviceを参照
するために使用する名前）

� Oracle MTS Serviceに関連付けられているデータベースの接続情報

� Oracle MTS Serviceのログオンに使用するオペレーティング・システム・ドメイン・
ユーザー・アカウント

Oracle MTS Serviceをグループに追加するクラスタワイド操作は、次のいずれかの場合は失
敗します。

� 指定した Oracle MTS Serviceが正しく構成されていない場合。Oracle MTS Serviceをグ
ループに追加する前に、スタンドアロン・サービスとして実行できることを確認してく
ださい。

� MS DTCを含まないグループに Oracle MTS Serviceの追加を試行した場合。

� Oracle MTS Serviceの実行に使用するアカウントがドメイン・アカウントでない場合。

� MS DTCと Oracle MTS Serviceが Concurrent Managerの可能所有者ノードである全ク
ラスタ・ノードにインストールされていない場合。

9 MS DTCを含むグループに
Oracle MTS Serviceを追加

「リソース」「リソース」「リソース」「リソース」→→→→「グループに追加」「グループに追加」「グループに追加」「グループに追加」を選択して、「リソースをグループに
追加」ウィザードを実行します。このウィザードは、可用性の高い
Oracle MTS Serviceを作成および構成する際に役立ちます。

10 グループの検証 「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」→→→→「グループの検証」「グループの検証」「グループの検証」「グループの検証」を選択して、グルー
プ、仮想アドレス、リソースまたはフェイルオーバー構成に問題がない
かどうかを確認し、問題があれば修正します。

11 その他のアプリケーション・
コンポーネントをフェイル
オーバー用に構成

その他のアプリケーション・サーバーおよびデータベース・サーバーを
Oracle Fail Safeを使用して構成し、アプリケーション全体の可用性を向
上させます。

表表表表 14-1 Oracle MTS Service を構成する手順（続き）を構成する手順（続き）を構成する手順（続き）を構成する手順（続き）

手順手順手順手順 処置処置処置処置 説明説明説明説明
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Oracle MTS Serviceのグループへの追加
� Oracle MTS Serviceの接続先データベースが存在しないか、「リソースをグループに追
加」ウィザードにデータベースへの不正な接続情報が入力されたか、このデータベース
の TNSNAMES.ORAファイル内の情報が正しくない場合。

Oracle MTS Serviceをグループへ追加またはグループから削除する際にエラーが発生した場
合は、Windowsイベント ビューア（アプリケーション・ログ）を調査し、Oracle Fail Safe
からのエラー・メッセージの有無を確認します。

次の各項では、Oracle MTS Serviceをグループに追加するためのデータ要件を詳細に説明し
ます。

14.3.3.1 ノードの選択ノードの選択ノードの選択ノードの選択
Oracle MTS Serviceをグループに追加する際に、クラスタが 3つ以上のノードから構成され
ている場合は、図 14-2に示すように、選択済ノードのリストを指定することにより Oracle 
MTS Serviceの可能所有者となるノードを指定するように求められます。特定のノードを
Oracle MTS Serviceの可能所有者として指定しない場合は、そのノードを「選択済ノード」
リストから選択し、左矢印をクリックします。

2.6.6項では、可能所有者ノードの概念について詳細に説明します。
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Oracle MTS Serviceのグループへの追加
図図図図 14-2 全ノードが使用可能な場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ全ノードが使用可能な場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ全ノードが使用可能な場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ全ノードが使用可能な場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ

Oracle MTS Serviceをグループに追加する際に、クラスタが 2つ以上のノードで構成されて
おり、そのうちの 1つ以上のノードが使用できない場合、Oracle MTS Serviceの可能所有者
にするノードを指定するように求められます。このような場合、図 14-3に示すように、ウィ
ザード・ページには使用できないノードとその理由が表示されます。
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Oracle MTS Serviceのグループへの追加
図図図図 14-3 使用できないノードがある場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ使用できないノードがある場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ使用できないノードがある場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ使用できないノードがある場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ

14.3.3.2 Oracle MTS Service仮想アドレス仮想アドレス仮想アドレス仮想アドレス
Oracle MTS Serviceをグループに追加するには、そのグループに少なくとも 1つの仮想アド
レスが含まれている必要があります。図 14-4に示すように、Oracle MTS Serviceを追加する
グループに複数の仮想アドレスが含まれている場合は、Oracle MTS Serviceに関連付ける仮
想アドレスを選択するように求められます。
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図図図図 14-4 Oracle MTS Service「仮想アドレス」ウィザード・ページ「仮想アドレス」ウィザード・ページ「仮想アドレス」ウィザード・ページ「仮想アドレス」ウィザード・ページ

14.3.3.3 Oracle MTS Service識別情報識別情報識別情報識別情報
図 14-5に示すように、「リソースをグループに追加」ウィザードでは、Oracle MTS Service
の識別情報に関する次の情報が要求されます。

� Oracle MTS Service名

これは、クラスタ上の既存の Oracle MTS Serviceの名前です。提供される名前のリスト
は、Oracle Fail Safeでクラスタ上のスタンドアロン Oracle MTS Serviceとして識別され
ている名前のリストです。

� リソース名

この名前は、Oracle Fail Safe Managerで Oracle MTS Serviceを参照するための名前で
す。この名前は、Oracle Fail Safe Managerツリー・ビューに表示されます。

この名前は、Oracle MTS Service名と同じ名前にすることができます。別の名前を指定
する場合は、クラスタ間で一意であることを確認してください。
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図図図図 14-5「「「「Oracle MTS Serviceの識別情報」ウィザード・ページの識別情報」ウィザード・ページの識別情報」ウィザード・ページの識別情報」ウィザード・ページ

14.3.3.4 Oracle MTS Serviceデータベースデータベースデータベースデータベース
図 14-6に示すように、「リソースをグループに追加」ウィザードでは、Oracle MTS Service
が関連付けられているデータベースに関する次の情報が要求されます。

� ユーザー名

これは、データベース・アカウントのユーザー名です。このフィールドは、「リソース
をグループに追加」操作中に変更できません。Oracle MTS Serviceで使用するデータ
ベース・アカウントを変更する場合は、「リソースをグループに追加」操作を実行する
前または後に行ってください。

� パスワード

これは、「ユーザー名」フィールドで指定したアカウントのパスワードです。
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� パスワードの確認

これは、「パスワード」フィールドに入力したパスワードと同じです。

� サービス名

これは、アカウントが関連付けられているデータベースのサービス名です。

図図図図 14-6「「「「Oracle MTS Serviceのデータベース」ウィザード・ページのデータベース」ウィザード・ページのデータベース」ウィザード・ページのデータベース」ウィザード・ページ

14.3.3.5 Oracle MTS Service認証認証認証認証
「リソースをグループに追加」ウィザードは、Oracle MTS Serviceがログオンに使用するア
カウントがユーザー・アカウントである場合に、認証情報（パスワード）を入力するように
要求します。Oracle MTS Serviceがログオンに使用するアカウントがシステム・アカウント
である場合は、図 14-7に示すように、このページにはデータを入力しません。
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� ユーザー名

Oracle MTS Serviceがログオンに使用するアカウントの名前を表示します。Oracle MTS 
Serviceがシステム・アカウントを使用してログオンする場合、このフィールドには文
字列 "LocalHost"が表示されます。Oracle MTS Serviceがユーザー・アカウントを使用
してログオンする場合、このフィールドにはそのアカウント名が表示されます。

� パスワード

Oracle MTS Serviceがシステム・アカウントを使用してログオンする場合は何も表示さ
れません。Oracle MTS Serviceがユーザー・アカウントを使用してログオンする場合
は、ユーザー・アカウントのパスワードを入力します。

� パスワードの確認

Oracle MTS Serviceがシステム・アカウントを使用してログオンする場合は何も表示さ
れません。Oracle MTS Serviceがユーザー・アカウントを使用してログオンする場合
は、ユーザー・アカウントのパスワードを再入力します。

図図図図 14-7「「「「Oracle MTS Serviceの認証」ウィザード・ページの認証」ウィザード・ページの認証」ウィザード・ページの認証」ウィザード・ページ
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14.4 Oracle MTS Serviceのセキュリティ要件のセキュリティ要件のセキュリティ要件のセキュリティ要件
Oracle MTS Serviceがシステムにログオンするために使用するアカウントは、システム・ア
カウントまたはドメイン・ユーザー・アカウントである必要があります。

Oracle MTS Serviceがデータベースに接続するために使用するアカウントには、次のデータ
ベース・ロール、権限および権利が必要です。

� CONNECT、RESOURCEおよび SELECT_CATALOG_ROLEの各データベース・ロール

� FORCE ANY TRANSACTION、CREATE PUBLIC SYNONYMおよび DROP PUBLIC 
SYNONYMの各データベース権限

� Oracleデータベース内の Oracle MTS Service表に対する SELECT、INSERT、UPDATE
および DELETEの各権限

14.5 可用性の高い可用性の高い可用性の高い可用性の高い Oracle MTS Serviceに関連する問題のに関連する問題のに関連する問題のに関連する問題の
トラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティング

Fail Safeリソースのトラブルシューティングに関する一般的な情報は、第 6章に記載してい
ます。Oracle MTS Serviceのトラブルシューティングの一般情報は、『Oracle8とMicrosoft 
Transaction Serverの連携』を参照してください。

可用性が高まるよう構成された Oracle MTS Serviceに問題が発生した場合は、「クラスタの
検証」操作を実行して検証し、問題があれば修正します。

Oracle MTS Serviceが含まれるグループに対して「グループの検証」コマンドを実行する
と、Oracle Fail Safeでは、Oracle MTS Serviceの可能所有者ノードであるすべてのノードに
対し、次のことが行われます。

� Oracle MTS Serviceが存在することをチェックします。

� Oracle MTS Serviceが、関連付けられているデータベースに接続できることをチェック
します。

� （Windowsレジストリに記録されているように）Oracle MTS Serviceが関連付けられて
いるデータベースが、すべての可能所有者ノードで同じであることをチェックします。

� Oracle MTS Serviceの実行に使用するアカウントを認証します。

� 依存性の有効性を検査します。

「グループの検証」操作は、いつでも実行できます。ただし、次のような場合には必ず実行
します。

� グループまたはグループ内のリソースがオンライン化されない場合。

� フェイルオーバーまたはフェイルバックが予定どおりに実行されない場合。
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可用性の高い Oracle MTS Serviceに関連する問題のトラブルシューティング
� Oracle MTS Serviceの可能所有者ノードであるノードから、Oracle MTS Serviceを誤っ
て削除してしまった場合。この場合は、「グループの検証」操作を実行して Oracle MTS 
Service用のWindowsサービスを再作成します。

� クラスタに新しいノードが追加された場合。

「グループの検証」で問題が検出された場合、Oracle Fail Safeは問題を修正するための応答
を求めるか、または問題を詳しく説明したエラー・メッセージを返します。

14.5.1 Oracle MTS Serviceのグループへの追加の問題のグループへの追加の問題のグループへの追加の問題のグループへの追加の問題
グループにスタンドアロン Oracle MTS Serviceを追加する際に発生した問題のトラブル
シューティングを行うには、次のことを確認します。

� Oracle MTS Serviceに関連付けられているデータベースが、Oracle MTS Serviceの可能
所有者ノードであるすべてのクラスタ・ノードからアクセスできること。

� 必要な Oracle MTS Serviceの実行に使用するアカウントが、システム・アカウントまた
はドメイン・ユーザー・アカウントであること。

� Windowsレジストリ・エントリの LAST_HOMEが、ローカル・システム上で最も大き
い Oracleホーム番号に設定されていること。

Oracle MTS Serviceのグループへの追加を試行する際に、
HKEY_LOCAL_MACHINE/SOFTWARE/ORACLE/ALL_HOMESの LAST_HOMEエ
ントリがシステム上の最も大きい Oracleホーム番号と等しくない場合は、Oracle MTS 
Serviceのグループへの追加操作が失敗し、次のメッセージを受け取ります。

FS-10778: Oracle MTS Serviceリソース・プロバイダで、クラスタ・リソース<リソース名>の
構成に失敗しました。
FS-10618: NTサービス<サービス名>の構成の変更に失敗しました。
0x424: 指定されたサービスはインストールされたサービスとして存在しません。

たとえば、システムに HOME0、HOME1および HOME2がある場合、Oracle MTS 
Serviceのグループへの追加操作が機能するためには、LAST_HOMEの値が 2である必
要があります。問題を修正するには、LAST_HOMEの値をローカル・システムで最も
大きい Oracleホーム番号と一致させ、「リソースをグループに追加」ウィザードを再実
行します。

14.5.2 グループのオンライン化の問題グループのオンライン化の問題グループのオンライン化の問題グループのオンライン化の問題
Oracle MTS Serviceが含まれるグループをオンラインにする際に問題が発生した場合は、グ
ループを検証します。（Oracle Fail Safe Managerの「トラブルシューティング」メニューか
ら）「グループの検証」コマンドを使用すると、Oracle Fail Safeではグループの構成を
チェックし、問題が見つかると修正を行います。「グループの検証」コマンドで問題を修正
できない場合は、その問題を手動で解決するヒントとなるエラー・メッセージが返されま
す。「グループの検証」コマンドで問題が見つかった場合には、その後の手順についてユー
ザーの応答が求められます。
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14.5.3 削除された削除された削除された削除された Oracle MTS Serviceのののの Windowsサービスサービスサービスサービス
Oracle MTS Serviceの可能所有者ノードであるクラスタ・ノードから、Oracle MTS Service
を誤って削除してしまった場合は、「グループの検証」操作を実行して Oracle MTS Service
を再作成します。
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可用性を高めるための汎用サー
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可用性を高めるための汎用サービスの構成可用性を高めるための汎用サービスの構成可用性を高めるための汎用サービスの構成可用性を高めるための汎用サービスの構成

汎用サービス汎用サービス汎用サービス汎用サービスは、Microsoft Cluster Server（MSCS）で提供される汎用サービス・リソース
DLLによってサポートされるWindowsサービスです。Oracle Fail Safeでは、可用性を高め
るための汎用サービスの構成がサポートされており、次のことが可能です。

� 手持ちのアプリケーションの可用性を高めます。

� Oracle Fail Safeでは現在特にサポートされていない他のアプリケーションの可用性を高
めます。

たとえば、現在 Oracle Fail Safeでは、Oracleデータベース、Oracle WebDBリスナー、
Oracle Forms Load Balancer Server、Oracle Reports Server、Oracle Intelligent Agent、
Oracle Application Server、Oracle HTTP Serverおよび Oracle Applications Concurrent 
Managerに高い可用性を持たせるための固有のサポートを提供しています。Oracle Fail 
Safeが提供する汎用サービスを使用して、他のWindowsサービスも高い可用性を持つ
ように構成できます。（15.5項でこの方法について説明します。）

この章では、次の項目について説明します。
 

項目項目項目項目 参照参照参照参照

概要 15.1項

スタンドアロン汎用サービスの検出 15.2項

汎用サービスのグループへの追加 15.3項

汎用サービスのセキュリティ要件 15.4項

サンプル汎用サービスの構成 15.5項

汎用サービスに関する問題のトラブルシューティング 15.6項
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概要
15.1 概要概要概要概要
Oracle Fail Safeでサポートされている可用性を高めるためのリソースの構成と、可用性を高
めるための汎用サービスの構成では、（Oracle Fail Safe Managerの）「リソースをグループに
追加」ウィザードにより提供される支援レベルが異なります。サポートされているリソース
の場合、「リソースをグループに追加」ウィザードでは、その特定のリソース用の構成情報
が要求されます。汎用リソースの場合、「リソースをグループに追加」ウィザードに構成情
報が備わっていないため、詳細な定義データは要求されません。このため、汎用サービスが
依存するリソース、必須のWindowsレジストリ・エントリなどに注意する必要があります。

15.1.1 Oracle Fail Safeを使用する利点を使用する利点を使用する利点を使用する利点
汎用サービスを構成するにあたり、MSCSではなく Oracle Fail Safeを使用した場合の利点に
ついて考えます。次のような、様々な利点があります。

� Oracle Fail Safeを使用すると、既存のサービスを可用性が高まるように構成したり、
「リソースをグループに追加」操作の一部として汎用サービスを作成し構成できます。
一方、MSCSで可能なのは、既存の汎用サービスを可用性が高まるように構成すること
のみです。

� Oracle Fail Safeの「リソースをグループに追加」ウィザードには、可用性の高い汎用リ
ソースを構成するために役立つより多くの質問があります。たとえば、このウィザード
を使用すると、汎用リソースに必要なディスク、クラスタ全体に複製される必要のある
Windowsレジストリ・エントリなどを指定できます。MSCSのウィザードには、
Oracle Fail Safeのウィザードほど多くの役立つ質問はありません。

� Oracle Fail Safeにより、「リソースをグループに追加」操作の一部として、（可用性が高
まるように構成された全タイプのリソースに行うのと同じように）構成がテストされま
す。また、ネットワーク、フェイルオーバーおよびフェイルバックがテストされ、リ
ソースがリソースの可能所有者となる全クラスタ・ノードで起動できることが確認され
ます。

� クラスタ環境では手動設定が必要になるため、Oracle Fail Safeにより、各クラスタ・
ノード上のリソースの起動タイプが手動に設定されます。MSCSで設定されるのは、リ
ソースを所有しているノードの起動タイプのみのため、必ずその他の可能所有者となる
クラスタ・ノードで起動タイプを手動に設定する必要があります。

Oracle Fail Safeインストールの「リソースをグループに追加」ウィザードで、特定のリソー
スが Oracle Fail Safeインストールに含めることのできるコンポーネントとして表示されな
い場合、「リソースをグループに追加」ウィザード内の Generic Serviceリソース・タイプを
使用して、可用性が高まるようにサービスを構成します。
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15.1.2 可用性を高める構成にしない汎用リソース可用性を高める構成にしない汎用リソース可用性を高める構成にしない汎用リソース可用性を高める構成にしない汎用リソース
可用性が高まるように汎用サービスを構成すると、ある時点で 1つのクラスタ・ノードでし
か実行されなくなるため、構成する際にはこの点に注意してください。クラスタ・ノードで
実行する必要があるサービスは、同時に可用性を高める構成にしないでください。たとえ
ば、Windowsイベント ログの場合を考えてみます。Windowsイベント ログは、特定のシ
ステム上のすべてのサービスにより通知メッセージやエラー・メッセージなどが書き込まれ
るファイルです。これは、サービスから管理者に状況を通知するための手段です。

Windowsイベント ログのサービスの可用性を高めると、サービスはある時点で 1つのクラ
スタ・ノードでしか動作しなくなります。この場合、他のクラスタ・ノード上のサービスに
より返されたメッセージは、イベント ログを実行しているクラスタ・ノード上のイベント 
ログにアクセスできなくなります。したがって、Windowsイベント ログをクラスタ・リ
ソースとして構成することは賢明ではありません。

15.2 スタンドアロン汎用サービスの検出スタンドアロン汎用サービスの検出スタンドアロン汎用サービスの検出スタンドアロン汎用サービスの検出
Oracle Fail Safe Serverは、汎用リソースを検出する際、Windowsサービス マネージャで汎
用リソースを検索します。検出プロセスの間に、Oracle Fail Safeはクラスタ内の各ノードの
Windowsサービス マネージャでサービスを見つけ、Oracle Fail Safe Managerのツリー・
ビューに新しく検出したサービスを表示します。

15.3 汎用サービスのグループへの追加汎用サービスのグループへの追加汎用サービスのグループへの追加汎用サービスのグループへの追加
可用性が高まるように汎用サービスを構成するには、Oracle Fail Safe Managerの「リソース
をグループに追加」ウィザードを使用してサービスをグループに追加します。既存の汎用
サービスをグループに追加したり、Oracle Fail Safeにより自動的に汎用サービスを作成する
ように指定できます。次の各項では、構成手順と、汎用サービスについて「リソースをグ
ループに追加」ウィザードを完了するために必要なデータについて説明します。

15.3.1 構成手順構成手順構成手順構成手順
表 15-1に、可用性が高まるように汎用サービスを構成する際に必要な作業の一覧を示しま
す。各作業の手順ごとの指示は、Oracle Fail Safeのオンライン・ヘルプとチュートリアルを
参照してください。Oracle Fail Safe Managerのメニュー・バーで、「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」→→→→「キーワー「キーワー「キーワー「キーワー
ドで検索」ドで検索」ドで検索」ドで検索」を選択するか、または「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」→→→→「チュートリアル」「チュートリアル」「チュートリアル」「チュートリアル」を選択します。
可用性を高めるための汎用サービスの構成 15-3



汎用サービスのグループへの追加
表表表表 15-1 汎用サービスの構成手順汎用サービスの構成手順汎用サービスの構成手順汎用サービスの構成手順

手順手順手順手順 処置処置処置処置 説明説明説明説明

1 汎用サービスの可能所有者となる
各クラスタ・ノードのプライベー
ト・ディスク上に、汎用サービス
実行可能ファイルがインストール
されていることを確認

必須ではないが、強く推奨。通常は、複数のサービス・インスタンスが
同じ実行可能ファイルを使用します。実行可能ファイルが共有クラス
タ・ディスクにインストールされている場合、その実行可能ファイルを
使用するすべてのサービスが、現在そのディスクのホストになっている
クラスタ・ノードで稼働する必要があります。

2 汎用サービスに必要なファイルを
クラスタ・ディスクへコピー

汎用サービスに必要なデータ・ファイルは、共有記憶装置インターコネ
クト上のクラスタ・ディスクに配置する必要があります。

3 Oracle Fail Safe Managerの起動 Windowsの「スタート」メニューから、次の順に選択します。
「「「「<Oracle_Home>」」」」→→→→「「「「Oracle Fail Safe Manager」」」」

4 クラスタの検証 「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」→→→→「クラスタの検証」「クラスタの検証」「クラスタの検証」「クラスタの検証」を選択して、クラス
タのハードウェアおよびソフトウェア構成を検証するプロシージャを実
行します。

5 グループの作成 「グループ」「グループ」「グループ」「グループ」→→→→「作成」「作成」「作成」「作成」を選択して、「グループの作成」ウィザードを実
行します。このウィザードを使用して、フェイルオーバーおよびフェイ
ルバック・ポリシーを設定します。「リソースをグループに追加」ウィ
ザードが自動的に開くため、ここで仮想アドレスをグループに追加しま
す。Oracle Fail Safeでは、汎用サービスを追加する前に仮想アドレスを
グループに追加するように要求されません。ただし、汎用サービスが依
存するリソースに対して仮想アドレスが必要になる場合があります。詳
細は、15.3.2.5.2項を参照してください。

6 必要な場合、グループに
1つ以上の仮想アドレスを追加

「リソース」「リソース」「リソース」「リソース」→→→→「グループに追加」「グループに追加」「グループに追加」「グループに追加」を選択して、「リソースをグループに
追加」ウィザードを実行します。このウィザードは、可用性の高い仮想
サーバー・アドレスを作成および構成する際に役立ちます。

7 汎用サービスが依存する
リソースの追加

「リソース」「リソース」「リソース」「リソース」→→→→「グループに追加」「グループに追加」「グループに追加」「グループに追加」を選択して、「リソースをグループに
追加」ウィザードを開きます。

8 汎用サービスをグループに追加 「リソース」「リソース」「リソース」「リソース」→→→→「グループに追加」「グループに追加」「グループに追加」「グループに追加」を選択して、「リソースをグループに
追加」ウィザードを開きます。このウィザードは、汎用サービスをグ
ループ内に構成する際に役立ちます。汎用サービスを新規に作成する
か、または既存の汎用サービスを指定できます。

9 グループの検証 「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」→→→→「グループの検証」「グループの検証」「グループの検証」「グループの検証」を選択して、グルー
プ、仮想アドレス、リソースまたはフェイルオーバー構成に問題がない
かどうかを確認し、問題があれば修正します。
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15.3.2 汎用サービス用構成データ汎用サービス用構成データ汎用サービス用構成データ汎用サービス用構成データ
可用性が高まるように汎用サービスを構成するには、汎用サービスをグループに追加しま
す。Oracle Fail Safeにより新規の汎用サービスを作成してグループに追加したり、既存の汎
用サービスをグループに追加できます。いずれの場合も、Oracle Fail Safe Managerの「リ
ソースをグループに追加」ウィザードを使用する際に次のデータが必要になります。

� 汎用サービスの識別情報（ノード名、表示名、サービス名、イメージ・パス）

� 汎用サービスの実行に使用されるアカウントおよびその起動パラメータ

� 汎用サービスにより使用されるディスク（ある場合）

� 汎用リソースが依存するその他のリソース

� 汎用サービスにより使用されるWindowsレジストリのキー値

他のリソースを可用性が高まるように構成する場合と異なり、汎用サービスを追加する前に
は仮想アドレスをグループに追加するように要求されません。汎用サービスの使用法に応じ
て、仮想アドレスが必要かどうかを自分で判断する必要があります。次の各項では、仮想ア
ドレスをグループに追加する必要性を判断する際に考慮すべき問題と、汎用リソースをグ
ループに追加するために必要な構成情報について検討します。

15.3.2.1 ノードの選択ノードの選択ノードの選択ノードの選択
汎用サービスをグループに追加する際に、クラスタが 3つ以上のノードから構成されている
場合は、図 15-1に示すように、選択済ノードのリストを指定して、汎用サービスの可能所有
者となるノードを指定するように求められます。特定のノードを汎用サービスの可能所有者
として指定しない場合は、そのノードを「選択済ノード」リストから選択して、左矢印をク
リックします。

2.6.6項では、「可能所有者ノード」リストの概念について詳細に説明します。
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図図図図 15-1 全ノードが使用可能な場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ全ノードが使用可能な場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ全ノードが使用可能な場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ全ノードが使用可能な場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ

汎用サービスをグループに追加する際に、クラスタが 2つ以上のノードで構成されており、
そのうちの 1つ以上のノードが使用できない場合、どのノードを汎用サービスの可能所有者
とするのかを指定するように求められます。このような場合、図 15-2に示すように、ウィ
ザード・ページには使用できないノードとその理由が表示されます。
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図図図図 15-2 使用できないノードがある場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ使用できないノードがある場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ使用できないノードがある場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ使用できないノードがある場合の「ノードの選択」ウィザード・ページ

15.3.2.2 汎用サービスの識別情報汎用サービスの識別情報汎用サービスの識別情報汎用サービスの識別情報
可用性が高まるように汎用サービスを構成する場合、Oracle Fail Safeがその汎用サービスの
実行可能ファイルを一意に識別して見つける際に使用する基本情報を提供する必要がありま
す。特に、「リソースをグループに追加」ウィザードでは、汎用サービスを識別するための
次の情報が要求されます。

� ノード名

既存の汎用サービスの場合、汎用サービスが現在置かれているクラスタ・ノードを
Oracle Fail Safeに認識させる必要があります。複数のノードに存在する場合は、そのう
ちの 1つを「リソースをグループに追加」ウィザードで指定できます。サービスが存在
しない場合は、汎用サービスの可能所有者である任意のノードを選択します。
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� 表示名

表示名は、サービス名よりも詳しくサービスを説明するために使用します。表示名に
は、スペース文字、および最高 256文字を指定できます。表示名は、Windowsの
「サービス」ダイアログ・ボックスに表示されます。

表示名は、Oracle Fail Safeが Oracle Fail Safe Managerのツリー・ビュー内のサービス
を参照するために使用する名前でもあります。

� サービス名

サービス名は、短縮名と呼ばれることもあり、サービスの構成情報を含むWindowsレ
ジストリのサブキーにラベル付けするものです。サービス名にはスペース文字を含める
ことはできず、通常は表示名よりも短くなります。

� イメージ名

これは、汎用サービス実行可能ファイルのパスおよびファイル名です。汎用サービスの
実行可能ファイルは、汎用サービスの可能所有者である全クラスタ・ノードのディレク
トリおよびプライベート・ディスクにインストールする必要がありますので注意してく
ださい。これにより、汎用サービスがフェイルオーバーした場合も、サービスが依存す
る実行可能ファイルは、もう一方のクラスタ・ノードで使用可能になります。

汎用サービスの実行可能ファイルは、共有クラスタ・ディスクにはインストールしない
でください。通常は、複数のサービス・インスタンスが同じ実行可能ファイルを使用し
ます。実行可能ファイルが共有クラスタ・ディスクにインストールされている場合、そ
の実行可能ファイルを使用するすべてのサービスが、現在そのディスクのホストになっ
ているクラスタ・ノードで稼働する必要があります。

各クラスタ・ノードの同じ場所に実行可能ファイルをインストールすると、どちらのク
ラスタ・ノードも、同じ実行可能ファイルにアクセスする様々なサービス・インスタン
スのホストになれます。たとえば、Service_Aおよび Service_Bという 2つのサービス
があり、どちらも同じ実行可能ファイルを使用するとします。実行可能ファイルが各ク
ラスタ・ディスク上の同じ場所にインストールされている場合、Service_Aは、プライ
マリ・ノードが Node_1である Group_Aに属し、Service_Bは、プライマリ・ノードが
Node_2である Group_Bに属すことができます。Group_Cに属する共有クラスタ・
ディスクに実行可能ファイルをインストールした場合、サービスは、その時点で
Group_Cのホストになっているクラスタ・ノード上でしか稼働できません。

図 15-3は、「リソースをグループに追加」ウィザードの、汎用サービスの識別情報を指定す
るページです。
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図図図図 15-3「汎用サービスの識別情報」ウィザード・ページ「汎用サービスの識別情報」ウィザード・ページ「汎用サービスの識別情報」ウィザード・ページ「汎用サービスの識別情報」ウィザード・ページ

15.3.2.3 汎用サービスの起動パラメータ汎用サービスの起動パラメータ汎用サービスの起動パラメータ汎用サービスの起動パラメータ
「リソースをグループに追加」ウィザードでは、汎用サービスの起動方法について次の詳細
情報が求められます。

� 起動パラメータ

Oracle Fail SafeからWindowsサービス コントロール マネージャに渡される起動パラ
メータを指定します。これらのパラメータは、Windowsの「サービス」ダイアログ・
ボックスを使用した場合に指定するパラメータ（-tなど）と同じです。Oracle Fail Safe
により、パラメータがそのままサービス コントロール マネージャに渡されます。

� システム・アカウントまたはユーザー・アカウントとしてのログオン

サービスの実行に使用するアカウントを、システム・アカウントまたはユーザー・アカ
ウントに指定します。デフォルトで、システム・アカウントを使用するログオンが選択
されます。ユーザー・アカウントでログオンするには、「ログオン」「ログオン」「ログオン」「ログオン」で「このアカウン「このアカウン「このアカウン「このアカウン
ト」ト」ト」ト」を選択します。サービスの実行に使用されるアカウントによって、汎用サービスの
セキュリティ・コンテキストが決まります。サービスがシステム・アカウント
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（LocalSystem）としてログオンする場合、サービスは、ローカル・システム上のすべて
のファイルにアクセスできますが、ネットワーク全体のファイルにはアクセスできませ
ん。サービスがユーザー・アカウントとしてログオンする場合、そのサービスが持つ権
限に応じて、ローカル・システム上のファイルとネットワークにわたるファイルの両方
にアクセスできます。たとえば、Oracle Fail Safe自体は、両方のクラスタ・ノードの
ファイルにアクセスできる必要があるため、（Oracle Fail Safeをインストールしたとき
に指定した）ユーザー・アカウントで実行されます。

「リソースをグループに追加」ウィザードでは、既存のサービスの実行に使用されてい
るアカウントを変更することはできません。既存の汎用サービスの実行に使用されるア
カウントを変更する場合は、サービスをグループに追加する前に、Windowsの「サー
ビス」ダイアログ・ボックスを使用して変更します。（Oracle Fail Safe Serverの実行に
使用されるアカウント変更の詳細は、4.3.1項を参照してください。）

Oracle Fail Safeでは、汎用サービスの起動タイプの情報（「自動」、「手動」または「無
効」）は要求されません。Oracle Fail Safeを使用して可用性が高まるよう構成されたリ
ソースの起動タイプはすべて、「手動」に設定されます。クラスタ環境では、サービス
は特定の時点で 1つのノードでしか実行されません。起動タイプを「手動」に設定する
と、Oracle Fail Safeでは必ず、リソースは特定の時点で 1つのノードのみで実行され、
MSCSによってのみ起動されます。

図 15-4は、「リソースをグループに追加」ウィザードの、汎用サービスの起動パラメータと
アカウントを指定するページです。
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図図図図 15-4「汎用サービスのアカウント」ウィザード・ページ「汎用サービスのアカウント」ウィザード・ページ「汎用サービスのアカウント」ウィザード・ページ「汎用サービスのアカウント」ウィザード・ページ

15.3.2.4 汎用サービスにより使用されるディスク汎用サービスにより使用されるディスク汎用サービスにより使用されるディスク汎用サービスにより使用されるディスク
Oracle Fail Safeでは、その時点でサービスが実行されているクラスタ・ノード上で、可用性
の高い汎用サービスに必要なデータ・ファイルが使用可能である必要があります。これに
は、次の 2つの方法のいずれかを使用します。

� サービスに必要なデータ・ファイルを、リソースと同じグループに含まれている共有ク
ラスタ・ディスク上に配置します。

フェイルオーバー時には、サービスが引き続きファイルを使用できるように、ディスク
はサービスとともにフェイルオーバーします。

� 可能所有者である全クラスタ・ノードの同じプライベート・ディスクおよびディレクト
リに、同じファイルを配置します。

フェイルオーバー時には、サービスはプライベート・ディスク上で同じパスを使用して
ファイルを見つけます。ファイルのパスは各クラスタ・ノードで同じなので、どちらの
クラスタ・ノードがリソースのホストであるかにかかわらず、リソースはファイルを見
つけることができます。
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通常、サービス実行可能ファイルは各クラスタ・ノードのプライベート・ディスク上にイン
ストールし、データ・ファイルは共有クラスタ・ディスク上に配置します。実行可能ファイ
ルの配置場所の詳細は、15.3.2.2項を参照してください。

汎用サービスが稼働しているクラスタ・ノードによってファイルの内容を変える場合は、各
クラスタ・ノードの同じプライベート・ディスクおよびディレクトリに同じデータ・ファイ
ルを配置します。たとえば、Node_1の CPUおよびメモリーがNode_2の 2倍であるとしま
す。サービスを同時にアクセスできる最大ユーザー数を指定するファイルが汎用サービスに
使用されている場合、その数値を Node_1では 100、Node_2では 50に設定します。

ただし、可能な場合は、データ・ファイルを共有クラスタ・ディスク上に置いてください。
このようにする場合は、「リソースをグループに追加」ウィザードを実行する前に、汎用リ
ソースにより使用されるデータ・ファイルを共有クラスタ・ディスクに移動する必要があり
ます。

図 15-5は、「リソースをグループに追加」ウィザードの、ディスク依存性を指定するページ
です。

図図図図 15-5「汎用サービスのディスク」ウィザード・ページ「汎用サービスのディスク」ウィザード・ページ「汎用サービスのディスク」ウィザード・ページ「汎用サービスのディスク」ウィザード・ページ
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汎用サービスのグループへの追加
15.3.2.5 汎用サービスの依存性汎用サービスの依存性汎用サービスの依存性汎用サービスの依存性
構成するリソースについては Oracle Fail Safe ManagerにもMSCSにも詳細情報が用意され
ていないため、Oracle Fail Safeが詳細情報を持っているリソース・タイプ（Oracleデータ
ベースなど）に比べ、可用性を高めるための汎用サービスの構成プロセスで自動的に行われ
る部分は少なくなります。たとえば、Oracle Fail Safeを使用して可用性の高い Oracleデー
タベースを構成する場合は、Oracle Fail Safe Managerにより、データベースが依存するリ
ソースが追加され、それらのリソースをオンライン化する順序が決定されます。これに対
し、汎用リソースを可用性が高まるように構成する場合は、この依存性情報を指定する必要
があります。

15.3.2.5.1 汎用サービスの依存性の指定汎用サービスの依存性の指定汎用サービスの依存性の指定汎用サービスの依存性の指定  汎用リソースの依存性情報の指定は、リソースをグ
ループに追加する順序で行います。たとえば、Service_Aの可用性を高め、Service_Bと
Service_Cがオンラインになっていないと Service_Aをオンライン化できないという構成に
するとします。つまり、Service_Aは、Service_Bおよび Service_Cに依存しています。さら
に、Service_Bを正常にオンライン化するには、Service_Cがすでにオンラインである必要が
あります。図 15-6に示すように、この依存性の連鎖はツリー構造で図示できます。

図図図図 15-6 依存性ツリー依存性ツリー依存性ツリー依存性ツリー

Service_A

Service_B

Service_C

Service_AはService_Bに依存�

Service_BはService_Cに依存�

Service_Cは依存性なし�
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汎用サービスのグループへの追加
このシナリオでは、最初に Service_Cをグループに追加します。次に Service_Bをグループ
に追加し、依存先として Service_Cを指定します。最後に Service_Aをグループに追加し、
依存先として Service_Bを指定します。つまり、リソースごとに依存性ツリーを作成するこ
とになります。リソースをグループに追加するときに指定できる依存性レベルは 1つのみで
す。このため、依存性ツリーの深さが 2レベル（またはそれ以上）の場合、リソースをグ
ループに追加する順序が重要になります。

図 15-7は、「リソースをグループに追加」ウィザードの、リソース依存性を指定するページ
です。

図図図図 15-7「汎用サービスの依存性」ウィザード・ページ「汎用サービスの依存性」ウィザード・ページ「汎用サービスの依存性」ウィザード・ページ「汎用サービスの依存性」ウィザード・ページ

15.3.2.5.2 汎用サービスと仮想アドレスの依存性汎用サービスと仮想アドレスの依存性汎用サービスと仮想アドレスの依存性汎用サービスと仮想アドレスの依存性  Oracle Fail Safeでは、汎用サービスをグ
ループに追加する前に仮想アドレスをグループに追加するように要求されません。仮想アド
レスは、クライアントまたは他のサービスがリソースを見つけるときに使用するネットワー
ク・アドレスを示します。クライアントも他のサービスも汎用サービスにアクセスしない場
合は、汎用サービスを追加する前に仮想アドレスをグループに追加する必要はありません。

ただし、汎用サービスがクライアントまたは他のサービスによりアクセスされる場合は、グ
ループに仮想アドレスを追加する必要が生じる可能性があります。
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15.3.2.6 汎用サービスのレジストリ・キー汎用サービスのレジストリ・キー汎用サービスのレジストリ・キー汎用サービスのレジストリ・キー
汎用サービスで情報を格納するのにWindowsレジストリのエントリを使用する場合は、「リ
ソースをグループに追加」ウィザードでこれらのエントリを指定できます。ウィザードでエ
ントリを指定すると、汎用サービスの可能所有者であるクラスタ・ノード間で、サービスの
Windowsレジストリ・エントリの一貫性が常に保たれます。これは、フェイルオーバー時
に、汎用サービスの可能所有者である全クラスタ・ノードで、サービスが正常に稼働するた
めに重要です。

たとえば、Oracle Forms Serverを汎用サービスとして手動で構成する場合は、
FORMS60_PATHレジストリ変数を指定します。

指定するレジストリ・キーのルートは HKEY_LOCAL_MACHINEであることが前提とされ
ます。この詳細は、「リソースをグループに追加」ウィザードのオンライン・ヘルプで説明
されています。

図 15-8は、「リソースをグループに追加」ウィザードの、Windowsレジストリ・キーを指
定するページです。

図図図図 15-8「汎用サービスのレジストリ」ウィザード・ページ「汎用サービスのレジストリ」ウィザード・ページ「汎用サービスのレジストリ」ウィザード・ページ「汎用サービスのレジストリ」ウィザード・ページ
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汎用サービスのセキュリティ要件
15.4 汎用サービスのセキュリティ要件汎用サービスのセキュリティ要件汎用サービスのセキュリティ要件汎用サービスのセキュリティ要件
デフォルトでは、汎用サービスはローカル・システム・アカウントで実行されます。汎用
サービスがユーザー・アカウントで実行されるように指定する場合、そのアカウントには
「サービスとしてログオン」する権限が必要です。汎用サービスをグループに追加すると、

Oracle Fail Safeにより、汎用サービスの実行に使用されているアカウントにこの権限がある
かどうかが確認されます。権限がない場合、Oracle Fail Safeによって、指定されたユー
ザー・アカウントに権限が与えられます。

さらに、Oracle Fail Safeにより、「リソースをグループに追加」ウィザードで指定したユー
ザー・アカウントとパスワードが有効かどうかが確認されます。有効でない場合、エラーが
返されます。

15.5 サンプル汎用サービスの構成サンプル汎用サービスの構成サンプル汎用サービスの構成サンプル汎用サービスの構成
Oracle Fail Safeには、FsSampleServiceというサンプル汎用サービスが同梱されています。
これを使用して、可用性の高い汎用サービスを構成するための手順およびその影響について
理解を深めることができます。

表 15-2では、Oracle Fail Safeを使用して可用性の高い汎用サービスを構成する方法の例と
して、FsSampleServiceを使用しています。

表表表表 15-2 サンプル汎用サービスの構成手順サンプル汎用サービスの構成手順サンプル汎用サービスの構成手順サンプル汎用サービスの構成手順

手順手順手順手順 処置処置処置処置 説明説明説明説明

1 （Oracle Fail Safeのインス
トール時に）可用性の
高い汎用サービスの
可能所有者となる
全クラスタ・ノードに対し
Generic Serviceコンポー
ネントをインストール

Oracle Fail Safeの Generic Serviceコンポーネントのインストール時には、サ
ンプル汎用サービスのイメージである FsSamplesvc.exeが、ディレクトリ
<Oracle_Home>¥fs¥fssvr¥bin¥FsSamplesvc.exeに置かれる。

2 Oracle Fail Safe Managerを
使用してサンプル汎用
サービスの可用性を向上

Oracle Fail Safe Managerで「リソースをグループに追加」ウィザードを使用
して、汎用サービスをグループに追加する。この簡単なサンプルでは、ウィ
ザードの最初のページに次のデータを入力するだけで済みます。

ノード名 :　任意のクラスタ・ノードを選択します。
表示名 :　Fail Safe Sample Service
サービス名 :　FsSampleService
イメージ名 :　<Oracle_Home>¥fs¥fssvr¥bin¥FsSamplesvc.exe

「リソースをグループに追加」ウィザードでは、他になにも入力する必要あり
ません。ウィザードの残りのページで「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックして、最後のページ
で「完了」「完了」「完了」「完了」をクリックします。
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汎用サービスに関する問題のトラブルシューティング
可用性が高まるようにサンプル汎用サービスを構成した後で、クラスタ環境でどのように動
作するかを次の手順でテストできます。

1. 汎用サービスの可能所有者である各ノードのコマンド・ウィンドウを開きます。

2. 各コマンド・ウィンドウで、「fssvcclient」と入力します。「FailSafe Sample Service is 
not running」または「FailSafe Sample Service is running」というメッセージが返され
ます。

3. サンプル汎用サービスを含むグループを新しいノードに移動します。

4. 各ノードのコマンド・ウィンドウで、fssvcclientコマンドを再発行します。現在のノー
ドのサービスが停止され、サービスを含んだグループの移動先のノードが稼働を開始し
ます。

15.6 汎用サービスに関する問題のトラブルシューティング汎用サービスに関する問題のトラブルシューティング汎用サービスに関する問題のトラブルシューティング汎用サービスに関する問題のトラブルシューティング
次の項では、可用性が高まるように構成した汎用サービスを使用する際に発生する具体的な
問題のトラブルシューティングについて説明します。Oracle Fail Safeのトラブルシューティ
ング・ツール（「クラスタの検証」および「グループの検証」）に関する一般情報は、第 6章
に記載しています。

「グループの検証」操作は、いつでも実行できます。ただし、次のような場合には必ず実行
します。

� グループまたはグループ内のリソースがオンライン化されない場合

� フェイルオーバーまたはフェイルバックが予定どおりに実行されない場合

� クラスタに新しいノードが追加された場合

� クラスタ・ノードから誤って汎用サービスを削除した場合

「グループの検証」操作を実行すると、汎用サービスの可能所有者である全クラスタ・
ノード上に同じ汎用サービスが再作成されます。
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第第第第 IV部部部部

付録、用語集および索引付録、用語集および索引付録、用語集および索引付録、用語集および索引

第 IV部には、いくつかの付録、用語集および索引があります。

第 IV部には、次の付録が含まれています。

� 付録 A「ODBCおよび OCIのデモ」

� 付録 B「ネットワーク構成の要件」

� 付録 C「オラクル社カスタマ・サポート・センターへの連絡」





ODBCおよび OCIの
A

ODBCおよびおよびおよびおよび OCIのデモのデモのデモのデモ

Oracle Fail Safe環境では、クライアント・アプリケーションはフェイルオーバー後も引き続
き機能しますが、透過的なフェイルオーバーを使用するようにアプリケーションを設計およ
びコーディングしていない限り、アプリケーションは再接続する必要があります。フェイル
オーバーの発生後に、フェイルオーバー・ノードに自動的に再接続するようアプリケーショ
ンを設計できます。Oracle8以降の OCIライブラリを使用するクライアント・アプリケー
ションでは、透過的なアプリケーション・フェイルオーバー手法を使用して、クラスタの
フェイルオーバー後に OCIまたは ODBCデータベースに自動的に再接続し、処理を再開す
ることができます。

ODBCおよび OCIクライアント・アプリケーションで透過的なアプリケーション・フェイ
ルオーバーを実装する OCIコールバック関数の使用方法は、7.10項に説明されています。

Oracle Fail Safeソフトウェアに含まれている FSFAILOVERGUI.EXE実行可能プログラムは、
OCIまたは ODBCプログラムの自動フェイルオーバーを示したデモ・プログラムです。こ
のプログラムには、OCIおよび ODBCデモを実行する手順と、TNSNAMES.ORAファイル
を更新する手順を示す readme.txtファイルも含まれています。

このデモでは、Oracle（OCIまたは ODBC）データベースに対する問合せの実行から開始
し、次に（Oracle Fail Safe Managerを使用して）問合せの実行中にデータベースを含むグ
ループを移動します。アプリケーションが新規ノードに再接続し、SELECT文を再実行して
いる間、一時的に問合せ処理が中断することがわかります。

デモ・プログラムと readme.txt手順ファイルは、Oracle Fail Safeをインストールした次の
Oracleホームにあります。

<Oracle_Home>¥fs¥fsmgr¥sample
デモ A-1
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ネットワーク構成の要
B

ネットワーク構成の要件ネットワーク構成の要件ネットワーク構成の要件ネットワーク構成の要件

この付録では、Microsoft Windowsソフトウェアのネットワーク要件について説明します。

この付録では、次の項目について説明します。

B.1 ホスト名およびホスト名およびホスト名およびホスト名および IPアドレスの登録アドレスの登録アドレスの登録アドレスの登録
各 IPアドレスとそれに対応するホスト名は、WINSを使用するかどうかに関係なく、各ク
ラスタ・ノード上の（システム・ディレクトリの system32¥drivers¥etc¥ディレクトリにあ
る）Hostsファイルまたは DNSに登録する必要があります。次のアドレスをすべて登録す
る必要があります。

� クラスタ・ノードのアドレス

� クラスタ別名のアドレス

� 仮想サーバー・アドレス

� Oracle Fail Safe Managerのクライアント・システム

名前レジストリ（DNSサーバーまたは Hostsファイル）のいずれかに変更を加えた場合は、
次のコマンドを使用して、ローカル・キャッシュを削除し、変更を有効にします。

nbtstat -R

項目項目項目項目 参照参照参照参照

ホスト名および IPアドレスの登録 B.1項

クラスタ内の正しい名前解決の有効性検査 B.2項

不適切な名前解決に関する問題のトラブルシューティング B.3項
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クラスタ内の正しい名前解決の有効性検査
B.2 クラスタ内の正しい名前解決の有効性検査クラスタ内の正しい名前解決の有効性検査クラスタ内の正しい名前解決の有効性検査クラスタ内の正しい名前解決の有効性検査
この項では、全システムを pingして、IPアドレスとホスト名が正しく登録されていること
を確認する方法を説明します。この項で説明する手順を実行することによって、ホスト自体
からホスト名を pingした場合も、他の任意のシステムから pingした場合も、同一の IPア
ドレスが返されます。

2つのシステムから構成されるクラスタと 1つのクライアント・システムがあるとします。
これらのシステムとクラスタ別名のホスト名を次の表に示します。

ClusterHost1、ClusterHost2および ClientHostの各システム上で、4つのホスト名をすべて
pingします。たとえば、ClusterHost1で次を実行します。

ping ClusterHost1
ping ClusterHost2
ping ClusterAlias
ping ClientHost

この pingテストを、ClusterHost2と ClientHost上で繰り返します。

pingする各ホスト名に対して、pingテストでは同一 IPアドレスが返されます。たとえば、
ClusterHost1が IPアドレス 192.1.99.202にマップするように登録されている場合、
ClusterHost1、ClusterHost2および ClientHost上での ClusterHost1の pingにより、
192.1.99.202が返されます。

pingテストがすべて正常に終了した場合、ネットワークは正しく構成されています。

pingテストのいずれかで正しい IPアドレスが返されなかった場合は、B.3項を参照してくだ
さい。

システムシステムシステムシステム ホスト名ホスト名ホスト名ホスト名

クラスタ・システム 1 ClusterHost1

クラスタ・システム 2 ClusterHost2

クラスタ別名 ClusterAlias

クライアント・システム ClientHost
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不適切な名前解決に関する問題のトラブルシューティング
B.3 不適切な名前解決に関する問題のトラブルシューティング不適切な名前解決に関する問題のトラブルシューティング不適切な名前解決に関する問題のトラブルシューティング不適切な名前解決に関する問題のトラブルシューティング
B.2項での pingテストで正しいアドレスが返されない場合は、次のいずれかが原因です。

� IPアドレスまたはホスト名（あるいはその両方）を Hostsファイルまたは DNSサーバー
に誤って登録。

これが問題であると思われる場合は、B.1項を再度調べて、アドレスが正しく登録され
ていることを確認するか、またはネットワーク管理者に連絡して IPアドレスとホスト
名を調べます。

� 複数のネットワーク・インタフェース・カードが存在する。

複数のネットワーク・インタフェース・カードの存在するシステムでは、複数の IPア
ドレスがホスト名に割り当てられます。たとえば、システム ClusterHost1にはネット
ワーク・インタフェース・カードが 2つ存在したとします。それぞれのカードには、次
のように、異なるネットワークまたはサブネット上の IPアドレスが割り当てられます。

システム ClusterHost1では、pingプログラムにより IPアドレスが 1つ返されますが、
ホスト名 ClusterHost1は両方の IPアドレスにマップされています。pingプログラムに
より、他のシステム上で返される IPアドレスと同じ IPアドレスが返されない場合、ホ
スト名の IPアドレスの順序に問題がある可能性があります。

順序の問題を訂正するには、使用しているWindowsオペレーティング・システムに応
じて、次のいずれかの項の手順を実行してください。

B.3.1 Windows NT Service Pack 3に推奨されるソリューションに推奨されるソリューションに推奨されるソリューションに推奨されるソリューション
次の手順を実行して、（ホスト名ではなく）IPアドレスをリスニングするように、Oracleリ
スナーと Oracle Intelligent Agentを構成します。

1. システム上の Net8（または SQL*Net）構成ディレクトリの場所を検出します。

� Oracle7または Oracle8i コンポーネントが含まれたシステムで、
<Oracle_Home>¥network¥admin内の構成ファイルを変更します。

� Oracle8コンポーネントとともに稼働しているシステムで、両方の
<Oracle_Home>¥net80¥adminディレクトリ内の構成ファイルを変更します。

ネットワークネットワークネットワークネットワーク IPアドレスアドレスアドレスアドレス

Net1 192.1.22.101

Net2 192.1.99.202
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不適切な名前解決に関する問題のトラブルシューティング
2. LISTENER.ORAファイルを変更します。

上記の各ディレクトリで、ファイル LISTENER.ORAを編集します。ファイル内のシス
テムのノード名をすべてネットワーク別名またはネットワーク IPアドレスに変更しま
す。

たとえば、システムのホスト名が server_name、既知の IPアドレスが 198.2.38.1である
とします。このファイルの元の内容は、次のとおりです。

        (ADDRESS=
            (PROTOCOL=TCP)
            (Host=server_name) 
            (Port=1521) 
        ) 

         (ADDRESS= 
            (PROTOCOL=TCP) 
            (Host=198.2.38.1) 
            (Port=1521) 
        ) 

3. TNSNAMES.ORAファイルを変更します。

手順 1の各ディレクトリで、TNSNAMES.ORAファイルを編集します。
LISTENER.ORAで行った変更を、同じように TNSNAMES.ORAファイルで行います。

4. SNMP_RW.ORAファイルを変更します。

事前に決められたポート番号で Oracle Intelligent Agentがシステムのホスト名をリスニ
ングする場合、SNMP_RW.ORAファイルにはリスニング・パラメータがまったく指定
されません。この例で、リスニング・パラメータを指定するために、次の 2行を
SNMP_RW.ORAファイルに追加します。

dbsnmp.address=(ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)(HOST=198.2.38.1)(PORT=1748)) 
dbsnmp.spawnaddress=(ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)(HOST=198.2.38.1)(PORT=1754))

ポート番号は、Oracle Intelligent Agentで使用する事前定義のポート番号です。その他
のポート番号を使用する必要はありません。

注意注意注意注意 : システムに Oracleデータベースがないと、Oracle Intelligent Agent
は起動しません。
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B.3.2 Windows NT Service Pack 4以降に推奨されるソリューション以降に推奨されるソリューション以降に推奨されるソリューション以降に推奨されるソリューション
Windows NT Service Pack 4またはそれ以降を実行しているシステムでは、ホスト名に既知
のアドレスが返されるように、IPアドレスをネットワーク名にマップする順序を変更できま
す。マッピング順序を変更するには、次のようにします。

1. Windowsの「コントロール「コントロール「コントロール「コントロール パネル」パネル」パネル」パネル」を開きます。

2. 「ネットワーク」「ネットワーク」「ネットワーク」「ネットワーク」をダブルクリックします。

3. 「バインド」「バインド」「バインド」「バインド」タブを選択します。

4. 「バインドの表示「バインドの表示「バインドの表示「バインドの表示 - すべてのプロトコル」すべてのプロトコル」すべてのプロトコル」すべてのプロトコル」を選択します。

5. 「「「「TCP/IP プロトコル」プロトコル」プロトコル」プロトコル」フォルダを拡張します。

6. 移動するアダプタを選択し、「上へ」「上へ」「上へ」「上へ」または「下へ」「下へ」「下へ」「下へ」をクリックして順序を変更します。

7. 「「「「OK」」」」をクリックします。

IPアドレスがホスト名の既知のアドレスにマップするような順序を選択することが目的で
す。変更が完了した後、B.2項に説明されたプロセスを使用して、新しい構成が正しいかど
うかを確認します。

B.3.3 Windows 2000に推奨されるソリューションに推奨されるソリューションに推奨されるソリューションに推奨されるソリューション
Windows 2000 Advanced Serverまたは Datacenter Serverを実行しているシステムでは、ホ
スト名に既知のアドレスが返されるように、IPアドレスをネットワーク名にマップする順序
を変更できます。マッピング順序を変更するには、次のようにします。

1. Windowsの「コントロール「コントロール「コントロール「コントロール パネル」パネル」パネル」パネル」を開きます。

2. 「ネットワークとダイヤルアップ接続」「ネットワークとダイヤルアップ接続」「ネットワークとダイヤルアップ接続」「ネットワークとダイヤルアップ接続」をダブルクリックします。

3. 「バインド」「バインド」「バインド」「バインド」タブを選択します。

4. 「詳細設定」「詳細設定」「詳細設定」「詳細設定」メニューで「詳細設定」「詳細設定」「詳細設定」「詳細設定」を選択します。

5. 「アダプタとバインド」「アダプタとバインド」「アダプタとバインド」「アダプタとバインド」タブを選択します。

6. 「接続」「接続」「接続」「接続」ボックスで、移動するアダプタを選択し、上矢印または下矢印をクリックして
順序を変更します。

7. 「「「「OK」」」」をクリックします。

変更が完了した後、B.2項に説明されたプロセスを使用して、新しい構成が正しいかどうか
を確認します。
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オラクル社カスタマ・サポート・センター
C

オラクル社カスタマ・サポート・センターオラクル社カスタマ・サポート・センターオラクル社カスタマ・サポート・センターオラクル社カスタマ・サポート・センター

への連絡への連絡への連絡への連絡

この付録では、次の項目について説明します。

C.1 問題の報告問題の報告問題の報告問題の報告
メッセージの中には、オラクル社に連絡して問題を報告するようにお薦めしているものがあ
ります。オラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡いただく場合は、次のような情
報を用意しておいてください。

� Oracleソフトウェアが動作しているハードウェア、ならびにオペレーティング・システ
ムとそのリリース番号。

� Oracleを含む他のソフトウェア製品の完全なリリース番号（たとえば、Oracle Fail Safe 
3.1.1など）。

� エラーが発生したときに使用していたすべての Oracleプログラム（およびそのリリース
番号）（たとえば、SQL*Netリリース 2.3など）。

� エラー・コードやエラー・メッセージが 1つまたは複数表示された場合は、それらの正
確なコード番号とメッセージ・テキスト（表示順に）。

項目項目項目項目 参照参照参照参照

問題の報告 C.1項

バージョン情報の検出 C.2項

Oracle Fail Safeの問題のトレース C.3項

トレース・ファイルとアラート・ファイルの検索 C.4項
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バージョン情報の検出
� 問題の重大度。次のコードに従って判断してください。

1 = プログラムは使用不能。操作に致命的な影響を与えます。
2 = プログラムは使用可能。操作は非常に制限されています。
3 = 機能は限られているが、プログラムは使用可能。操作全体にそれほど重大な影響は
ありません。
4 = ユーザーにより、プログラムで問題を回避。操作への影響はきわめて微小です。

� ユーザーの個人の情報と会社の情報

– 名前

– 会社名

– 会社の Oracle Support ID番号

– 電話番号

� 場合によっては、オラクル社カスタマ・サポート・センターよりトレース・ファイルの
提供をお願いすることがあります。

エラー出力をファイルに記録するトレース機能の使用方法は、C.3項を参照してくださ
い。

C.2 バージョン情報の検出バージョン情報の検出バージョン情報の検出バージョン情報の検出
実行中のソフトウェアのバージョンは、Oracle Fail Safe Managerのヘルプ・メニューで確認
できます。次のように選択します。「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」→→→→「バージョン情報」「バージョン情報」「バージョン情報」「バージョン情報」

C.3 Oracle Fail Safeの問題のトレースの問題のトレースの問題のトレースの問題のトレース
トレース機能を使用すると、エラー情報がログ・ファイルにダンプされます。この機能は
Oracle Fail Safeで受け取るエラーの追跡、報告、検査に役立ちます。

トレース機能はノード単位で有効にします。次の手順に従い、クラスタのサーバー・ノード
上でトレース機能を有効にし、トレース・フラグを設定してください。

1. Windowsレジストリ・エディタを起動します。

2. レジストリのツリー表示から、次の順序で選択します。

「「「「HKEY_LOCAL_MACHINE」」」」→→→→「「「「SOFTWARE」」」」→→→→「「「「ORACLE」」」」→→→→「「「「FailSafe」」」」→→→→
「「「「Tracing」」」」

3. レジストリ・エディタのメニュー・バーから「編集」「編集」「編集」「編集」を選択し、「値の追加」「値の追加」「値の追加」「値の追加」を選択し
て「文字列の追加」ダイアログ・ボックスを開きます。

4. 「値の名前」「値の名前」「値の名前」「値の名前」フィールドに、表 C-1に示された Oracle Fail Safe Server値を入力します。

5. 「データタイプ」「データタイプ」「データタイプ」「データタイプ」フィールドに REG_SZと入力します。
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6. 「「「「OK」」」」をクリックして「文字列エディタ」ダイアログ・ボックスを開きます。

7. 「文字列」「文字列」「文字列」「文字列」フィールドで、表 C-1に示されている Oracle Fail Server文字列を 1つ以上入
力します。複数の項目がある場合は、カンマで区切ってください。

8. 手順 3～ 7を繰り返し実行して、Oracle Fail Safe Serverトレース・フラグをさらに設定
します。

9. クラスタ アドミニストレータを使用して Oracle Fail Safe Serverをシャットダウンしま
す。

10. Windowsの「コントロール パネル」で「サービス」「サービス」「サービス」「サービス」を選択し、すべてのクラスタ・
ノード上で Oracle Fail Safe Serverを停止します。

11. クラスタ アドミニストレータを使用して Oracle Fail Safe Serverを再起動し、トレース
を開始します。

すべてのクラスタ・ノード上でこれらの手順を繰り返し、クラスタ全体でトレース機能を必
ず有効にしてください。

表表表表 C-1 クラスタのサーバー・ノードが使用するトレース・フラグクラスタのサーバー・ノードが使用するトレース・フラグクラスタのサーバー・ノードが使用するトレース・フラグクラスタのサーバー・ノードが使用するトレース・フラグ

値値値値 文字列文字列文字列文字列 説明説明説明説明

FSR_TRACE_OUTPUT パスおよびファイル名 Oracle Fail Safeリソース DLLに関するトレース情報を書き
込むファイルのパスおよびファイル名を指定します。たと
えば、次のようになります。C:¥FSR_TRACE.LOG

FSS_TRACE_OUTPUT パスおよびファイル名 Oracle Fail Safe Serverに関するトレース情報を書き込む
ファイルのパスおよびファイル名を指定します。たとえば、
次のようになります。C:¥FSS_TRACE.LOG
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トレース・ファイルとアラート・ファイルの検索
C.4 トレース・ファイルとアラート・ファイルの検索トレース・ファイルとアラート・ファイルの検索トレース・ファイルとアラート・ファイルの検索トレース・ファイルとアラート・ファイルの検索
トレース・ファイルとアラート・ファイルは、クラスタ・ディスクかプライベート・ディス
クにあります。

� クラスタ・ディスクを使用する場合は、トレース・ファイルおよびアラート・ファイル
には、操作に関する完全な情報が含まれます。ただし、データベースをホストするノー
ドに関する情報は記録されません。これらのファイルで使用されるクラスタ・ディスク
は、アーカイブ・ログ・ファイルまたはデータベース・データ・ファイルで使用される
ディスク（たとえば、「サンプル・データベースの作成」操作によりファイルが配置さ
れるディスク）である必要があります。

� プライベート・ディスクを使用する場合は、トレース・ファイルおよびアラート・ファ
イルには、操作に関するノード固有の情報がそれぞれ含まれます。ただし、データベー
スがフェイルオーバーまたは削除された場合に完全な履歴情報を取得するには、すべて
のノードからファイルを表示する必要があることもあります。データがこれらのファイ
ルに正しく書き込まれるように、それぞれのノードで有効なパス名を使用します。プラ
イベート・ディスク上のファイルは、グループに追加されることはありません。

FSS_TRACE_FLAGS CLUSTER_MGR クラスタ管理ソフトウェアに対して実行されたコールに関
する情報を記録します。

CR_DBRES 「リソースをグループに追加」ウィザードの実行時にデータ
ベース・リソースを作成するときに、ログ情報をとります。

CR_SAMPLE 「サンプル・データベースの作成」操作に関するトレース情
報を獲得します。この情報には、手順ごとの開始と停止の
項目（タイムスタンプあり）が含まれています。

DB_RES Oracle Fail Safeリソース DLLがデータベースにアクセスす
るときに、ログ情報をとります。

DEL_SAMPLE 「サンプル・データベースの削除」操作に関するログ情報を
とります。CR_SAMPLE操作と似ています。

GR_VERIFY 「グループの検証」操作に関するログ情報をとります。

SQLNET Oracle Fail Safe Serverが実行したNet8（または SQL*Net）
構成に関連する詳しい内部情報を生成します。Net8（また
は SQL*Net）構成の変更が必要な操作が実行されるたび
に、ログ情報がとられます。これには、サンプル・データ
ベースの作成や削除、あるいはグループに対するデータ
ベースの追加や削除が含まれます。

VERIFY_DB 「スタンドアロン・データベースの検証」操作に関するログ
情報をとります。

表表表表 C-1 クラスタのサーバー・ノードが使用するトレース・フラグ（続き）クラスタのサーバー・ノードが使用するトレース・フラグ（続き）クラスタのサーバー・ノードが使用するトレース・フラグ（続き）クラスタのサーバー・ノードが使用するトレース・フラグ（続き）

値値値値 文字列文字列文字列文字列 説明説明説明説明
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用語集用語集用語集用語集

24×××× 365 

1日 24時間、1年 365日のビジネス体制。

2次ノード次ノード次ノード次ノード （（（（secondary node））））

アクティブ /パッシブ構成において、フェイルオーバーの際にプライマリ・ノードの作業を
受け継ぐためにスタンバイしているノード。「アクティブアクティブアクティブアクティブ /パッシブ構成パッシブ構成パッシブ構成パッシブ構成」および「プライマプライマプライマプライマ
リ・ノードリ・ノードリ・ノードリ・ノード」も参照。

Bequeathプロトコルプロトコルプロトコルプロトコル （（（（bequeath protocol））））

クライアントが、ネットワーク・リスナーを使用せずに Oracleデータベースから情報を取
り出すことのできるプロトコル。Bequeathプロトコルによって、各クライアント・アプリ
ケーション用のサーバー・スレッドが内部的に生成される。ある意味では、データベース接
続に対してリモート・ネットワーク・リスナーが行っているのと同じ操作を、ローカルに実
行するものである。

Concurrent Manager 

Oracle Applicationsのプロセス・マネージャ。データ量の多い様々なプログラムの実行を
ユーザーが要求することによって生成されるプロセスを調整する。Oracle Applications製品
グループでは、複数の Concurrent Managerを持つことができる。「内部内部内部内部 Concurrent 
Manager」も参照。

IPアドレスアドレスアドレスアドレス （（（（IP address））））

インターネット・プロトコル（IP）・アドレス。IPアドレスは、n.n.n.nという形式になる。
たとえば、138.2.134.113。

Microsoft Cluster Server （（（（MSCS））））

Windows NT Enterprise Edition、Windows 2000 Advanced ServerまたはWindows 2000 
Datacenterが稼働している個々のノードをクラスタ化するMicrosoft社のソフトウェア。
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アクティブアクティブアクティブアクティブ /アクティブ構成アクティブ構成アクティブ構成アクティブ構成 （（（（active/active configuration））））

すべてのクラスタ・ノードが処理を実行するクラスタ構成。片方のノードが使用できなく
なった場合、使用できないノードの作業負荷を、1つ以上の他のノードが引き継ぐ。

アクティブアクティブアクティブアクティブ /パッシブ構成パッシブ構成パッシブ構成パッシブ構成 （（（（active/passive configuration））））

1つのノードが、他のノードからのフェイルオーバーに備えて、通常はアイドル状態で待機
するクラスタ構成。

仮想アドレス仮想アドレス仮想アドレス仮想アドレス （（（（virtual address））））

グループ内のリソースのホストになっているクラスタ・ノードとは無関係に、そのリソース
にアクセスできるネットワーク・アドレス。MSCSクラスタ上の仮想アドレスは、ネット
ワーク名とそれに関連付けられた IPアドレスで構成される。

仮想サーバー仮想サーバー仮想サーバー仮想サーバー （（（（virtual server））））

1つ以上の仮想アドレスを持つグループ。

仮想ディレクトリ仮想ディレクトリ仮想ディレクトリ仮想ディレクトリ （（（（virtual directory））））

物理ディレクトリ指定にマップされる名前。仮想ディレクトリは、ファイル構造をユーザー
から隠すために指定する。物理ディレクトリが変更された場合でも、ユーザーが指定する
URLは変更されない。たとえば、仮想アドレスが「Company」で、仮想ディレクトリ
「Sales」を U:¥SalesInfo¥Webfilesにマップしてある場合、ユーザーは

http://Company/Salesという URLを入力して販売情報にアクセスする。

可能所有者ノード可能所有者ノード可能所有者ノード可能所有者ノード （（（（possible owner ode））））

次の性質に基づいて、指定されたリソースを実行できるノード。

� 指定されたリソースのリソース .dllがノードにインストールされていること

� そのリソースがノード上で実行するよう構成されていること

� そのリソースまたはリソースを含むグループの「可能所有者ノード」リストから、手動
でノードを削除していないこと

2つのノードから成るクラスタで、グループがフェイルオーバーできるようにする場合には、
そのグループ内のすべてのリソースに対して両方のノードが可能所有者ノードである必要が
ある。

「可能所有者ノード」リスト「可能所有者ノード」リスト「可能所有者ノード」リスト「可能所有者ノード」リスト （（（（possible owner nodes list））））

指定されたリソースの .dllがインストールされ、実行するよう構成されているノードのう
ち、明示的にセットから削除したノードを除いたすべてのセット。
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可用性可用性可用性可用性 （（（（availability））））

システムまたはリソースが、必要なときに必要なサービスを提供する能力の程度。可用性
は、装置が必要とされる合計時間のうち、アクセス可能である時間の割合として測定され
る。連続したコンピューティング・サービスを必要とするビジネスでは、可用性の目標は 24
× 365。

共有記憶装置インターコネクト共有記憶装置インターコネクト共有記憶装置インターコネクト共有記憶装置インターコネクト （（（（shared storage interconnect））））

クラスタ・ディスクがクラスタ内のすべてのノードからアクセス可能な I/O接続。

クオラムクオラムクオラムクオラム （（（（quorum））））

リカバリに必要な特定のデータが全クラスタ・メンバー間で一貫してメンテナンスできるこ
とを保証するために使用される選択メカニズム。このメカニズムには、クオラム・リソースクオラム・リソースクオラム・リソースクオラム・リソース
と呼ばれる特殊な記憶装置リソースが関係する。クオラムは、クラスタを確立する際にも使
用される。「クオラム・リソースクオラム・リソースクオラム・リソースクオラム・リソース」も参照。

クオラム・リソースクオラム・リソースクオラム・リソースクオラム・リソース （（（（quorum resource））））

クラスタのリカバリに必要な構成データをメンテナンスするために選択されたクオラム可能
な記憶装置リソース。構成データに対する最新の変更をどのクラスタ・ノードからでもアク
セスできるように、クオラム・リソースは、通常、他のクラスタ・リソースからアクセス可
能になる。「クオラムクオラムクオラムクオラム」も参照。

クライアント・アプリケーションクライアント・アプリケーションクライアント・アプリケーションクライアント・アプリケーション （（（（client application））））

すべてのユーザー指向のアクティビティを提供するアプリケーション。アクティビティの中
には、文字またはグラフィカル・ユーザー表示、画面制御、データの提示、アプリケーショ
ンの流れ、およびその他のアプリケーション固有のタスクが含まれる。

クラスタクラスタクラスタクラスタ （（（（cluster））））

単一の仮想システムとして動作する、2～ 4基の独立したコンピューティング・システムの
グループ。

クラスタ対応クラスタ対応クラスタ対応クラスタ対応 （（（（cluster-aware））））

フェイルオーバーの発生時に、正常に機能しているクラスタ・ノードに自動的に再接続する
よう設計されているアプリケーション。このクラスタ対応のアプリケーションは、正常な
ノードとの再接続や、障害発生時に損失の可能性があるトランザクションの再実行に関する
詳細をすべて処理する。

クラスタ・ノードクラスタ・ノードクラスタ・ノードクラスタ・ノード （（（（cluster node））））

クラスタのメンバーであるWindowsシステム。

クラスタ別名クラスタ別名クラスタ別名クラスタ別名 （（（（cluster alias））））

クラスタを識別し、クラスタ関連のシステム管理に使用される、ノードから独立したネット
ワーク名。
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クラスタ・リソースクラスタ・リソースクラスタ・リソースクラスタ・リソース （（（（cluster resource））））

クラスタ・ノード上で構成および管理されるリソース。「リソースリソースリソースリソース」および「スタンドアロスタンドアロスタンドアロスタンドアロ
ン・リソースン・リソースン・リソースン・リソース」も参照。

グループグループグループグループ （（（（group））））

フェイルオーバーの最小単位を形成するクラスタ・リソースの論理的な集まり。フェイル
オーバーの際、リソースのグループはまとめてフェイルオーバー・ノードに移される。グ
ループがある特定の時点で常駐するクラスタ・ノードは 1つである。

グループ・フェイルオーバー・ポリシーグループ・フェイルオーバー・ポリシーグループ・フェイルオーバー・ポリシーグループ・フェイルオーバー・ポリシー （（（（group failover policy））））

次の 2つのパラメータを決定するユーザー指定の計画。クラスタ・ソフトウェアがリソース
を片方のノードからもう一方のノードに移動し続ける期間（フェイルオーバー期間）と、
フェイルオーバー期間中に発生するフェイルオーバー回数の最大値（フェイルオーバーしき
い値）。「フェイルオーバー期間フェイルオーバー期間フェイルオーバー期間フェイルオーバー期間」および「フェイルオーバーしきい値フェイルオーバーしきい値フェイルオーバーしきい値フェイルオーバーしきい値」も参照。

計画外ダウン時間計画外ダウン時間計画外ダウン時間計画外ダウン時間 （（（（unplanned downtime））））

予定外のシステムの中断。突然の停電、自然災害、業務に影響のある予測不可能なハード
ウェアまたはソフトウェア障害など。「ダウン時間ダウン時間ダウン時間ダウン時間」および「計画的ダウン時間計画的ダウン時間計画的ダウン時間計画的ダウン時間」も参照。

計画外フェイルオーバー計画外フェイルオーバー計画外フェイルオーバー計画外フェイルオーバー （（（（unplanned failover））））

ソフトウェアまたはハードウェア障害に対応して自動的にトリガーされる、ソフトウェアか
ら起動されるフェイルオーバー・プロセス。「計画的フェイルオーバー計画的フェイルオーバー計画的フェイルオーバー計画的フェイルオーバー」および「計画外ダ計画外ダ計画外ダ計画外ダ
ウン時間ウン時間ウン時間ウン時間」も参照。

計画的ダウン時間計画的ダウン時間計画的ダウン時間計画的ダウン時間 （（（（planned downtime））））

日常的なメンテナンス作業を実行するための時間間隔。このような作業にはハードウェアや
ソフトウェアのアップグレード、付加価値サービスなどがある。こうした予定されたメンテ
ナンス作業中は、コンピューティング・システムを生産的に運用することができない。「計計計計
画外ダウン時間画外ダウン時間画外ダウン時間画外ダウン時間」および「ダウン時間ダウン時間ダウン時間ダウン時間」も参照。

計画的フェイルオーバー計画的フェイルオーバー計画的フェイルオーバー計画的フェイルオーバー （（（（planned failover））））

クライアント・アプリケーションおよびクラスタ・リソースを片方のノードで意図的にオフ
ラインにし、もう一方のノードでオンラインにする処理。たとえば、『Oracle Fail Safe 
Installation Guide』には、計画的フェイルオーバーを実行してローリング・アップグレード
（片方のノード上でハードウェアまたはソフトウェアを順番にアップグレードする際に、全
リソースを別のクラスタ・ノードにフェイルオーバーすること）を実行する方法が説明され
ている。「計画外フェイルオーバー計画外フェイルオーバー計画外フェイルオーバー計画外フェイルオーバー」も参照。

サービス名エントリサービス名エントリサービス名エントリサービス名エントリ （（（（service name entry））））

「ネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名」を参照。
用語集用語集用語集用語集 -4



災害トレラント災害トレラント災害トレラント災害トレラント （（（（disaster tolerance））））

システム・コンポーネント内の障害の影響を受けず（フォールト・トレラント）、さらに地
震、火災、洪水、暴風、停電、破壊行為、テロ行為などの災害にも持ちこたえられるコン
ピューティング・システムの能力。

サイレント・モードサイレント・モードサイレント・モードサイレント・モード （（（（silent mode））））

ソフトウェアをインストールする際に、レスポンス・ファイルを使用して Oracle Universal 
Installerへの入力を指定できるインストール方法。

作業負荷のパーティション化作業負荷のパーティション化作業負荷のパーティション化作業負荷のパーティション化 （（（（partitioned workload））））

クラスタの各ノードが、別々の作業を実行する構成。たとえば、2つのノードから成るクラ
スタで、一方のノードがデータベース・サーバーとして機能し、もう一方のノードがアプリ
ケーション・サーバーとして機能する場合など。

サブネット・マスクサブネット・マスクサブネット・マスクサブネット・マスク （（（（subnet mask））））

ネットワーク ID用としてアドレス内のビットがいくつ使用されるかを示す 32ビット値。

サンプル・データベースサンプル・データベースサンプル・データベースサンプル・データベース （（（（sample database））））

Oracle Fail Safeの機能を本番データベースで使用する前に試せるように、Oracle Fail Safeで
提供されている事前に構成されたオプションの初期データベース。

シェアード・ナッシングシェアード・ナッシングシェアード・ナッシングシェアード・ナッシング （（（（shared nothing））））

すべてのクラスタ・ノードが物理的に同一ディスクにケーブル接続されているが、ある時点
で特定のディスクにアクセスできるのは、読込みおよび書込みのいずれの場合も 1つのノー
ドのみであるクラスタ構成。

障害障害障害障害 （（（（failure））））

コンピューティング・コンポーネントがその機能を正しく実行できなくなること。

障害発生箇所障害発生箇所障害発生箇所障害発生箇所 （（（（single point of failure））））

コンピューティング・システムの単一のコンポーネントで、ここに障害が生じるとシステム
全体がサービスの提供を停止するようなコンポーネント。

冗長冗長冗長冗長 （（（（redundant））））

コンピューティング・システムの整合性を保護する、重複した、または余分のコンピュー
ティング・コンポーネント。

信頼性信頼性信頼性信頼性 （（（（reliability））））

コンピューティング・システムが障害を起こさずに動作する能力。

スケーラビリティスケーラビリティスケーラビリティスケーラビリティ （（（（scalability））））

システムへの負荷の増大に対応して拡張できるシステムの能力。
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スタンドアロン・リソーススタンドアロン・リソーススタンドアロン・リソーススタンドアロン・リソース （（（（standalone resource））））

グループに含まれていないリソース。スタンドアロン・リソースは、特定のクラスタ・ノー
ドによりホストされる。「クラスタ・リソースクラスタ・リソースクラスタ・リソースクラスタ・リソース」および「グループグループグループグループ」も参照。

スタンバイ・ノードスタンバイ・ノードスタンバイ・ノードスタンバイ・ノード （（（（standby node））））

優先ノードに障害が発生した場合にアプリケーション処理をいつでも継続できるように準備
された、アクティブ /パッシブ・アーキテクチャ内のノード。「アクティブアクティブアクティブアクティブ /パッシブ構成パッシブ構成パッシブ構成パッシブ構成」
および「優先ノード優先ノード優先ノード優先ノード」も参照。

ダウン時間ダウン時間ダウン時間ダウン時間 （（（（downtime））））

システムまたはリソースで、必要時に必要なサービスの提供が不可能な割合。ダウン時間
は、装置が必要とされる合計時間のうち、アクセス不能である時間の割合として測定され
る。「計画的ダウン時間計画的ダウン時間計画的ダウン時間計画的ダウン時間」および「計画外ダウン時間計画外ダウン時間計画外ダウン時間計画外ダウン時間」も参照。

透過的アプリケーション・フェイルオーバー透過的アプリケーション・フェイルオーバー透過的アプリケーション・フェイルオーバー透過的アプリケーション・フェイルオーバー （（（（transparent application failover））））

フェイルオーバーの発生後、クライアント・アプリケーションが自動的にデータベースに再
接続し操作を再開する能力。

内部内部内部内部 Concurrent Manager （（（（internal concurrent manager））））

プログラム実施要求の監視と、他の Concurrent Managerの制御を行い、要求をいつ処理す
るか、およびどの Concurrent Managerでそれを実行するかを決定するプロセス・マネー
ジャ。Oracle Fail Safeを使用して可用性が高まるように構成するのは、この内部
Concurrent Managerである。「Concurrent Manager」も参照。

ネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名 （（（（net service name））））

ネットワークと Oracleデータベースの接続データを記述するネットワーク情報。1つの
Oracleデータベースに対して複数のネット・サービス名を定義できる。Oracle8i より前で
は、ネット・サービス名はサービス名エントリと称した。

ネットワーク名ネットワーク名ネットワーク名ネットワーク名 （（（（network name））））

Microsoft Cluster Server（MSCS）で使用される用語でNetBIOS名のこと。ネットワーク上
の特定の IPアドレスに変換される名前。「ホスト名ホスト名ホスト名ホスト名」も参照。

ノードノードノードノード （（（（node））））

クラスタのメンバーであるコンピューティング・システム。

ノード間ネットワーク接続ノード間ネットワーク接続ノード間ネットワーク接続ノード間ネットワーク接続 （（（（internode network connection））））

「プライベート・インターコネクトプライベート・インターコネクトプライベート・インターコネクトプライベート・インターコネクト」を参照。

ハートビート接続ハートビート接続ハートビート接続ハートビート接続 （（（（heartbeat connection））））

「プライベート・インターコネクトプライベート・インターコネクトプライベート・インターコネクトプライベート・インターコネクト」を参照。
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パブリック・インターコネクトパブリック・インターコネクトパブリック・インターコネクトパブリック・インターコネクト （（（（public interconnect））））

クライアントをクラスタに接続するネットワーク接続（LANやWANなど）。「プライベープライベープライベープライベー
ト・インターコネクトト・インターコネクトト・インターコネクトト・インターコネクト」も参照。

汎用サービス汎用サービス汎用サービス汎用サービス （（（（generic service））））

Microsoft Cluster Server（MSCS）で提供される汎用サービス・リソースDLLによりサポー
トされるWindowsサービス。汎用サービス・リソースDLLは、標準のWindowsサービス
（IPアドレス、物理ディスクおよび一部のアプリケーションなど）をクラスタ内のリソース
として構成するために使用される。

フェイルオーバーフェイルオーバーフェイルオーバーフェイルオーバー （（（（failover））））

クラスタ・リソースを片方のノードでオフラインにし、そのリソースをもう一方のノードで
オンラインにするプロセス。このプロセスは、計画的（アップグレードおよびメンテナンス
の際など）または計画外（システム障害やリソース障害の場合など）のいずれかにできる。

フェイルオーバー期間フェイルオーバー期間フェイルオーバー期間フェイルオーバー期間 （（（（failover period））））

クラスタ・ソフトウェアがフェイルオーバー・プロセスを停止してクラスタ・リソースをオ
フラインにする前に、クラスタ・リソースを片方のノードからもう一方のノードに移動し続
けるユーザー指定の期間。「グループ・フェイルオーバー・ポリシーグループ・フェイルオーバー・ポリシーグループ・フェイルオーバー・ポリシーグループ・フェイルオーバー・ポリシー」も参照。

フェイルオーバーしきい値フェイルオーバーしきい値フェイルオーバーしきい値フェイルオーバーしきい値 （（（（failover threshold））））

クラスタ・ソフトウェアが、指定された期間（フェイルオーバー期間）内にリソースを片方
のノードからもう一方のノードに移動しようとする回数の最大値。クラスタ・ソフトウェア
は、指定されたフェイルオーバーしきい値に達すると、フェイルオーバー・プロセスを停止
し、リソースをオフラインにする。「グループ・フェイルオーバー・ポリシーグループ・フェイルオーバー・ポリシーグループ・フェイルオーバー・ポリシーグループ・フェイルオーバー・ポリシー」も参照。

フェイルオーバー・ノードフェイルオーバー・ノードフェイルオーバー・ノードフェイルオーバー・ノード （（（（failover node））））

使用不能ノードの作業負荷を引き継ぐサーバー・ノード。

フェイルオーバー・ポリシーフェイルオーバー・ポリシーフェイルオーバー・ポリシーフェイルオーバー・ポリシー （（（（failover policy））））

「グループ・フェイルオーバー・ポリシーグループ・フェイルオーバー・ポリシーグループ・フェイルオーバー・ポリシーグループ・フェイルオーバー・ポリシー」または「リソース・フェイルオーバー・ポリリソース・フェイルオーバー・ポリリソース・フェイルオーバー・ポリリソース・フェイルオーバー・ポリ
シーシーシーシー」を参照。

フェイルセーフ・リソースフェイルセーフ・リソースフェイルセーフ・リソースフェイルセーフ・リソース （（（（fail-safe resource））））

可用性が高まるように構成されたリソース。

フェイルバックフェイルバックフェイルバックフェイルバック （（（（failback））））

優先ノードが動作可能状態にリカバリした後、クラスタ・リソースのグループをフェイル
オーバー・ノードから優先ノードへ意図的に戻す処理。
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フェイルバック・ポリシーフェイルバック・ポリシーフェイルバック・ポリシーフェイルバック・ポリシー （（（（failback policy））））

クラスタ・リソースをフェイルオーバー・ノードから優先ノードへフェイルバックする必要
があるか、およびいつフェイルバックするかを決定するユーザー指定の計画。

フォールト・トレラントフォールト・トレラントフォールト・トレラントフォールト・トレラント （（（（fault tolerance））））

コンピューティング・システムがコンポーネント内の障害やエラー（ハードウェア障害、
ファイルの破壊またはオペレーティング・システムの障害）を持ちこたえて、サービスを提
供し続ける能力。

プライベート・インターコネクトプライベート・インターコネクトプライベート・インターコネクトプライベート・インターコネクト （（（（private interconnect））））

クラスタ内通信専用のネットワーク接続。プライベート・インターコネクトは、片方のノー
ドが使用可能か使用不能かをもう一方のノードで検出できるため、ハートビート接続とも呼
ばれる。プライベート・インターコネクトは、パブリック・インターコネクトとは異なるも
のである。「パブリック・インターコネクトパブリック・インターコネクトパブリック・インターコネクトパブリック・インターコネクト」も参照。

プライマリ・ノードプライマリ・ノードプライマリ・ノードプライマリ・ノード （（（（primary node））））

アクティブ /パッシブ構成において処理を実行するノード。「アクティブアクティブアクティブアクティブ /パッシブ構成パッシブ構成パッシブ構成パッシブ構成」
も参照。

ホスト名ホスト名ホスト名ホスト名 （（（（host name））））

ネットワーク上の特定の IPアドレスを表す名前。Microsoft Cluster Server（MSCS）では、
ホスト名はネットワーク名リソースにマップされる。「ネットワーク名ネットワーク名ネットワーク名ネットワーク名」も参照。

ミッション・クリティカルミッション・クリティカルミッション・クリティカルミッション・クリティカル （（（（mission critical））））

企業にとってきわめて重要であり、高い可用性を必要とする種類の業務機能。

優先ノード優先ノード優先ノード優先ノード （（（（preferred node））））

可能所有者であるすべてのクラスタ・ノードが稼働している場合に、グループを常駐させる
ノード。「フェイルオーバー・ノードフェイルオーバー・ノードフェイルオーバー・ノードフェイルオーバー・ノード」も参照。

リスナーリスナーリスナーリスナー （（（（listener））））

クライアントからの要求を受け取り、その要求を適切なサーバーにリダイレクトするサービ
ス。

リソースリソースリソースリソース （（（（resource））））

コンピューティング・システムが使用できる物理的または論理的コンポーネント。たとえ
ば、ディスク、ネットワーク IPアドレス、Oracleデータベース・サーバー、リスナー、
Oracle Forms Server、Oracle Reports Server、Webサーバーなどはリソースである。「クラクラクラクラ
スタ・リソーススタ・リソーススタ・リソーススタ・リソース」および「スタンドアロン・リソーススタンドアロン・リソーススタンドアロン・リソーススタンドアロン・リソース」も参照。
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リソース再起動ポリシーリソース再起動ポリシーリソース再起動ポリシーリソース再起動ポリシー （（（（resource restart policy））））

リソース障害があった場合に、クラスタ・ソフトウェアが現在のノード上でそのリソースの
再起動を試行するかどうかを指定し、試行する場合には一定時間内に試行する再起動の回数
を指定するポリシー。

リソースの依存性リソースの依存性リソースの依存性リソースの依存性 （（（（resource dependencies））））

1グループ内のリソース間の関係。クラスタ・ソフトウェアがそれらのリソースをオンライ
ンおよびオフラインにする順番を定義する。

リソース・フェイルオーバー・ポリシーリソース・フェイルオーバー・ポリシーリソース・フェイルオーバー・ポリシーリソース・フェイルオーバー・ポリシー （（（（resource failover policy））））

リソース障害によってグループのフェイルオーバーを発生させるかどうかを指定するポリ
シー。

ローリング・アップグレードローリング・アップグレードローリング・アップグレードローリング・アップグレード （（（（rolling upgrade））））

ソフトウェアを次のリリースにアップグレードしている間に、クラスタ・システムがサービ
スを提供し続けることを可能にしたソフトウェア・インストール・テクニック。クラスタ・
システムおよびクライアント・ノードのアップグレードが完了するまで、各ノードが順々に
アップグレードされてリブートされるため、このプロセスをローリング・アップグレードと
呼ぶ。片方のノードが一時的にオフラインになっている間、アップグレード中のノードの作
業負荷は他のノードに引き継がれる。
用語集用語集用語集用語集 -9
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